
口径15.9cmで ある。

SK1090(図 面327-274):土 師器椀Aの墨書土器である。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味

に立ち上がる体部を有する。体部外面に墨書がみられるが判読不明である。

SK1095(図 面327-275):土 師器の蝸で、回縁上端部が屈曲し端部が内傾する。法量は概ね口径38,0

cmで ある。

SK1098(図面327-276):須 恵器杯Bで、「ハ」字状に踏ん張る高台が底部から体部に屈曲する位置

に貼 り付けられている。

SKl100(図 面327-277):赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上

がる体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径12.6cm、 器高4.8cmで ある。

SKll10(図 面327-278):土師器の小型奏で口縁の上端部が屈曲し、端部が直立する。復元口径は

14.Ocmで ある。

SKllll(図 面327-279～ 282):279は 須恵器杯Aである。回転ヘラ切 りを施す平坦な底部から屈曲し

て、斜め方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径12.3cm、 器高3.lcm

を測る。280は 土師器椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。

口縁端部は丸 くおさめる。法量は口径 12.lcm、 器高4.Ocmで ある。281,282は 土師器の蝸で、回縁端

部は肥厚 し内側に折 り返され九 くおさめる。ほとんどにカキメ調整が施されている。法量は口径35.2

～35.6cmで ある。

大型土坑

SX001(図面327～ 330-283～404):283～ 294は須恵器で、283～ 286は 杯蓋である。283～ 285の つま

みの有無は不明、回縁部は折 り返 して九 くおさめている。286の 口縁部は下方に短 く折 り曲げるもの

で、つまみは無い。法量は口径 13.0～ 17.4cmを 測る。287～290は杯で287は杯Aである。平坦な底部か

ら稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。法量は口径 12.lcm、 器高は2.5cmで ある。

288・ 289は斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部を九 くおさめる。復元口径は11.1～ 11.8cmを

測る。290は 杯Bで平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高

台が底部のやや内側に貼 り付けられている。□縁端部は九 くおさめる。法量は口径16.5cm、 器高7.2cm

である。291,292が長頸重、298は広口壷の回縁部で、291は端部を丸 く仕上げてお り、292は水平で

側方に拡張 している。293は 上方に引き出している。法量は口径6.4～ 24.Ocmを 測る。294は 壼の底部

で「ハ」字状の角状高台を有する。295～ 357・ 405。 406は土師器で、295～ 304が椀Aである。回転糸

切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。295の 口縁端部はやや外反 してお り、

法量は口径8.2cm、 器高2.7cmと 小型である。296～298の 口縁端部はやや直立する。299～ 301は九 くお

さめ、302～ 304は やや外反する。法量は回径 11.8～ 13.2cm、 器高3.7～ 4.6cmで ある。305～ 333は 口縁

都破片で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。305～ 309の 口縁端部はやや直立する。310～

326は九 くおさめ、327～ 333は やや外反する。法量は口径10.5～ 18.9cmで ある。334は 土師器椀Aの底

部で回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。法量は底径5.lcmを 測る。

335は 皿A、 386～ 343は 皿の口縁部破片である。体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方

へ突出するように開いておさめる。法量は口径11.4～ 14.7帥 、底径6.lcmで ある。344～349は小型甕で、

回縁部は「 く」字状に屈曲する。端部は344～ 347は 九 くおさめ、348・ 3491よ 直立する。法量は口径

11.0～ 13.3cmで ある。350～ 357は 渦の口縁部破片で、端部は肥厚 し内側に折 り返され九 くおさめる。

350。 351に カキメ調整が施 されている。法量は口径32.8～ 39,Ocmである。358～ 367は 赤彩土師器で、
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358～ 365は椀である。358は 椀Aで、平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁

端部は九 くおさめる。法量は口径 12,7cm、 器高3.9cmで ある。359～ 365は椀の口縁部破片で端部は、

359～ 361がやや直立 し、362～365は九 くおさめる。法量は口径11.3～ 13.3cmで ある。366・ 367は皿で、

366は皿Aで体部は浅い角度で大きく開き、口縁部は軽 く外反させて丸 くおさめる。法量は口径12.2cm、

器高4.lcmを 測る。367は 皿Bである。体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出する

ように開いておさめる。法量は口径 12.6cm、 器高2.4cmを 測る。368～ 370は 黒色土器の椀で368は椀A

である。内面は黒色処理され、ヘラミガキが施されている。回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜

め方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめる。法量は残 りが良く、口径 13.8cm、 器高

4.8cmで ある。369,370は 口縁部破片で斜め方向へ直線的に開 く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめ

る。法量は口径 16.0～ 16.3cmを 測る。371～ 385は 墨書土器で371～ 374は 「平」 と書かれている。371

は土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜め方向へ直線的に開く体部を有 している。

墨書は底部外面に書かれる。法量は底径5,6cmで ある。372は 土師器の皿Bで、体部は浅い角度で大 き

く開き、口縁端部は丸 くおさめる。角状を呈する高台が体部下端に貼 り付けられる。墨書は底部外面

に書かれる。法量は口径 13.Ocm、 器高2.7cmを 測る。373は つまみの無い須恵器の杯蓋である。天丼部

外面に墨書される。374は 土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜め方向へ直線的

に開く体部を有 している。墨書は底部外面に書かれる。法量は底径 5。 8cmで ある。375は黒色土器の椀

Aの小破片で、内面は黒色処理されヘラミガキが施されている。回転糸切 りの平坦な底部から屈曲し

て斜め方向へ直線的に開 く体部を有 している。体部外面に墨書されているが、「平」の可能性がある。

法量は底径4.6cmで ある。376～379の墨書は「上」 と書かれる。376は土師器椀の口縁部破片で、やや

内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反 している。体部外面に正方向で墨書される。

法量は口径13.8cmを 測る。377は土師器椀Aの底部で、回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜め方向

へ直線的に開く体部を有 している。底部外面に墨書され、法量は底径5.Ocmである。378は土師器椀の

口縁部破片で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反 している。体部外面に

正方向で墨書される。法量は口径11.6cmを 測る。379は 赤彩土師器で、回転糸切 りの平坦な底部から

屈曲して斜め方向へ直線的に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめる。体部外面に正方向で

墨書される。法量は口径 11.8cm、 器高4.lcmを 測る。380は 土師器椀Aの底部で、回転糸切 りの平坦な

底部から屈曲して斜め方向へ直線的に開く体部を有 している。底部外面に「生」 と墨書され、法量は

底径5,2cmで ある。381～ 385の 墨書は判読不明である。381・ 383は 土師器椀Aの底部で、回転糸切 り

の平坦な底部から屈曲して斜め方向へ直線的に開く体部を有 している。底部外面に墨書され、法量は

底径4.7～ 6.5cmである。382は黒色土器の椀で、内面は黒色処理され、ヘラミガキが施されている。口

縁部破片で斜め方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部はやや外反する。底部外面に「安」 と墨書

され、法量は口径 13.9cmを 測る。384は土師器椀Aの底部で、回転糸切 りの平坦な底部から屈曲して斜

め方向へ直線的に開く体部を有 している。底部内面に墨書されているが、判読不明である。385は 土

師器椀Bの底部で、角状を呈する高台が体部下端に貼 り付けられる。墨書は底部外面に書かれてお り、

判読不明である。法量は底径6.5cmで ある。386～394は灰釉陶器で386～388は椀の口縁部である。386

は体部外面を回転ヘラ削 り調整 し、器壁を非常に薄 く仕上げている。口縁部が摩耗 し、釉が一部青白

色に発色する。法量は口径15.7cmで ある。387・ 388は 口縁部が回転ナデ調整で、強 く外反する。法量

は口径13.6cmを測る。389～ 394は 皿である。389は やや開き気味の体部が緩 く内湾 しながら立ち上が

り、日縁部の下方に屈曲を持たせ、端部を丸 く仕上げる。内外面とも回転ナデ調整で、体部外面下半
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を回転ヘラ削 りする。法量は口径13.9cmで ある。390は 国縁部が回転ナデ調整で、わずかに外反する。

法量は口径14.7cmを 測る。391は 高台が低 く、幅広の三日月高台で、外面の稜 も弱い。高台の平面形

は正円ではなくやや歪む。内面にはコテ当てに伴 う圏状の沈線が数条巡 り、内面中央部に向けて器壁

が薄 くなってい く。見込み部分は摩耗 してお り滑 らかである。法量は口径 13.6cm、 器高2.9cmを 測る。

392は 国縁部外面の釉が青白色に白濁 し、口縁端部の釉は剥離する。法量は口径14.lcmで ある。393の

釉は部分的に厚 く溜まり、濃緑色に発色する。法量は口径13.9cmで ある。394は 内面にはコテ当て痕

が残 り、体部外面は上半を回縁部近 くまで回転ヘラ削 り調整を施 し、口縁端部を外反させる。高台は

外面に明瞭な稜を持つ三日月高台である。底部外面の調整は底部が焼き膨れをおこしているため不明

瞭である。法量は回径 13.lcmを 測る。395～404は土錘である。395は寸胴型c類、396・ 397・ 401・ 402

は樽型c類 、398が寸胴型b類、399,404は 樽型b類、その他は不明である。法量は概ね幅2.1～ 4.lcm、

長さ4.3～ 7.6cm、 子し径0.9～ 1.4cmを 測る。

SX201(図面330-405,406):4051ま 椀Aである。平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を

有する。口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 11,9cm、 器高3.8cmを 測る。406は 禍で、口縁端部は方

形を呈 し、上端部が肥厚 し上方向に拡張する。法量は口径33.Ocmを 測る。

SX202(図面330-407):須恵器の杯蓋である。口縁部は下方に短 く折 り曲げるもので、法量は口径

15.4cmを 測る。

SX203(図 面330-408):土 錘で、樽型c類である。法量は概ね幅3.6cm、 長さ7.lcm、 孔径1.4cmを 測る。

SX204(図面330-409～ 430):409・ 410は須恵器で、409は杯である。斜方向へ直線的に開く体部を

有 し、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 15,6cm、 器高6.6cmを 測る。4101よ 甕の口縁端部で、口縁

部イよ「 く」字状に屈曲し、端部は方形を呈する。口縁部外面に波状文を施 している。411～425は土師

器で、412は 赤彩土師器である。411～ 417は 椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立

ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反 している。法量は口径■.5～ 14.Ocm、 器高3.6～ 4.6cmで

ある。418～424が椀の口縁部片で、やや内湾気味に立ち上がる体部を有 し、日縁端部はやや外反 して

いる。法量は口径 11,4～ 17.8cm、 器高2.7～ 4.2cmで ある。425は小型甕の口縁部で、肥厚 した口縁端部

が内側に折 り返され、九 く成形される。法量は口径12.4cmを 測る。426～428は黒色土器で426・ 427は

椀である。内面は黒色処理され、ヘラミガキが施されている。斜め方向へ直線的に開 く体部を有 し、

口縁端部は丸 くおさめる。法量は口径 14.8～ 19,Ocmで ある。428は 鉢で器壁が厚 く、内面は幅広のへ

ラミガキを施 し、九い口縁を外傾させる。法量は口径19.4cmを 測る。429は 灰釉陶器の短顎壷である。

肩が張る器形で、器壁全体に厚みがある。外面は灰釉を厚 くハケ塗 りし、肩部は暗茶色や濃緑色、胴

部下半は淡緑灰色に発色する。底部内面には暗緑色の釉が斑点状に降 りかかる。胴部外面下半を斜め

方向にヘラ削 りし、底部外面は高台貼 り付け時に強 く輪状にナデ調整する。底部外面の高台内側に粘

土塊が数個付着する。二次被熱を受けている破片が多 く、器表面に小さな丸い割れが目立つ。法量は

口径9,7cm、 器高19。3cmを 測る。430は 土錘で、樽型c類である。法量は概ね幅3.5cm、 長さ7.Ocm、 孔径

■3cmを 測る。

SX208(図面330-431～433):431は須恵器の杯で、斜方向へ直線的に開く体部を有 し、回縁端部は

九 くおさめる。体部には 2条の沈線が巡る。法量は口径18.Ocmで ある。432・ 433は 土師器で、432は

椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部はやや

外反 している。法量は口径 12.2cm、 器高3.7cmを 測る。433は皿Bで、体部は浅い角度で大 きく開き、

口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法
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量は口径14.4cm、 器高2.4cmで ある。

清

SD201(図 面331-122。 434～ 455):122は 樽型c類 の上錘で、法量は概ね幅4.Ocm、 長さ6.5cm、 孔径

1,4cmを 測る。434～436は須恵器で、434・ 435は杯蓋である。434は大きな宝珠型つまみを有 し、天丼

部1/2に 回転ヘラケズリを施 している。端部を短 く折 り曲げ断面三角状を呈する。法量は口径 19,lcm、

器高4.3cmを 測る。435は 回縁部破片で、端部を短 く折 り曲げ断面三角状を呈する。法量は口径 18.9cm、

器高2.lcmを 測る。436イ ま杯Aである。平坦な底部から、稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形

態を有する。法量は口径11.9cm、 器高は2,7cmで ある。437～ 445は 土師器で、442は 赤彩土師器である。

437～443は椀で、437～439は椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を

有する。437・ 438は 口縁端部は九 くおさめ、439は外反 している。法量は口径 12.3～ 14.9cm、 器高4.0

～5.2cmで ある。440～ 4431よ椀の回縁部片で、内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや

外反 している。法量は回径 11.2～ 13.Ocmを 測る。444・ 445は 皿である。444は 皿Bで、体部は浅い角度

で大きく開き、日縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。口縁端部は九 くおさめる。底

部は外傾する九い高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は口径 13.Ocm、 器高2.9cmを 測る。445は 回

縁部片で、体部は浅い角度で大 きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。口

縁端部は丸 くおさめる。法量は口径13.5cmを 測る。446・ 447は赤彩土師器で、内湾気味に開く体部を

有 している。法量は口径 13.7～ 15,Ocmで ある。448。 449は 黒色土器の椀で、内面はヘラミガキが施さ

れている。448は 口縁部破片で斜め方向へ直線的に開く体部を有 している。法量は口径16.Ocmを 測る。

449は底部から体部外面下半にかけてヘラケズリ調整が加えられ、日縁端部はやや外反する。法量は

口径 15,lcm、 器高5。 lcmを 測る。450～ 454は 墨書土器である。450・ 451は須恵器で、450は 杯Aである。

平坦な底部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。墨書は回転ヘラ切 り後未調

整の、荒れた底部に「平」 と書かれている。法量は口径 12.Ocm、 器高2.8cmを 測る。451は 杯Bで、平

坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に

貼 り付けられている。墨書は底部に書かれ、「平」の一部かと思われる。452,453は 土師器の椀Aで、

452は 回転糸切 りの平坦な底部から、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部はやや外反

してお り、底部に「平」 と墨書される。法量は口径 12.4cm、 器高4.Ocmを 測る。453は底部破片で、回

転糸切 り調整された底部に「平」 と書かれる。454は 土師器椀Aの小破片で、ヘラケズリされた平坦

な底部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開 く形態を有する。底部の墨書は判読不明である。

455は フイゴの羽口で、長さ12.7cmが残存する。完形で、先端部約1/3に 黒色の溶解物が付着する。

SD205(図 面331-456)i土 錘で、形態分類は不明である。法量は概ね幅2.5cm、 長さ4.4cn4を 測る。

SD207(図面331-457):赤彩土師器の陵皿である。器高が非常に低 く、体部は腰が張って、口縁部

は短 く外反する形態である。底部は回転ヘラ切 りを施 している。法量は回径13.7cm、 器高1.9cmを 測る。

SD208(図面331-458):須恵器の杯で、斜方向へ直線的に開 く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめ

る。法量は口径11.8cmを 測る。

SD217(図面331・ 332-459～480):459～ 466は須恵器で、459～461は杯蓋である。459。 460の天丼

部は笠型で器高のあるタイプである。460の 天丼部外面には1/3程 度回転ヘラケズリが施されている。

459の 回縁部は下方に短 く折 り曲げるもので、460は 折 り返 して丸 くおさめている。461の 口縁部の形

態は下方に折 り曲げやや方頭になる。法量は日径 12.3～ 14.6cmを 測る。462・ 463は須恵器の杯で、

462は斜方向へ直線的に開 く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめる。体部には 2条の沈線が巡る。法
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量は口径20。 lcmを 測る。463は 底部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開 く形態を有する。法

量は口径12.5cmを 測る。464・ 465は皿で、464は皿Bである。

体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台

が体部下端に貼 り付けられる。法量は口径 13.6cm、 器高2.7cmを 測る。465は 口縁部片で、体部は浅い

角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。法量は口径 13.6cmを 測る。

466は椀Aである。平坦な底部から、稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開 く形態を有する。法量

は口径 11.8cm、 器高は3.Ocmで ある。467～470は 土師器である。467～ 470は 奏の口縁部破片で、4671ま

回縁の上端部が屈曲し、直立 した端部を引き上げている。復元口径は34.Ocmで ある。468～470は 口縁

上端部が屈曲し、端部が九みを持ち、外面に沈線が入る。471,472は 黒色土器の椀で、内面は黒色処

理され、ヘラミガキが施されている。471は 椀Aで回転糸切 りを施 した平坦な底部から稜をもって屈

曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。472は 椀Bで、底部は外傾する高台が体部下端に貼 り付

けられる。473～ 479は 墨書土器である。473は須恵器の杯蓋で、天丼部は笠型で器高のあるタイプで

ある。ボタン状のつまみが付 く。墨書は外天丼部に「平」 と書かれる。474～ 476は底部外面に「平」

と墨書される。474は須恵器の皿Bで、「ハ」字状に踏ん張る高台が底部から体部に屈曲する位置に貼

り付けられている。475は 赤彩土師器の椀Bで、底部は九い高台が体部下端に貼 り付けられる。476は

須恵器の杯Aで、回転ヘラ切 りをされた底部に墨書が見 られる。477～ 479の墨書は判読不明である。

477は 須恵器の杯Bで角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。墨書は底部に書か

れる。478は 土師器の椀Aで、回転糸切 りを施 した平坦な底部に墨書が見られる。479は 須恵器の皿A

で、平坦な底部から屈曲して、やや内湾気味に立ち上がる体部を有する。墨書は体部外面に書かれる。

480は土錘で、寸胴型c類である。法量は概ね幅2,7cm、 長さ4.2cm、 孔径1.2cmを 測る。

SD218(図面332-481～ 506):481～ 486は須恵器である。481・ 482は杯蓋で、天丼部は笠型で器高の

あるタイプである。481の 口縁部は下方に短 く折 り曲げるもので、482は折 り返 して丸 くおさめている。

法量は口径 15.0～ 19,lcmを 測る。483～ 485は杯で、斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部は九

くおさめる。法量は口径 12.9～ 15.7cmを測る。486は 皿Bで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部は

さらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は口径

12.9cm、 器高2.4cmを 測る。487～493は土師器である。487～490は椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部か

らやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。487・ 488は 口縁端部は九 くおさめ、489。 490は やや外

反 している。法量は口径■.8～ 13.3cm、 器高3.6～ 4.3cmで ある。491,492は 椀の口縁部片で、やや内

湾気味に立ち上がる体部を有する。回縁端部はやや外反 している。法量は口径 12.0～ 12.4cmである。

493は甕の口縁部破片で、端部は肥厚 し内側に折 り返され丸 くおさめる。復元口径は21.Ocmで ある。

494～ 499は 黒色土器の椀である。494は椀Aで、内面は黒色処理され、ヘラミガキが施される。体部

外面下半にヘラケズリがみられ、平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。日縁端部

は丸 くおさめている。法量は口径 13.4cm、 器高4.Ocmを 測る。495は椀の口縁部片で、端部を九 くおさ

めている。法量は口径14.5cmである。497は椀Aの底部片で、内面は黒色処理され、ヘラミガキが施さ

れる。体部外面下半にヘラケズリがみられ、静止糸切 りを施 した平坦な底部から稜をもって屈曲し、

体部が外方に浅 く開く形態を有する。498。 499は椀Bで、底部は外傾する高台が体部下端に貼 り付け

られる。500～ 505は墨書土器である。500・ 501に は「平」の墨書がみられる。5001よ須恵器の杯蓋で、

日縁部の形態は下方に折 り曲げやや方頭になる。法量は口径 13.2～ 14.Ocmを 測る。天丼部は扁平で器

高のないタイプである。つまみの有無は不明。天丼部外面には1/2～ 2/3程 度回転ヘラケズリした後ナ
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デが施される。天丼部外面に墨書がみられる。501は土師器の椀Aで、回転糸切 りを施 した平坦な底

部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開 く形態を有する。底部外面に墨書されている。502・

503は 「平」の一部かと思われる。502は須恵器の杯Bで、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り

付けられているЬ墨書は底部に書かれる。5031よ 土師器の椀Aで、一定方向のヘラケズリを施 した、

平坦な底部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。体部外面下半にヘラズリが

みられ、底部外面に墨書されている。504・ 505は判読不明で、504は土師器の椀Aである。回転糸切

りの平坦な底部からやや内湾気味に立ち上がる体部を有する。口縁端部はやや外反 している。法量は

口径 13.2cm、 器高4.lcmで ある。505は土師器椀Bで、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付け

られている。墨書は、底部に墨痕がわずかに確認できる程度である。506は灰釉陶器の壷の口縁部片

で、内面には明瞭なロクロロが残 り、口縁部は強 く外反する。法量は口径11.Ocmである。

包含層 (図面333～351-507～ 1267・ 2603)

507～ 637は 須恵器で507・ 508は 壼類の蓋である。507は 天丼部回転ヘラケズリ調整。507は 内面に、

508は外面天丼部に自然釉が降 りかかる。509～ 550は杯蓋である。509は 天丼部片で内面に朱墨が付

着する。510と 5111よ つまみと天丼部のみであるが、大きな宝珠型つまみを有 し、天丼部回転ヘラケズ

リ調整が施される。512は ボタン状つまみを有 し端部を薄 く成形する。法量は回径11.Ocm、 器高2.6cm

である。513は天丼部回転ヘラケズリで、端部は断面三角形をなす。法量は口径12.7cm、 器高3.3cmで

ある。514は宝珠型つまみを有 し、天丼部1/2に 回転ヘラケズリを施 し、端部は断面三角形をなす。法

量は口径 18.5硼 、器高4.2cmで ある。515も 天丼部1/2に 回転ヘラケズリを施 し、端部は断面三角形をな

す。法量は口径 18,4cm、 器高3.5cmで ある。516の 口縁部は下方に短 く折 り曲げる。つまみは無 く、天

井部外面に回転ヘラケズリが施されている。法量は回径12.lcmで ある。517・ 518の天丼部は笠型で器

高のあるタイプである。口縁部は下方に短 く折 り曲げる。法量は口径18,0～ 18,9cmで ある。519～ 542

の口縁部の形態は下方に折 り返 して丸 くおさめている。535・ 537・ 539は つまみを持たず、519・

524・ 525・ 537・ 539・ 540は 天丼部回転ヘラケズリ調整が施される。520の頂部は無調整である①法

量は口径 11.3～ 15.4cmで ある。543～546の 回縁部の形態は下方に折 り曲げやや方頭になる。543・ 545

の天丼部は回転ヘラケズリ後、ナデを施 している。法量は口径7.2～ 18.3cmで ある。547・ 548は つま

みを持たず、口縁部を下方に短 く折 り曲げる。頂部は回転糸切 りを施 している。法量は口径 11.7～

11.9cmで ある。549・ 550は内面に朱墨が付着する。端部は549は下方に短 く折 り曲げ、550は下方に折

り返 して九 くおさめている。法量は口径 12.1～ 12.9c14で ある。551～ 587は杯である。551～ 557は杯A

である。斜方向へ直線的に開 く体部を有する。551～ 555の 口縁端部は九 くおさめ、556・ 557は やや

外反 している。底部は553・ 554は 回転ヘラ切 り後ナデ調整を施 している。法量は口径 10.7～ 12.9cm、

器高2.5～ 3.6cmで ある。558～575は杯の口縁部片で、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部

は丸 くおさめている。法量は口径 10.5～ 15.9cmで ある。576は斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口

縁端部はやや外反する。底部は回転糸切 りを施 している。法量は口径 12.7cm、 器高4.Ocmで ある。577

は底部片で回転ヘラ切 りを施す。578～ 5871よ杯Bである。578～ 581は 浅い器形の杯で、578の底部に

は板状圧痕がみられ、低い貼 り付け高台を有する。579は斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端

部はやや外反する。「ハ」字状に踏ん張る高台が底部から体部に屈曲する位置に貼 り付けられている。

底部は回転ヘラ切 り後ナデ調整を施 している。580・ 581は平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的

に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられてお り、581の 回縁端部は

やや外反する。法量は口径11.1～ 13.6cm、 器高3.5～ 4.Ocmで ある。582～ 584・ 586は体部が開き気味に
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立ち上がる深身のもので、高台を底端部に貼 り付ける。法量は口径 10.9～ 15,7cm、 器高4.5～ 7.5cmで

ある。585,587は底部から体部を、輪状に回転ヘラケズリし、底部中央に回転糸切 り痕を残す。588

は皿Bである。高台が足高で底部は回転糸切 り後、ナデを施 している。589～ 605は 壷である。589～

594は 長頸壺である。589。 590の 口縁端部は、下方に引き出している。591の 口縁端部は上方に屈曲

し、内面が肥厚する。592は 口縁端部を丸 くおさめている。598・ 594は端部の下方が九みをもって上

方に屈曲外反 している。法量は口径9.6～ ■.3cmで ある。595～ 605は広口又は双耳重で、595・ 596の

口縁端部は、下方に引き出している。597～ 604は端部の下方が九みをもって上方に屈曲外反している。

605は 口縁上端部が肥厚 し上下方向に拡張 している。法量は口径 15.0～ 23.Ocmで ある。606～ 613は 双

耳重の体部破片である。606～ 609。 612・ 613の肩部には突帯が 1条、611の み 2条巡つている。耳の

外形は長方形 (610)、 多角形 (607～ 609・ 613)な どがあるが、紐穴はいずれも円孔である。614～

616は 童の口縁部破片で、614は 逆「ハ」字状に開く口縁部の内端に、受け口状の短い突起を付ける。

615は頸部が直線的に立ち上が り、端部の外側を上方へつまみ上げる。616は直立 した口縁部の内端に、

受け口状の短い突起を付ける。復元口径8.8～ 26.6cmで ある。617～ 6301よ甕の口縁部片で、617の 口縁

部端面は水平で側方に拡張 している。618は逆「ハ」字状に直線的に立ち上がる頸部を有 し、回縁端

部は九 くおさめる。619～ 621は逆「ハ」字状に外反する国縁の端部は、外傾する幅広の端面となって

いる。622は 口縁端部の面が外傾 し、端面の内側を上方へつまみあげる。623～ 625の 口縁端部は肥厚

し上下方向に拡張 している。6261よ逆「ハ」字状に外反する口縁の端部は、外傾する幅広の端面とな

っている。627は 短 く外反する国縁の端部は外傾する広い面を有する。628～ 6301ま 小破片であるが、

口縁端部を折 り曲げて側方に突出させ、口縁部外面直下には波状文を施す。復元口径20.3～ 44,Ocmで

ある。631は 甕の体部破片で、底部を欠損 してお り体部は球胴状を呈する。外面はタタキ後カキメ調

整、内面には同心円状の当具痕が残る。632・ 633・ 635は 双耳壺の底部である。632・ 633・ 635は 平

底無高台の形態で、体部外面は横方向にヘラ削 りが施されている。634は 壼で、踏ん張った高台が

「ハ」字状を呈する。636は壷の底部で、体部内外面にヘラ削 り、内面はさらにハケ調整の痕跡が残る。

637は 円面硯で、透かし部上端の幅を基に四方透かしとして復元 した。脚の接合部分はきれいに打ち

欠かれてお り、脚部損壊後に海部分のみで使用 した可能性がある。638～ 834は 土師器で、638～ 765

は椀である。概ね、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。638～651は器高

が高 く、底径が小さい。638～ 640は 口縁端部を丸 くおさめている。641～651は器壁がやや薄い。641

～644は 口縁端部を丸 くおさめてお り、645～ 651は端部が外反 している。法量は口径 11.7～ 16,7cm、

器高4.0～ 5.9cmで ある。652～ 654は 大型の椀で、日縁端部がやや外反 している。法量は回径15.5～

16.7cm、 器高4.6～ 6.3cmで ある。655～ 690は器高が低 く、底径がやや広い。655～ 669は 口縁部の上端

部を引き上げる形態で、655～ 662は 器壁がやや厚い。670～ 678の 口縁端部は九 くおさめ、679～ 683

はやや外反する。法量は口径9.8～ 14.lcm、 器高3.5～ 4.9cmで ある。684～691は 口縁端部がやや外反 し

ている。法量は口径1.5～ 14.9cm、 器高3.8～ 5。 2cmで ある。692～765は 口縁部片で、内湾気味に開く体

部を有する。692～ 711は 口縁部の上端部を引き上げる形態である。712～ 741は 回縁端部を九 くおさ

めている。復元口径10,8～ 17.Ocmで ある。734の体部に外面から内面に向けて、穿孔がみられる。743

～747は 大型の椀で口縁端部をやや外反させるものが多い。復元口径 15,0～ 18.Ocmで ある。766～ 782

は皿で、766～ 773は皿Aである。回転糸切 りの平坦な底部から、体部は浅い角度で大 きく開き、766

～767の 口縁端部は丸 くおさめる。768～ 773の 口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。

法量は口径■.6～ 15.8cm、 器高1.8～ 3.6cmで ある。774～778は 口縁部片で、775は 口縁端部を丸 くおさ
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める。774・ 776～ 778は 、さらに偵1方へ突出するように開いておさめる。復元口径 12.8～ 14.Ocmで あ

る。779～ 782は 皿Bで、779・ 780の 口縁部は側方へ突出するように開いておさめる。779は体部付け

根に高台を貼 り付ける。高台内部は回転糸切 り痕を残す。7801ま足高高台である。法量は口径 13.1～

14.4cmである。781・ 782は高台のみである。781は足高高台で、782は赤彩土師器で体部立ち上が りの

付け根部分に高台を貼 り付け、内部に回転糸切 り痕を残す。783～ 803・ 807～ 809。 811・ 814・ 817・

831は奏で、783～800は小型甕である。口縁部は「 く」字状に屈曲し、783～793の端部は九 くおさめ

る。794は端部が方形を呈 し、上端部が引き上げられる。795～797は上端部が屈曲し、九 くおさめた

端部が直立する。798は上端部が屈曲し端部が内傾 している。体部外面にヘラケズリ調整が見 られる。

799の端部は肥厚 し内側に折 り返され九 くおさめる。800は、肥厚 した口縁端部が九 く成形される。復

元口径■.0～ 31.lcmで ある。801～803は 中型甕で、801の 口縁端部は直立する。8021ま 口縁部の上端部

が引き上げられ、端部が内傾する。803は 肥厚 した口縁端部が九 く成形される。復元口径20.0～ 21.8

cmで ある。811は「 く」字状に浅 く開く口縁部がつき、端部は九 くおさめている。814は 口縁上端部が

直立 し、端部が九みを持ち外面に沈線が入る。831は 大型甕で、上端部が屈曲し端部に丸みを持つも

のである。復元口径27.8cmで ある。税0・ 812・ 813・ 815,816・ 818～830は蝸で、8101ま斜外方へのび

る体部 と口縁部の境界はあまり明瞭ではなく、日縁部全体が軽 く外反 してそれとわかる形態である。

812は 口縁端部を面取 して方形に仕上げる形態、813は さらに上端をわずかに引き上げている。812の

体部下半は内外面 とも、ヘラケズリされる。外面から内面上半にかけて煤が付着 し、内面下半には炭

化物の付着がみられる。815の横断面は「S」 の字を上下両方から押 しつぶ したような形状を呈する。

816の 口縁部は肥厚 した端部が九味を持って内屈 し、内側に段を有する。818～822は肥厚 した端部を

内側に折 り返 し九 くおさめている。821は体部外面にヘラケズリ、818は 回縁部外面に、煤が二次被熟

により付着 している。820の端部内面にカキメが施されている。823～ 830は端部が内側に折 り返され、

823～ 825は 回縁端部を面取 して方形に仕上げ、826～ 830。 804～ 806は 九 く成形されている。復元口

径30.0～48.7cmで ある。807～ 809は小型奏の平坦な底部で、外面をヘラケズリ調整 している。832・

833は 耳皿である。833は底都片のみであるが、832は 残 りが良 く底部を回転糸切 りで切 り離 した後、

口縁の相対する二方を内側へ折 り曲げる。折曲部外面には指頭圧痕が残る。底部には、中心からわず

かに外れた箇所に、直径 6 nmの 円孔が内面から外面に向けて穿たれる。焼成前穿孔である。834は 土

師質の不明遺物。「 く」の字状口縁で、下部から口縁に向かって径が大きくなる。下部の端部は内面

に肥厚 してお り、内面にカキメ調整を施 している。835～ 849は 赤彩土師器である。835～ 845は 椀で、

概ね回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。835'8371ま 器高が高 く、底径が

小さい。835の 口縁端部は丸 くおさめている。法量は口径12.2cm、 器高3.8cmで ある。886・ 837は大型

の椀で、口縁部の上端部 を引 き上げる形態である。法量は口径11,9～ 16.9cm、 器高6.9cmを 測る。

835,837は内外面、886イま外面に赤彩が施される。838～ 840は概ね、回転糸切 りの平坦な底部からや

や内湾気味に開く体部を有する。840の み回転糸切 り後、ヘラケズリを施す。838は底径がやや小さく、

口縁端部を丸 くおさめる。839・ 840の端部はやや外反 している。法量は口径12.0～ 12.6cm、 器高3.7～

4.4cmで ある。841～845は 口縁部片で、端部を九 くおさめている。法量は口径■.8～ 14.Ocmを 測る。内

外面に赤彩を施 している。846・ 848。 849は 皿Bで、口縁部は側方へ突出するように開いておさめる。

体部立ち上が りの付け根部分に高台を貼 り付け、内部に回転糸切 り痕を残す。内外面に赤彩を施 し、

法量は口径 12.8～ 14.Ocm、 器高1.5～ 4.lcmで ある。850～ 894が黒色土器である。850は椀Aで、回転糸

切 りの平坦な底部から、斜め方向へ直線的に開 く体部を有 している。口縁端部はやや外反 してお り、
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内面にミガキ、外面に赤彩 を施 している。法量は口径 19.6cm、 器高7.7cmで ある。851～ 879・ 881・

882は椀の口縁部片である。内面にヘラミガキを施 している。881のみ外面上半にミガキ、外面下半に

ヘラケズリがみられる。851～ 867は 口縁端部を九 くおさめ、851の 外面下半に一部墨痕がみられる。

868～ 879,881・ 882の端部はやや外反 している。882の 内面は幅広のヘラミガキが施され、器壁は厚

い。877～ 879は畿内から搬入された黒色土器で、内黒のAtt。 体部のみの残存であるが、本来は底部

に簡単な三角高台を有する。森分類の畿内系Ⅲ類である。非ロクロ成形で体部外面を全体にヘラケズ

リ (C手法)し 、器壁を薄 く仕上げる。内面は横方向に緻密なヘラミガキを施す。胎土の特徴から、

色調がチ ヨコレー ト色を呈する878。 879が大阪府の生駒西麓産と考えられる。法量は口径 12.0～ 25,0

cmを測る。880は 皿の口縁部片で、側方へ突出するように開き端部は外反する。内面のみヘラミガキ

を施 し、法量は口径13.8cmで ある。883～894は底部片である。回転糸切 りを施 した平坦な底部から稜

をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。892の み静止糸切 り調整である。883～ 893は

椀Aで、887・ 889～893の 内面にヘラミガキがみられる。885・ 890。 892の外面にはヘラケズリが施さ

れる。894は 椀Bで、体部立ち上が りの付け根部分に高台を貼 り付けている。895～ 9391ま墨書土器で

ある。墨書の文字は「平」が最 も多 く、「平」の可能性が高いものも含めると22点、「安」の可能性の

あるもの含めて 3点、「上」「万」「成」「大」で 1点ずつみられる。判読可能なものは全て一文字だけ

書かれる。895～ 898・ 900・ 901・ 904～ 908・ 910～ 912・ 914・ 918～ 920が「安」、899,902,903・

909,913・ 915～ 917が 「平」の可能性が高いと考えられるものである。895・ 897・ 898は分類 1、

900。 901。 904～ 908は分類 2と なる。分類 1に も2種類あり、895は二・三画目の点が中心から外に

向かって打たれるのに対 し、897・ 898は外から内側に向かって打たれる。文字は全て底外面に書かれ

る。分類 2は、一画目、二・三画目に対 して四画目が短 くなるもの (901)、 一から四画目までほぼ同

じ長さのもの (900・ 904～ 907)、 一画目・四画目に対 して二・三画目が非常に小 さく書かれるもの

(908)の 3つ に分けられる。900。 901・ 905。 906・ 907は外底面に書かれる。905は 一から四画目が

ほぼ同じ長さで書かれ、五画目を大 きく伸ばし、終筆は軽 く押さえる。906は五画目の終筆をはねる。

904はつまみのないタイプの蓋で、内天丼部に墨書される。908は一画目を長めに、二・三画目をごく

小さく書 き、四画目の最後を上向きにはねる。896・ 910～ 914・ 916・ 917は塁書の一部 しか残存 しな

かったり、筆跡が若干「平」 と異なるものであるが、lllね 「平Jの一部かと思われる。913は墨書さ

れたうちの半分ほどしか残存 しない。「平」の可能性が高いが、五画目の下半が大 きく右へ反つてい

る。917は外底面の左側に縦に細長 く墨書される。「平」に似た雰囲気をもつ。918・ 919は外外部に正

方向で「安」と書かれる。920は横方向に書かれた「安」の可能性がある。921は 「上」の可能性が高

い文字。外体部に三画目を残す。922は横向きに「万」 と書かれる。933は黒色土器で、ヘラケズリさ

れた外底面に「成」 とやや くずして書かれる。935は外底面に丁寧に「大」 と書 く。940は底部内面に

「木」 と線刻された土師器の椀Aで ある。941～ 1002・ 1004～ 1006は灰釉陶器である。941。 942は椀の

回縁部片で、9411ま 器壁がやや厚 く、端部を丸 くおさめる。内外面施釉される。942は体部がやや直線

的に延び、器壁は非常に薄 く、端部を九 くおさめ体部外面に回転ヘラケズリを施 している。943～ 946

は大型の椀で器壁に厚みがあ り、口縁端部が強 く外反 している。体部外面は回転ヘラケズリをされ、

淡緑灰色の釉がハケ塗 りされる。945は二次被熟のため釉に光沢が無 く、一部剥離する。944は全体が

わかる個体である。底部の器壁はやや厚みがあり、薄い体部が内湾 しながら立ち上がる。体部外面か

ら底部にかけて回転ヘラケズリ調整が施され、高さのある三日月高台が貝占り付けられる。高台の平面

形は正円を呈する。底部内面を残 して体部内外面に淡緑灰色の灰釉がハケ塗 りされ、内面には重ね焼
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きによる輪状の痕跡が残る。947は小椀で体部下半に回転ヘラケズリを施 している。釉調は灰白色だ

が部分的に淡緑灰色 と呈する。948,949・ 951は椀で、やや開き気味の体部が緩 く内湾 しながら立ち

上が り、口縁部の下方に屈曲を持たせ、端部を丸 くおさめる。内外面とも回転ナデ調整で、体部外面

下半の回転ヘラケズリ調整は省略される。いずれも内面の釉は斑点状にはじかれる。950は足高高台

の椀Bである。底部外面は丁寧な回転ヘラケズリ調整がなされ、見込み部分は摩耗 して滑らかである。

内面に重ね焼 きの融着痕がみられる。952の釉調は淡黄灰色を呈するが、回縁部内面に釉溜まりがみ

られ、この部分の釉調は濃緑色に発色する。体部下半の器壁はやや厚めだが、口縁部は薄 く挽 きださ

れる。953は椀の口縁部片である。外面は口縁端部近 くまで回転ヘラケズリし、口縁部を外反させる。

口縁部内面が摩耗する。954～956の体部外面下半は回転ヘラケズリ調整が施され、日縁部は回転ナデ

調整で強 く外反する。淡緑灰色の灰釉が内外面に施されるが955。 956は二次被熱のため釉がはげてい

る。957・ 961の釉調は灰白色を基調 とする。口縁部の外反が強いもので、同一個体の可能性がある。

962・ 963・ 965・ 966は 軟質焼成の高台部片である。いずれも高台内面が弱 く内湾 し、外側下方を面

取 りするが稜がやや弱い三日月高台を持つ。底部外面は回転ヘラケズリ調整される。964は底部中央

を薄 く削 り込み、底部外面に回転糸切 り痕が薄 く残る。内外面とも回転ナデ調整で体部の器壁はやや

厚 く、口縁部を丸 くおさめる。底部内面には重ね焼きの痕跡が薄 く残る。高台の平面形は正円を呈す

る。967・ 969・ 970は 底部外面に回転糸切 り痕を残 し幅広の三日月高台をもつものである。968の外

面は高台貼 り付け部分から底部中央まで回転ヘラケズリ調整をする。高台は内側が強 く内湾 し外側下

方を面取 りする三日月高台である。内側には重ね焼きの痕跡が薄 く残る。内底面は摩耗 し、非常に滑

らかである。971,974は 高台の内側が内湾する高さのある三日月高台をもつ底部片である。底部は回

転ヘラケズリ調整が施され、更にその上から大 きく指ナデされる。体部内外面に責白色の灰釉がハケ

塗 りされ、底部内面には灰釉が斑点状に降 りかかる。高台のつ くりが良く似てお り、同一個体の可能

性がある。973は高台端部の多 くを欠損するが、全周が残る個体である。底部外面は全体を回転ヘラ

ケズリ調整 し、高台貼 り付け時に中央部近 くまで回転ナデする。底部内面は大きく指ナデし、輪状の

重ね焼きの痕跡が残る。976～978は高台内側が強 く内湾 し、外面に明瞭な稜を持つ三日月高台の椀で

ある。いずれも体部外面下半から底部を回転ヘラケズリし、高台貼 り付け時の回転ナデ調整痕が明瞭

にみられる。体部内外面に黄白色から淡緑灰色を呈する灰釉がハケ塗 りされ、底部内面に重ね焼きの

痕跡が残る。見込みは大 きく指ナデされる。977。 978は 内面が摩耗 してお り、非常に滑 らかである。

975は l・Aの 口縁部片で、薄いつ くりで口縁部が緩やかに外反する。979～ 981は 口縁部が外反 し、体部

外面下半を回転ヘラケズリして器壁を薄 く仕上げている。982～986は 口縁部が緩やかに外反する皿で、

やや器壁が厚いつ くりのものである。体部外面下半を回転ヘラケズリして器壁を薄 く仕上げている。

986の体部外面には焼成時の融着痕がみられる。987・ 991は低い三日月高台をもつ底部片である。底

部外面は回転ヘラケズリ調整が丁寧に施され、見込み部分は摩耗 し非常に滑 らかである。987は高台

部分が約3/4残存 してお り、高台の平面形が正円を呈することがわかる。器壁は薄 く均―なつ くりで、

内面に重ね焼き時の高台融着痕が輪状に残る。淡緑灰色の釉が体部内外面にハケ塗 りされる。988・

989は高さのある三日月高台を持つ底部である。988の高台は内側がわずかに内湾し、比較的薄い。底

部外面は回転ヘラケズリ調整され、内面はやや摩耗する。989は 高台内側の内湾が弱 く、高台に厚み

がある。ともに底部内面に輪状の重ね焼き痕が残 り、988はその外周に白色の灰釉が施される。990は

皿か椀の高台部分である。見込み部分は摩耗 して非常に滑らかである。底部外面は回転ヘラケズリ調

整が施され、幅広で外面下半の稜が弱い三日月高台を有する。993の高台は低 く幅広の三日月高台で、
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外面の稜 も弱い。高台の平面形は正円ではなくやや歪む。内面にはコテ当てに伴 う圏状の沈線が数条

巡 り、内面中央部に向けて器壁が薄 くなっていく。見込み部分は摩耗 してお り滑 らかである。992は

口縁部形態や調整が993に似ているが胎上の色調が若干異なる。994・ 996～ 998は外傾気味の高台を

持つ底部片である。994は見込み部分が摩耗 してお り非常に滑 らかである。釉は淡緑灰色を基調 とし、

体部内外面にハケ塗 りされるが、996は底部内面の輪状に残る重ね焼き痕の内側まで施釉範囲が及び、

一部に高台の釉着痕がみられる。999は皿の口縁部小片である。ともに口縁部外面の釉が青白色に白

濁 し、口縁端部の釉は剥離する。1000の 底部外面は回転ヘラケズリをするが中央部を削 り残す。底部

外面には高台貼 り付けに伴 う回転ナデ調整痕が輪状に明瞭に残る。釉は体部内外面にハケ塗 りされ、

淡緑灰色を基調 とするが、外面の釉は厚 く溜まリー部青白色に白濁する。1001は 皿で、九みのある低

い高台をもつ。体部内外面に白みの強い淡緑灰色の釉がハケ塗 りされる。外面は底部から口縁部にか

けて丁寧な回転ヘラケズリ調整が施され、器壁の厚みが均―につ くられる。高台の平面形は正円を呈

する。内底面は摩耗 してお り滑らかである。1002は 外傾する低 く九い高台が体部下端に貼 り付けられ

る椀の底部片である。体部外面の釉は高台貼 り付け部分までハケ塗 りされる。内底面が摩耗 してお り

滑らかである。1004は 広口壺で内面に厚 く淡黄緑色の灰釉がかかる。1005は壼である。広口の頸部が

つ くと思われる。外面は肩部から下全体を回転ヘラケズリし、器壁を薄 く均―に仕上げる。胴部下半

の内面にはロクロロが残る。底部外面には回転糸切 り痕が残 り、底端部には幅広の高台が貼 り付けら

れる。回転ナデ調整が加えられる。底部の器壁は高台貼 り付け部分のみやや厚 くなるが、中央部は非

常に薄 くつ くられる。外面には肩部から胴部上半を中心に緑灰色の灰釉がハケ塗 りされ、部分的に胴

部下半まで流れる。肩部は二次被熱を受け、釉が泡だったように固まっている。底部内面には緑灰色

の灰釉が斑点状に降 りかかる。1006は壼類の胴部片で、器壁全体に厚みがある。外面は灰釉を厚 くハ

ケ塗 りし、内面は二次被熱を受け小さな九い割れが目立つ。1003は緑釉陶器の椀の底部である。底部

外面は回転ヘラケズリ調整で、内外面に施釉される。1007～ 1195。 ■99～ 1262・ 2603が土錘である。

刺網系のa類は 3点 と少ない。1007は寸胴型、1008は樽型、1009は提灯型である。法量は概ね長さ4.6

～4.9cm、 幅1.0～ 2.5cm、 孔径0.3～ 0.4cm、 重量4.17～ 16.35gを 測る。b類 は1010～ 1042で、寸胴型は

1010～ 1017で ある。1016・ 1017は欠損部が多 く、寸胴型b類 になると推定 してこのグループにいれた。

法量は概ね長さ4.7～ 7.5cm、 幅2.2～ 3.4cm、 孔径1.0～ 1.5cm、 重量11.10～ 66.80gを 測る。樽型は1018～

1041で ある。法量は概ね長さ4.8～ 8.2cm、 幅2.1～ 3.7cm、 孔径0.5～ 1.6cm、 重量18.45～ 84.658を 測る。

卵型は1042の 1点 のみで、法量は概ね長さ4.6cm、 幅2.lcn4、 孔径0,7cm、 重量19.54gで ある。c類 は

1043～ 1186で 、寸胴型は1043～ 1067で ある。1066の 中央部分には縄で巻いたような痕が 1条見 られ

る。法量は概ね長さ3.9～ 7.4cm、 幅2.2～ 4.2cm、 孔径0.9～ 1.6cm、 重量10.87～ 108.32gを 測る。樽型は

1068～ 1183で 1173の 中央部分に 1条、■74・ 1175は 3条、縄で巻いたような痕が見 られる。1173は

幅1,Ocm、 ■74。 11751よ 細 く、 2～ 5mmで ある。法量は概ね長さ4.6～ 7.5cm、 幅2.9～ 4.6cm、 子し径 1.0

～1,7cm、 重量28.38～ 127.798を 測る。卵型は■84・ 1186で、法量は概ね長さ5.0～ 5,6cm、 幅3.8～ 4.lcm、

孔径 1.2～ 1.5cm、 重量62.73～ 70。 71gを 測る。d類 は 2点 のみで、1187が寸胴型、1188が卵型である。

法量は概ね長さ3.6～ 3.7cm、 幅3.6～ 4.lcm、 孔径 1.lcm、 重量34.54～ 50.41gを 測る。1189～ 1262・ 2603

は欠損部が多 く、形態は不明である。1193に 2条 、幅2mmの 縄で巻いたような痕が見 られる。

1263・ 1264は 製塩土器である。1196～ 1198・ 1265～ 1267は フイゴの羽口の破片である。1265。 1267

の端部にガラス化 した溶解物が付着する。

B2地 区 (図面 352・ 353)
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竪穴住居

S108(図面352-1268～ 1279):1268～ 1278は 土師器で、1268～ 1274が椀である。概ね、回転糸切 り

の平坦な底部か らやや内湾気味に開 く体部 を有する。1268～ 12701よ 器高が高 く、底径が小 さい。

1268の 日縁端部は九 くおさめている。1271・ 1272は 器高が低 く、底径がやや広い。口縁端部は九 く

おさめる。1273・ 1274は 口縁部片で、端部を丸 くおさめている。復元口径 12.0～ 15.6cm、 器高3.0～

4.5cmを 測る。1275・ 1276は皿である。静止糸切 りの平坦な底部から、体部は浅い角度で大きく開き、

口縁端部は丸 くおさめる。法量は口径 12.3～ 12.6cm、 器高2.4～ 2.6cmで ある。1277は小型甕の口縁部

片である。口縁部は「く」字状に屈曲し、端部は九 くおさめる。復元口径11,7cmで ある。1278は甕で

口縁部は「く」字状に屈曲し、端部は方形を呈する。外面にタタキ調整、内面は当て具痕が見られる。

口径は22.9cmである。1279は 樽型c類 の土錘で、縄の痕が 1条みられる。法量は長さ6.7cm、 幅4.6cm、

孔径 1.4cm、 重量112.898で ある。

S110(図面352-1280～ 1285):1280～ 1285は 須恵器で、1280～ 1282は 杯蓋である。日縁部の形態は

下方に折 り返 して丸 くおさめている。1280は天丼部回転ヘラケズリ調整が施され、1281の 頂部は無調

整である。法量は口径 11.3～ 11.9cmを 測る。1283～ 1285は杯で、1283・ 1284は杯Aで ある。斜方向へ

直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。底部は1283が静止糸切 り、1284は 回転ヘラ切

り後ナデ調整を施 している。法量は口径■.3～ 12.8cm、 器高2.5～ 3.Ocmで ある。1285は杯の回縁部片

で、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめている。法量は口径15,8cmである。

S111(図面352-1286～ 1293)i1286～ 1290は 須恵器で、1286は 杯蓋である。天丼部回転ヘラケズリ

調整が施され、日縁部の形態は下方に折 り返 して九 くおさめている。法量は口径14.5cm、 器高2.Ocmを

測る。1287～ 1289は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。底部は

回転ヘラ切 り後ナデ調整を施 している。法量は口径12.8～ 13.3cm、 器高2.6～ 3.2cmで ある。1290は杯B

で、平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや

内側に貼 り付けられてお り、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径■.6cm、 器高3.9cmを 測る。1291

は土師器の蝸で、口縁端部を面取 して方形に仕上げ、さらに上端をわずかに引き上げている。内外面

にカキメ、外面にヘラケズリ調整が見 られる。口径は42.4cmで ある。1292・ 1293は赤彩土師器の椀の

口縁部片である。内湾気味に開く体部を呈 し、端部を丸 くおさめている。内外面ともに赤彩が施され

る。復元口径12.4～ 12.8cm、 器高2.8～2.9cmを 測る。

溝

SD219(図面352-1297～ 1304):1297～ 1302は須恵器で、1297は杯蓋である。口縁部は下方に短 く折

り曲げる。復元口径 13.3cmを浪1る 。1298は杯Bの底部片で、ハ字状にぶんばる高台が底部のやや内側

に貼 り付けられている。1299は壺の回縁部片で、端部は下方に引き出している。復元口径 15。 9cmを 測

る。1300は 奏の口縁部片で、端部を折 り曲げて側方に突出させる。口縁部外面直下には突帯上に櫛歯

状工具の刺突による圧痕がみられ、その下に波状文を施 している。1301・ 1302は 双耳壷の耳部で、耳

の外形は長方形 (1301)、 多角形 (1302)が あるが、紐穴はいずれも円孔である。1303は黒色土器の

口縁部片で、内湾気味に開く体部を呈 し、端部はやや外反する。摩耗 しているが、内面にヘラミガキ

がみられる。復元口径 12.6cmを 測る。1304は墨書土器で、須恵器の底部片である。底部外面に墨書さ

れるが、文字は判読不明である。

包含層 (図面352・ 353-1294～ 1296・ 1305～ 1328)

1294は須恵器の杯の口縁部片で、端部を丸 くおさめている。復元口径11.2cmで ある。1295,1296は 土
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師器で、1295は椀Aで ある。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。器高が

高 く、底径が小 さい。口縁端部は九 くおさめている。法量は口径 13.lcm、 器高4.Ocmを 測る。1296は

口縁部片で、内湾気味に開く体部を呈 し、端部を丸 くおさめている。復元口径 12.9c14を 測る。

1305～ 1314は須恵器で、1305～ 1307は杯蓋である。1305は宝珠型つまみを有 し、天丼部1/2に 回転ヘ

ラケズ リ後 ナデ調整 を施 し、端部は断面三角形 をなす。法量は口径 14.9cm、 器高3.4 cmで ある。

1306。 1307は 回縁部片で、端部の形態は下方に折 り返 して九 くおさめている。1306の み転用硯で、

内面に朱墨痕がみられる。法量は口径12.9～ 15.8cmで ある。1308～ 1311は杯で、1308,1309は 杯Aで

ある。斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。底部は回転ヘラ切 り後ナデ調

整を施 している。法量は口径■.8～ 13.9cm、 器高2.9～ 3.Ocmで ある。1310は 回縁部片で、端部を丸 く

おさめている。復元口径12.Ocmで ある。1311は杯Bで、平坦な底部から屈曲して斜方向へ直線的に開

く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられており、口縁端部は九 くおさめ

る。法量は口径12.4cm、 器高4.9cmを 測る。1312は皿Bである。体部は浅い角度で大きく開き、口縁部

はさらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は口

径 11,lcm、 器高2.6cmを 測る。1313は 壼の底部片である。底部には大型で逆「ハ」字状の貼 り付け高

台が付 く。1314は 双耳壷の耳部で、耳の外形は多角形、紐穴はいずれも円孔である。1315は墨書土器

で、赤彩土師器の椀か皿の胴部片である。内外面に赤彩が施され、内面に墨書されるが文字は判読不

明。1316・ 1317は 土師器の椀である。1316は 大型の椀で、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気

味に開く体部を有する。器高が高 く、底径が小さい。口縁端部がやや外反 している。1317は 口縁部片

で、端部がやや外反 している。法量は口径 13.3～ 16.lcm、 器高3.5～ 4.9cmで ある。1318は 土師器の小

型奏で、底部は回転糸切 りによる切 り離 しで平坦に成形される。法量は底径5,9cmを 測る。1319は赤

彩土師器の椀の口縁部片である。やや内湾気味に開く体部を呈 し、口縁端部を丸 くおさめる。復元口

径12.8cmを 測る。1320～ 1327は墨書土器である。1320は須恵器の杯Aで、底部外面に墨書されるが判

読不明である。1321・ 1322は土師器の椀Aで、底部外面に「平」が墨書される。1321は分類 1である。

1323は土師器の椀Aで、底部外面に「生」 もしくは「千」 と墨書される。1324は須恵器杯Aの底部外

面に「大」 と墨書 される。分類 1である。1325は須恵器の杯Aで底部外面に「余」 と墨書 される。

1326も 須恵器の杯Aで、底部外面に「第」のような文字が墨書される。1327は須恵器杯A底部外面に、

「大」 と墨書が書かれる。1328は 灰釉陶器の重の肩部片である。

B3地 区 (図面 353)

包含層 (図面353-1329～ 1339)

1329～ 1335は 須恵器で、1329～ 1333は杯蓋である。13291よ つまみを持たず、口縁部が欠損している。

天丼部内面に朱墨痕がみられる。1330～ 1333の 口縁端部は下方に短く折 り曲げ、1330は 宝珠型つま

みを有する。復元口径13.6～ 16.7cmを 測る。13341ま 杯Bである。体部が開き気味に立ち上がり、角高

台を底端部に貼 り付ける。口縁端部は九 くおさめている。法量は口径 16.2cm、 器高6.4cmで ある。

1335は 奏の口縁部片で、1335の 回縁部端面は水平で側方に拡張している。復元口径24.6cmを 測る。

1386～ 1339は灰釉陶器で、1336は 壺の胴部である。外面は回転ヘラケズリし、内面には明瞭なロク

ロロが残る。外面には灰釉が斑点状に降りかかる。1337～ 1339は 外傾気味の高台を持つ底部片である。

底部外面は回転ヘラケズリ、外面は回転ナデにより摩滅が見られる。

B4地 区 (図面 354～ 356)

包含層 (図面354～356-1362～ 1480・ 2547・ 2954・ 3069)
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1362～ 1416・ 2547・ 3069は 須恵器で、1362～ 1380,3069は 杯蓋である。1362～ 1365・ 3069の 口縁の

端部は、下方に短 く折 り曲げている。1362は 宝珠型つまみを有する。復元口径 11.6～ 19.5cmを 測る。

1366～ 1377の 口縁部の形態は下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 11.6～ 19.4cmを 測る。

1878～ 1380の 口縁端部は九 くおさめている。復元口径 10.8～ 13.8cmを 測る。1381～ 1393は杯Aである。

斜方向へ直線的に開く体部を有する。日縁端部は九 くおさめている。底部は回転ヘラ切 りを施 してい

る。法量は口径 10.1～ 13.8cm、 器高2.3～ 3.6cmで ある。1392・ 1393は底部片で、回転ヘラ切 りを施 し

ている。1394～ 1405は杯Bである。1394～ 1404は平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体

部を有する。1399は浅い器形の杯である。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられてお り、

口縁端部は九 くおさめているが1401の みやや外反する。法量は口径 10.5ヽ 14.5cm、 器高3.0～ 6.Ocmで

ある。1405は高台が足高で底部は回転糸切 り後、ナデを施 している。2547は 皿Bである。角状を呈す

る高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。1406～ 1411は 重である。1406は 口縁部片で、端部

の下方が九みをもって上方に屈曲外反 している。復元口径20.6cmを 測る。1407～ 1411は底部片で、有

高台の底部から体部が直線的に開 く。1412・ 1413は 双耳壷で、体部破片である。1413の 肩部には突

帯が 1条、1412に は 2条巡つている。耳の外形は多角形で、紐穴はいずれも円孔である。2954は甕の

口縁部片で、端部を折 り曲げて側方に突出させ、口縁部外面直下には波状文を施す。1414～ 1416は甕

の口縁部片で、1414の 口縁部端面は水平で側方に拡張 している。1415の 逆「ハ」字状に外反する口縁

の端部は、外傾する幅広の端面となっている。1416は 口縁端部を折 り曲げて側方に突出させ、口縁部

外面直下には波状文を施す。復元口径22,7～ 39.Ocmで ある。1417～ 1451は土師器で、1417～ 1444は椀

である。概ね、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。1417～ 1422は器高が

高 く、底径がやや小 さい。1417～ 1420は 口縁部の上端部を引き上げる形態で、1421。 1422は やや外

反 している。1423～ 1431は 器高が低 く、底径がやや広い。1423。 1424は 口縁部の上端部を引き上げ

る形態で、1425～ 1432は やや外反 している。法量は口径 12.1～ 13.4cm、 器高4.0～ 4.6cmで ある。1433

～1439は 口縁部片で、やや内湾気味に開 く体部を有する。1432・ 14341よ 口縁端部を丸 くおさめる。

1435～ 1439はやや外反 している。復元口径 11.9～ 13.8cmを 測る。1440～ 1444は底部片で、回転糸切 り

を施 した平坦な底部から稜をもって屈曲し、体部が外方に浅 く開く形態を有する。1445～ 1450は 渦で

ある。1445は 口縁端部を面取 して方形に仕上げる形態、1446～ 1450は 肥厚 した端部を内側に折 り返

し丸 くおさめている。1446～ 1448は 内面に、1449。 1450は外面にカキメが施されている。復元口径

33.0～ 40.lcmを 測る。1451は赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く

体部を有する。器高が高 く、底径が小さい。口縁端部は九 くおさめている。法量は口径 16.Ocm、 器高

5.8cmを 測る。1452～ 1458は墨書土器である。1452は赤彩土師器の椀で、Tth部外面に墨書されるが判

読不明である。1453は 須恵器の杯Aで、底部外面に書かれているがこれも判読不明である。1454・

1455は 土師器の椀Aで、1454の 底部外面に「平」と書かれる。分類 1である。1455は体部外面に「千」

と正方向に墨書される。1456は須恵器の杯Aで底部外面に書かれる。1457は土師器の椀Aで、底部外

面に「成」 と墨書される。分類 1である。1458は須恵器の杯Bで、底部外面に書かれるが判読不明で

ある。1459～ 1472は灰釉陶器である。1459～ 1462は 口縁部片で、1459～ 1461は椀、1462は皿である。

端部が外反 し体部外面下半を回転ヘラケズリして、器壁を薄 く仕上げている。復元口径 13.6～ 16.9cm

を測る。1463～ 1469は椀か皿の底部片である。1463。 1464は ともに九みのある低い高台をもつ。底

部内面は大きく指ナデし、輪状の重ね焼き痕が残る。1465は 底部外面の全体を回転ヘラケズリ調整 し、

高台貼 り付け時に中央部近 くまで回転ナデする。底部内面は大きく指ナデし、輪状の重ね焼きの痕跡
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が残る。1466は外傾気味の高台を持つ底部片である。見込み部分が摩耗 してお り、非常に滑 らかであ

る。1467は高台内側が強 く内湾 し、外面に明瞭な稜を持つ底部片である。体部外面下半から底部を回

転ヘラケズリし、高台貼 り付け時の回転ナデ調整痕が明瞭にみられる。底部内面に重ね焼きの痕跡が

残る。内面が摩耗 してお り、非常に滑らかである。1468は 高台が低 く、幅広の三日月高台で外面の稜

も弱い。底部内面に重ね焼 きの痕跡が残る。内面が摩耗 してお り、非常に滑 らかである。1469は高台

が剥離 してお り、底部外面の全体を回転ヘラケズリした後回転ナデ調整する。底部内面に重ね焼きの

痕跡が残る。1470～ 1472は 壺の体部である。1470は 全体 に釉がまだらにかか り、黒斑が 目立つ。

1473～ 1480は土錘である。1473は樽型b類である。長さ6.7cm、 幅4.Ocm、 孔径 1.4cm、 重量80.44gを 測

る。1474～ 1477は樽型c類で、法量は概ね長さ5.3～ 6.9cm、 幅3.5～ 4.5cm、 孔径1.2～ 1.6cm、 重量28.84

～117.368で ある。1478～ 1480は破損 している為、形態は不明である。

B5地 区 (図面 353)

包含層 (図面353-1340～ 1361)

1340～ 1351は須恵器である。1340～ 1343は杯蓋である。1340。 1341の 口縁端部は下方に短 く折 り曲

げく1342・ 1343は下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径10.7～ 15.5cmを 測る。1344・ 1345は

杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。底部はヘラ切 りを施 してい

る。法量は口径11,0～ 12.Ocm、 器高3.0～ 3.2cmで ある。1347は杯Bの底部片で、ハ字状にふんばる高台

が底部のやや内側に貼 り付けられている。1348,1350は重の回縁部片で、1348の 端部は下方が九み

をもって上方に屈曲外反 し、1350は 回縁上端部が肥厚 し上下方向に拡張 している。復元口径 16.0～

22.9cmを 測る。1349は長頸壷の底部で、低い貼 り付け高台を有する。1351は奏の口縁部片で、端部を

折 り曲げて側方に突出させ、口縁部外面直下には波状文を2条施す。1352～ 1358は土師器の椀Aであ

る。1352・ 1353の 口縁端部は九 くおさめている。底部は1352・ 1353・ 1355・ 1356。 1358は 回転糸切

り、1357は静止糸切 りである。復元口径10.2～ 11.8cmを測る。1359は赤彩土師器の鉢の底部片で、内

外面に赤彩を施す。1360は墨書土器で、土師器蝸の胴部片である。外面に墨痕がみられる。1361は 土

錘で、提灯型b類である。法量は長さ4.7cm、 幅2.2cm、 孔径0.4cm、 重量15.6gを 測る。

B6地 区 (図面 357～ 383)

竪穴住居

S112(図 面357-1481～ 1504):1481・ 1482は 須恵器の杯蓋である。口縁端部の形態は下方に折 り返

して丸 くおさめている。1481の 天丼部に回転ヘラケズリを施す。法量は口径 11.6～ 14.lcmを 測る。

1483～ 1503は土師器である。1483～ 1500は椀で、1483～ 1487が椀Aであり、1488～ 1485'1487は 内外

面に赤彩を施 している。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は

1483～ 1485が九 くおさめ、1486・ 1487はやや外反する。1485,1487の 法量は口径12.5～ 13.7cm、 器高

3.7～ 4.7cmである。1488～ 1495は 口縁部片で、内湾気味に開 く体部を有する。日縁の端部は1488～

1494は 九 くおさめ、1495は やや外反する。1488～ 1490。 1494は 内外面に赤彩を施 している。法量は

口径12.4～ 13.9cmを 測る。1496～ 1500は 椀Aの底部片である。回転糸切 りの平坦な底部で、1499・

1500に は内外面に赤彩を施 している。1501,1502は 皿である。1501は皿Aで、赤彩が施され、平坦な

底部から体部は浅い角度で大きく開き、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径13.8cm、 器高2.5cmであ

る。1502は 口縁部片で、端部は側方へ突出するように開いておさめる。復元口径13.9cmで ある。1503

は奏である。肥厚 した口縁端部が九 く成形される。体部外面下半にタタキ、内面にヘラケズリ調整が

施されている。法量は回径22.6cmを 測る。1504は黒色土器の椀で、端部はやや外反 している。外面上
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半にミガキ、外面下半にはヘラケズリがみられ、赤彩が施される。復元口径16.9cmである。

S113(図面357-1505～ 1523):1505。 1506は 須恵器の杯蓋である。口縁部の形態は下方に折 り返 し

て丸 くおさめている。復元口径 13,7～ 14.4cmを 測る。1507～ 1521は土師器で1507～ 1515'1517は 椀で

ある。1507～ 1509は椀Aで、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端

部は九 くおさめ、1507・ 1509。 1512・ 1517に は内外面に赤彩を施 している。法量は口径12.7～ 12.8cm、

器高4.1～4.4cmを 測る。1510～ 1514・ 1517は 口縁部片で端部を丸 くおさめている。復元口径 11,4～

13.6cmを 測る。1515。 1518は椀Aの底部片で回転糸切 りを残 し、1518に は内外面に赤彩を施 している。

1516は皿Bである。体部は浅い角度で大 きく開き、日縁端部は九 くおさめる。高台内部は回転ヘラ切

り痕を残す。法量は回径15.Ocmで ある。1519は小型甕で、1519の 口縁部は「く」字状に屈曲し、端部

を丸 くおさめる。1520。 1521は甕で、端部が内側に折 り返され、九 く成形されている。復元口径11.9

～22.Ocmを 測る。1522・ 1523は黒色土器の椀で、端部を丸 くおさめている。復元口径 13.0～ 15。 lcmで

ある。

S114(図面357・ 358-1524～ 1547):1524～ 1529は須恵器で、1524～ 1526は杯蓋である。口縁部の形

態は下方に折 り返 して九 くおさめている。1524は ボタン状つまみを有 し端部を薄 く成形する。法量は

口径12.0～ 17.8cm、 器高1.8～ 2.9cmで ある。1527～ 1529は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。

日縁端部は丸 くおさめ、底部は1527が 回転ヘラ切 りを施 している。法量は口径 10。9～ 11.9cm、 器高3.0

～3.3cn4で ある。1530～ 1543は土師器で、1530～ 1536が椀である。1530。 153と は椀Aで、1531は 回転

糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。1530は底

部から体部下半の外面にかけて被熱のため、器面が荒れている。法量は口径12.1～ 12.5clu、 器高3.7～

3.9c14で ある。1532～ 1536は椀の回縁部片で、端部は1532～ 1534が丸 くおさめ、1535'1536は やや外

反する。復元口径■.9～ 14.8cmを 測る。1537。 1538は皿の回縁部片である。端部は側方へ突出するよ

うに開いておさめる。復元口径 13.9～ 14.3cmで ある。1539は小型甕である。口縁上端部が屈曲し、端

部を丸 くおさめる。復元口径12.2cmで ある。1540～ 1542は奏で口縁部は上端部が屈曲し、端部が直立

する。内外面にカキメが施されている。さらに1540。 1542に はヘラケズリ調整も見られる。復元口径

21.1～ 25。7cmを 測る。1543は蝸で「く」字状に浅 く開く口縁部がつき、端部は面取 して方形に仕上げ

る形態である。復元口径32.5cmを 測る。1544・ 1545は黒色土器の椀である。1544の 口縁端部は九 くお

さめ、外面に赤彩を施 している。復元口径16.8cmを 測る。1546・ 1547は墨書土器で須恵器である。外

底面に「成」 と墨書されている。1546は分類 3である。

S115(図 面358・ 359-1548～ 1587):1548～ 1555は 須恵器で、1548～ 1551は 杯蓋である。つまみは

1549が擬宝珠形で、1548が環状、1550は つまみを持たない形態である。口縁部の形態は下方に折 り

返 して丸 くおさめている。復元口径■.8～ 15。 8cmを 測る。1552は杯Bである。体部が開き気味に立ち

上がる深身のもので、高台を底端部に貼 り付ける。口縁端部は九 くおさめている。法量は回径 19.5cm、

器高10.4cmを測る。1554。 1555は杯Aで、斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は九 くおさ

めている。法量は口径 12.0～ 12.9cm、 器高3.4～ 3.5cmで ある。1556～ 1572は土師器で、1556～ 1559・

1566は 椀Aである。回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。1557・ 1558の底

部は未調整である。口縁端部は1556が九 くおさめ、1557～ 1559は やや外反 している。1566は 内外面

に赤彩を施 している。法量は口径 11.6～ 14.3cm、 器高3,9～ 4.3cmを 測る。1560～ 1565・ 1567・ 1568は

口縁部片で、端部を九 くおさめている。1567～ 1569は 内外面に赤彩を施 している。復元口径 10,9～

12.9cmを 浪Iる 。1570は小型奏で、口縁上端部が屈曲し、端部を九 くおさめる。復元口径12.2cmで ある。
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1571は甕で上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が直立する。調整は体部外面上半にカキメ、下半にタ

タキロが残る。内面は下半に扇状の当て具痕があり、中位にハケメ、上半がナデの順で仕上げられて

いる。復元口径24.Ocmを 測る。1572は渦である。復元口径30,3cmで 、肥厚 した端部を内側に折 り返 し

丸 くおさめている。1573～ 1578は 黒色土器の椀である。口縁端部を丸 くおさめてお り、1578の底部

はヘラケズリが施されている。復元口径11.4～ 16.9cmを測る。1579～ 1586は墨書土器である。1579～

1583・ 1585・ 1586は 「成」 と書かれている。墨書の位置は1579～ 1581・ 1586は底部外面、1582は天

井部外面、1583が体部外面に墨書される。1580が分類 2、 1581・ 1583が分類 3と なる。1584は判読

不明である。1587は緑釉陶器で、椀の口縁部の小破片である。

S116(図面359・ 360-1588～ 1621):1588～ 1593は須恵器である。1588。 1589は杯蓋で、日縁部の形

態は下方に折 り返 して九 くおさめている。1589は つまみを持たず、頂部は無調整である。法量は回径

14.7～ 15.Ocmを 測る。1590は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。

底部は回転ヘラ切 りを施 してお り、法量は口径12.7cm、 器高3.3cmで ある。1591は杯Bで、平坦な底部

から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付け

られてお り、口縁端部は九 くおさめている。法量は口径■ .lcm、 器高4.6cmを 測る。1592は 口縁部片

で、端部を丸 くおさめている。1593は皿Bで体部は浅い角度で大 きく開き、口縁部は九 くおさめてい

る。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は口径 13.Ocm、 器高2,7cmを 測る。1594～ 1613は

土師器で、1594～ 1598は椀Aである。1594・ 1595は器高が高 く、底径が小 さい。器壁がやや薄 く、端

部は外反 している。法量は口径 11.4～ 12.3cm、 器高3.9～ 4.lcmを 測る。1596～ 1598は 回転糸切 りの平

坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。1597・ 1598は 内外面

に赤彩を施 している。法量は口径■,7～ 12.7cm、 器高3.7～ 3.8cmを 測る。1599～ 1607は椀の口縁部片

で、1599は 器壁が薄 く口縁端部は外反 している。1600～ 1604は端部を丸 くおさめ、1605～ 1607は や

や外反する。復元口径 10.7～ 14.8cmを 測る。1608。 1609は椀の底部片で、回転糸切 りが施 される。

1610は皿の回縁部片で体部は浅い角度で大きく開き、口縁部は九 くおさめている。1611は小型奏で口

縁部は、上端部が屈曲し、端部が直立する。底部は回転糸切 りである。法量は口径9.4cm、 器高8.6cm

を測る。1612は 甕の口縁部片である。端部は方形を呈 し、上端部が月巴厚 し上下方向に拡張する。復元

口径27.9cmを 測る。1613は禍で、端部が内側に折 り返され九 く成形されている。体部外面の上半はカ

キメ、中位にヘラケズリ、下半にタタキを施す。内面はハケメ調整されている。復元口径32.8cmを 測

る。1614～ 1616は黒色土器の椀で、1614・ 1615は やや内湾気味に開く体部を有する。日縁端部を九

くおさめている。1616は 底部で、高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内部は回転ヘラ切 り痕を残

す。1617～ 1621は 墨書土器で、全て底部外面に書かれている。1617は 「芳□」で、1618,1621は

「成」の可能性が高いが、その他は判読不明である。

S117(図面360-1622～ 1646):1622～ 1627は 須恵器で、1622～ 1624は 杯蓋である。口縁部の形態は

下方に折 り返 して丸 くおさめている。1623はつまみを持たず、頂部は無調整である。法量は口径 12.9

～18.8cmを 測る。16251よ 杯Bの底部片で、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。

1626は 重の底部片で、有高台の底部から体部が直線的に開く。1627は 盤で体部下半にヘラケズリが施

される。1628～ 1638は 土師器で、1628～ 1635は椀である。1628。 1629は 椀Aで、平坦な底部からやや

内湾気味に開く体部を有する。底部は1628が回転ヘラ切 り、1629は 無調整で口縁端部はやや外反する。

法量は口径 12.2～ 12.6cm、 器高3,7～ 4.4cmを 測る。1630～ 1635は 口縁部片で、端部を丸 くおさめてい

る。復元口径 10.8～ 13.9cmを 測る。1636は皿Aで、回転糸切 りの平坦な底部から、体部は浅い角度で
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大きく開き、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 12.7cm、 器高1.9cmで ある。1637は小型甕で口縁

部は、上端部が屈曲し、端部が直立する。1638は蝸で口縁の屈曲が弱 く、肥厚 した端部を内側に折 り

返 し九 くおさめている。体部に張 りがない。体部外面に煤が付着 しており、上半はカキメ下半はヘラ

ナデ調整されている。また内面は上半にカキメ下半にハケメ調整を施 している。復元口径32.2cmを 測

る。1639は黒色土器の椀の口縁部片である。口縁端部はやや外反 している。1640～ 1646は 墨書土器

で、1642～ 1645は 「成」 と底部外面に書かれる。1642・ 1643は分類 2、 16441よ 分類 1である。1641

イよ「レ成」と墨書され、分類 2である。1640。 1646は 判読不明である。

S118(図面361-1647～ 1660):1647・ 1648は 須恵器である。1647は 杯蓋で、つまみを持たず頂部は

無調整である。口縁部の形態は下方に折 り返 して丸 くおさめている。法量は回径11.7cmを 測る。1648

は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。底部はヘラ切 り後ナデを

施 してお り、法量は口径 11.8c14、 器高2.9cmで ある。1649～ 1656は 土師器で、1649～ 1654は椀である。

1649～ 1652は 口縁部片で内湾気味に開 く体部を有する。1651・ 1652は 内外面に赤彩を施 している。

端部を丸 くおさめてお り、復元口径 11,7～ 15,9cmを測る。1653は底部片で回転糸切 り後、ナデ消 しを

施 している。1654は椀Aで回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部

は九 くおさめている。1655'1656は小型奏で、1655の 口縁部は、上端部が屈曲し、端部が直立する。

復元口径■.7cmを 測る。1657は黒色土器の椀Aの底部片で、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気

味に開く体部を有する。1658～ 1660は墨書土器である。「成」 と1658は天丼部外面に、1659。 1660は

底部外面に書かれる。1658。 1660は分類 2で、1659は 分類 3である。

S119(図 面361-1661～ 1687):1661～ 1669は須恵器である。1661～ 1666が杯蓋で、口縁の端部は、

1661は 下方に短 く折 り曲げている。1662～ 16661ま 下方に折 り返 して九 くおさめている。1665。 1666

は、つまみを持たず頂部は無調整である。復元口径■.8～ 16.3cmを測る。1667～ 1669は杯で、1667・

1668は斜方向へ直線的に開く体部を有する杯Aである。口縁端部は九 くおさめ、底部はヘラ切 りを施

している。法量は口径 11.3～ 12.8cm、 器高3.0～ 3.6cmを 測る。1670～ 1681は 土師器である。1670・

1671は 椀の口縁部片で、端部は1672は 九 くおさめ、1671は 外反する。復元口径 10,9～ 11.8cmを 波1る 。

1672は椀Bの底部片で、高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内部は回転糸切 り痕を残す。内外面

に赤彩が施されている。1673。 1674は皿Bで、1673の体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに

側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は口径12.8cm、

器高3.Ocmを 測る。1675は高杯で、内外面に赤彩 している。内面に緻密なヘラミガキ、体部外面には

回転ヘラケズリを施 している。1676～ 1678は 甕である。1676は 口縁が外傾 し、端部を巻 き込んだも

ので内面に段がある。1677・ 1678は 回縁を内狽1に 折 り曲げ、丸みを持った端部が付加される。また

1677の 内面には部分的にハケメ調整が施される。復元口径 14.8～ 35.5cmを 測る。1679～ 1681は 蝸で、

1679・ 1680の 回縁部は肥厚 した端部が丸味を持って内屈 し、内側に段を有する。1681は 肥厚 した端

部を内側に折 り返 し丸 くおさめている。体部外面上半はカキメ、1680は下半にヘラケズリ調整が施さ

れる。また1680の 内面は、上半にカキメ、下半にハケメ調整を施す。復元口径29。 3～ 39.4cmを 測る。

1682～ 1687は墨書土器である。全て底部外面に書かれている。1683・ 1685。 1686は 「成」の可能性

が高いが、その他は判読不明である。1684に は赤彩が施されている。

S120(図面862-1688):土師器の甕である。口縁部は肥厚 した端部を内側に折 り返 し丸 くおさめてい

る。体部上半の内外面はカキメ調整が施されている。復元口径23.8cmを浪Iる 。

S121(図面362-1689～ 1697):1689。 16901ま 須恵器で、1689は 杯の口縁部片である。斜方向へ直線
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的に開 く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。復元口径 11.8c14を 測る。1690は 壺の回縁部片で、

外反 して開く口縁の端部を折 り曲げて、側方に突出させる形態である。復元口径 17.6cmを 測る。1691

～1697は土師器で、1691～ 1698は 土師器椀で、1691の 口縁端部はやや外反 している。1692・ 1693は

椀Aの底部片で回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。1694～ 1696は土師器

の甕である。口縁端部は1694は 方形を呈す。1695は 「く」字状に屈曲し、端部を九 くおさめている。

1696は端部が方形を呈 し、上端部が引き上げられるものである。復元口径 18.6～ 22.Ocmを 測る。1697

は羽釜である。回転台成形で、体部外面全体に媒が付着 している。 しかし割れ口にも煤の付着の確認

ができることから、破砕後に被熱 したものと考えられる。

S122(図面362-1698～ 1703):1698～ 1703は土師器である。1698,1699は椀で、1698は 回転糸切 り

の平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。1699は内外面に赤彩

を施 している。復元口径13.1～ 14.lcmを測る。1700。 1701は小型甕である。口縁部は「く」字状に屈

曲し、端部は九 くおさめる。復元口径 10,6～ 11.2cmを測る。1702・ 1703は甕で、口縁部は「 く」字状

に屈曲し、回縁端部は1702が方形を呈 し、1703は端部を九 くおさめている。復元口径 19.5～ 20.Ocmを

測る。

柱穴

SP2096(図 面362-1704):黒 色土器の椀の底部片である。やや内湾気味に開く体部を有する。体部

外面に赤彩を施 している。

SP2100(図 面362-1705～ 1707):1705・ 1706は黒色土器である。1705は底部片で、回転糸切 りの平

坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。1706は 口縁部片でやや内湾気味に開く体部を有する。

日縁端部は丸 くおさめる。復元口径14.Ocmを 測る。1707は緑釉陶器の椀である。口縁部片でやや内湾

気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。復元口径15,7cmを 測る。

SP2109(図面362-1708):須 恵器の杯蓋で、日縁の端部は下方に短 く折 り曲げている。復元口径

11.9cmを 測る。

SP2112(図 面362-1709・ 1710):1709,1710は 土師器椀で、回転糸切 りの平坦な底部からやや内湾

気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。1710の 体部下半から底部にかけて不定方向のケ

ズリがみられる。復元口径■.9～ 13.Ocmを 測る。

SP2113(図 面362-1711～ 1714):1711は 須恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開く体部を有する。

口縁端部は九 くおさめる。復元口径11.7cmを 測る。1712～ 1714は墨書土器である。底部外面に「成」

が書かれる。1714は 分類 2である。

SP2114(図面362-1715):墨書土器である。底部外面に「成」 と思われる字が書かれている。

SP2119(図 面362-1716):土 師器の椀で、やや内湾気味に開 く体部を有する。口縁端部は丸 くおさ

める。復元口径12,9cmを 測る。

SP2120(図 面362-1717):須 恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九

くおさめ、底部はヘラ切 りを施 している。復元口径11.8cmを 測る。

SP2122(図面362-1718):須恵器の双耳壼である。体部破片で、耳の外形は不明である。

SP2123(図 面362-1719):須 恵器の杯蓋で、端部を下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径

11.8cmを 測る。

SP2126(図面362-1720):須 恵器の杯Bで ある。平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体

部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられてお り、口縁端部は九 くおさめてい
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る。法量は回径11.9cm、 器高4.Ocmを 測る。

SP2127(図面862-1721):赤 彩土師器の椀で、やや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部はやや

外反 している。体部外面に一部煤が付着 している。復元口径14.Ocmを 測る。

SP2128(図 面362-1722～ 1724):1722～ 1724は 土師器の椀である。1722は椀Aで、回転糸切 りの平

坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。法量は口径 12.2cl■ 、器高

4,Ocmを 測る。1723・ 1724は 口縁部片で、端部を丸 くおさめている。1724は 内外面に赤彩を施 してい

る。復元口径12.4～ 13.7cmを 浪よる。

SP2129(図面362-1725。 1726):1725は 須恵器壼の蓋である。天丼部に回転ヘラケズリを施 してい

る。復元口径14.6cmを 測る。1726は 土師器椀の底部片で、回転糸切 りを施す。

SP2131(図面362-1727～ 1729):1727～ 1729は須恵器である。1727は杯蓋で、口縁部の形態は下方

に折 り返 して丸 くおさめている。つまみを持たず、頂部はヘラ切 り後無調整である。法量は回径 12.8

cmを測る。1728は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめ、底部はヘラ

切 りを施 している。復元口径 10.4cm、 器高3.2cmを 測る。1729は 長頸壷の口縁部片である。口縁端部

は、下方に引き出している。復元口径8.8cmを 測る。

SP2132(図面362-1730):須 恵器の杯Bで、墨書土器である。高台内に墨痕がみられるが判読不明で

ある。

SP2134(図面363-1731～ 1739):1731～ 1737は須恵器である。1731～ 1734は杯蓋で、口縁端部の形

態は1731は九 くおさめ、1732は 下方に短 く折 り曲げている。1733・ 1734は 下方に折 り返 して丸 くお

さめている。1734の頂部はヘラ切 り後無調整である。法量は口径 12.0～ 18.Ocmを 沢1る 。1735は杯Bで

ある。平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のや

や内側に貼 り付けられてお り、口縁端部は丸 くおさめている。法量は口径 14.8cm、 器高6.lcmを 測る。

1736は 瓶類で、逆「ハ」字状に直線的に立ち上がる頸部を有 し、口縁端部は水平である。復元口径

10.9cnlを 測る。1737は甕の口縁部片であるが、端部を折 り曲げて側方に突出させ、回縁部外面直下に

は波状文を施す。復元口径44.5cmで ある。1738は土師器の椀Aである。回転糸切 り後ヘラケズリ調整

をされた平坦な底部からやや内湾気味に開 く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。法量は口径

11.6cm、 器高3.8cmを 測る。1739は須恵器の杯Aで、墨書土器である。底部外面に「成」 と墨書されて

いる。

SP2135(図面363-1740):須 恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開く合部を有する。口縁端部は九

くおさめ、底部は無調整である。復元口径12.8cm、 器高2.5cmを 測る。

SP2136(図面363-1741～ 1743):1741は 土師器の椀Aの底部片である。回転糸切 りをされた平坦な

底部からやや内湾気味に開く体部を有する。1742は黒色土器の椀Aで、一方向のヘラケズリされた平

坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部はやや外反する。復元口径■.4cm、 器高3.8

calを 測る。1743は土師器の椀Aで墨書土器である。底部外面に墨痕がみられるが判読不明である。体

部外面に赤彩が施されている。

SP2137(図 面368-1744):土 師器の椀Aで、平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁

端部はやや外反する。体部外面下半にヘラケズリがみられる。復元口径 11.6cm、 器高3.6cmを 測る。内

外面に赤彩が施されている。

SP2139(図 面363-1745):赤 彩土師器の椀Aである。回転糸切 りされた、平坦な底部からやや内湾気

味に開く体部を有する。内外面に赤彩を施 している。
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焼成遺構

焼成遺構 (図面363～ 365-1746～ 1843・ 1845～ 1856):焼成遺構は焼土面のみ残存 してお り、焼土か

らの遺物は極少量であった。ここでは焼土上面の包含層から出土 したものを実測 し、記述 している。

1746～ 1759は須恵器である。1746～ 1751は杯蓋で、口縁端部の形態は下方に折 り返 して九 くおさめ

ている。1748・ 1751の頂部はヘラ切 り後無調整である。1751は ボタン状つまみを有 し端部を薄 く成

形する。1746の頂部内面には墨が付着 している。法量は口径12.2～ 15。4cmを 測る。1752～ 1756は杯A

である。1752～ 1755は 斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめ、底部は回転ヘラ

切 り調整である。1756は 回転糸切 りされた、平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁

端部はやや外反する。口径 11.0～ 12.5cm、 器高3.1～ 4.4cmを 測る。1757は 長頚壷である。口縁端部の

下方が丸みをもって上方に屈曲外反 している。復元口径 15.Ocmを 測る。1758は壺の胴部片で、体部外

面にタタキがみられる。1759は盤である。体部下半にヘラケズリが施される。復元口径25.Ocm、 器高

4.6cmを 測る。1760～ 1831は 土師器である。1760～ 1806は椀で1760～ 1775は椀Aである。平坦な底部

からやや内湾気味に開く体部を有する。1760。 1761は器高が高 く、底径が小さい。口縁端部は外反し、

器壁がやや薄い。1762～ 1775は 器高が低 く、底径がやや広めである。器壁はやや厚い。1762～ 1768

の回縁端部は九 くおさめ、1769～ 1775は やや外反する。法量は口径 11.5～ 14.Ocm、 器高3.8～ 5,3cmで

ある。1776～ 1794は 口縁部片で、端部は1776～ 1790が九 くおさめ、1791～ 1794は やや外反する。復

元口径■.6～ 16.6cmを 測る。1795～ 1806は底部片で、回転糸切 りを施 している。1807～ 1814は皿であ

る。1807～ 1811は 口縁部片で、体部が浅い角度で大 きく開き、1810の 口縁端部は九 くおさめる。

1807～ 1809,1811は 側方へ突出するように開いておさめる。復元口径 12.7～ 13.8cmで ある。1812は皿

Bの底部片で、回転糸切 りを施 している。1813,1814は 皿Bの底部片である。角状を呈する高台が底

部のやや内側に貼 り付けられている。1815～ 1817は 小型奏である。口縁部は上端部が屈曲し、端部が

1815は九 くおさめ、1816・ 1817は 九 くおさめた端部が直立する。復元口径9.4～ 11.8cmを 測る。1818

は甕である。上端部が屈曲し「S」 字状を呈する。復元口径22.7cmを 測る。1819～ 1821は 蝸である。

肥厚 した端部を内側に折 り返 し丸 くおさめている。1821の 口縁部外面に煤が付着 している。1822～

1831は赤彩土師器で、1822～ 1826・ 1828は椀である。1822～ 1824は 、やや内湾気味に開く体部を有

する。口縁端部は丸 くおさめている。1822の底部は回転糸切 りされている。復元口径 11.6～ 13.3cmを

測る。1825・ 1826・ 1828は椀Aの底部片で、回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く

体部を有する。1829～ 1831は皿で、1829,1830は 口縁部片である。体部が浅い角度で大 きく開き、

口縁端部は丸 くおさめる。復元口径 12.4～ 13.8cmを 測る。1831は皿Bの底部片で内外面に赤彩を施 し

ている。1832は椀の口縁部片で、内外面に赤彩を施す。1833～ 1839は黒色土器である。1833～ 1837

は椀で、1833は 口縁部片である。やや内湾気味に開 く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。

復元口径 12.3～ 12.9cmを 測る。1837は大型の椀の日縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有する。口

縁端部は九 くおさめている。復元口径 19,7cmを 測る。1834～ 1886は底部片で、1834・ 1835は 回転糸切

り、1886は 回転糸切 り後ヘラケズリを施 している。1838・ 1839は 鉢である。やや内湾気味に開く体

部を有する。口縁端部は1838がやや外反 し、1889は 側方へ屈曲している。1838の 体部外面下半には

ヘラケズリが施される。復元口径22.4～ 28.7cmを 測る。1840は灰釉陶器で、長顎壼の口縁部の小破片

である。1841～ 1843・ 1845～ 1856は墨書土器で1841～ 1843・ 1845～ 1852・ 1854に は「成」の文字が

書かれている。1846・ 1847・ 1849～ 1851は分類 2、 1845は分類 3である。1853・ 1855。 1856の墨書

は判読不明。
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土坑

SKl136(図 面365-1858,1859):1858は土師器の渦の回縁部片である。端部が内側に折 り返され、

九 く成形 している。体部外面下半にヘラケズリ調整、内面は上半にカキメ、中位にハケメ調整を施す。

復元口径38.2cmを 測る。1859は 赤彩土師器の椀の回縁部片で、端部を丸 くおさめている。復元口径

13.4cmを 測る。

SKl138(図 面365-2956):製 塩土器の底部片である。外面に指おさえ痕、内面にハケメが施されて

いる。

SKl157(図 面366-1860):須 恵器の甕の回縁部片である。逆「ハ」字状に外反する口縁の端部は、

外傾する幅広の端面となっている。復元口径27.Ocmを測る。

SKl158(図 面366-1861・ 1862):1861,1862は 須恵器である。1861は杯の口縁部片で、斜方向へ直

線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。復元口径 14.6cmを 測る。1862は大甕の口縁部片

で、口縁端部を折 り曲げて側方に突出させ、口縁部外面直下には波状文を施す。斜方向へ直線的に開

く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめている。復元口径50.9cmで ある。

SK■61(図面366-1863～ 1869):1863～ 1868は須恵器の杯である。1863～ 1865は杯Aで、斜方向へ

直線的に開く体部を有する。口縁端部は1863・ 1864が九 くおさめ、1865がやや外反 している。底部

は1863・ 1864は 回転ヘラ切 り調整で、1865は 回転ヘラ切 り後ナデを施 している。法量は口径 10.9～

11.3cm、 器高2,7～ 3.6cmで ある。1866・ 1867は 杯Bで、斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部は

丸 くおさめている。1866は 角状高台が底部から体部に屈曲する位置に貼 り付けられている。底部は

1866が回転糸切 り、1867は 回転ヘラ切 りを施 している。口径 10.6～ 11.4cm、 器高3.9～ 4.5cmで ある。

1868は 杯の口縁部片で、斜方向へ直線的に開く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめている。復元口径

11.4cmを 測る。1869は須恵器の杯Aで、墨書土器である。体部外面に書かれているが、判読不明であ

る。法量は口径 12.5硼 、器高3.5cmを 測る。

SKl165(図 面366-1870):土 師器椀の口縁部片である。内湾気味に開く体部を有 してお り、口縁端

部はやや外反 している。復元口径11.8cmを 沢1る 。

SKH67(図 面366-1871):須 恵器の長顎壷である。日縁部は端部の下方が九みをもって上方に屈曲

外反 している。法量は口径8.4cnlで ある。

SKl168(図 面365。 366-1857・ 1872):1857は 赤彩土師器の椀Aで、墨書土器である。体部外面に書

かれているが半」読不明。1872は土師器椀の口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部

はやや外反 している。復元口径11.7cmを 測る。

SKl169(図 面366-1873):須 恵器の長顎又は広口壺の底部片である。角状高台が貼 り付けられてい

る。

SKl172(図 面366-1874):須 恵器の杯蓋で、日縁端部の形態は下方に折 り返 して九 くおさめている。

復元口径12.4c14を 測る。

SKl174(図 面366-1875)i須 恵器の円面硯である。脚部に四方透かしが入 り、脚部中位に沈線が一

条引かれる。

SKl175(図 面366-1876):土 師器椀Aで、墨書土器である。底部外面に「成」 とみられる文字が書

かれている。

SKl184(図 面366-1877・ 1878):1877は 須恵器の杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口

縁端部は九 くおさめている。底部は回転ヘラ切 り後ナデを施 している。18781ま フイゴの羽回の小破片
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である。

SKl193(図 面366-1879):土 師器椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。

SKl194(図面366-1880):土 師器甕の口縁部片である。口縁上端部が屈曲し、端部が直立 し九 くお

さめている。

SK■96(図面366-1881):フ イゴの羽国の小破片である。

SK1201(図面366-1882):土 師器椀Aの 口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部

は丸 くおさめている。復元口径 11.9clllを 測る。

SK1202(図面366-1883):須 恵器の杯蓋で、口縁端部を下方に短 く折 り曲げている。復元口径 17,9

cmを測る。

SK1208(図面366-1884):土 師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部からやや内湾気味に

開く体部を有する。国縁端部は九 くおさめる。口径12,7cm、 器高4.Ocmで ある。

SK1210(図 面366-1885):須 恵器の杯蓋で、口縁端部を下方に短 く折 り曲げている。頂部はヘラ切

り調整を施 している。復元口径19.9cmを 測る。

SK1211(図 面366-1886):須 恵器杯Bの底部片である。高台見込みにはヘラ状工具による「×」が

線刻されている。

SK1212(図 面366-1887):土 師器椀Aの底部片で墨書土器であるも底部外面に「成」 とみられる文

字が書かれている。

SK1213(図 面366-1888):土 師器の椀Aである。回転糸切 り後ヘラケズリ調整された平坦な底部か

らやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめる。口径 11.9cm、 器高3.6cmで ある。

SK1218(図面366-1889～ 1893):1889。 1890は須恵器の杯Bで、斜方向へ直線的に開 く体部を有 し

口縁端部は九 くおさめている。角状高台が底部から体部に屈曲する位置に貼 り付けられている。底部

は回転ヘラ切 りを施 している。口径 11。 1～ 13.7cm、 器高4.9～ 5.4cmである。1891～ 1893は土師器の椀A

で、平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめる。底部は1892がヘラ

切 りを施 している。口径12.0～ 12.5cm、 器高3.5～ 4。2cmで ある。

SK1223(図面366-1894・ 1895):1894は須恵器の杯蓋で、口縁端部を下方に短 く折 り曲げている。

頂部は回転ヘラ切 り調整を施 している。復元口径20.4cmを 測る。1895は 土師器椀の口縁部片である。

やや内湾気味に開く体部を有 し、口縁端部は丸 くおさめる。復元口径12.3cmを 測る。

SK1226(図 面366-1896):赤 彩土師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部からやや内湾気

味に開く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめる。体部外面下半にヘラケズリが施される。口径12.3cm、

器高3.8cmで ある。

SK1227(図 面366-1897):土 師器の甕である。口縁上端部が屈曲し、端部が直立 し九 くおさめてい

る。体部外面に薄い煤が付着 してお り、上半にカキメが施される。下半は被熱による部分剥離がみら

れる。復元口径19.5cmを 測る。

SK1231(図面866-1898・ 1899):18981ま土師器椀Aで、平坦な底部からやや内湾気味に開 く体部を

有 し、口縁端部は九 くおさめる。日径 12.Ocm、 器高3.8cmを 測る。18991よ 土師器の小奏である。日縁

上端部が屈曲し、端部が直立 し九 くおさめている。復元口径13.8cmを 測る。

SK1233(図 面366-1900):赤 彩土師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部からやや内湾気

味に開く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめる。内外面に赤彩が施されている。口径 11.8cm、 器高3.7

cmを測る。
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SK1235(図 面365-1901):須 恵器杯Aの墨書土器である。斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口

縁端部は九 くおさめてお り、底部は回転ヘラ切 りを施 している。口径12.Ocm、 器高3.lcmを 測る。底部

外面に「成」 と墨書される。分類 3である。

SK1238(図 面367-1902・ 1903):1902は 須恵器の杯蓋である。口縁端部の形態は下方に折 り返 して

九 くおさめている。頂部はヘラケズリを施 している。復元口径 14.Ocmを 測る。1903は 土師器椀Aで、

平坦な底部からやや内湾気味に開く体部を有 し、口縁端部は九 くおさめる。器高2.9cmを 測る。

SK1240(図 面867-1904):土 師器椀の口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は

丸 くおさめる。復元回径 13.lcmを 測る。

SK1249(図 面367-1905):須 恵器杯Aの底部片で、墨書土器である。回転ヘラ切 りされた底部外面

に「成□」と書かれてお り、分類 3である。

SK1253(図 面367-1906～ 1908):1906は 須恵器の杯Aの底部片である。底部外面には回転糸切 りが

施されている。1907は黒色土器椀の口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は九 く

おさめる。復元口径 14.8cmを 測る。1908は土師器の体部片で、墨書土器である。陣し」 と書かれてい

る。

SK1257(図 面366・ 367-1909～ 1911):1909は 須恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開く体部を有

する。日縁端部はやや外反 している。底部は回転ヘラ切 り後未調整である。法量は口径 12.4cm、 器高

3.2cmで ある。1910は 土師器椀の口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。国縁端部はやや外

反 している。復元口径13.Ocmを 測る。1911は土師器椀Aの底部片で、墨書土器である。回転糸切 りさ

れた底部外面に「成」 と書かれてお り、分類 2と なる。

SK1259(図 面865。 367-1912・ 1844):1912は 土師器椀Aである。回転糸切 り後ケズリ調整された平

坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 し、口縁端部は丸 くおさめる。口径 12.2cm、 器高3.9cmを

測る。1844は土師器の椀Aで、墨書土器である。体部外面に「成」 と書かれている。口径 11.7cm、 器

高4.Ocmを 測る。

SK1260(図 面867-1913):須 恵器の杯蓋で、墨書土器である。擬宝珠状のつまみが付 き、口縁端部

の形態は下方に折 り返 して九 くおさめている。内面に「成」 と書かれてお り、分類 2と なる。口径

15.9cm、 器高3.4cmを 測る。

SK1262(図 面367-1914):土 師器椀の口縁部片で、内湾気味に開 く体部を有 している。口縁端部は

丸 くおさめる。復元口径 12.9帥 を測る。

SK1263(図面367-1915～ 1923):1915～ 1918は 土師器椀である。1915'1916は、回転糸切 りされた

平坦な底部から、やや内湾気味に開 く体部を有する椀Aである。口縁端部は九 くおさめ、口径 12.6～

12.9cm、 器高4,Ocmを 測る。1917・ 1918は 口縁部片で、内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部

は九 くおさめる。復元口径 12.6～ 12.7cmを 測る。1919は黒色土器の椀で、回縁部片である。内湾気味

に開 く体部を有 してお り、日縁端部は九 くおさめる。復元口径 14,7cmを 測る。1920は 土師器の椀A、

1921・ 1922は赤彩土師器の皿B、 1923は黒色土器の椀Aで、墨書土器である。全て底部外面に書かれ

ており、1920～ 1922は 「成」 と書かれ、分類 3と なる。1923は 判読不明である。

SK1264(図 面367-1924):土 師器椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。

SK1265(図 面367-1925):須 恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は

九 くおさめており、底部は切 り離 した後ナデを施 している。日径 11.7cm、 器高2.9cmを 測る。

SK1267(図 面367-1926):土 師器椀の口縁部片で、内湾気味に開 く体部を有 している。口縁端部は
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丸 くおさめる。復元口径12.8cmを 測る。

SK1268(図 面367-1927):須 恵器杯Aで、墨書土器である。底部外面に「成」 と書かれている。

SK1269(図 面367-1928):須 恵器の杯蓋である。口縁端部の形態は下方に折 り返 して丸 くおさめて

いる。復元口径11.9cn4を 測る。

SK1270(図 面367・ 368-1929～ 1935):1929は 須恵器の杯蓋で、ボタン状つまみを有 している。頂部

はヘラ切 り後未調整である。1930は赤彩土師器の椀A、 1931～ 1933は土師器椀A、 1984は赤彩土師器

の皿Bで、全て墨書土器である。1980～ 1933は底部外面に「成」 と書かれ、分類 3である。1934は底

部外面に「大」 と墨書され、分類 1と なる。1935は黒色土器の椀Aで、墨書土器である。底部外面に

「成」 と書かれている。

SK1272(図 面368-1986)i土 師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味

に開く体部を有 し、口縁端部はやや外反する。口径 14.5cm、 器高4.Ocmを 測る。

SK1276(図 面368-1937):須 恵器杯Bで、墨書土器である。「成」 と墨書され、分類 3と なる。

SK1278(図 面368-1938):赤 彩土師器の椀Aで、静止糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味

に開く体部を有 している。内外面に赤彩を施 している。

SK1279(図 面368-1939):土 錘である。小破片である為、分類は不明。

SK1280(図 面368-1940):須 恵器の杯Aで、斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は九 く

おさめており、底部はヘラ切 り後無調整である。口径 10,6cal、 器高3.Ocmを 波1る 。

SK1283(図 面368-1941・ 1942):1941,1942は 土師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部

から、やや内湾気味に開く体部を有 し、1941の 回縁端部は九 くおさめる。回径 12.4cm、 器高4.3cmを

測る。

SK1288(図 面368-1943):口縁部下端を突出させる有段口縁の土師器壷である。復元口径13.3cmを

測る。

SK1296(図 面368-1944):須 恵器重類の蓋である。口縁端部はやや外反 している。復元口径10,lcm

を測る。

SK1297(図 面368-1945～ 1948):1945は 須恵器蓋で、口縁端部の形態は下方に折 り返 して九 くおさ

めている。頂部はヘラ切 り後無調整である。復元口径 14.lcmを 測る。1946～ 1948は土師器で、1946。

1947は椀である。やや内湾気味に開く体部を有 し、回縁端部は九 くおさめる。1946の底部は、回転糸

切 り後回転ヘラケズリを施 している。口径 11.8～ 13.Ocna、 器高3.4～ 4.2cmを 測る。1948は小型甕で、

上端部が屈曲し端部が内傾 している。復元口径13.7cmを 測る。

SK1298(図 面868-1949・ 1950):1949・ 1950は土師器椀で、やや内湾気味に開く体部を有 している。

口縁端部は1949は 九 くおさめ、1950は やや外反 している。復元口径10,9～ 11.8cmを 測る。

SK1308(図 面368-1951):黒 色土器の鉢の口縁部片である。端部はやや外反 してお り、内面は幅広

のヘラミガキが施され、器壁は厚い。復元口径27.5cmを 測る。

SK1314(図 面368-1952):土 師器椀Bの底部片で、三角形の高台を貼 り付けている。

SK1315(図面368-1953～ 1956):1953～ 1956は土師器の椀Aである。1953・ 1954は 回転糸切 りされ

た平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部はやや外反する。口径 12.5cm、

器高3.9～4.5cmを 沢1る 。1955'1956は底部片で、回転糸切 りを施 している。

SK1321(図 面368-1957):須 恵器杯Bの底部片で、墨書土器である。底部外面に「成」 と書かれて

お り、分類 2である。
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SK1331(図 面368-1958):須 恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は

九 くおさめている。口径12.9cm、 器高3.2cmを 測る。

SK1332(図 面368-1959):須 恵器の杯Aである。斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は

やや外反する。口径 11.9cm、 器高3.5cmを 測る。

SK1334(図 面368-1960。 1961):1960は 土師器の椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部から、

やや内湾気味に開 く体部を有 している。日縁端部はやや外反する。口径 12.8cm、 器高3.8cmを 測る。

1961は 土師器椀Aで、墨書土器である。回転糸切 りされた底部外面に墨書されているが、判読不明。

SK1335(図 面368-1962):土 師器の蝸の口縁部片である。口縁端部は面取 して方形に仕上げ、さら

に上端をわずかに引き上げている。復元口径41,7canを 測る。

SK1336(図 面368-1963):土 師器椀の口縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端

部は丸 くおさめている。復元口径11,7cnaを 測る。

SK1337(図 面368-1964):土 師器の椀Aの底部片である。回転糸切 りされた平坦な底部から、やや

内湾気味に開く体部を有 している。

SK1338(図 面868-1965～ 1969):1965～ 1969は土師器である。1965・ 1966は土師器椀Aで、やや内

湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は1965が九 くおさめ、1966がやや外反 している。底部は

1965が 一方向ナデ、1966が回転糸切 りを施 している。口径 11.9～ 12.2cm、 器高3.9～ 4.3cmを 測る。

1967は 椀の口縁部片で、端部を丸 くおさめている。復元口径12.4cmを 測る。1968は小甕である。上端

部が屈曲し、九 くおさめた端部が直立する。復元口径 11.4cmを 測る。1969は墨書土器で、底部外面に

書かれているが判読不明。

大型土杭

SX209(図 面369-1970～ 1980):1970～ 1972は須恵器で、1970は杯Aである。器高が低 く、底部は回

転ヘラ切 りを施 している。口縁端部は丸 くおさめている。口径 12.9cm、 器高2.4cmを 測る。1971は杯

の回縁部片で、端部を丸 くおさめる。復元口径13.7cmを測る。1972は杯Bである。平坦な底部から屈

曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられて

お り、口縁端部は丸 くおさめている。法量は口径 11.2cm、 器高4.5cmを 測る。1973～ 1978は 土師器で

ある。1973～ 1977は椀で、1973は椀Aで赤彩が施されている。回転糸切 りされた平坦な底部から、や

や内湾気味に開 く体部を有 してお り、口縁端部は九 くおさめる。口径 11.8cm、 器高3.6cmを 測る。

19“ ～1976は 口縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 してお り、口縁端部は九 くおさめる。復元口

径 11.8～ 12.9cmを 測る。1975。 1976は 内外面に赤彩が施されている。1977は椀Aの底部で、底部は回

転糸切 りを施 している。1978は皿Bの底部片である。高台が体部下端に貼 り付けられてお り、高台内

部は回転糸切 り痕を残す。内外面に赤彩が施されている。1979,19801よ黒色土器である。1979は 口

縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 してお り、口縁端部は丸 くおさめる。復元口径 12.Ocmを 測る。

1980は 椀Aで、底部に静止糸切 りを施 している。

SX210(図面369,370-1981～ 2004):1981～ 1985は須恵器である。1981,1982は 杯蓋である。日縁

端部の形態は下方に折 り返 して九 くおさめている。1981頂部はヘラ切 り後無調整で、ボタン状つまみ

を有する。復元口径 11.1～ 11.9c14を 測る。1983,1984は 杯Bで、平坦な底部から屈曲して、斜方向へ

直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられており、回縁端部は

九 くおさめる。法量は口径 11.4～ 13.4cm、 器高4.8～ 6,7cmで ある。1985は訳耳重の底部片で、体部下

半から底部にかけてヘラケズリを施 している。1986～ 1998は土師器である。1986～ 1992は椀で1986
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～1988は椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。日

縁端部は1986は九 くおさめ、1987・ 1988は やや外反する。口径 12.0～ 12,7cm、 器高3.4～ 3.9cmを 測る。

1989～ 1992は 口縁部片で、やや内湾気味に開 く体部を有 している。口縁端部はやや外反 してお り、

1992は 内外面に赤彩を施 している。復元口径 10。 9～ 13.6cmを 測る。1993～ 1996は皿の口縁部片である。

体部は浅い角度で大きく開き、口縁端部は九 くおさめる。1998は内外面に赤彩を施 している。復元口

径 13.0～ 13.9cmを測る。1997は小型甕である。口縁上端部が屈曲し、端部を九 くおさめる。復元口径

13.6cmを 測る。1998は蝸の回縁部片である。端部が内側に折 り返され九 く成形されている。復元口径

39.Ocmを 測る。1999～2001は黒色土器の椀である。やや内湾気味に開く体部を有 してお り、口縁端部

は丸 くおさめている。1999の底部は回転糸切 りした後、ナデ消 している。口径16.6～ 18,9cm、 器高3.0

～7.3cmを 測る。2002・ 2003は 墨書土器である。2002は須恵器の杯B、 2003は 土師器の椀Aで底部外面

に書かれているが判読不明。2004は緑釉陶器の椀である。口縁端部はやや外反 している。

SX211(図面369～ 371-2005～ 2082):2005～ 2011・ 2026・ 2028は須恵器である。2005。 2006は杯蓋

で、つまみは擬宝珠形である。口縁部の形態は2005は 下方に短 く折 り曲げ、2006は下方に折 り返 して

九 くおさめている。復元口径 11.9～ 12.5c14を測る。2007・ 2008・ 2026は 杯Aで、斜方向へ直線的に開

く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。口径 11.7～ ■.9cm、 器高3.1～ 3.5cmを 測る。2009は

杯Bで平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のや

や内側 に貼 り付けられてお り、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 13.8cm、 器高6.lcmで ある。

2010は 皿の回縁部片で、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いて

おさめる。復元口径12.Ocmを 測る。2011は 奏の口縁部片で、あまり肩の張 らない体部から、「く」字

状に屈曲し、頸部は直線的に斜方向に開 く。口縁端部は水平に仕上げる。復元口径は36.2cmを 測る。

外面にはタタキが施され、内面は同心円状の当具痕がみられる。2028は杯の口縁部片で、端部を九 く

おさめている。2012～ 2025・ 2027・ 2029～ 2053は土師器である。2012～ 2022は椀Aである。回転糸切

りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は2012～ 2019は九 くおさ

め、2020～ 2022は ややタト反する。口径 11.8～ 13.Ocm、 器高3.7～ 4.4cmを 測る。2023～ 2025'2027・

2029～ 2041は椀の口縁部片でやや内湾気味に開 く体部 を有 している。口縁端部は2023～ 2025,

2027・ 2029～ 2032・ 2039は九 くおさめ、2033～ 2038・ 2040・ 2041は やや外反 しており、復元口径11.4

～16.6cmを測る。2042は 椀Aの底部片で回転糸切 りを施 している。2043・ 2044は 皿で、2043は復元口

径12,7cmの 口縁部片である。体部が浅い角度で大 きく開き、口縁端部は側方へ突出するように開いて

おさめる。2044は 皿Bの底部片で、高台が体部下端に貼 り付けられる。2045～ 20531ま 小型甕で、2045

～2047・ 2049の 口縁端部は九 くおさめ、側方につまみだされる形態、2048は 肥厚 した端部が九みを

持って内屈 し、内側に段がつ くタイプ、2050は 口縁部の上端部が引き上げられ、端部が内傾する。復

元口径9.6～ 13.3cmを 測る。2051～ 2053は 底部片で、体部下半から底部にかけてヘラケズリが施され

ている。2054～ 2057は赤彩土師器で、2054・ 2056は椀Aである。2054は 回転糸切 りされた平坦な底部

から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめ、口径 12.5cm、 器高4.lcmを 測る。

2056は底部片で回転糸切 りを施 している。2055は 回縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 している。

口縁端部は丸 くおさめ、復元口径16.lcmを 測る。2057は 皿Bの底部片で、高台が体部下端に貼 り付け

られる。2058～ 20601よ 黒色土器の椀である。回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く

体部を有 している。口縁端部はやや外反 してお り、口径 15。 2～ 15.3cm、 器高4.6～ 5.9cmを 測る。2061

～2080。 2082は 墨書土器である。2061・ 2065。 2070。 2072・ 2074・ 2075・ 2079・ 2080,2082は土師
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器椀、2066・ 2069が土師器皿、2062・ 2064・ 2067・ 2068・ 2071'2073は須恵器の杯、2063が須恵器

皿である。2061～ 2069・ 2071・ 2073は 底部外面に、2070・ 2072は 体部外面に「成」 と書かれている。

2061～ 2063・ 2067・ 2068は 分類 2、 2064・ 2069が分類 3である。2077・ 2078は 黒色土器の椀で、体

部外面に「卓し」 と墨書される。分類 1である。2074～ 2076・ 2079・ 2080。 2082は判読不明である。

2081は須恵器の転用硯である。

SX213(図面371-2083):土 師器椀の口縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部

は丸 くおさめている。復元口径 11,9cmを 測る。

SX215(図面371-2084):土 師器の蝸の口縁部片である。口縁端部を面取 して方形に仕上げ、さらに

上端をわずかに引き上げている。復元口径44.Ocmを 測る。

SX217(図 面371-2085):須 恵器の杯蓋で、口縁端部は下方に短 く折 り曲げている。復元口径 10.8cm

を測る。

SX219(図 面371-2086～ 2088):2086は 土師器の小型奏で、口縁端部は直立する。口縁部内面から体

部外面下半にかけて煤が付着 している。口径12.6cm、 器高11.Ocmを 測る。2087・ 2088は フイゴの羽口

の小破片である。

SX220(図面371-2089):土製品で、フイゴの羽回の小破片である。外面に熔解物が付着 している。

溝

SD244(図 面372-2090～ 2094):2090～ 2092は 須恵器である。2090は 杯蓋で、日縁部の形態は下方に

折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 11.2cmを 測る。2091は杯の口縁部片で、端部を九 くおさめて

いる。復元口径11,9cmを測る。20921よ 重の胴部片で、肩部に沈線が 2条巡つている。多少焼 き膨れが

みられる。2093・ 2094は 墨書土器である。2093は須恵器の杯Aで漆が付着 している。2094は 土師器の

椀Aで、内外面に赤彩が施されている。底部外面に書かれているが判読不明。

SD252(図 面372-2095。 2096):2095。 2096は 須恵器で、2095は杯Aである。斜方向へ直線的に開く

体部を有する。口縁端部は九 くおさめ、底部は回転糸切 りを施 している。口径 11.8cm、 器高3.lcmを 測

る。2096は皿Bで、高台が体部下端に貼 り付けられている。

SD253(図 面372-2097～ 2099):2097・ 2098は 土師器の椀Aである。2097は 回転糸切 りされた平坦な

底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部はやや外反 してお り、日径12.5cm、 器高

4.Ocmを 測る。2098は底部片で、回転糸切 りを施 している。2099は黒色土器の椀Aで、底部はヘラケズ

リが施されている。

SD256(図面372-2100):土師器の椀Bで、墨書土器である。高台内に書かれているが半J読不明。

SD258(図面372-2101):墨書土器の須恵器杯Aで、体部外面に書かれているが判読不明である。

SD263(図面372-2102):土 師器の椀Aの底部片である。やや内湾気味に開く体部を有 してお り、底

部は回転糸切 りを施 している。

SD266(図 面372-2103～ 2107):2103～ 2106は 須恵器で、2103・ 2104は 杯蓋である。つまみは擬宝珠

形で、回縁端部は下方に短 く折 り曲げている。復元口径 13.9～ 16.3cmを測る。2105は 杯の回縁部片で、

端部は九 くおさめている。2106は杯Bで平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有す

る。底部を切 り離 した後ナデており、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高

台周辺はナデを施 し、口縁端部は九 くおさめる。法量は口径 14.2cm、 器高6.3cmで ある。2107は フイ

ゴの羽口の小破片である。

SD270(図面372-2108):須恵器の長頚重の口縁部片である。端部の下方が九みをもって上方に屈曲
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外反 している。復元口径17.5cmを 測る。

SD271(図 面372-2109):赤彩土師器の椀Aで、平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 して

いる。口縁端部はやや外反 してお り、体部下半はヘラケズリを施 している。法量は口径11.8cm、 器高

3.4cmを 測る。

SD272(図 面372-2110):土師器椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。

SD273(図面372-2111,2112):2111・ 2112は須恵器で、2111は杯蓋である。口縁端部は下方に短 く

折 り曲げている。復元口径24.2cmを 測る。2112は 杯Bで、底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く

体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口縁端部は九 くおさめる。

法量は口径 10。 9cm、 器高4.3cmで ある。

SD275(図 面372-2113):土師器椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。

SD276(図 面372-2114):赤彩土師器の椀Aで、体部下半外面にヘラケズリが施されている。

SD277(図 面372-2115):土師器椀の口縁部片で、端部をまるくおさめている。復元口径15,9cmを 測

る。

SD278(図 面372-2116):赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りを施 している。

SD281(図 面372-2117):須恵器壷の蓋で、口縁端部を九 くおさめている。復元口径15.5cmを 測る。

SD282(図 面372-2118):須恵器の杯蓋である。ボタン状つまみを有 しており、端部を丸 くおさめて

いる。復元口径 11.4cmを 測る。

SD284(図 面372-2119):須恵器の杯Aで、墨書土器である。ナデ消された底部外面に書かれてお り、

「成」の可能性が高いと思われる。

SD293(図 面372-2120):須恵器の杯Bである。墨書土器で、ヘラ切 りされた底部外面に「成」の可

能性が高い文字が書かれている。

SD300(図 面372-2121):フ イゴの羽国の小破片である。

SD301(図 面372-2122):樽型c類の土錘の破片である。

SD303(図 面372-2123):赤彩土師器の椀Aで、回転糸切 りを施 している。

SD307(図面372-2124・ 2125):2124・ 2125は土師器である。2124は小型甕で口縁端部を九 くおさめ

ている。復元口径13.lc14を 測る。2125は鋼の口縁部片で、端部を面取 して方形に仕上げている。復元

口径36.Ocmを 測る。

SD310(図面372-2126～ 2136):2126・ 2127は須恵器で、2126は杯蓋である。つまみはなく、頂部は

ヘラ切 りが施されている。端部は下方に折 り返 して九 くおさめている。復元口径 12.4cmを 測る。2127

は杯Bで、底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや

内側に貼 り付けられている。口縁端部は丸 くおさめる。法量は日径 10,9cm、 器高4.7cmを 測る。2128

～2130は 土師器である。2128は椀Aで、回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部

を有 している。日縁端部は九 くおさめている。法量は口径 11.8cm、 器高3,7cmを 測る。2129は椀の口

縁部片で、端部を九 くおさめている。2130は椀Bの底部片である。角状を呈する高台が貝占り付けられ、

底部を回転糸切 り後ナデ消 している。2131は 黒色土器の椀Aである。ヘラケズリを施 している。2132

～2136は 須恵器で、2132が杯B、 2133・ 2135が杯Aで墨書土器である。底部外面に書かれているが判

読不明のものがある。2136は転用硯である。杯蓋内面に朱墨痕がみられる。

SD313(図面372-2137・ 2138):2137は 須恵器の杯蓋で、口縁端部を下方に短 く折 り曲げている。復

元口径20。 lcmを 測る。2138は 黒色土器の椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有
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している。口縁端部は九 くおさめている。体部下半にヘラケズリがみられる。法量は口径 12.4cm、 器

高3.7cmを 測る。

SD316(図面373-2139～ 2146):2139～ 2146は土師器である。2139。 2140は椀Aで、回転糸切 りされ

た平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部はやや外反している。2140の 口

縁部の内外面に油煙が付着 している。法量は口径 12.2cm、 器高3.6～ 4.7cmを 測る。2141～ 2144は 口縁

部片で、端部は九 くおさめている。法量は口径 11.8～ 12.8cmを 測る。2145は椀B、 2146は皿Bの底部片

で、高台内側に、回転糸切 り痕を残す。2146イこは赤彩が施される。

SD317(図 面373-2147～ 2168):2147～ 2154は 須恵器で、2147～ 2149は 杯蓋である。口縁端部は、

2147は 下方に短 く折 り曲げている。2148・ 2149は 下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 11.8

～18.lcmを 測る。2151は 杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。

日径10.8cm、 器高2.9cmを 測る。2152・ 2153は 皿Bである。2153の体部は浅い角度で大きく開き、日縁

部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。法量は

口径 13.3cm、 器高2.6cmを 測る。2154は鳥型須恵器である。包含層からの出土 した破片 との接合の結

果、頸・脚・尾の 3部位が復元できた。 しかしそれらは互いに接合 しなかった為、小杉流通団地内遺

跡No16遺跡出上の鳥型瓶を参考に、顎部の径 と沈線の方向を元に復元 した。それぞれの部位に直線的

な沈線が引かれ、模様が描かれている。脚はNo16の 鳥形瓶よりもかなり細 く、脚二本では立てるのが

困難なことが予想され、他例よりは比較的長い尾を利用 した 3点で立てていた可能性がある。2155～

2165は土師器で、2155～2163は椀である。2155。 2160は椀Aで、回転糸切 りされた平坦な底部から、

やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめている。法量は口径 12.0～ 16.8cm、 器

高3.4～ 5.3cmを 測る。2156～ 2159は 口縁部片で、端部は2156・ 2159は 九 くおさめ、2157・ 2158は やや

外反 している。復元口径 11.7～ 16.7cmを 測る。2161・ 2162は椀の底部片で、回転糸切 りを施 している。

2157・ 2159は赤彩が施されている。2163・ 2164は椀Bの底部片である。高台が体部下端に貼 り付けら

れ、回転糸切 り痕を残す。2163は 内外面に赤彩を施 している。2165は小型甕で、口縁部は「 く」字状

に屈曲し端部は九 くおさめる。体部外面下半にヘラケズリを施す。外面から口縁部内面にかけて媒が

付着 していた。法量は口径 10.8cnaを 測る。2166は 黒色土器の椀でやや内湾気味に開く体部を有 してい

る。体部外面下半にヘラケズリを施 している。口縁端部はやや外反 している①法量は口径 15.6cmを 測

る。2167・ 2168は須恵器杯Aの墨書土器である。底部外面に書かれてお り、2168は分類 2の 「成」で

2167は判読不明である。

SD318(図面373・ 374-2169～ 2192):2169,2170は 須恵器で、2169は 杯蓋である。端部は九 くおさ

めている。法量は口径16.lcmを 測る。2170は壷で、短 く外反する口縁の端部は外傾する広い面を有す

る。復元口径 15。4cmを測る。2171～ 2187は土師器で、2171～ 2185は椀である。2171～ 2175・ 2182は椀

Aで平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。日縁端部は2171～ 2173・ 2175は 九 くお

さめ、2174・ 2182は やや外反する。底部は2171・ 2172・ 2174。 2175・ 2182が回転糸切 り、2173は ケ

ズリを施 している。法量は口径 11.2～ 17.Ocm、 器高3.5～ 4.3cmを 測る。2177～ 2181・ 2183～ 2185は 椀

の口縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 し、端部は九 くおさめている。復元口径 11.5～ 20.lcmを

測る。2186・ 2187は 皿Bで、2186の体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するよ

うに開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼り付けられる。高台内に回転糸切り痕、内外面に赤

彩が施されている。法量は口径12.5cm、 器高3.Ocmを 測る。2188は黒色土器の椀で、体部外面下半か

ら底部にかけてヘラケズリが施されている。2189～ 2192は 墨書土器で、2189。 2190は 須恵器の杯蓋、
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2191は土師器皿B、 2192は黒色土器の椀である。2189。 2191は 「成」 と書かれ、2189は分類 2、 2191

は分類 3である。2190は 「仕」の可能性が高い。2192は判読不明である。

SD319(図面374-2193・ 2194):2193・ 2194は土師器で、2193は椀Aの底部片である。底部は回転糸

切 りを施 し、内外面に赤彩を施 している。2194は蝸の口縁部片で、肥厚 した端部を内側に折 り返 し九

くおさめている。端部内面にカキメが施されている。復元口径32.4cmを測る。

SD321(図 面374-2195):黒色土器の椀の口縁部片で、端部を九 くおさめている。復元口径9.4cmを

測る。

SD322(図面374・ 375-2196～ 2230・ 3077):2196～ 2200は須恵器で、2196・ 2197は 杯蓋である。下

方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 12.0～ 14.9cmを 測る。2198は 杯Aで、斜方向へ直線的に

開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。口径12.Ocm、 器高3.4cmを 測る。2199は杯Bで底部

から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付け

られている。口縁端部は九 くおさめ、底部はヘラ切 り後無調整である。法量は口径11.2cm、 器高4.5cm

を測る。2200は重の底部片で、高台を底端部に貼 り付ける。体部外面下半にヘラケズリを施 している。

2201～ 2222・ 3077は土師器で、2201・ 2202は椀Aである。回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内

湾気味に開く体部を有 している。□縁端部はやや外反 している。法量は口径11.9～ 12.2cm、 器高3.5～

4.2cmを 測る。2203～ 2210は 口縁部片で、やや内湾気味に開く体部を有 している。端部は2203は 九 く

おさめ、2204～ 2210は やや外反する。復元口径 10.8～ 13.4cmを 測る。2211～ 2218・ 3077は 椀Aの底部

片で、回転糸切 りを施 している。2219は 皿の回縁部片で、端部は九 くおさめている。復元口径 12.8cm

を測る。2220は 皿Bの底部で、高台が体部下端に貼 り付けられる。内外面に赤彩が施 されている。

2221は 甕の口縁部片である。端部が内側に折 り返され、九 く成形されている。復元口径16.5cmを 測る。

2222は 小型甕の底部片で、体部外面下半から底部にかけてヘラケズリが施されている。2223～ 2227

は黒色土器の椀である。2223～ 2225は口縁部片で、端部は丸 くおさめている。2226・ 2227は 底部片

で、体部外面下半から底部にかけてヘラケズリが施されている。底部は2226がヘラケズリ、2227は 回

転糸切 り後ヘラケズリ調整がされている。2228～ 2230は 墨書土器で、2228は 須恵器の杯蓋、2229・

2230は 土師器の椀Aである。2228に は頂部内面に「成」 と書かれている。2229,2230は 判読不明であ

る。

SD325(図面375-2231～ 2251):2231～ 2234は須恵器で、2231は杯蓋である。つまみを持たず、頂部

は無調整、口縁端部は下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 12.2cmを 測る。2232・ 2233は杯

Bで、平坦な底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開 く体部を有する。角状を呈する高台が底部のや

や内狽1に 貼 り付けられてお り、回縁端部は九 くおさめている。法量は口径 12.1～ 15。 3cm、 器高4.4～

5,6cmを 測る。2234は 皿Aの底部片で、回転糸切 りが施されている。2235～ 22431よ土師器で、2235～

2237は椀Aである。2235,2236は 回転糸切 り、22371よ ケズリを施された平坦な底部から、やや内湾気

味に開く体部を有 している。口縁端部はやや外反 している。2237の体部外面下半から底部にかけてへ

ラケズリが施されている。法量は2235。 2236は 口径 12.5cm、 器高3.6～ 4.3cm、 2237は 大型で口径 18,8

cm、 器高6.lcmを 測る。2238・ 2239は 口縁部片で、端部はやや外反する。復元口径 12.0～ 12.9cmを 測る。

2240は 椀Aの底部片で、回転糸切 りが施されている。2241は 皿Bの底部で、高台が体部下端に貼 り付

けられる。内外面に赤彩が施されている。2242・ 2243は蝸である。端部は内側に折 り返され、九 く成

形されている。口縁部内面にカキメ、2243はタト面にもカキメが施されている。復元口径30.3～ 40,Ocm

を測る。2244～ 2250は墨書土器である。2244～ 2246・ 2248・ 2249は土師器の椀、2247・ 22501よ 皿Bで
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ある。2244～ 2247・ 2249は 「成」、2250は 「閑」 と書かれてお り、2244は 分類 2、 2247・ 2249は分類

3である。2251は 土錘で、寸胴型c類 に分類 され、法量は長 さ7.Ocm、 幅3.6cm、 孔径 1.3cm、 重量

84.058で ある。

SD327(図面375-2252):土 師器の椀Aで、回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開 く

体部を有 している。口縁端部はやや外反 している。法量は口径■.8cm、 器高3.7cmを 測る。

SD335(図面375-2253):土師器椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。

SD339(図面375-2254・ 2255):2254は 須恵器の杯蓋である。口縁端部は、下方に短 く折 り曲げてい

る。復元口径 16.Ocmを 測る。2255は 土師器の渦である。端部は内側に折 り返され、九 く成形されてい

る。日縁部内面にカキメが施されている。復元口径31,lcnlを測る。

SD340(図面375-2256):須 恵器の杯Bで、角状 を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられる。

底部はヘラケズリ後、ナデ消 しを施 している。

SD341(図面375-2257):土師器椀の口縁部片で、端部はやや外反する。復元口径 12.Ocmを 測る。

SD342(図面375-2258):土 師器の皿の口縁部片である。体部が浅い角度で大きく開き、日縁端部は

側方へ突出するように開いておさめる。復元口径13.Omを 測る。

包含層 (図面376～ 383-2259～ 2546・ 2548～ 2602・ 2604～ 2646・ 2955。 3068・ 3070。 3071)

2259～ 2402・ 2955'3068は須恵器で、2259は 瓶類の蓋である。天丼部に回転ヘラケズリ調整を施 し

ている。法量は口径 13.6cm、 器高3.8cmを 測る。2260～ 2312は杯蓋で、2308～ 2312は転用硯である。

口縁端部は2260～ 2265。 2308・ 2309が下方に短 く折 り曲げている。2266～ 2307・ 2310～ 2312は 下方

に折 り返 して丸 くおさめている。つまみは2264・ 2274・ 2310が宝珠型、2282・ 2299・ 2311は ボタン

状つまみを有 している。天丼部は2260・ 2261,2264・ 2267・ 2268～ 2271・ 2274・ 2278,2282。

2285。 2287。 2289。 2291 ・2292・ 2296・ 2299。 2303・ 2305。 2309・ 2311 ・2312回 転 Vへ ラヽケズ リ、

2269・ 2301は 回転糸切 りが施される。2308は 墨痕、2309～ 2312に は朱墨痕が内面に付着 している。

復元口径 10.7～ 22.Ocm、 器高1.1～ 4.3cmを 測る。2313～ 2353は杯で、2313～2330は杯Aである。斜方向

へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は2313～ 2326は 九 くおさめ、2327～ 2329は やや外反 してい

る。底部は2322は 回転糸切 り、2313～ 2321・ 2323～ 2330は 回転ヘラ切 りを施 している。口径 1111～

13.8cm、 器高2.5～3.9cmを 測る。2331～2346は杯Bで底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を

有する。角状 を呈する高台が底部のやや内側 に貼 り付 けられている。口縁端部は2333～ 2337・

2339・ 2340が九 くおさめ、2338は やや外反する。底部は2333～ 2387・ 2340が回転ヘラ切 り、2338・

2339が回転糸切 りを施 している。法量は回径9.9～ 14.9cm、 器高3.8～ 7.2cmを 測る。2347～ 2353は杯の

口縁部片である。端部は2347～ 23491ま丸 くおさめ、2350～ 2352は やや外反 し、2353は 上端部を引 き

上げる形態である。復元口径 10.8～ 19。 4cmを 測る。2354～ 23661ま 皿で、2366は皿Bで転用硯である。

底部内面に朱墨痕がみられる。2354・ 2355は 皿Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部

は九 くおさめ、底部は2354は 回転ヘラ切 り、2355は 回転糸切 りを施 している。法量は口径 13.4～ 14.6

cm、 器高2.2～ 3.lcmを 測る。2356～ 2364は 皿Bで、2356,2357は器高が低 く、口縁端部を外反させる。

底部は2356は 回転ヘラケズリ、2357は 回転ヘラ切 り後、ヘラケズリを施 している。2358～ 2361の体

部は浅い角度で大きく開き、日縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体

部下端に貼 り付けられる。2362・ 2363は 足高高台である。法量は回径 11.9～ 14.Ocm、 器高2.0～ 3.5cm

を測る。2365は 国縁部片で、端部は丸 くおさめている。2367～ 2369は 短頸壼の口縁部破片である。

肩の張る体部から垂直気味に立ち上がる口縁部を有する。口縁端部は九 くおさめる。復元口径 11.8～
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13.2cmで ある。2370～ 2376は 長頸壺の口縁部片で、端部は上方に屈曲している。2372の 頸部外面に沈

線が 1条巡つている。復元口径9,4～ 15,7cmで ある。2377は 細頸重の口縁部片で、端部は下方に引き

出している。復元口径5.Ocmで ある。2378は 壼の胴部片で、肩部外面に沈線が 1条巡つている。2379

は広口壼で、口縁端部は水平に面をとっている。復元口径12.9cmで ある。2380・ 2381は重の底部片で、

角状の高台を有する。2381の 底部は回転ヘラ切 りである。2382～ 2384は 双耳壷で、2382・ 2384は 体

部片、2383は耳部破片である。2384は肩部に突帯を2条巡らし、いずれも体部外面に耳の一部が貼 り

付けた状態で残存する。耳の外形は2383は 円形、2382・ 2384は 多角形で、紐穴は円孔である。2385

は壼の口縁部片で、外反気味に開き、端部は垂下気味の形態をもつ。復元口径23.2cmで ある。2386～

2394は 甕の口縁部片で、2386は端部が水平の面を有 し、端面の内側をつまみ出す形態である。2387

は口縁端部を折 り曲げて側方に突出させている。2388・ 2389の端部は、外傾する幅広の端面となって

いる。2389の体部内外面に成形時の叩き目および当て具痕が残る。2390・ 2394も 同じ形態であるが、

端面の外側をつまみ出している。2391は小破片であるが、口縁端部を折 り曲げて側方に突出させ、口

縁部外面直下には波状文、その下にヘラミガキ後ロクロナデを施 している。2392は端部を九 くおさめ

ている。2393の端部は外傾する広い面を有 し、端面の両端を狽1方 につまみ出す形態である。復元口径

24,1～ 51,7cmで ある。2395は 有高台の底部から体部が直線的に開いている。2396～ 2398。 2955は 円面

硯の脚部の破片である。2397・ 2398・ 29551こ は脚部に四方透かしが入る。2955の 外面には直線的な

沈線が引かれ、模様が描かれている。海部分に使用痕による摩耗がみられる。2399は須恵器の焼台と

考えられる。熱を強 く受けたためか表面が赤黒 く変色 している。また溶着が激 しく、下から杯Bの底

部、甕の体部、杯蓋 2個体の順で、合計 4個体の須恵器が溶着 している。なお焼き台の表と裏には窯

保の一部と考えられる溶着物も付着 している。2400は
`烏

の尾の部分である。外面に直線的な沈線が引

かれ、模様が描かれている。内面には指おさえ痕がみられる。2401・ 2402は脚部の破片で、2401は

獣脚である。2403～ 2501は 土師器で、2403～ 2435'2443は 椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気

味に開 く体部を有 している。口縁端部は上端部を引き上げる形態が2403～ 2405で、2406～ 2418が九

くおさめ、2419～ 2435がややタト反 している。底部は2403～ 2417・ 2419～ 2424・ 2426～ 2435が回転糸

切 り、2418・ 2425は ヘラ切 りである。2412・ 2414の体部下半外面に回転ヘラケズ リを施 している。

法量は口径 11.6～ 13.8cm、 器高3.6～ 4.8cmを 測る。2436～ 2442・ 2444～ 2450は 椀の口縁部片で、端部

は2436～ 2442・ 2450が九 くおさめ、2443～2449がやや外反 している。復元口径 11.8～ 22.7cmである。

2452～ 2458は 椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。2459～ 2461は椀Bの底部片で、高台が体部

下端に貼 り付けられる。底部は2459。 2460は 回転糸切 り痕を残 し、2460は その後ナデ消 している。

2461は ナデを施 している。2462～ 2480は 皿で、24621よ 皿Aである。回転糸切 りされた平坦な底部から、

浅い角度で体部が大きく開き、日縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。法量は口径

13.2cm、 器高2.3cmを 測る。2463～ 2467・ 24721ま 皿Bで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさら

に側方へ突出するように開いておさめる。底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内に回転糸

切 りが施されている。法量は口径 12.4～ 14.9cm、 器高2.3～ 3.Ocmを 測る。2468～ 2476は 口縁部片で、

端部は2468～ 24721ま 九 くおさめ、2473～ 2476は やや外反 している。復元口径 12.4～ 16.9cmで ある。

2477～ 2480は皿Bの底部片で、高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内は24771ま横ナデ、2478～

2480は 回転糸切 り痕を残 し、2479・ 2480は その後軽 くナデ消 している。2481・ 2482は 小型甕で回縁

部は「く」字状に屈曲し、端部は丸 くおさめる。2482は 上端部が屈曲している。復元口径 10,7～ ■=8

cmで ある。2483は弥生土器の甕である。口縁が外反し、胴上部が膨 らむ。口縁部から体部上半にかけ
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て、太めの沈線で菱形文などの文様帯を有 し、器形的特徴から天王山式の甕 と考えられる。2484～

2487は 中型甕で口縁端部は、2484～ 2486を 丸 くおさめ、24871ま上端部が屈曲し、九 くおさめた端部

が直立する。2484は 内外面、24871よ 外面にカキメが施されている。復元口径 18.5～ 22.Ocmで ある。

2488は 渦で、口縁端部の横断面は、「S」 の字を上下両方から押 しつぶ したような形状を呈する。口

縁部内面にカキメ、体部上半にカキメの上からヘラケズリを施 している。復元口径83.8cmで ある。

2489～ 2498は 蝸である。2489～ 2491は 口縁端部を面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げ

ている。2492は 上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が直立する。2493～ 2498は 肥厚 した端部を内側

に折 り返 し九 くおさめている。2488・ 2493・ 2494・ 2496～ 2498は 口縁部内面に、2489。 2490。

2493・ 2495～2498は 胴部上半内面、2492～ 2498は体部上半外面にカキメが施された。復元口径29.6～

43.4cmで ある。2499～ 25011ま 甕の底部片で、底部は2499が回転糸切 り後ヘラ調整、2500は 静止糸切 り、

2501がヘラ切 り調整を残す。体部外面にヘラケズリ、2501の 内面はハケメが施されている。2502～

2512は 土師器で、2502～ 2504は 赤彩土師器の椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部

を有 している。口縁端部は九 くおさめ、底部は2502が回転糸切 り、2503がヘラケズリを施 している。

法量は口径11.3～ 13.4cm、 器高3.1～ 4.2cmを 測る。2505は 椀の口縁部片で、端部はやや外反 している。

2506は椀Bの底部片で高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内は回転糸切 りが施される。2507・

2508は 皿Bで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように開いておさめる。

底部は高台が体部下端に貼 り付けられる。高台内に回転糸切 りが施されている。法量は口径 12.6～

13.lcm、 器高2.3～ 3.Ocmを 測る。2505。 2506・ 2508に は赤彩が施されている。2509は 口縁部片で、端

部は九 くおさめている。復元口径12.5cmで ある。2510～ 2512は高杯で、2510。 25■ は体部片、2512は

底部片である。底部内面にハケロが施されている。2513～ 2533は黒色土器で、2513～ 2516。 2520は

椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は上端部を引き上げ

る形態が2513・ 2514で、2515・ 2516は 九 くおさめ、2520は やや外反 している。底部は2513・ 2516が

回転糸切 り、2514は 体部下半から底部にかけて手持ちヘラ切 りを施す。法量は口径11.4～ 17.7cm、 器

高3.2～ 6.Ocmを 波1る 。2517～ 2519・ 2521～ 2526は 口縁部片で、端部は2517～ 2519。 2521～ 2524は 九 く

おさめ、2525・ 2526は やや外反する。2527～ 2529は椀Aの底部片で、回転糸切 りを施 している。2530

は椀Bの底部片で、高台が体部下端に貼 り付けられる。2531・ 2532は 鉢で、口縁端部は外反 している。

2532の体部外面は回転ハケメの後手持ちヘラケズリ、その後回転ヘラケズリを施 している。剥離 して

いるが貼 り付け高台がみられ、高台内を黒色化 している。口径28.4～ 29。 9cm、 器高5,3～ 14.3cmを 測る。

2533は高杯の体部片で、杯部内面に線刻がみられる。2534～ 2546・ 2548～ 2582が 墨書土器である。

2534～ 2545に は「成」 と書かれてお り、2534～ 2536・ 2540～ 2545は 須恵器、2538は 黒色土器、2539

は土師器である。2534・ 2543～ 2545は 杯A、 2535・ 2536・ 2542は 杯B、 2539は 皿B、 2540・ 2541は 杯

蓋である。蓋は頂部外面、それ以外は底部外面に書かれている。2534～ 2538が分類 2、 2540～ 2545

は分類 3である。2546・ 2549～ 25511よ小破片であるが「成」の可能性が高いと思われる。2557は土

師器椀Aで 「西家」、2559イま土師器椀Aで 「廣」、2560も 土師器椀Aで「城長」 と書かれている。

2548・ 2552～ 2556・ 2558・ 2561～2582は小破片が多 く、判読不明である。25831ま 須恵器杯A、 2584・

2585は須恵器杯Bで、見込み部分に墨痕がみられる。2586は線刻土器で、須恵器の鉢の体部内面に

「大」と線刻されている。2587～ 2598は緑釉陶器である。2587・ 2590は椀、2588・ 2589,2591～ 2598

は皿の口縁部片で、端部はやや外反 している。2594は 椀の胴部片である。2595～ 2598は底部片で内

外面に緑釉を施 し、体部から底部にかけて回転ヘラケズリを残す。2599～ 2602は灰釉陶器で、2599
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は椀である。体部外面は回縁部近 くまで回転ヘラケズリを施 し、口縁端部を外反させる。底部は角高

台を貼 り付け、高台内は回転ヘラケズリを残す。日径 16.3cm、 器高5.3cmを 測る。2600～ 2602は この

胴部片で、2600の 肩部に2条の沈線が巡っている。2604～ 2631・ 2637・ 3070。 3071は 土錘で、2608

～2617・ 3070・ 3071は樽型c類 である。法量は概ね長さ4.3～ 6.lcm、 幅2.9～ 4.9cm、 孔径 1.2～ 1.7cm、

重量3.57～ 101.87gを 測る。2618は 卵型c類で法量は概ね長さ2.8cm、 幅2.3cm、 孔径0,9can、 重量10.808

を測る。2619～ 2631は 破片である為、分類は不明。2632～ 2636・ 2638～ 2641は フイゴの羽回の小破

片である。2642～ 2646は 製塩土器で、2642～ 2645は 底部片である。内面にハケメ、2642の み外面に

ケズリが施されている。2646は胴部片で、粘土ひもを積み上げた痕跡が残る。

B7地 区 (図面 384)

包含層 (図面384-2647)

灰釉陶器の耳皿の底部片である。内面に灰釉が施されている。底部は回転糸切 りである。

B8地 区 (図面 384)

包含層 (図面384-2648～ 2656)

2648～ 2651は須恵器で、2648は杯蓋である。口縁端部は下方に短 く折 り曲げている。復元口径 15。 3c14

を測る。2649は杯の口縁部片で、端部は丸 くおさめている。復元口径 15.9cmを 測る。2650は杯Aで、

底部はヘラ切 りを施 している。2651は杯Bで、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられて

いる。2652・ 2653は土師器の中型甕で、口縁端部を面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げ

ている。復元口径19,3～ 21.lcmを 測る。2654・ 2655は 製塩土器で、2654は 口縁部片である。端部を丸

くおさめ、口縁部下半に粘土帯を継いだ痕跡がみられる。26551ま 底部片で、内外面ともにハケメが施

されている。2656は土錘の破片で、樽型の可能性が高いと思われる。

B9地 区 (図面 384)

包含層 (図面384-2657～ 2666)

2657～ 26611よ須恵器で、2657～ 2659は 杯蓋である。口縁端部は下方に折 り返 して丸 くおさめている。

復元口径 12.9～ 17.9cmを 測る。2660は 杯の口縁部片で、端部は丸 くおさめている。復元口径11,9cmを

測る。2661は杯Bの底部片で、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高台内は

無調整である。2662～ 2665は 土師器で、2662は 椀の口縁部片である。端部は九 くおさめ、口縁部内

外面に煤が付着 している。復元口径 11,9cmを 測る。2663は椀Aで、底部は回転糸切 りを施 している。

2664は皿の口縁部片で、端部は九 くおさめている。復元口径13.8cmを 測る。2665は 土師器の中型奏で、

口縁端部を面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げている。復元口径22.Ocmを 測る。2666は

黒色土器の皿の口縁部片である。浅い角度で体部が大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するよう

に開いておさめる。復元口径 13.Ocmを 測る。

B10地 区 (図面 384)

包含層 (図面384-2667～ 2681)

2667～ 2678は 須恵器で、2667～ 2671は 杯蓋である。2667の つまみは宝珠型、口縁端部は2669は 下方

に短 く折 り曲げている。2668・ 2670。 2671は 下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元口径 11.4～

15.8c14を 測る。2672は杯の口縁部片で、端部を丸 くおさめている。復元口径 14.6ctlを 測る。2673・

2674は杯Bの底部片で、角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高台内は回転へ

ラ切 りである。2675は皿Aで、底部は回転ヘラ切 りを施 している。2676～ 2678は 壼で、2676・ 2677は

胴部片である。2678は 底部片で、有高台の底部から体部が直線的に開いている。2679～ 2681は 土師
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器で、2679は椀Bである。底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する高

台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口縁端部は九 くおさめている。口径12.Ocm、 器高4.lcmを

測る。2680は小型奏の口縁部片で、端部は上端部が屈曲している。復元口径11.2cmを 測る。2681は 中

型甕で、口縁端部を面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げている。復元口径21.3cmを 測る。

Bll地区 (図面 384)

包含層 (図面384-2682～ 2684,3072～ 3074)

2682は須恵器の杯Bである。底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。角状を呈する

高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口径 15.Ocal、 器高6.3cmを 測る。2683は 土師器の椀の

口縁部片で、端部を九 くおさめている。復元口径16.lcmを測る。2684は 墨書土器で、須恵器の杯Aで

ある。底部内面に書かれているが、判読不明である。3072～3074は土錘で、3074は樽型c類 である。

法量は概ね長さ2.9～ 5.6cm、 幅1.0～ 3.3cm、 孔径0.3～ 0,8cm、 重量3.03～ 57.95gを波1る 。

B12地区 (図面 385・ 386)

竪穴住居

S123(図面385-2685～ 2697):2685～ 2688は須恵器で、2685は杯蓋である。口縁端部は下方に短 く

折 り曲げている。復元口径11.8cmを測る。2686は 杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁

端部は九 くおさめている。口径 11,7cm、 器高3.Ocmを 測る。2687・ 2688は 杯Bで、底部から屈曲して、

斜方向へ直線的に開く体部を有する。2688の 回縁端部は丸 くおさめている。角状を呈する高台が底部

のやや内側に貼 り付けられている。口径 16.4cm、 器高7.6cmを 測る。2689～ 2696は 土師器の甕で、口

縁端部は面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げている。2695は 口縁部下半の内外面に、カ

キメを施 している。復元口径 10,9～ 22.5cmを 測る。2696は 甕の底部で、外面下半にヘラケズリを施 し

ている。2697は蝸で、回縁端部は面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げている。口縁部下

半外面にヘラケズリが施されている。復元口径41,7cmを 測る。

S125(図面385-2698～ 2704):2698・ 2699は須恵器で、26981ま杯蓋である。口縁端部は下方に短 く

折 り曲げている。頂部は回転ヘラケズリの後、ナデを施 している。復元口径17.7cmを 測る。2699は杯

Bで角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。2700～ 2704は 土師器で、2700～ 2703

は甕である。口縁端部は2700は 九 くおさめ、2701は 上端部が屈曲し端部が外傾 し、2702・ 2703は 方

形を呈する。復元口径9,0～ 21,Ocmを 測る。2704は 蝸で、口縁端部は方形を呈する。体部外面はカキ

メの下にヘラケズリを施 している。復元口径37.7c14を測る。

自然流路

SR01(図面385-2705。 2706):2705。 2706は 土師器の奏である。2705は 回縁部が「く」字状に屈曲

し、端部は九 くおさめる。体部内外面にハケメを施 している。復元口径18.Ocmを 測る。2706は底部片

で、体部内外面にハケメを施す。

包含層 (図面385。 386-2707～ 2762・ 2764・ 3075'3076)

2707～ 2742は 須恵器で、2707～ 2719は 杯蓋である。2707の つまみは宝珠型、口縁端部は2708～ 2713

が下方に短 く折 り曲げている。2714～ 2719は 下方に折 り返 して丸 くおさめている。頂部は2707・

2708・ 2712・ 2713・ 2715・ 2716が回転ヘラケズリ調整、2709,2711・ 2718は ヘラケズリ後ナデを施

している。復元口径■.8～ 19.9cmを 測る。2720～ 2733は 杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。

回縁端部は九 くおさめている。底部は2720・ 2722・ 2724・ 2727・ 2732・ 2733が回転ヘラ切 りを施 し

ている。口径 10.8～ 14.lcm、 器高2.6～ 3,7canを 測る。2734～ 27391よ 杯Bである。底部から屈曲して、斜
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手

―

方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめている。角状を呈する高台が底部のやや内

側に貼 り付けられている。国径 12.5～ 14.Ocm、 器高3.6～ 6.6cmを 測る。2740・ 27411ま短顎壼で、日縁

端部は2740は 九 くおさめ、2741は外側に屈曲している。復元口径9.6～ 13.Ocmを 測る。2742は長頸壼

で、口縁端部は上方に屈曲している。復元口径12.Ocmを測る。2743～ 2759は 土師器で、2743は椀Aで

ある。平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめている。法量

は口径 12.3cm、 器高4.5cmを 測 り、内外面に赤彩を施す。2744～ 2746は 回縁部片で、端部は2745は 九

くおさめ、2744・ 2746は やや外反する。復元口径 15。 8～ 19,6cmを 測る。2747～ 27501ま 小型奏で、口縁

端部は2747が端部を上方に引き上げ、2748～ 2750は上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が内傾 して

いる。復元口径 11,4～ 15,8cmを測る。2752～ 2757は 中型甕で、口縁端部は2752～ 2755。 2757は 面取 し

て方形に仕上げ、上端をわずかに引き上げている。2756は上端部が屈曲し、丸 くおさめた端部が直立

している。2753は 体部内外面にカキメ、2754は 体部外面にハケメ、内面にヘラケズリ、2755。 2756

は体部外面にカキメを施 している。復元口径 19.8～ 22.4cmを 測る。2758・ 2759は渦で、日縁端部は

2758が方形に仕上げ、2759は上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が内傾 している。口縁部内外面にカ

キメを施 している。復元口径33.0～ 38.Ocmを 測る。2760～ 2762は 墨書土器である。2760・ 2762は 三L師

器椀の底部片、2761は土師器甕の底部片で、2760,2761は底部外面、2762は 外面に書かれているが

判読不明。2764・ 3075,3076は土錘で、3075が樽型a類 、法量は長さ5.6cm、 幅1.4cm、 孔径0.4cm、 重

量8.24gを 測る。2764は樽型b頚である。法量は長さ4.4cm、 幅1.8cn4、 孔径0.5cm、 重量9.62gを 測る。

B13地 区 (図面 387～ 393)

竪穴住居

S126(図面387-2765～ 2768):2765,2766は 須恵器で、2765は 杯蓋である。口縁端部は下方に短 く

折 り曲げている。復元口径 12.3cnaを 測る。2766は杯の口縁部片で、端部を九 くおさめている。復元口

径13.8cmを 測る。2767は 土師器の椀Aで、回転糸切 りされた平坦な底部から、やや内湾気味に開く体

部を有 している。口縁端部はやや外反 している。法量は回径 12.9cm、 器高3.6cmを 測る。2768は墨書

土器で、須恵器杯Aの底部外面に「弐」 と書かれている。分類 2である。

S127(図面387-2769～ 2775):2769～ 2772は須恵器で、2769。 2770は杯Bである。底部から屈曲して、

斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。角状を呈する高台が底部のやや

内側に貼 り付けられている。口径 11.5～ 11.7cm、 器高3.2～ 3.8cmを 測る。2771は 杯の日縁部片で、端

部は九 くおさめている。27721ま 短頸壼で、口縁端部は面取 して方形に仕上げている。復元口径 11.Ocm

を測る。2773～ 2775は 土師器で、2773は椀Aで、底部は回転糸切 りを施 している。2774は小型奏で、

口縁部の上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が内傾 している。復元口径 11.6cmを 測る。2775は甕で、

口縁部は「く」字状に外反する。体部外面は縦ハケ調整される。このハケ調整は中位で横方向に施す。

内面は横方向に荒いハケ調整を施 している。復元口径25,2cmを測る。

S128(図面387-2776):2776は 土師器の小型奏である。口縁部の上端部が屈曲し、九 くおさめた端部

が内傾 している。復元口径 11,9cmを 測る。

S129(図面387-2777～ 2779):2777は 須恵器の杯Aで、回転ヘラ切 りを施 している。2778。 2779は土

師器の奏で、口縁端部は2778が直立 して端部を九 くおさめている。2779は面取 して方形に仕上げ、上

端をわずかに引き上げている。2778は外面をヘラケズリ、内面をハケメの後ナデ、27791ま 外面ハケメ、

内面はカキメを施 している。復元口径13.5～ 21.5cmを 測る。

S130(図面387-2780～ 2792・ 2794～ 2798・ 2800～ 2804):2780～ 2791は 須恵器で、2780～ 2782は 杯
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蓋である。口縁端部は2780・ 2781は下方に折 り返 して丸 くおさめている。2782は 下方に短 く折 り曲

げている。2780の頂部は回転ヘラ切 り調整が施されている。復元口径 13.8～ 16.6cmを 測る。2783～

2788は杯Aで、斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。底部は回転ヘラ

切 りで、2784。 2786～ 27881ま その後にナデを施 している。口径 11.4～ 12.7cm、 器高3.2～ 3,9cmを 測る。

2789～ 2791は杯Bで、底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさ

めている。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。口径10.6～ 12.7cm、 器高3.1～

4.5cnaを 測る。2792・ 2794～ 2798・ 2800,2801は土師器で、2792・ 2795,2796は椀Aである。平坦な

底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめている。底部は2792が回転

糸切 り後、回転ヘラケズリ、2795。 2796は 回転ヘラケズリを施 している。口径11.8～ 12.5cm、 器高1.8

～3.6cmを 測る。2797・ 2798は 小型甕で、2797の 口縁端部はややつまみ上げている。復元口径12.3cm

を測る。2798の底部はヘラケズリ調整を施 している。2800は 中型甕で、口縁端部は面取 して方形に仕

上げ、下端をわずかに引き出している。復元口径は20,6canを 測る。2801は捐で口縁部の上端部が屈曲

し、九 くおさめた端部が内傾 している。外面はカキメの後に部分的にヘラケズリを施 している。復元

口径35,Ocmを 測る。28021よ 黒色土器で、口縁端部 を九 くおさめている。復元口径12.7cmを 測る。

2803・ 2804は 墨書土器である。2803は 須恵器の杯蓋で、頂部外面に「式」 と書かれている。分類 2

である。2804は須恵器の杯Bで、高台内に書かれているが判読不明。

S131(図面387・ 388-2793・ 2799'2805～ 2842):2805～ 28201ま 須恵器で、2805～ 2811は杯蓋である。

口縁端部は2805は 下方に折 り返 して丸 くおさめている。2806～ 2811は 下方に短 く折 り曲げている。

頂部は回転ヘラ切 り調整が施され、2808・ 2810。 2811は その後ナデ調整をしている。復元口径 11.8～

15.8cmを 測る。2812・ 2814・ 2815は 杯Aで、斜方向へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は九 くお

さめている。底部は2812は 回転ヘラ切 りの後にナデ、2814・ 2815は回転糸切 りを施 している。口径

10.8～ 12.9cm、 器高2.8～ 4.Ocmを 測る。2813は 須恵器壼の口縁部片で、端部を面取 りして方形に仕上

げ、下端をわずかに引き出している。2816は 杯Bで、底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部

を有する。口縁端部は丸 くおさめている。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。

口径 11.2cm、 器高3.9cmを 測る。2817・ 2818は 杯の口縁部片で、端部は2817が九 くおさめ、2818がや

や外反 している。復元口径 11.8～ 11.9cmを 測る。2819は杯B、 2820は杯Aの底部片である。2819は角状

を呈する高台が底部のやや内狽1に貼 り付けられている。2820の底部は回転糸切 りを施 している。2813

は重の口縁部片で、端部は面取 して方形に仕上げ、下端をわずかに引き出している。復元口径23.8cm

を測る。2793・ 2799。 2821～ 2832は 土師器で、2799は 中型甕で口縁端部を上方に引き上げる。復元

口径は19.8calを 測る。28211ま 椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気味に開 く体部を有 している。

口縁端部は九 くおさめている。底部は回転糸切 り後、ヘラケズリを施 している。口径12.4cm、 器高3.9

C14を 測る。2822は 黒色土器の椀の口縁部片で、端部を九 くおさめている。復元口径 11.8cmを 測る。

2823は椀Aで、回転糸切 りを施 している。2824は小型奏で、口縁部は端部を上方に引き上げている。

体部外面下半にヘラケズリが施される。復元口径12.2cmを 測る。2825～ 2830は 中型奏で、口縁部片で

である。端部は、2825～ 2827は 面取 して方形に仕上げ、2826は 上端を、2827は 下端をわずかに引き

出している。28281よ 口縁部の上端部が屈曲し、九 くおさめた端部が内傾 している。2829・ 28301よ上

端部が屈曲し、端部が九みを持つ。2829は 外面に沈線が入る。2825は 口縁部内面、2826・ 2829は 体

部内外面、2827は 口縁部 と体部外面にカキメを施 している。復元口径 18,3～ 22,8cmを 測る。2831は 甕

の底部片で、体部内面は横方向のハケメ、体部から底部にかけて外面はヘラケズリが施されている。
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2832は鋼の回縁部片で、上端部が屈曲し、端部が九みを持つ。体部内面にカキメを施す。復元口径

34.9cmを 測る。2833～ 2842は 墨書土器である。2833～ 2837・ 2889。 2841が須恵器で、2838・ 2840・

2842は 土師器である。2833・ 2837・ 2840は 「式Jと かかれてお り、2833・ 2840は 分類 1と なる。

2841に は「縄足」 と墨書される。

S132(図 面388・ 389-2843～ 2870):2843～ 2857は須恵器で、2843～ 2845は杯蓋である。端部は

2844・ 2845が下方に短 く折 り曲げてお り、2843は下方に折 り返 して九 くおさめている。頂部は回転

ヘラケズリを施 している。復元口径12,3cmを測る。2846～ 2851は 杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部

を有する。口縁端部は丸 くおさめている。底部は2849～ 2851が回転ヘラ切 り、2848がその後にナデ

を施 している。口径 11.1～ 13.8cm、 器高2.4～3.6cmを 測る。2852～ 2855,28571よ 杯Bで、底部から屈曲

して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。角状を呈する高台が底部

のやや内側に貼 り付けられている。口径 11.3～ 11.8cm、 器高2.8～ 4.lcmを 測る。2856は 杯の口縁部片

で、端部を丸 くおさめている。2858～ 2864は土師器で、2858は椀Aである。回転糸切 りが施されてい

る。2859は 椀Aで、平坦な底部から、やや内湾気味に開く体部を有 している。日縁端部は九 くおさめ

ている。底部は回転糸切 りを施 している。口径 12.3cm、 器高4.Ocmを 測る。2860。 2861は小型甕で、

口縁端部は上端部が屈曲し、28601ま九 くおさめ、2861は側方につまみ出している。復元口径 11.0～

13.6cmを 測る。2862・ 2863は 中型甕で、日縁端部は面取 して方形に仕上げ、28631ま 上端を引き出して

いる。2862の 口縁部内面と体部外面にカキメが、施されている。復元口径 19,5～ 20,9cmを 測る。2864

は渦で、口縁端部は面取 して方形に仕上げ、上端をわずかに引き出している。復元口径32.9cmを 測る。

2865～2868は墨書土器である。2865・ 2867が須恵器の杯Aで、2866・ 2868は土師器の椀Aで、「弐」

と書かれている。2868は 分類 2である。その他は判読不明である。2869。 2870は土錘で、2869が樽

型b類、2870が提灯型 a類である。法量は概ね長さ3.8cm、 幅1.5cm、 孔径0.4cm、 重量5,81gを 測る。

S133(図面389-2871～ 2877):2871～ 2874は 須恵器で、2871・ 2872は杯蓋である。つまみは宝珠形

で、口縁端部は下方に短 く折 り曲げている。頂部は回転ヘラケズリを施 している。復元回径 14.9～

15.4cmを測る。2873・ 2874は 杯Aで、口縁端部は九 くおさめ、底部は回転ヘラ切 りの後ナデを施 して

いる。口径 12.4～ 13.6cm、 器高3.2～ 4.2cmを 測る。2875～ 2877は 土師器で、2875・ 2876は 小型奏であ

る。2875は 口縁端部を丸 くおさめている。復元口径 14.7硼 を測る。2876は底部片で、体部外面をヘラ

ケズリ、内面にハケメを施 している。2877は 中型甕で、「く」字状に屈曲した口縁端部は九 くおさめ

ている。内面は口縁部から体部上半にかけてカキメ、中位から下はハケメ、外面は体部上半から中位

にハケメ、下半にヘラケズリを施 している。口径22.4cm、 器高34.5cmを測る。

S134(図面389-2878～ 2880):2878は 土師器の小型甕で、日縁端部は九 くおさめている。体部外面は

上半から中位にかけて剥離 してお り、下半はヘラケズリが施されている。口径 13.6cm、 器高11.9cmを

測る。2879は 中型甕で、日縁端部は面取 して方形に仕上げている。復元口径23,9cmを 測る。2880は渦

で、口縁端部は面取 して方形に仕上げている。体部上半内面にカキメが施されている。復元口径46.4

cmを 測る。

S136(図 面389-2881):土錘の小破片で、法量は概ね長さ6.7cm、 幅2.6cm、 孔径0.8cn4、 重量17.22gを

測る。

上坑

SK1348(図 面389-2882・ 2883):須 恵器の杯Bで底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開 く体部を

有する。口縁端部は九 くおさめている。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。
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高台内は回転ヘラ切 りで、2883は その後横ナデを施 している。口径 14.4～ 14.6cm、 器高3.9～ 5 7cmを

測る。

SK1350(図 面389-2884):須 恵器の杯蓋で、口縁端部は下方に折 り返 して丸 くおさめている。復元

口径13.8cmを 淑よる。

SK1351(図 面389-2885～ 2889):2885～ 2888は 須恵器で、2885・ 2886は 杯Bで、底部から屈曲して、

斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は丸 くおさめている。2886は角状を呈する高台が底部

のやや内側に貼 り付けられている。2885は高台内は回転ヘラ切 りで、その後横ナデを施 している。口

径11.8～ 14.3cm、 器高3.8～ 4.4cmを 測る。2887は短顎壼で口縁端部は、面取 して方形に仕上げている。

復元口径 10.lcmを 測る。2888は壷の体部片で、肩部に沈線が 3条、その下に 1条巡つている。2889は

土師器椀で、口縁端部は九 くおさめている。復元口径 14.4cmを 測る。

溝

SD350(図面389-2890):須 恵器の杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くお

さめている。底部は回転ヘラ切 りを施 している。口径 13.5cm、 器高2.7cmを 測る。

包含層 (図面390～ 393-2891～ 2953・ 2957～ 3041)

2891～ 2974は 須恵器で、2891～ 2923は 杯蓋である。端部は2891～ 2912が下方に短 く折 り曲げてお り、

2913～ 2923は 下方に折 り返 して丸 くおさめている。頂部は2892・ 2900。 2903・ 2910。 2913・ 2914・

2916・ 2920は 回転ヘラケズリ、2894～ 2897・ 2905。 2908・ 2917'2919,29221ま 回転ヘラ切 り、2902

は回転ヘラケズリ後ナデを施 している。復元口径 11.5～ 22.lcmを 測る。2924～ 2937は 杯Aで、斜方向

へ直線的に開 く体部を有する。口縁端部は2924～ 2936は 九 くおさめ、2937の みやや外反 している。

底部は回転ヘラ切 りを施 している。口径 ll.1～ 15.8硼、器高2.4～ 3.9cmを 測る。2938～ 2949は 杯Bで、

底部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は九 くおさめている。角状を呈す

る高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高台内は、2938が回転ヘラ切 り、2940・ 2941・

2946～ 2949が回転ヘラ切 り後ナデ調整を施 している。口径 10,0～ 15,7cm、 器高3.8～ 5.9cmを 測る。

2950は 口縁部片で、端部を九 くおさめている。復元口径11.9cmを測る。2951～ 2953は 杯Aの底部片で、

2951・ 2953は 回転ヘラ切 り、29521ま 回転糸切 りを施 している。2957～ 2961は杯Bで、2961は 歪んでい

る。2957～ 2960は 角状 を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高台内は、2957・

2959は 回転ヘラ切 り、29601ま ナデ調整を施 している。2962・ 2963は 長頸壷である。口縁端部は下方

が九みをもって上方に屈曲外反 している。復元口径 11.7～ 14.Oc14を測る。2964。 2965は 広口壼の口縁

部片で、逆「ハ」字状に外反する口縁の端部は、2964が短く、外傾する広い面を有する。2965は外傾

する幅広の端面となっている。復元口径22.Oc14を 測る。2966・ 2967は 短頸壺で、肩が張る器形である。

2966の肩部には回転ヘラケズリ、胴部は回転ヘラケズリ後ナデ調整を施している。復元口径10.2～

10.7cmを 測る。2968～ 2971は壼の底部である。2968は体部外面から底部にかけて、ヘラケズリを施し

ている。2969～ 29711ま 「ハ」字状を呈する高台が貼 り付けられている。高台内は2969,2971は無調

整で、2970は一方向ナデを施している。2972は双耳この胴部で、耳の外形は多角形であるが、紐穴は

いずれも円孔である。2973は横瓶の胴部片である。外面にタタキ調整、内面は当て具痕が見られる。

2974は 無脚円面硯で、陸の部分の使用痕が激しい。底部はケズリを施している。2975～ 3007は土師

器で、2975～ 2990は 椀である。2975～ 2985は 口縁部片で、端部は2975～ 2977は 九くおさめ、2978～

2985は やや外反している。復元口径9,9～ 15.Ocmを 測る。2986～ 2990は 底部片で、回転糸切 りを施し

ている。2991・ 2992は 皿Aで、体部は浅い角度で大きく開き、口縁部はさらに側方へ突出するように
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開いておさめる。底部は回転糸切 りを施 している。法量は口径 12.8cm、 器高1.7～ 2.3cmを 測る。2993

は皿Bで、高台が体部下端に貼 り付けられる。2994は 壷の回縁部片で、上端部が屈曲し九 くおさめて

いる。復元口径 19,8cmを 測る。2995～ 2997は小型奏で、2995'2996は 「く」字状に屈曲した口縁端部

を九 くおさめている。2997は上端部が屈曲し九 くおさめている。2996の体部外面にカキメが施されて

いる。復元口径 14.6～ 15.8cmを 測る。2998～ 3001は甕である。2998。 2999は 口縁端部を九 くおさめ、

3000。 3001は 方形に仕上げている。2998～ 3000の 体部外面上半にカキメ、3000の 中位には上からヘ

ラケズリ調整がされ、2998の体部内面はカキメとハケメ、3000は カキメが施されている。復元口径

17.0～ 26.5cmを 測る。3002～ 3005は 渦である。口縁端部は3002が側方へ屈曲し、3003～ 3005は 端部が

内側に折 り返され丸 く成形されている。3002・ 3004は体部外面にカキメが施されている。復元口径

32.5～ 38,9cmを 測る。3006・ 3007は器種不明で、3006の 口縁部片は端部はほぼ直角に側方へ屈曲し、

方形 に仕上げている。内外面 に赤彩 を施す。復元口径22.5cmを 測る。3008～ 3010は 黒色土器で、

3008・ 3009は 椀Aである。底部は回転糸切 りを施 している。30101ま 椀Bで、高台が体部下端に貼 り付

けられる。高台内は回転糸切 りを施す。3011～ 30261よ墨書土器である。3011～3015は須恵器杯Aで、

底部に「弐」 と書かれてお り、3011。 30121ま分類 1、 3013は分類 2と なる。3016は赤彩土器の皿B、

3017は黒色土器の椀A、 3018は須恵器杯B、 3019は土師器椀B、 3020,3023は 須恵器杯A、 3021は土師

器椀B、 3022は 土師器椀Aで底部外面、3024～ 3026は 須恵器杯蓋で頂部内面に書かれているが、判読

不明である。3027は灰釉陶器の重の胴部片で、外面全体に灰釉が施されている。3028～ 3040は土錘

である。3028～3030は樽型b類、3031は樽型c類 に分類される。

4 B14地 区 (図面 393)

包含層 (図面393-3042～ 3067)

3043～ 3051は須恵器で、3043～ 3046は 杯蓋である。口縁端部は下方に折 り返 して九 くおさめている。

頂部は3043が回転ヘラ切 り、3045が回転糸切 りを施 している。復元口径 11.9～ 15。 8cmを 測る。3047・

3048は杯Aで、斜方向へ直線的に開く体部を有する。日縁端部は九 くおさめている。底部は3048が回

転ヘラ切 り後ナデを施 している。口径 11,6～ 12.Ocm、 器高3.2～ 3.6cmを 測る。3049～ 3051は杯Bで、底

部から屈曲して、斜方向へ直線的に開く体部を有する。口縁端部は3049。 3050が九 くおさめ、3051

はやや外反 している。角状を呈する高台が底部のやや内側に貼 り付けられている。高台内は、3050が

回転ヘラ切 り後ナデ調整を施 し、3051は 中央部に板状の圧痕がみられる。日径 10.4～ 15.2cm、 器高4.2

～6.9cmを 測る。3052～ 3060は 土師器で、3052～ 3056は椀Aである。平坦な底部から、やや内湾気味

に開く体部を有 している。口縁端部は九 くおさめている。底部は回転糸切 りを施 している。口径■.9

～13.lcm、 器高3.6～ 4.4cmを 測る。3057は 椀の口縁部片で、端部はやや外反 している。3058,3059は

小型甕である。上端部が屈曲し九 くおさめている。復元口径9.9～ 14.8cmを 測る。3060は 蝸で、口縁

端部が内側に折 り返され九 く成形されている。体部内面はカキメ、外面はカキメの後ナデを施 してい

る。復元口径36.9cmを 測る。3061は緑釉陶器の椀か皿の底部片で、内面はヘラミガキが施されている。

3062は 須恵器の杯蓋で頂部外面、3063は 赤彩土師器の椀Aで、底部外面、3064は 須恵器杯Aで底部外

面に「城長」 と書かれている。3065は 赤彩土師器の椀B、 3066は 須恵器の杯B、 3067は 土師器の椀A

で底部外面に書かれているが判読不明である
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中世

Bl地区 (図面394)

柱穴

SP029(図面394-4018):4018は 同安窯系青磁碗で、外面に櫛目、内面に櫛目およびヘラ彫 りの沈線

文様を描 く。大学府分類 I-1-btt。

SP082(図面394-4004):4004は 京都系の手捏ねの上師器小皿 (以下手捏ねの上師器皿は、とくに言

及がないかぎり単に土師器皿とのみ記す)。 森編年の後 I期のZ5類 に分類される。

溝

SD018(図面394-4045):4045は 近世の越中九山窯の施釉灯明皿である。

包含層 (図面394-4001～ 4003。 4005～ 4017・ 4019～ 4044・ 4046)

4001～ 4003・ 4005は 土師器皿である。4001・ 4002は 土師器小皿。4001は 森編年A2類で前 V期 に、

4002は森編年のZl類で前Ⅶ期に相当する。4003はやや大振 りの土師器小皿。森編年のZ2類で前Ⅶ

期に相当する。4005は 土師器大皿で、森編年Z4類、前Ⅷ期に相当する。

4006～ 4017は 中国陶磁である。40061ま青白磁の皿、4007は 口禿げの白磁皿で大学府分類Ⅸ-1-b

類に比定される。4008は青白磁の梅瓶の体部破片で、外面に渦巻 き文がみられる。4009・ 40101よ 白

磁の碗。4009は 大学府分類V-1な いしはⅧ-2類、4010は森田分類C類か。4011～ 4017は 龍泉窯系

青磁。4011は 皿で、大学府分類 I tt。 4012～ 4016は 碗で、4012・ 4013は 大学府分類 Ⅱ―b類、4014は

上田分類DⅡ 類、40151ま大学府分類Ⅳ類以降、4016は 大学府分類 I-2-b類 、4017は香炉の脚台で、

大学府分類Ⅲ～Ⅳ類以降に比定される。

4019～ 4023は瀬戸美濃施釉陶器である。4019は灰釉卸皿で、藤澤編年後 I期 に比定される。4020

は灰釉卸皿で、藤澤編年後 Ⅱ期に比定される。4021は灰釉四耳壼ないしは瓶子の小破片で、外面に沈

線が施文される。藤澤編年前Ⅳ期に比定される。4022は灰釉瓶子の口縁部破片で、藤澤編年前Ⅳ期に

比定される。40231よ 灰釉折縁深皿で、藤澤編年中Ⅳ期に比定される。

4024～ 4035は珠洲橋鉢の口縁部である。4026が吉岡編年 13期 に、4024・ 4025・ 4027・ 4028。

4030～ 4032が Ⅱ期、4033Ⅳ期、4035は Ⅳ 2期 に比定される。4037は橋鉢の底部でⅡ期に比定される。

4038は珠洲の奏でⅣ期に比定される。4039。 4040は珠洲の重で、このうち4039は Ⅱ期に比定される。

4036。 4041～ 4044は 八尾で、全て指鉢である。このうち口縁部の4036,4044が森分類のⅡc類、

4042・ 4043が Ⅱa類に分類される。底部の4041に ついては、内面に櫛描きの橋目が施されている。

最後に4046は越中瀬戸の小皿で、無高台の平坦な底部を有し、内面は鉄釉が施釉されている。

B2地 区 (図面 394～ 395)

柱穴

SP277(図面394-4047):4047は 土師器大皿で、森編年B2類で、前Ⅵ期に相当する。

SP307(図面394-4056):4056は 珠洲橋鉢で、日縁部に片口が残る。吉岡編年Ⅱ期に相当する。

土坑

SK259(図 面394-4054。 4055):4055は 龍泉窯系青磁大杯の口縁部破片で、大宰府分類Ⅲ-3類に相

当する。

SK264(図面394-4050):4050は 土師器小皿で、森編年Bl類、前Ⅶ期に相当する。

SK273(図面394-4053):4053は 土師器大皿で、森編年Z4類、前Ⅶ期に相当する。
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SK280(図面395-4057):4057は 珠洲の悟鉢で、片口が残存する。吉岡編年 13期 に比定される。

SK284(図 面394-4051・ 4052):4052は 土師器小皿で、森編年B3類、前Ⅵ期に相当する。

大型土坑

SX009(図 面395-4061):40611よ土師器の大皿で、森編年のA2類、前Ⅵ期に相当する。

SX013(図 面394-4048・ 4049図面395-4058・ 4059):四 点とも土師器小皿で、4048は森編年A2類

で前Ⅶ期に、4049は森編年Al類で前Ⅵ期に、4058は森編年B4類で前Ⅵ期に、4059は Al類で前Ⅵ

期に、それぞれ相当する。

SX014(図面395-4062～ 4064):4062は 土師器大皿で、在地産のくせの強い形態のもの。森編年Z6

類で、前Ⅷ期～Ⅸ期に比定される。4063・ 4064は 中国陶磁で、ともに白磁である。40631よ皿の底部

で、大学府分類Ⅸ-1類に比定される。4064は 白磁小碗で、口縁端部は口禿げ、内面に文様を浮き彫

りにしている。非常に薄 く精良な作 りのもの。大学府分類 X類 に比定される。一般的な集落ではあま

り見かけないものという。

SX015(図 面395-4060):4060は 土師器小皿で、森編年のBl類、前Ⅵ期に相当する。

溝

SD019(図 面395-4065～ 4077・ 4079～ 4091):土師器皿、中国陶磁、瀬戸美濃、人尾、珠洲が出土す

る。この他に近世の伊万里、越中瀬戸 もみられ、新旧遺物が若干混在する様相がみられる。4065～

4068は 土師器小皿である。4065。 40661ま 森編年C3類、後 I期 に相当する。4067は くせの強い形態で、

森編年のZ8類、後 I～ Ⅱ期に相当する。4068は 森編年Bl類で、前Ⅸ期に相当する。4070・ 4084・

4085は人尾である。4070は壷の口縁部で、口縁端部を外側に折 り返 し、玉縁状口縁 とする。4084は

悟鉢の日縁部破片で、内面に疎らな悟 り目がみられる。森分類の I類 に該当する。4085は 壼の底部破

片である。4071は 中国陶磁の白磁の皿で、大宰府分類Ⅸ類に比定される。4072・ 4073は瀬戸美濃施

釉陶器である。4072は縁釉小皿の底部破片で、藤澤編年後Ⅳ期新に比定される。4073は鉄釉天目茶椀

の回縁部破片で、藤澤編年後 Ⅱ期に比定される。4074～ 4077・ 4079は中国陶磁の龍泉窯系青磁であ

る。4074は 碗の底部破片である。4075は 皿の底部破片で、大学府分類Ⅳ類から明にかけての時期。

4076は大学府分類 I-2類碗で、内面にヘラ彫 りの文様を描 く。4077も 同様に大学府分類 I-1類碗

の体部破片である。4079は 外面に連弁文を有する碗の口縁部破片で、大学府分類 Ⅱ―Bに比定される。

4083は伊万里の白磁皿で、内底面は蛇の目釉剥 ぎされる。4080～ 40821よ越中瀬戸の皿で、4081が灰

メ由、他 2点 は鉄メ由が施琴由される。4086～ 4091は珠洲である。4086～ 4088,4090は 悟鉢で、4086・

4087が吉岡編年 Ⅱ期に、4090がⅢ期に、4088がⅣ l期 にそれぞれ比定される。4089。 4091は 甕で、

4089の底部は吉岡編年 I期に、40911ま Ⅳ l期 に比定される。

SD021(図 面395-4092):4092は 珠洲の信鉢である。吉岡編年Ⅱ2期 に比定される。

包含層 (図面395-4093～ 4108)

4093～ 4098は 土師器の小皿である。4093は 森編年B3類で前 V～Ⅵ期に、4094・ 4098は 森編年B4

類で前Ⅵ期、4095'4096は 森編年Bl類で、4095が前Ⅷ期、4096が後 I～ Ⅱ期に比定される。4097は

森編年Al類で前Ⅵ期に相当する。4099・ 4100土師器大皿で、ともに森編年A3類、前Ⅵ期に比定さ

れる。

4101・ 4102は 中国陶磁で、両方とも白磁である。4101は 白磁皿の底部破片で、森田分類D群に比定

される。4102は玉縁状回縁を有する碗で、大宰府分類Ⅳ類に該当する。4103～ 4106は 中国陶磁の龍

泉窯系青磁である。4103～ 4105は いずれも大学府分類 Ⅱ―B類の碗で、外面に蓮弁文を有す。4106は
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青磁大杯の底部破片で、大学府分類Ⅲ類に比定される。

4107・ 4108は珠洲。4107は鉢の口縁部破片で、吉岡編年 12期 に比定される。4108は悟鉢の口縁

部破片で、吉岡編年Ⅱ期に比定される。

B3地 区 (図面 396)

柱穴

SP361(図面396-4132):4132は 珠洲括鉢の口縁部破片で、吉岡編年 13期に比定される。

大型土坑

SX022(図面396-4■ 1・ 4133):41■ は土師器小皿、森編年B4類で前Ⅵ期に比定される。4133は珠

洲指鉢の底部破片で、吉岡編年 I期 に比定される。

溝

SD041(図面396-4■ 5):4115は 土師器大皿、森編年B3類で前 V期 に比定される。

包含層 (図面396-4109・ 4110・ 4■2～ 4114・ 4116～ 4131・ 4134～ 4136)

4109。 4110。 4112～ 4114は 土師器小皿である。4109・ 4110は 森編年B4類で、前Ⅶ期に比定される。

4112は 森編年Z6類で、前Ⅷ期に比定される。4113は 森編年Al類で、前V期に比定される。4114は

森編年Z2類で、前Ⅶ期に比定される。4116は土師器大皿である。森編年A2類で前 V期 に比定され

る。

4117～4119は中国陶磁の龍泉窯系青磁である。4117・ 4118は碗の破片で、4117が大宰府分類 I一

2類、4118が大学府分類 I-4類 にそれぞれ比定される。4119は杯の底部破片で、内底面にヘラ彫 り

の文様を描 く。大学府分類Ⅲ類に比定される。4120・ 4125は青白磁である。41201ま皿の口縁部破片。

4125は小壼の蓋で、天丼部に型抜 きで蓮弁文が施される。4121～41241ま 白磁である。4121・ 41221ま

口禿げの白磁皿口縁部破片で、大学府分類Ⅸ類に比定される。4123は碗の口縁部破片で、大学府分類

V-4類 かⅧ-1ないしは 3類 に比定される。4124は 白磁四耳重の肩部破片で、耳の接合部の痕跡が

残る。

4126は 瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉端反 り皿、ないしは九皿の底部破片である。藤澤編年の大窯 I期

以降に比定される。

4127は人尾の甕の回縁部破片である。森分類のⅡb類に相当する。

4128～ 4131、 4134～ 4136は珠洲である。4128は壺の口縁部で、口縁端面 と頸部外面に波状文を施

す。吉岡編年Ⅱ期に比定される。4129。 4130は 甕の口縁部破片である。ともに吉岡編年 Ⅱ期に比定さ

れる。4134～4136は 橋鉢である。吉岡編年では4134・ 4135が Ⅱ期、4136がⅣ2期 に比定される。

B4地 区 (図面 396～ 403)

柱穴

SP394(図 面396-4148):4148は 土師器小皿で在地色の強い形態。森編年Z3類で前Ⅵ期に比定され

る。

SP395(図面396-4143)i4143は 土師器大皿。森編年Z4類で前Ⅵ～Ⅶ期に比定される。

SP417(図面396-4149。 4150):4149・ 41501ま ともに土師器大皿。4149は森編年Al類で、前Ⅵ期に

比定される。4150は森編年Z2類で、前Ⅵ期に比定される。

SP418(図 面396-4151):4151は 土師器大皿で4150と ほぼ同型式のもの。森編年Z2類で、前Ⅵ期に

比定される。

SP458(図面396-4153):4153は 珠洲橋鉢で、吉岡編年 13期 に比定される。
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SP514(図面396-4139):4139は 土師器小皿。森編年B3類で、前 V期 に比定される。

SP524(図面396-4140):4140は 土師器小皿。森編年B2類で、前V期 に比定される。

SP529(図面397-4157):4157は 中国陶磁で白磁碗の口縁部破片である。大学府分類Ⅸ類に比定され

る。

SP548(図面396-4155):41551ま珠洲指鉢の回縁部破片である。吉岡編年 Ⅱ期に相当する。

SP551(図面400-4396):4396は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大学府分類のⅡ―

b類に該当する。

SP555(図 面396-4137・ 4138):4137・ 4138は 土師器小皿である。4137は 森編年A2類で前Ⅵ期、

4138は B3類で前Ⅵ期にそれぞれ比定される。

SP586(図面397-4159):4159は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の底部破片である。大学府分類 Iな いし

はⅡ類に相当する。内底面に「金玉満堂」のスタンプ文がみられる。

SP589(図面396-4141):4141は 土師器小皿である。森編年B3類で、前Ⅵ期に相当する。

SP603(図面396-4154):4154は 珠洲の悟鉢でほぼ完存する。体部は浅 く開き、口縁端部は外傾する

端面を有する。悟 り目は13条 1単位のものが施される。吉岡編年のⅢ期に比定される。

SP620(図 面396-4152):4152は 回転台成形の土師器皿で、口径8.lcm、 器高 2 cmの 法量である。外

底面には回転糸切 り痕が残る。森編年前Ⅵ期に比定される。

SP626(図面397-4158):4158は 中国陶磁の白磁碗体部破片である。大学府分類 V～Ⅶ類に相当する。

内面にヘラ描 きの文様がみられる。

SP656(図面397-4156):4156は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大学府分類 I-2

類に相当する。

SP683(図面396-4144):4144は 土師器の小皿。森編年B4類で前Ⅵ期に相当する。

SP686(図面396-4142):4142は 土師器の大皿。森編年Al類で前Ⅵ期に相当する。

SP689(図面396-4145):4145は 土師器の小皿である。森編年A3類で前Ⅵ期に相当する。

SP724(図 面396-4146):41461ま 土師器の小皿で在地色の強い形態。森編年Zl類で前V期に相当す

る。

SP737(図面396-4147):4147は 土師器の小皿。森編年Bl類で、前Ⅵ～Ⅶ期に比定される。

井戸

SE02(図面397-4160～ 4169):4160～ 4162は 土師器の小皿である。全て森編年のB4類で前 V期 に比

定される。4163～ 4166は 土師器の大皿である。4163は 森編年Z2類で前V期、4164～ 4166は 森編年の

Al類で前 V期 に比定される。4167は 珠洲の悟鉢で、吉岡編年のⅡ期に比定される。4168・ 4169は 人

尾の橋鉢である。4168は 口縁部の破片であるが、内面には櫛状工具によるランダムな悟 り目がみられ

る。口縁端部は九 く平坦な厚みのあるもので、森分類のⅢ類に相当する。4169は平坦な底部から体部

が内湾 しながら開く。口縁端部は端面を有 し内端が上方につまみ上げられる。内面には「s」 字状に

櫛描 きされた悟 り目が交差するように施される。森分類の I類に該当する。

土坑

SK294(図面399-4296):4296は 珠洲橋鉢である。軽 く内湾 しながら開く体部を有する。悟 り日は 9

条 1単位のものが施される。吉岡編年Ⅱ期に比定される。

SK295(図 面399-4289):4289は 珠洲の重T種である。吉岡編年の 12ないし13期 に比定される。

SK321(図面400-4394):4394は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大宰府分類のⅡ―
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b類に該当する。

SK322(図面399-4287・ 4288)i4287は珠洲悟鉢の体部破片である。吉岡編年のⅡ期に比定される。

4288は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗である。外面にヘラ彫 りの蓮弁文を有す。大宰府分類のⅡ―b類 に

分類される。

SK326(図面399-4290,4291):4290は 中国陶磁の青白磁合子の身である。六角形の小型の法量を有

す。11・ 12世紀代に遡る古手のもの。42911ま 瀬戸美濃施釉陶器、灰釉瓶子の底部破片である。藤澤編

年前 Ⅱ～Ⅳ期に比定される。

SK338(図面399-4294)i4294は 土師器小皿。森編年A3類で、前Ⅵ期に比定される。

SK349(図面399-4295):4295は 珠洲壼T種である。吉岡編年の 13期 に比定される。

SK365(図面399-4293):4293は 土師器小皿。森編年A3類で、前Ⅵ期に比定される。

SK371(図面399-4292):4292は 土師器小皿。森編年B4類で、前Ⅵ期に比定される。

SK378(図面400-4379):4379は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大宰府分類の I―

4類 に相当する。

SK383(図面400-4387):43871ま 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の回縁部破片である。大学府分類のⅡ―

b類 に該当する

大型土坑

SX031(図面397-4170):4170は 土師器小皿である。森編年Bl類で前Ⅶ期に比定される。

SX032(図面397-4171。 4172):4171'4172は 土師器小皿で、ともに森編年A3類、前Ⅵ期に比定さ

れる。

SX033(図面397-4173～ 4177):4173～ 4177は 土師器の小皿である。4173は森編年Z2類で前Ⅶ期に、

4174は Bl類で前Ⅵ期に、4175'4177はB4類で前Ⅵ期に、4176はA2類で前Ⅵ期にそれぞれ比定さ

れる。

SX034(図面398-4231):42311よ珠洲悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年のⅣ l期に比定される。

SX035(図面397-4178):4178は 土師器小皿である。森編年A2類で前Ⅵ期に比定される。

SX036(図面398-4229):4229は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。体部の内外面にヘ

ラと櫛描 きを組み合わせた文様が施される。大学府分類 I-6-a類 に比定される。

SX037(図面397-4179～ 4193):4179～ 4183は 土師器小皿である。4179～4182は森編年A2類で、前

Ⅵ期に比定される。4183は Z4類で、前Ⅵ～Ⅶ期 に比定 される。4184～ 4186は 土師器大皿である。

4184は森編年B3類で、前Ⅵ期に比定される。4185。 4186は森編年Al類で、前 V期 に比定される。

4187・ 4188は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の口縁部と底部の破片である。前者は大学府分類 I-1類 に、

後者は大宰府分類 I-4類 に比定される。4189は 中国陶磁の白磁碗で、大学府分類Ⅷ類に比定される。

4190。 4191は八尾の情鉢である。ともに体部は直線的に外傾 して開き口縁端面に面を有する。4190

が森分類 Ⅱa類 に、4191が Ec類 にそれぞれ比定される。4192・ 4198は 珠洲である。4192が重底部、

4193が橋鉢の底部である。ともに吉岡編年 I期 に比定される。

SX038(図面397-4194・ 4195):4194,4195と も土師器の小皿である。4194は森編年Z2類で前Ⅶ期

に、4195は C2類で前Ⅸ期に比定される。

SX039(図面398-4232):4232は 珠洲悟鉢である。内湾して立ち上がる体部の内面は波状文風に悟 り

目を施す。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SX047(図面398-4196～ 4198・ 4230):4196・ 4197は土師器小皿である。4196は森編年B3類で前Ⅵ
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期に、41971まA2類で前Ⅵ期に比定される。4198は 土師器大皿。森編年B3類で、前Ⅵ期に比定され

る。4230は 中国陶磁の白磁碗で、大学府分類Ⅷ-2類に比定される。

SX050(図面398・ 400-4199。 4200・ 4380):4199・ 4200は 土師器小皿である。4199は森編年Al類

で前Ⅵ期に、4200は Zl類で前Ⅵ期にそれぞれ比定される。4380は 中国陶磁の龍泉窯系青磁碗の口縁

部破片である。大宰府分類の I-4-d類 に相当する。

SX051(図面398-4201～ 4228):42011ま 回転台成形のK類の土師器皿で、森編年前Ⅵ期に相当する。

4202～ 4228は人尾の陶錘である。完形のものも多 く、土坑内から一括・集中して出土 している。本来

は漁師の道具箱に収納されるものが、なんらかの理由で土坑内に破棄ないしは埋納されたものと考え

られる。出土 した陶錘 にはずんぐりとした樽型の形態 (4203・ 4214～ 4221・ 4223・ 4224・ 4227・

4228)と 細長い葉巻状のもの (4202・ 4204～ 4213・ 4222・ 4225'4226)と がある。樽型のうち小型

の4203で は4.88g、 大型の4227で は14.368の 重さとなり、やや重量差が大 きい。これに対 し葉巻型で

はやや小型の4212が3.72g、 やや大型の4226で 5.788と あまり重量差がみられない。孔の直径は樽型と

葉巻型、あるいは大小を問わず0.3～ 0.4cmで あり、共通する。刺 し網用の陶錘 と考えられ、使用する

際の水流・水深に応 じて形態や重量をこまめに変えたのであろう。人尾の陶錘の出土はこれまで寡聞

であり、本例が初見 と考えられる。八尾で焼成 した製品のリス トがひとつ増えたといえると同時に、

このような漁具の一括出上自体 もきわめて珍 しい事例 と考えられる。

SX054(図 面398-4234～ 4236):4234は 土師器小皿である。森編年A3類で前Ⅵ期 に比定される。

4235・ 4236は 土師器大皿である。4235は 森編年Z4類、4236は Al類 に分類 される。ともに前Ⅵ期に

比定される。

SX055(図面398-4237～ 4240):4237～ 4239は土師器小皿である。金て森編年A3類に該当し、前Ⅵ

期に比定される。4240は土師器大皿。森編年Al類で前Ⅵ期に比定される。

SX057(図面398-4241～4248):4241～4245は土師器小皿である。全て森編年A2類で、前Ⅵ期に比

定される。4246～4248は土師器大皿である。全て森編年Al類で、前V～Ⅵ期に相当する。

SX058(図面398-4249～ 4281):4249～ 4269は土師器小皿である。4249～ 42541ま 森編年Bl類で前Ⅵ

期に相当する。4255～ 4258は B3類で、前Ⅵ期に相当する。4259～ 4261は B4類で、前Ⅵ期に相当す

る。4262～4267は A2類で、前Ⅵ期に相当する。4268は Z2類で、前Ⅵ期に相当する。4269は Z4類で、

前Ⅵ期に相当する。4270～4281は土師器大皿である。4270は森編年B3類で、前 V期に比定される。

4271・ 4272はB4類で、前 V期 に比定される。42731まAl類で、前 V期 に比定される。42741まA2類

で、前Ⅵ期に比定される。4275・ 4276・ 4278・ 4280・ 4281は Al類で、前Ⅵ期に比定される。4277は

B3類で、前Ⅵ期に比定される。4279は Z2類で、前Ⅵ期に比定される。

SX059(図面398-4282,4283):4282は 土師器小皿。森編年Bl類で前Ⅵ期に比定される。4283は 土

師器大皿。森編年Z2類で前Ⅵ期に比定される。

SX061(図面398・ 400-4233・ 4284・ 4285,4371):4233は 珠洲悟鉢で、体部は内湾 しながら立ち上

が り、口縁の端面は波状文で飾 られる。吉岡編年の 12期に比定される。4284・ 4285は 土師器大皿で

ある。4284は 森編年Al類で、前Ⅵ期に比定される。4285は Z3類で、前V期 に比定される。4371は

中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大宰府分類 I-2類 に分類される。

SX066(図 面399-4286):4286は 珠洲の壼T種の口縁部破片である。吉岡編年のⅢ期に比定される。

溝

SD046(図 面399-4299・ 4300):42991ま 土師器小皿である。森編年A2類で、前Ⅵ期 に相当する。

223



4300は土師器大皿である。森編年A2類で、前V期 に相当する。

SD047(図面399-4297・ 4298):4297は 珠洲のやや小振 りの指鉢である。吉岡編年Ⅱl期に比定され

る。4298は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大学府分類 I-2類 に比定される。

SD072(図面399・ 400-4301・ 4303・ 4367)i43011よ 土師器大皿。森編年B3類で、前 V期 に比定さ

れる。4303は人尾悟鉢の底部破片である。4367は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大

宰府分類 I-1類 に比定される。

SD073(図面399-4302)i4302は 土師器小皿。森編年B2類で、前 V期 に比定される。

包含層 (図 面399～ 403-4304～4366,4368～ 4370・ 4372～ 4378・ 4381～ 4386・ 4388～ 4393・

4395。 4397^ヤ 4496)

4304～ 4343は 土師器小皿である。4304は 森編年Al類で、前Ⅵ期に相当する。4305～ 4310は Bl類

で、前Ⅶ期に相当する。4311～ 4317はB2類で、前Ⅵ～前Ⅶ期に相当する。4318～4330は B3類で、

目UⅥ ～ Bll Ⅶ期に相当する。4331,4332はB4類で、日UⅥ ～日UⅦ期に相当する。4333～ 4386は A2類で、

前Ⅵ期に相当する。4337は 分類外で、前Ⅵ期のB2類に類似するがあまりみかけない形態の土師器小

皿である。4338,4339はZl類で、前 V期 に相当する。43401まBl類であるが、時期が降 り後 I～後

Ⅱ期に比定される。4341・ 4343は C2類で、前Ⅸ期～後 Ⅱ期に相当する。4342は C3類で、前Ⅸ期に

相当する。4344～ 4356は 土師器大皿である。4344は B2類で前Ⅵ期に相当する。4345は Z3類で前V

期に相当する。4346～ 4351は Al類で、4346・ 4351が前 V期、4347～ 4349が前Ⅵ期、4350が前Ⅶ期に

比定される。4352は Z2類で、前Ⅶ期に相当する。4353は Bl類で、前Ⅷ期に相当する。4354・ 4355

はCl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。4356は B3類で、前Ⅶ期に相当する。

4357～ 4363は土師器皿類で、手捏ね成形ではなく回転台成形のK類に相当する。4357～ 4361は小皿、

4362・ 4363は柱状高台の底部である。4357～4359は 前Ⅶ期に、4361～4363は前V期以前に遡る。

4364は素焼きの土製品。型作 りで狛犬を表現 している。近世の時期 と考えられる。

4365・ 4866・ 4368^ヤ 4370'4372-4378・ 4381-4386・ 4388^ヤ 4393,4395・ 4397^マ 4433イ ま中国陶石憩

である。

4365は 龍泉窯系青磁碗の底部破片で、内底面にヘラ彫 りの蓮弁文がみられる。大学府分類 I-1～

4類に比定される。4366・ 4368・ 4384は龍泉窯系青磁碗の口縁部破片で、大学府分類 I-1類 に比

定される。4869・ 4370・ 4372～ 4377・ 4381～ 4383は龍泉窯系青磁碗の口縁部および底部の破片で、

大学府分類 I-2類 に比定される。4372と 4382は さらにb類 (I-2-b類 )に細分される。4378は

龍泉窯系青磁碗で、口径 16cm、 器高6.9cmの 法量を測る。体部内面の全体に櫛 とヘラを用いた文様が

施される。大学府分類 I-3-a類 に比定される。4386。 4394～ 4410は 龍泉窯系青磁碗の口縁部ない

しは底部の破片である。体部外面はヘラ彫 りの蓮弁文で飾られる。大学府分類のⅡ―b類 に比定され

る。4388は龍泉窯系青磁小碗の破片である。大学府分類 I-2類 に比定される。4390は 龍泉窯系青磁

皿の口縁部破片で、大学府分類 I-2類 に比定される。

4389。 4392は 同安窯系青磁皿の口縁部破片で、大学府分類 I-1類 に比定される。4391は 同安窯

系青磁皿の底部破片で、内底面にはヘラ描 きの花文 と櫛描 き文がみられる。大学府分類 I-2-b類

に比定される。4393は 同安窯系青磁碗の口縁部破片で、体部外面に櫛描 き文が施される。大宰府分類

I-1-b類 に比定される。

4411。 4412は龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。外面に片ヘラ彫 りの連弁文がみられる。大宰府

分類Ⅲ-2-c類 に比定される。4416～ 4418は 龍泉窯系青磁で、4416・ 4417は 碗ないしは杯、4418は
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大杯の器形に相当する。大宰府分類のⅢ類に比定される。4415は龍泉窯系青磁碗の底部破片である。

大宰府分類 Ⅱ―c類 に比定される。4413・ 4414は 龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大学府類のⅣ

類に比定される。4419は 龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大宰府分類Ⅳ類以降、上田D-2類 に

比定される。4420は 龍泉窯系青磁碗の回縁部破片である。大学府分類Ⅳ類以降、上田C-2類 に比定

される。

4421～ 4424は青白磁である。4421・ 44221ま合子の蓋、4423,4424は小壺。前者が蓋、後者が体部

の破片である。

4425～ 4433・ 4442は 白磁である。4425は 白磁皿の底部破片。大学府分類のⅨ類に比定 される。

4426～ 4429は 白磁碗。4426は 底部破片で、大学府分類Ⅳ～Ⅷ類に比定される。4427は 大学府分類

V-2類 、ないしはⅥ・Ⅶ類と考えられる。4428は端反 りの口縁を有す。大学府分類V-4な いしは

Ⅷ-1かⅧ-3類 と考えられる。4429は 内面に櫛描 き文がみられる。大宰府分類V-4-b類 に比定

される。4430～ 4433は 白磁の皿である。4430,4432は 口禿げの口縁で、大学府分類Ⅸ-1類 に比定

される。4438も 大学府分類のⅨ類に相当する。4431は 大学府分類Ⅵ-1-a類 に比定される。4442は

白磁水注の頸部破片である。

4434～4441は瀬戸美濃施釉陶器である。4434は鉄釉天目茶椀の体部破片で、藤澤編年古瀬戸後Ⅳ

期に比定される。4435～ 4437は灰釉平椀の口縁部破片である。4435が後Ⅳ期、4436が後Ⅲ期、4437

が後 Ⅱ期に比定される。4438は灰釉の水注で、注口と取っ手は欠失 している。古瀬戸後期に比定され

る。4439は灰釉瓶子Ⅲ類の肩部破片である。古瀬戸後期に比定される。4440は灰釉縁釉小皿の底部破

片。後Ⅲ期～後Ⅳ期に比定される。4441は灰釉卸目付 き大皿の破片で、後 I～後 Ⅱ期に比定される。

4443は 瓦質土器の火鉢の回縁部破片である。内外面を密にヘラ磨きしている。

4444～ 4470は 珠洲である。4444～ 44491ま壷である。4444・ 4445。 4448は 吉岡編年 Ⅱ期に比定され

る。4447は Ⅲ期。4449は 白磁模倣の四耳壺で、Ⅱ期に比定される。4450～ 4467は 悟鉢である。4458

が 13期 に、4450～ 4457・ 4459～ 4463・ 4465は Ⅱ期に、4464。 4466・ 4467は Ⅳ l期 に比定される。

4468～ 4470は甕の破片である。4468は 13期からⅡ期に、4469。 4470は Ⅲ期にそれぞれ比定される。

4470の外面にはヘラ記号がみられる。

4471～44881よ人尾である。4471～4476は悟外である。とくに4472は 残 りがよく、器形の全体を知

ることができる。底部は平坦で体部はわずかに内湾 しながら開く口縁端部は端面を有 し、内端部を上

方に摘み出している。悟 り目は 8～ 9条を 1単位 とする櫛描 きで、波状文風 と直線状を組み合わせて

施す。口縁部の形態は森分類のⅡa類 に相当する。他は口縁部の小破片が多い。4473～4475は Ⅱa類、

4476は Ⅱc類、4471は Ⅱd類 に相当する。4482～ 4485は 甕の回縁部破片である。4484が森分類のⅡa類、

4483が Ⅱb類、4482が Ⅱc類、4485が Ⅳ類に、それぞれ該当する。4477～ 4481は底部である。このう

ち4477・ 4478・ 4480・ 4481は 指鉢、4479。 44881よ壺、4487は 奏の底部 と考えられる。4486は壼の回

縁部破片で、回縁端部を外側に折 り返 して玉縁風に仕上げている。4489～4496は 陶錘である。樽型は

4495が 10.58g、 4496が 18.88の 重量である。孔径は樽型 ,葉巻型に関係な く0.2～ 0.3cmで ある点 も、

SX051出 土例 と同様である。

B5地 区 (図面 403)

包含層 (図面403-4497～ 4535)

4497～ 4514は 土師器小皿である。4497,4501は 森編年Al類で、4497が前Ⅳ期に、4501が前V期 に

相当する。4498はA3類で、前 V期 に相当する。4499,4500。 45021ま A2類で、前Ⅵ期に相当する。
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4503は B3類で、前Ⅵ期に相当する。4504は Bl類で、前Ⅸ期に相当する。4505～ 45071ま c3類で、

後 I期 に相当する。4508は Z7類で、前Ⅷ期に相当する。4509～ 4512は Bl類で、4509・ 4510は 前Ⅵ

期に、4511は前Ⅶ期に、45121よ 前Ⅷ期に、それぞれ相当する。4514はZ9類 で、後 Ⅱ期に相当する。

4515～ 4518は 土師器大皿である。4515は B3類で、前 V期 に相当する。4516は Al類で、前Ⅵ期に相

当する。4517はZ3類で、前Ⅵ期に相当する。45181よ小破片で判別 し難いが、一応Z7類 の前Ⅷ期 と

考えてお く。

4519。 4520は 手握ね成形ではなく、回転台成形のK類の上師器皿である。4519は柱状高台の底部で、

前V期 ないしはそれ以前 と考えられる。45201よ 大皿の底部で、前Ⅶ期頃に考えられる。

4521～ 4526は 中国陶磁である。4521～ 4524は龍泉窯系青磁碗である。4521は 外面に蓮弁文を有す

る底部破片で、大学府分類 Ⅱ―b類 に比定される。4522は 回縁端部が短 く屈曲・外反するもので、大

学府分類Ⅳ類ないしは上田分類D― Ⅱ類に比定される。4523は 古手の龍泉窯系青磁碗の回縁部破片で、

大学府分類 I-2類 に比定される。小破片の碗口縁部だが、4524も 大学府分類 I類 に比定される。

4525は 白磁で、碗ないしは皿の器形と考えられる。大学府分類Ⅸ類に比定される。4526は青白磁合

子の蓋である。

4527は人尾の悟鉢の底部破片である。

4528～ 4535は珠洲で、全て悟鉢の器形である。口縁部の破片ばかりで、完存するものはみられない。

吉岡編年Ⅱ期のものが多 く (4528・ 4529,4531・ 4534)、 ついで4530。 4532が I～ Ⅱ期、4535が 13

期、4533は 12～ Ⅲ期の時期幅を有す。

B6地区 (図面404)

土坑

SK847(図面404-4541):4541は 土師器小皿である。森編年Al類で、前Ⅳ期に相当する。

SK1213(図 面404-4542):4542は 土師器小皿である。森編年B3類で、前Ⅳ期に相当する。

大型土坑

SX069(図 面404-4540):4540は 土師器小皿である。森編年のAl類で、前Ⅳ期に相当する。

清

SDlll(図面404-4552・ 4558):45521よ 回転台成形の土師器である。いわゆる柱状高台の底部で、森

編年のK類に相当する。前Ⅳ期頃か。4558は 人尾の橋鉢である。片口の残る口縁部の破片で、法量の

小さい小型の情鉢である。口縁部は森分類のⅢ類に相当する。

包含層 (図面404-4536～ 4539,4543～ 4551・ 4553～ 4557・ 4559～ 4571)

4586～ 4539は 土師器小皿である。4536イ ま森編年Bl類で、前Ⅷ期に分類される。4537・ 4538は C3

類で、後 I期 に相当する。4539イ まc2類で、後 I期 に相当する。4543・ 4550。 4551は 回転台成形の上

師器で、4543は、前Ⅶ期前後の時期 と考えられる。4550。 4551も 柱状高台系の底部で、4552と 同様

に前Ⅳ期前後の時期 と考えられる。4544～ 4549・ 4555・ 4556は中国陶磁である。4544～ 4549イよ全て

龍泉窯系青磁碗である。このうち4544・ 4546・ 4547が大宰府分類 Ⅱ一b類 に比定される。4545は 大宰

府分類 Ⅱ一a類、4549は大宰府分類 Ⅱ―c類、4548はやや時期の降るもので、大学府分類のⅣ類以降、

上田分類D― Ⅱ類に相当する。4555'4556は 白磁碗である。4555は 玉縁状口縁を有する典型的なⅣ類

(大学府分類)である。4556イよ大宰府分類のⅨ類に比定される。4553・ 4560は 瀬戸美濃施釉陶器であ

る。灰釉合子の底部破片で藤澤編年の古瀬戸後期に比定される。45601ま 灰釉柄付片日の口縁部破片で、

藤澤編年後 I～ Ⅱ期に比定される。4554は 瓦質土器の蓋で、外面は密に細かなヘラ磨 きを施 している。
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4557・ 4559は人尾である。4557は悟鉢の口縁部破片で、森分類のⅢ類に分類される。4559は人尾

では珍 しい無頸壷の器形で、浅い角度で内傾する日縁部で、外面には数条の沈線文が施される。

4561～4571は珠洲である。4561は奏の口縁部で、吉岡編年 Ⅱ期に比定される。4563は甕の体部破

片で、外面叩きのうえから「十」字のスタンプ文を施す。吉岡編年 Ⅱ期に比定される。4562は 四耳壷

の体部破片で、吉岡編年 I期 に比定される。4565は壼の底部で、吉岡編年Ⅱ期に比定される。4564・

4566～ 4571は指鉢である。4568～ 4570が口縁部、他は底部の破片である。4564・ 4568は吉岡編年 I

期、4570は 13期、45661よ IないしはⅡ期、4567・ 4571は Ⅱ期、4569がⅣ l期 に、それぞれ比定さ

れる。

B7地 区 (図面 404・ 405)

土坑

SK502(図 面404-4583):4583は 珠洲悟鉢である。吉岡編年Ⅱ期に比定される。

SK5■ (図面4髄 -4577):4577は 人尾の甕の口縁部小破片である。森分類のⅡa類 に相当する。

SK512(図 面404-4575。 4576):4575は 土師器小皿である。森編年Z6類で、前Ⅷ期に比定される。

4576は土師器大皿である。森編年Z6類で、前Ⅷ期に比定される。

SK513(図 面404-4572):4572は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期に相当する。

大型土坑

SX077(図 面404-4573):4573は 土師器小皿である。森編年B3類で前Ⅶ期に相当する。

SX083(図 面404-4574):4574は 土師器小皿である。森編年C4類で後 I期 に相当する。

SX086(図 面404-4579～ 4582):4579は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期に相当する。

4580～4582は珠洲で、いずれ も橋鉢である。4581が やや古 く吉岡編年 Ⅱ期 に、4580は Ⅳ l期 に、

4582は Ⅳ2期 に、それぞれ比定される。

溝

SD125(図 面404-4578):4578は 八尾の悟鉢である。小型法量のもので、口縁部の形態は森分類の I

類に該当する。

包含層 (図面405-4584～ 4619)

4584～ 4592・ 4595～ 4599は 土師器小皿である。4584～ 4587・ 4589は森編年Bl類に該当する。4584が

前Ⅵ期に、4585～4587が前Ⅶ期に、4589が前Ⅸ～後 I期 に相当する。4588・ 4590～4592はC3類で、

後 I期 に相当する。4595は B4類 で、前Ⅵ期 に相当する。4596は B3類 で、後Ⅵ期 に相当する。

4597・ 4598は B2類で、前V期に相当する。4599は Z2類で、前Ⅶ期に相当する。4593・ 45941ま土師

器大皿である。4593は 森編年B3類で、前Ⅳ期に相当する。4594はC3類で、前Ⅸ～後 I期 に相当す

る。

4600～ 4603は瀬戸美濃施釉陶器である。4600～ 4602は 灰釉卸皿で、4600は藤澤編年前 Ⅲ期 に、

4601は前Ⅲ～Ⅳ期に、4602は 中 I～ Ⅱ期に、それぞれ比定される。4603は灰釉小壼で、後Ⅲ～Ⅳ期

に比定される。

4604・ 4605は 中国陶磁である。4604は青白磁の梅瓶の体部破片で、外面に渦巻 き文様が施される。

4605は 龍泉窯系青磁碗の口縁部破片で、大学府分類Ⅲ-2-c類 に比定される。

4606。 4607は土製品である。4607は土鈴で、約二分の一が残存する。4606は分銅型土製品。球状

の体部の一端に非貫通の孔を穿つ。外面はみかんの袋状に10分割されている。同種の金属製品を模倣

したものと考えられるが、実用のものかは不明。重量は半裁状態で39.578を 計ることから、本来は概
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ね808前後の重量を有 していたものと考えられる。

4608～ 4616は 珠洲である。全て悟鉢であ り、4616が底部、それ以外は口縁部の破片である。4614

が吉岡編年 I～ Ⅱ期に、4608～4611・ 4616が Ⅱ期に、4613が Ⅳ l期 に、4612がⅣ 2期 に、4615が V

期にそれぞれ比定される。

4617～ 4619は 人尾である。4617は 甕の口縁部破片で、森分類 Ⅱb類 に相当する。4618は 悟鉢の底部

破片である。4619は 悟鉢の口縁部破片で、内面には沈線状の荒い橋 り目が疎 らにみられる。森分類の

I類 に該当する。

B8地 区 (図面 406)

包含層 (図面406-4620～ 4625)

4620～4622は珠洲である。4620は指鉢の口縁部破片で、吉岡編年Ⅳ 2期 に比定される。4621は甕

の体部で、Ⅱ期に比定される。46221よ 大型壷の体部破片で、Ⅱ期に比定される。

4623～4625は土師器小皿である。46231よ 森編年のB2類で、前Ⅵ期に相当する。4624は A3類で、

前Ⅵ期に相当する。4625は B4類で、前Ⅵ期に相当する

B9地 区 (図面 406)

大型土坑

SX089(図面406-4626・ 4630,4650):4626・ 4630は土師器小皿である。4626イよ森編年のBl類で、

前Ⅸ～後 I期 に相当する。4630は Z8類で、後 I期 に相当する。46501ま珠洲で、悟鉢の口縁部破片で

ある。吉岡編年Ⅱ期に相当する。

包含層 (図面406-4627～ 4629。 4631～ 4649,4651～ 4663)

4627～ 4629・ 4631～ 4640は 土師器小皿である。4627・ 4639は森編年C3類である。4627は 前Ⅸ期に、

4639は 後 Ⅱ期に相当する。4628。 4629はZ5類で、後 I期 に相当する。4631はZ8類で、後 I期 に相

当する。4632・ 4634～ 4637・ 46401よBl類である。4632が前Ⅷ期に、4634。 4635が前Ⅸ～後 I期 に、

4636・ 4637・ 4640が前Ⅷ～Ⅸ期に相当する。4633・ 4638は B2類で、4633が前Ⅷ期に、4638が前Ⅵ期

に相当する。4641～ 4643は 土師器大皿である。4641がZ6類で、前Ⅷ期に相当する。4642は A3類で、

前Ⅵ期に相当する。46431まz8類で、後 Ⅱ期に相当する。4644は回転台成形の土師器で、K類 に分類

される。柱状高台の底部である。

4645。 4648は瀬戸美濃施釉陶器であるЬ46451よ灰釉丸皿の底部破片で、藤澤編年大窯Ⅲ～Ⅳ期に

比定される。4648は灰釉卸皿の口縁部破片で、後 Ⅱ期に比定される。

4646・ 4647は中国陶磁である。白磁碗の底部破片で、大学府分類Ⅳ-1類 に比定される。4647は

龍泉窯系青磁碗の底部破片で、大宰府分類Ⅳ類以降に降る時期のもの。

4649。 4651は珠洲である。ともに橋鉢で、4649は 吉岡編年Ⅳ l期 に、4651は V期 に比定される。

4652・ 4653は瓦質土器である。ともに火鉢の口縁部破片で、内外面は横方向に細かなヘラ磨 きが施

される。

4654～ 4658・ 4660～ 4663は越中瀬戸である。4653～ 46581ま皿の底部で、4654・ 4655が灰釉、他は

鉄釉が施釉されている。4660。 4662・ 4663は皿の口縁部である。4663が鉄釉、他が灰釉の施釉であ

る。4661は鉄釉向付の口縁部破片である。

4659は伊万里の白磁紅皿で、外面貝殻文状に型抜きされ、底部には小さな高台が付 く。

B10地区 (図面 406・ 407)

溝
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SD133(図面406・ 407-4664・ 4665・ 4685。 4690):4664・ 4665は 土師器小皿である。ともに森編年

C3類で、前Ⅸ～後 I期に相当する。

包含層 (図面406・ 407-4666～ 4684・ 4686～ 4689。 4691～ 4694)

4666～4673は土師器小皿である。4666・ 4668・ 4673は森編年Z5類 で、4666が後 I期 に、4668・

4673が後 Ⅱ～Ⅲ期に相当する。4667・ 4669。 4671・ 4672はBl類で、4667・ 4669が前Ⅸ～後 I期 に、

4671・ 4672が後 I～後 Ⅱ期に相当する。4670は C5類で、後 I期 に相当する。4674～ 4676イ よ土師器大

皿である。4674・ 4675は C3類で、前Ⅸ～後 I期に相当する。4676はZ5類で、前Ⅷ期に相当する。

4677・ 4679は瀬戸美濃施釉陶器である。4677は盤類の体部破片で、藤澤編年後 Ⅱ～Ⅲ期に比定さ

れる。4679は灰釉平椀の底部破片で、藤澤編年後 Ⅱ期に比定される。

4680～ 4683は 中国陶磁である。4680は 白磁皿の底部破片で、大宰府分類Ⅸ-2類 に比定される。

4681は 白磁碗の底部破片で、大宰府分類Ⅳ-1類 に比定される。4682は 龍泉窯系青磁の盤の口縁部破

片で、明代以降の製品と考えられる。4683は龍泉窯系青磁碗の回縁部破片で、大学府分類Ⅳ類以降、

上田分類D― Ⅱ類に比定される。

4684・ 4686～ 4689は 珠洲である。4684は T種壼の回縁部破片で、吉岡編年Ⅱ期に比定される。4685

はT種童の底部破片で、 12期 ～ 13期に比定される。4686～ 4689は 悟鉢の回縁部ないしは底部破片

である。4686・ 4689が Ⅱ期、4687・ 4688が V期 に比定される。

4678。 4691・ 4693・ 4694は越中瀬戸である。4678は灰釉小皿の底部破片。他 3点 はいずれも鉄釉

橋鉢の破片である。4692は伊万里の白磁染め付け皿である。体部内面に呉須で簡素な文様を描 く。

Bll地 区 (図面 407・ 408)

井戸

SE04(図 面407-4695):4695は 土師器小皿である。森編年のB3類で、前Ⅶ期に相当する。

柱穴

SP1057(図 面407-4714):4714は 回転台成形の土師器皿である。森編年のK類 に分類される。前Ⅶ

期前後の時期 と考えられる。

土坑

SK521(図 面407-4696):4696は 土師器小皿である。森編年のAl類で、前Ⅶ～Ⅷ期に相当する。

SK522(図 面407-4697):4697は 珠洲指鉢の口縁部破片で、吉岡編年Ⅱ期に比定される。

包含層 (図面407・ 408-4698～ 4713・ 4715～ 4740)

4698～ 4706は 土師器小皿である。4698～ 4702・ 4706は 森編年のBl類で、4698～ 4702は 前Ⅸ～後 I

期に、4706は 前Ⅶ期に相当する。

4707・ 4708は 土師器大皿である。4707は 森編年C2類で、前Ⅷ期～後 I期 に相当する。4708は Z5

類で、前Ⅷ期に相当する。

4709～ 4713・ 4715は 回転台成形の上師器皿で、森編年のK類 に分類 される。4709～ 4711が小皿、

4712・ 4713が柱状高台の底部、4715が大皿の法量である。4710・ 4712・ 4713が前Ⅳ期ないしはそれ

以前、他は前Ⅶ期前後の時期と考えられる。

4716～ 4724は 中国陶磁である。4716・ 4717・ 4719'4721は龍泉窯系青磁の碗である。4716が大学

府分類の I-2類 に、4717が Ⅱ一b類 に、4719が Ⅳ類以降明代に、4721が上田分類D一 Ⅱ類に、それ

ぞれ比定される。4720は龍泉窯系青磁の蓋と考えられる器形で、大学府分類Ⅳ類以降明代に比定され

る。4718。 4722は 白磁である。47181よ皿の底部破片で、大学府分類Ⅳ類に比定される。4722は端反
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り口縁を有する碗で、大宰府分類V-4類 ないしはⅧ-1・ 3類 に比定される。4723は青白磁の小壷

の体部破片で、外面にヘラ彫 りで輪花を表現 している。12世紀代の製品と推定される。4724は 黒釉天

目茶碗の体部破片である。

4725～ 4727は 瀬戸美濃施釉陶器である。4725。 47261ま灰釉の盤類の体部破片で、4725は藤澤編年

後 I～ Ⅲ期に、4726は後Ⅳ期に比定される。47271よ 灰釉の香炉で、後Ⅳ期に比定される。

4728・ 4729は 唐津の施釉陶器である。4728は鉄釉小鉢の底部破片である。4729はいわゆる三島手

の刷毛目文を有する碗の底部破片である。

4733～ 4735は 人尾である。4733は悟鉢の口縁部破片で、森分類のⅢ類に相当する。4734は甕の底

部破片、4735は 甕の体部破片である。

4730～ 4732・ 4736～ 4740は珠洲である。4730は括鉢の口縁部小破片で、吉岡編年 12な いしは I

3期 に比定される。47311よ 四耳重の体部破片である。4732は 壺T種の回縁部破片で、 E期 に比定され

る。4736は装飾壷の体部破片で、外面に櫛描 き文様がみられる。 I期に比定される。4737は 甕の口縁

部破片で、Ⅳ 2期 に比定される。4738～4740は悟鉢で、4738が 13期、4739が Ⅱ期に、4740が I期

に、それぞれ比定される。

B12地区 (図面 408～ 417)

井戸

SE05(図面408-4744～ 4747):4744は 土師器小皿である。森編年A2類 で、前Ⅵ期 に相当する。

4745は 土師器大皿である。Al類で、前Ⅵ期に相当する。4746は 中国陶磁で、白磁碗の口縁部破片で

ある。大宰府分類V-4類 ないしはllll-1,3類 に比定される。

土坑

SK536(図面409-4821):4821は 土師器小皿である。森編年C2類で、後 I期に相当する。

SK538(図面408-4787)i4787は 中国陶磁で龍泉窯系青磁碗の口縁部破片。大学府分類Ⅲ―b類 ない

しはc類 に比定される。

SK54(図面409-4794):47941ま土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK547(図 面409-4815)i48151よ土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK553(図面409-4824):4824は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK554(図面409-4813):4813は 土師器小皿である。森編年C5類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK556(図面409-4795。 4805):4795。 4805は 土師器小皿である。ともに森編年Bl類で、前Ⅸ期～

後 I期 に相当する。

SK569(図面408-4788):瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉直縁大皿の口縁部破片である。藤澤編年の後 Ⅱ

期に比定される。

SK572(図面408-4789):4789は 瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉花瓶の体部破片である。藤澤編年の古瀬

戸後期に比定される。

SK577(図面409-4812):4812は 土師器小皿である。森編年C5類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK579(図面409-4822):4822は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～llll期 に相当する。

SK580(図面408-4790):4790は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の底部破片である。内底面中央にスタ

ンプ文がみられる。大学府分類の I類ないしはⅡ類に該当する。

SK581(図面409-4806):4806は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期に相当する。

SK589(図面409-4796):4796は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期に相当する。
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SK593(図 面409-4823):4823は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK594(図 面409-4811):48111よ土師器小皿である。森編年C5類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK596(図 面409-4802):4802は 土師器小皿である。4802は森編年Z5類で、後 I期 に相当する。

SK609(図 面409-4831)i4831は 珠洲奏の口縁部破片である。吉岡編年Ⅳ2期 に比定される。

SK620(図 面409-4826):4826は 珠洲壷の口縁部破片である。吉岡編年Ⅳ l期 に比定される。

SK622(図面408-4741～ 4743):4741は 柱状高台の底部で、森編年のK類に該当する。4留2は土師器

大皿。森編年Bl類で前Ⅸ期～後 I期 に相当する。4743は 珠洲の壷T種の口縁部破片で、吉岡編年の

Ⅱ期に比定される。

SK638(図 面409-4797):4797は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK643(図面408・ 409-4748,4808):4748,4808は 土師器小皿である。ともに森編年のBl類で、

前者は後 Ⅱ～Ⅲ期に、後者は前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK644(図 面408-4791):4791は 瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉瓶子の頸部破片である。藤澤編年の前Ⅳ

期に比定される。

SK645(図面408-4749～ 4754):4749～ 4754は土師器小皿である。4749は森編年のB3類で、前Ⅶ期

に相当する。4750～ 4752は Bl類で、前Ⅶ期に相当する。4753はZ5類で、前Ⅶ期に相当する。

SK648(図 面409-4800):4800は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK650(図面408-4792),4792は 瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉合子の体部破片である。藤澤編年の中 I

期～Ⅱ期に比定される。

SK652(図面409-4817):4817は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK657(図面408-4755～ 4757):4755。 4756は 土師器小皿である。ともに森編年Bl類で、4755が後

I～ Ⅱ期に、4756が後Ⅲ～Ⅳ期に比定される。4757は八尾の橋鉢の底部破片である。

SK661(図 面409-4828):4828は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年V期 に比定される。

SK662(図 面409-4829):4829は 珠洲悟鉢の底部破片である。吉岡編年Ⅱ期に比定される。

SK667(図 面409-4810):4810は 土師器小皿である。森編年C2類で、前Ⅷ期～後 I期 に相当する。

SK669(図 面409-4814):4814は 土師器小皿である。森編年C5類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK675(図面409-4758～ 4761):4758・ 4759は 土師器大皿である。ともに森編年Z5類で、前Ⅸ期に

比定される。4760は 中国陶磁で龍泉窯系青磁皿の底部で太宰府分類Ⅳ類～明代。4761は珠洲の甕の口

縁部破片で吉岡編年Ⅱ期である。

SK678(図 面409-4830):48301よ土師器小皿である。森編年Z4類で、前V期 に相当する。

SK679(図面409-4820):48201ま土師器小皿である。森編年Z5類で、前Ⅷ期に相当する。

SK681(図面409-4818):48181よ土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK684(図 面409-4816):4816は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期～Ⅷ期に相当する。

SK685(図 面409-4803):4803は 土師器小皿である。森編年Z5類で、後 I期 に相当する。

SK686(図 面409-4798):4798は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK689(図面408・ 409-4762。 4825):4762は森編年K類の上師器で、柱状高台の底部である。4825

は土師器大皿である。森編年Z3類で、前V期 に相当する。

SK692(図面408-4763～ 4766):4763～ 4766は土師器小皿である。4763・ 4765は森編年のBl類で、

前Ⅷ期に相当する。4764・ 4766はZ5類で、前Ⅷ期に相当する。

SK693(図面409-4799):47991ま土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。
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SK696(図面408・ 409-4767・ 4768～ 4832):4767は土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅶ～

Ⅷ期に相当する。4768は 中国陶磁で白磁碗の口縁部破片である。発達 した玉縁状の口縁を有す。大学

府分類Ⅳ類に比定される。48321ま 人尾甕の口縁部破片である。森分類のⅡb類 に該当する。

SK699(図面409-4809):4809は 土師器小皿である。森編年C2類で、前Ⅷ期～後 I期に相当する。

SK700(図面408-4769～4772):4769,4770は 土師器小皿である。4769。 4770は森編年Bl類 に相当

する。4771,4772は土師器大皿である。47711よZ5類 に、4772は Bl類に相当する。これらの上師器

皿は前IIll期 に比定される。

SK704(図面408-4773～ 4775):4773は 珠洲の壼の口縁部破片である。吉岡編年の 13からⅡ期に比

定される。4774は 土師器小皿である。森編年のBl類、後 I～ Ⅱ期に相当する。4775は 土師器大皿で

ある。森編年Bl類で、後 I～ Ⅱ期に相当する。

SK705(図面408-4776～ 4780):4776・ 4777は 土師器小皿である。4776は森編年Z5類で、前Ⅷ期に

相当する。47771ま Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。4778～ 4780は 土師器大皿である。全てBl

類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SK707(図面409-4807):4807は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ期～後 I期に相当する。

SK708(図面409-4827):4827は 珠抄‖悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年V期 に比定される。

SK711(図面408-4781,4782):4781,4782は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅸ期に相当

する。4782はZ5類で、後 I期 に相当する。

SK721(図面409-4833):4833は 人尾甕の口縁部破片である。森分類のⅢa類 に該当する。

SK727(図面409-4804):4804は 土師器小皿である。森編年Z5類で、後 I期に相当する。

SK729(図面409-4801):4801は 土師器小皿である。森編年Z5類で、後 I期に相当する。

SK731(図面408-4793):4793は 瓦質土器の火鉢の底部破片である。体部は短 く内湾 して立ち上が り、

端面は水平な面を有する。内面は横方向に、外面は縦・横・斜方向に細かなヘラ磨 きを加え、日縁直

下に3つ を一単位 とする菊花のスタンプ文を配置する。底部の支脚は欠失 しているが、体部は口径34

帥、器高11.5cmの 法量を有する。

SK733(図面408-4783・ 4784):4784は 珠洲橋鉢の口縁部破片である。吉岡編年Ⅳ3期 に比定される。

SK739(図面408-4785,4786):4785は 人尾甕の口縁部破片である。森分類の Ⅱa類 に該当する。

4786は土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期に相当する。

SK740(図面409-4819):4819は 土師器小皿である。森編年C2類で、前Ⅷ期～後 I期に相当する。

大型土坑

SX090(図面409-4834・ 4835):4834・ 4835は 土師器小皿で、ともに森編年Bl類である。前Ⅸ～後

I期に相当する。

SX095(図面409-4839):4839は 土師器小皿である。森編年Z5類で、後 I期に比定される。

SX097(図面409-4840):4840は 珠洲甕の口縁部破片で、吉岡編年V期 に比定される。

SX098(図面409-4836～ 4838):4886は 土師器小皿である。森編年C2類で、後 I期 に相当する。

4887・ 4838は珠洲である。4837は壼の口縁部破片で、吉岡編年Ⅱ期に比定される。4838は指鉢で、吉

岡編年Ⅳ-2期 に比定される。

SX099(図面413-5002):5002は 土師器大皿である。森編年C3類で、後 I～ Ⅱ期に相当する。

SX100(図面409-4842・ 4843):4842・ 4843は 土師器小皿である。ともに森編年Bl類で、前Ⅸ期～

後 I期 に相当する。
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SX101(図面410-4859～4876):4859,4860は 土師器小皿である。4859は 森編年B4類で、前Ⅷ期に

相当する。4860はZ5類で、後 I期 に相当する。48611よ土師器大皿。森編年のZ2類で、前Ⅵ期に相

当する。4862～ 4864・ 4866イよ珠洲の壼口縁部破片である。4862・ 4864が吉岡編年 Ⅱ期に、4863が Ⅱ

～Ⅲ期に、4866が Ⅳ l期 に比定される。4865・ 4873～ 4875は 甕の口縁部破片である。4874が 13期、

4875が Ⅲ期、4865が Ⅳ l期、4873が V期 にそれぞれ比定される。4867～ 4872は悟鉢である。4867・

4868は小型法量の指鉢で、体部が斜方向に逆「ハ」の字に大きく開く。吉岡編年の I期 に比定される。

口縁部破片の4872は 12な いし13期 に、4871は Ⅱ期、4870は Ⅲ期に比定される。4876イよ人尾奏の

回縁部破片で、森分類のⅡb類に該当する。

SX106(図面409。 413-4841・ 5001):4841は 珠洲指鉢の口縁部破片で、吉岡編年 V期 に比定される。

5001は土師器小皿である。森編年C3類で、後 I～ Ⅱ期に相当する。

SXlll(図 面413-4992):4992は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ～後 I期 に相茎する。

SXl12(図 面413-4998):4998は 回転台成形の上師器小皿である。森編年K類で、前Ⅶ期に相当する。

SXl13(図面409-4844。 4845):4844,48451よ 土師器小皿である。ともに森編年Bl類であるが、前

者は前Ⅷ期に、後者は前V期～後 I期 に相当する。

SXl15(図面410-4877～ 4886):4877は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅵ期に相当する。

4878・ 4879は 土師器大皿である。4878は Z2類で、前Ⅵ期に相当する。4879は A3類で、前Ⅵ期に相

当する。4880～ 4882は人尾である。4880。 4882は重の底部。4881は 悟鉢で、内面に櫛描 きの疎 らな

悟 り目が施されている。4883～4886は珠洲である。4883・ 48841よ悟鉢。ともに吉岡編年 Ⅱ期に比定

される。4885・ 4886は 甕の口縁部破片で、両者とも吉岡編年Ⅱ期に比定される。

SX122(図面409-4846・ 4847):4846は 土師器小皿の小破片で、体部に焼成後の穿孔がみられる。

4847は瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉平椀の口縁部破片である。藤澤編年の後Ⅳ期古段階に比定される。

SX124(図面413-5005):5005は 中国陶磁である。龍泉窯系青磁碗の回縁部破片で、大宰府分類Ⅳ類

以降、上田分類B-2類 に比定される。

SX125(図面409-4848・ 4849):4848は 土師器小皿である。森編年C3類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当

する。4849は 中国陶磁で、黒釉天目茶碗の体部破片である。

SX126(図 面413-4991):4991は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ～後 I期 に相当する。

SX127(図 面413-5000):5000は 土師器小皿である。森編年C5類で、後 I～ Ⅱ期に相当する。

SX128(図面409-4850～ 4854):4850・ 4852・ 4853は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅷ期

に相当する。4851は 土師器大皿である。Bl類で、前Ⅷ期に相当する。4854は 人尾甕の口縁部破片で

ある。森分類のⅢb類に相当する。

SX129(図面409-4855・ 4856):4855は 土師器小皿である。森編年Bl類で、後 I～ Ⅱ期に相当する。

4856は 瓦質土器火鉢の体部破片で、摩滅が著 しくヘラ磨 きなどは観察できない。

SX130(図面409-4857・ 4858):4857・ 4858は土師器小皿である。4857は 森編年Bl類で、前Ⅷ期に

相当する。4858はZ5類で、前Ⅷ期に相当する。

SX131(図 面413-5007):5007は 珠洲瓶子の底部破片である。吉岡編年のⅣ～V期 に比定される。

SX137(図面411-4887～4901):4887は 土師器大皿である。森編年Z5類で、後 I期 に相茎する。

4888・ 4889は 中国陶磁である。4888は 龍泉窯系青磁の香炉の口縁部破片で、大宰府分類Ⅳ類以降、

明代に降る可能性 もある。4889は龍泉窯系青磁皿の口縁部小破片である。稜花皿の可能性があるが、

判然 としない。4890～ 4893は 伊万里。4890以外はいずれも白磁染め付けである。4890は型作 り成形
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の白磁紅皿である。4891は底部に低い輪高台が付 く猪口で、体部外面に呉須で草花文を描 く。19世紀

から幕末にかけての時期のもの。4892は いわゆるそば猪口で、薄手につ くった優品。やはり外面に草

花文がみられる。4893は 油壷で、外面上半部に簡素な草文を描 く。江戸中期頃の製品か。4894・

4896・ 4897は越中瀬戸である。4894は鉄釉悟鉢の底部破片である。4896は鉄釉皿で、内面見込み中

央に「井」字のスタンプ文がみられる。4897は 鉄釉の片口壷である。48951ま 越中九山の鉄釉水鉢であ

る。4898は 素焼 きの蓋状の焼物で、用途などは不明。4899～ 4901は珠洲である。4899。 4900は奏の

口縁部破片で、いずれも吉岡編年Ⅲ期に比定される。4901は橋鉢の日縁部破片で、Ⅳ 2期 に比定され

る。出土遺物には近世以降のものが多 く、中世の遺物は混入と考えられる。

SX138(図面4ユ ー4902～4905)i4902・ 49031ま 中国陶磁で、ともに龍泉窯系青磁碗の口縁部と底部の

破片である。両者 とも大宰府分類Ⅳ類以降、上田分類D一 Ⅱ類 と考えられる。4904,4905は 珠洲であ

る。4904は甕の回縁部破片で、吉岡編年Ⅲ期に比定される。4905は 括鉢で、Ⅳ 2期に比定される。

SX140(図面411-4906・ 4907):4906・ 4907は 人尾甕の口縁部破片である。ともに森分類のⅢa類 に

分類される。

SX144(図面413-5010):5010は 瀬戸美濃施釉陶器である。灰釉広口童の底部破片で、藤澤編年の中

Ⅲ期～Ⅳ期に比定される。

SX145(図面413-4993):4993は 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅸ～後 I期に相当する。

SX146(図面413-4999):4999は 土師器小皿である。森編年Z8類で、後Ⅲ期に相当する。

SX147(図面413-5006):5006は 瀬戸美濃施釉陶器。灰釉平椀の口縁部破片で、藤澤編年の古瀬戸後

期に比定される。

SX148(図面411-4908～ 4916):4908は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅶ期に相当する。

4909・ 4910は 回転台成形のK類の上師器皿である。平底の底部には回転糸切 り痕が残る。4911～ 4916

は珠洲である。4911,4912は 指鉢で、前者が吉岡編年Ⅳ期に、後者がⅣ 2期 に比定される。4913～

4916は甕の口縁部破片である。4914～ 4916が吉岡編年Ⅲ期に、4913が吉岡編年V期 に比定される。

SX149(図面412-4988～ 4986):4933・ 4934は土師器小皿である。 ともに森編年Bl類であるが、

4993は 後 I期、4934は前Ⅶ期～llll期 に相当する。4935。 49361よ珠洲である。49351よ甕の口縁部破片

で、吉岡編年Ⅳ期に比定される。49861ま 悟鉢の口縁部破片で、Ⅳ 2期 に比定される。

SX150(図面412-4937～ 4949):4937～ 4941・ 4944・ 4945は土師器小皿である。4987は森編年B3類

で、前Ⅶ期に相当する。4938～ 4941,4944・ 4945は Bl類で、4986～ 4941は前Ⅶ～Ⅷ期、4944・ 4945

は後 I～ Ⅱ期に相当する。4943は 土師器大皿で、森編年Z6類で、前Ⅶ～Ⅷ期に相当する。49421ま 瀬

戸美濃施釉陶器で、灰釉平椀の口縁部破片である。藤澤編年の後 I期 に比定される。4946・ 4947は人

尾である。4946は壷の底部破片である。4947は 橋鉢である。体部は直線的に外傾 して開く。内面には

櫛描きで、悟 り目を波状文風に交差させて施す。口縁部の形態は、森分類の I類に相当する。

SX151(図面411-4917～4932)i4917～ 4925は 土師器小皿である。4917は森編年Z4類で、前Ⅷ期に

相当する。4918～ 4921は Bl類 で、4918～ 49201ま 前Ⅸ～後 I期 に、4921は 前Ⅶ～Ⅷ期に相当する。

4922～ 4925は Z5類で、4922・ 4923は 前Ⅸ期に、4924・ 49251ま 後 I期 に相当する。4926～ 4928は 土師

器大皿である。4926は C3類 で、後 I期 に相当する。4927・ 4928は C5類 で、後 I期 に相当する。

4929は 瀬戸美濃施釉陶器である。灰釉四耳壺の体部破片で、藤澤編年中Ⅲ期～Ⅳ期に比定 される。

4930～ 4932は 珠洲である。4930は悟鉢の口縁部破片で、吉岡編年のV期 に比定される。4932は奏の

底部で、Ⅳ期に比定される。
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SX152(図面412-4950～ 4958):4950・ 4951は土師器小皿である。ともに森編年のBl類で、前Ⅶ～

Ⅷ期に相当する。4952,4953は 土師器大皿である。4952は Bl類で、前Ⅶ～Ⅷ期に相当する。4953は

Z5類で、後 I期 に相当する。4954は 瀬戸美濃施釉陶器である。灰釉平椀の底部で、藤澤編年後 Ⅱ期

に相当する。4955～ 49581よ 珠洲である。4955は 壺の回縁部破片で、吉岡編年のⅡ期に比定 される。

4956～ 4958は 橋鉢である。4957が Ⅳ 2期 、4958が Ⅳ～V期、4956が V期 にそれぞれ比定 される。

SX153(図面412-4959～ 4962):4959。 4960は土師器小皿である。ともに森編年Bl類で、前Ⅶ～Ⅷ

期に相当する。4961は 土師器大皿である。Bl類で、前Ⅶ期に相当する。4962は 珠洲甕の口縁部破片

で、吉岡編年Ⅲ期に比定される。

SX154(図面412-4963～4967):4963は 土師器小皿。森編年Bl類で、前Ⅶ期に相当する。4964～

4966は 土師器大皿である。4964は Bl類で、前Ⅸ～後 I期 に相当する。4965,4966も Bl類であるが、

やや後出する時期で後 I～ Ⅱ期に比定される。

SX155(図 面413-4995):4995は 土師器小皿である。森編年Bl類で、後 I～後 Ⅱ期に相当する。

SX156(図 面413-5012):5012は 珠洲の壷口縁部破片である。吉岡編年の 12～ 13期に比定される。

SX157(図 面413-5009):5009は 珠洲の重口縁部破片である。吉岡編年のⅢ期に比定される。

SX158(図面413-4972):4972は 瀬戸美濃施釉陶器。灰釉瓶子の破片で、藤澤編年の古瀬戸中期に比

定される。

SX159(図 面412-4968):4968は 珠洲で、壼T種の口縁部破片である。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SX162(図面412-4969～ 4971):4969・ 4971は珠洲である。4969は珠洲甕の口縁部破片で、吉岡編年

のⅣ l期に比定される。4971は 括鉢の口縁部破片で、V期 に比定される。4970は唐津の悟鉢底部であ

る。近世のもので混入と考えられる。

SX163(図面413-4973～ 4975):4973～ 49751ま 土師器小皿である。4973は森編年のB4類で、前Ⅵ期

に相当する。49密 ・4975は Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SX165(図 面413-4994):49941ま土師器小皿である。森編年Bl類で、後 I～後 Ⅱ期に相当する。

SX166(図面413-4976～ 4990):4976・ 4977は土師器小皿である。49761よ 森編年のBl類で、前Ⅶ期

に相当する。4977は B3類で、前Ⅵ期に相当する。4978は 瀬戸美濃施釉陶器である。灰釉瓶子の体部

破片で、外面に貼 り付けの花鳥文がみられる。藤澤編年の中 I期～Ⅱ期に比定される。4979は 素焼き

焼成の蓋状の焼物である。用途不明。4980は 瓦質土器の火鉢の口縁部で、外面に菊花のスタンプ文が

みられる。4981～ 4990は珠洲である。4981・ 4989,4990は 甕の口縁部破片である。4981が吉岡編年

のⅡ期に、4989がⅣ-1期 に、4990がⅣ 2期 に比定される。4982～ 4984は 壺の口縁部破片である。

4984が 12期、4982・ 4983が Ⅱ期に比定される。4985～ 4988は悟鉢である。底部破片の4985は 吉岡

編年のⅡ期に、4986は Ⅲ期に比定される。4987の形態は、平底の底部から体部が内湾 しながら浅い角

度で開 く。口縁端部は外傾する面を持つ。指 り目は12条 1単位で、少 し間隔を開けて連続的に施す。

吉岡編年のⅡ期に比定される。4988も 悟鉢で口縁部の破片。Ⅳ 2期に比定される。

SX167(図面413-5015・ 5016):5015は土師器小皿である。森編年のZ5類で、前Ⅸ期に相当する。

5016は珠洲悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年の 12な いしは 13期 に比定される。

SX168(図 面413-5011):5011は 珠洲悟鉢の底部破片である。吉岡編年のⅣ期に比定される。

SX170(図面414-5017・ 5018):5017・ 5018は土師器小皿である。ともに森編年Bl類だが、前者は

前Ⅶ期に、後者は前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SX172(図 面414-5035):5035は 素焼 き焼成の上製品で、バンドコの破片と考えられる。
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SX173(図面414-5019～ 5028)i5019～ 5025は土師器小皿である。5019～5022は森編年Bl類で、前

Ⅸ期～後 I期 に相当する。5023・ 5024は C3類で、前Ⅷ期～後 I期 に相当する。5026～ 5028は土師器

大皿である。全て森編年C3類で、前 llll期 ～後 I期 に相当する。

SX174(図面414-5029～ 5034):5029～ 50331よ 土師器小皿である。5029・ 5031は森編年C3類で、前

Ⅷ期～後 I期 に相当する。5030・ 5032・ 5033はBl類で、5030が前Ⅷ期～後 I期 に、5032・ 5033は前

Ⅶ期に相当する。5034は珠洲甕の口縁部破片で、吉岡編年Ⅳ-1期 に比定される。

SX175(図面414-5036～ 5044):5036～ 5038は土師器小皿である。5036は森編年B2類で、前Ⅶ期に

相当する。5037・ 5038は Bl類で、前者が前Ⅶ期に、後者は後 I～ Ⅱ期に相当する。5039は 瀬戸美濃

施釉陶器である。灰釉卸皿で、藤澤編年前Ⅲ期に比定される。5040～ 5044は珠洲である。5040。

5041は壷の口縁部破片で、吉岡編年のⅡ期に比定される。5042は甕の口縁部破片で、Ⅳ l期 に比定さ

れる。5043・ 5044は情鉢で、前者がⅣ期、後者がⅣ 3期に比定される。

桂穴

SP■ 60(図面413-4996):4996は 土師器小皿である。森編年Bl類で、後 I～後 Ⅱ期に相当する。

SPl165(図面413-5003・ 5004):5003・ 5004は 土師器小皿である。5003は 森編年C3類で、後 I～

Ⅱ期に相当する。5004はZ5類で、後 I期 に相当する。

SP■ 73(図面413-4997):4997は 土師器小皿である。森編年Bl類で、後 I～後 Ⅱ期に相当する。

SPl178(図面413-5008):5008は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。

SPl183(図 面413-5013・ 5014):5013・ 5014は土師器小皿である。ともに森編年のBl類で、前Ⅸ期

～後 I期 に相当する。

溝

SD133(図面414-5045～ 5059):5045～ 5049は土師器小皿である。5045・ 5046は森編年Bl類で、前

Ⅵ～Ⅶ期に相当する。5047～ 5049は Z5類で、5047が 前 VIll期 に、5048・ 5049が 後 I期 に相当する。

5050～ 5053は土師器大皿である。5050はBl類で、前Ⅶ～Ⅷ期に相当する。5051～ 5053はZ5類で、

前 IIll期 ～後 I期 に相当する。5054～ 5058は 珠洲である。5054は 壼の回縁部破片で、吉岡編年Ⅳ期に

比定 される。5055～ 5058は 悟鉢で、5057が Ⅱ期、5055・ 5056が V期、5058がⅥ期 に比定 される。

5059は瓦質土器の風炉である。口縁部外面には二条の凸線で区画 した内側に、菱形花文のスタンプを

横一列に接 して配列する。体部外面は細かなヘラ磨 きを施す。

SD138(図面414-5062):5062は 珠洲の括鉢で、吉岡編年のⅣ 2期 に比定される。

SD143(図面414-5060,5061):5060・ 5061は珠洲である。5060はR種の重の体部で、外面上半部に

三段の波状文を配す。5061は悟鉢の口縁部破片で、吉岡編年のⅣ l期 に比定される。

SD149(図 面415-5110):八尾甕の口縁部破片である。端部を欠失するが、森分類のⅡ類に該当する。

SD154(図面415-5111・ 5112):5111は 珠洲甕の口縁部破片で、吉岡編年Ⅲ期に比定される。5112

は瀬戸美濃施釉陶器で、灰釉平椀の口縁部破片である。藤澤編年の後 Ⅱ期に比定される。

SD155(図 面415-5104):5104は 土師器小皿である。森編年のBl類で、前Ⅸ～後 I期 に相当する。

SD156(図面415-5099～ 5103):5099～ 5101は土師器小皿である。5099は森編年Z5類で、後 I類 に

相当する。5100は Bl類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。5101は C2類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当す

る。5102は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁の碗である。小振 りの碗で、口縁部が外反 し端部は九 く肥厚す

る。大学府分類Ⅳ類以降、上田分類D― Ⅱ類に比定される。5103は珠洲橋鉢の口縁部破片で、吉岡編

年V期 に比定される。
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SD157(図面415-5113・ 5114):5113・ 5114は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。ともに吉岡編年のV期

に比定される。

SD158(図面415-5063～ 5098):5063～ 5073・ 5076は土師器小皿である。全て森編年のBl類で、前

Ⅸ期～後 I期 に相当する。5074・ 5075・ 5078・ 5079は土師器大皿である。全て森編年のBl類で、前

Ⅸ期～後 I期 に相当する。5080・ 5081は土師器大皿である。森編年Z5類で、前Ⅸ期～後 I期 に相当

する。5082は 森編年Z5類の上師器小皿で、前Ⅸ期～後 I期 に相当する。5083は 森編年Z9類 の土師

器小皿で、後 I～ Ⅱ期 に相当する。5084は人尾甕の口縁部破片である。森分類のⅡb類 に相当する。

5085は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁香炉の体部破片である。大学府分類Ⅳ類以降の時期に比定される。

5086・ 5087は 瀬戸美濃施釉陶器である。5086は 灰釉平椀の回縁部破片で、藤浮編年の後 Ⅱ期に比定

される。5087は 灰釉筒型容器の体部破片である。藤澤編年の古瀬戸後期に比定される。5088～ 5090

は瓦質土器で、いずれも火鉢である。5088・ 5089は 口縁部の破片で、口縁端部直下の外面に、花菱文

のスタンプが施文されている。5090は 火鉢の底部破片である。5091～ 5098は珠洲である。5091・

5092は 壺R種で、前者が吉南編年 Ⅱ期に、後者がⅢ～Ⅳ期に比定される。5093は甕の口縁部破片で、

Ⅲ期に比定される。5094～ 5098は 橋鉢である。5094～ 5096は 底部の破片で、5094・ 5095は Ⅲ～Ⅳ期、

5096は V期 に比定される。5097は 小型の指鉢で、口径20,9cm、 器高7.5cmの 法量を測る。吉岡編年V

期に比定される。5098は 口縁部破片で、V期 に比定される。

SD159(図 面415-5115):5115は 瓦質土器火鉢の底部破片である。

SD160(図面415-5105～ 5109):5105～ 5108は土師器小皿である。全て森編年のBl類であるが、時

期は5108が前Ⅶ～Ⅷ期、他が前Ⅸ期～後 I期 に相当する。5109は瀬戸美濃施釉陶器である。鉄釉小杯

で完存する。平底の底部から外部が逆「ハ」字状に大きく開く。口径 5,7cm、 器高1.8cmの 法量である。

藤澤編年の古瀬戸に比定される。

包含層 (図面409。 416・ 417-5116～ 5216・ 5353)

5117～ 5151・ 5153・ 5154・ 5156は土師器小皿である。5117・ 5142は森編年B2類で、前V期 に相当

する。5118～ 5123・ 5129～ 5134・ 5140はBl類で、5118～ 5123・ 5140は前Ⅶ～Ⅷ期に、5129～ 5134は

前Ⅸ期～後 I期 に相当する。5124は A2類で、前Ⅵ期に相当する。5125・ 5126・ 5156は Z5類で、

5156は後 I期 に、他 2点 は後 Ⅱ期に相当する。5135～ 5137・ 5127・ 5128・ 5148～ 5151は C3類で、

5135～ 5137・ 5148～5151は前Ⅸ期～後 I期、5127・ 5128は後 Ⅱ期に相当する。5138はZ6類で、前Ⅷ

期に相当する。5139はCl類で、前Ⅷ期に相当する。5141はZ3類で、前Ⅵ期 に相当する。5143～

5145は C5類で、5143は 後 Ⅱ期、他 2点は後 I期 に相当する。5146・ 51471よ Z6類で、前Ⅷ期に相当

する。5153は Z5類で、前Ⅸ期に相当する。口縁部偵1縁 に焼成後の穿孔がみられる。5154は Z3類で、

前Ⅵ期に相当する。5152・ 5157～ 5160は 土師器大皿である。5152は C2類で、前Ⅷ期 に相当する。

5157・ 5158・ 5160はBl類 で、5157が前Ⅷ～Ⅸ期 に、5158が前Ⅵ期に、5160が前Ⅶ期に相当する。

5159はZ5類で、前Ⅷ期に相当する。5155はK類の上師器皿で、柱状高台の底部破片である。

5161～ 5167・ 5173は 中国陶磁である。5161～ 5163・ 5165は 龍泉窯系青磁碗である。5161が大学府

分類 Ⅱ一b類 に、5162が I-2な いしは I-3類 に、5163が Iな いしはⅡ類に、5165がⅣ類以降、上

田分類B― Ⅲ～Ⅳ類に、それぞれ比定される。5164は龍泉窯系青磁皿の底部破片で、明代の製品と考

えられる。5166・ 5173は 黒釉天目茶碗の破片である。5167は 白磁水注の体部破片で、取手の接合痕

が体部外面に残る。大学府分類のⅢ類に比定される。

5168～ 5172・ 5174・ 5175は 瀬戸美濃施釉陶器である。5168は 灰釉卸皿の底部破片で、藤澤編年の
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古瀬戸中期に比定される。5169は灰釉筒型香炉の口縁部破片で、古瀬戸中期に比定される。5170は灰

釉盤類の体部破片で、後 Ⅱ～Ⅲ期に比定される。5171は灰釉柄付片口の口縁部破片で、中 I～ Ⅱ期に

比定される。5172は灰釉折縁深皿の口縁部破片で、後 Ⅱ期に比定される。5174は鉄釉天目茶椀の底部

破片で、大窯 Ⅱ期に比定される。5175は灰釉端反皿か九皿の底部破片で、大窯 I～ Ⅲ期に比定される。

5176～ 5179は 瓦質土器である。5176は 壷の口縁部破片で、端部は玉縁状に仕上げる。5177は 火鉢

の口縁部破片で、外面に花菱のスタンプ文がみられる。5178は風炉の体部破片である。5179は橋鉢の

口縁部破片である。

5180～ 5183は 人尾である。51801ま 壼の底部破片である。5181は 括鉢の底部破片。5182・ 5183は 甕

の口縁部破片で、5182が森分類のⅡc類 に、5183がⅢb類に相当する。

5184・ 5185は伊万里の時期染付の底部破片である。5186は唐津の鉄釉悟鉢の口縁部破片である。

これらの伊万里 。唐津は近世の時期のものである。

5116・ 5187～ 5211は珠洲である。5187～ 5190は壼の口縁部破片である。5188が吉岡編年 Ⅱ期に、

5190が Ⅱ～Ⅲ期に、5189が Ⅳ 2期 に、5187が V期 に、それぞれ比定される。5191～ 5197・ 5210・

52■ は甕の口縁部破片である。5194・ 5196・ 5197・ 5211が 13期に、5195・ 5210が Ⅱ期に、5192・

5193が Ⅲ期に、5191が Ⅳ l期 に、それぞれ比定される。5116・ 5198～ 5209イま悟鉢である。5203・

5204がⅢ期に、5198がⅣ l期 に、5201・ 5202は Ⅳ 3期 に、5116・ 5199・ 5200・ 5205～ 5209イ よV期に、

それぞれ比定される。

5212～ 5216は 越中瀬戸である。5212～ 5214は 皿で、5212・ 5213は 鉄釉、5214は灰釉が施釉 される。

5215は鉄釉括鉢の口縁部破片である。5216は鉄釉の壷の底部破片である。

B13地 区 (図面 417～ 419)

井戸

SE07(図面417-5220・ 5221):5220。 5221は土師器大皿である。森編年のC3類で、前Ⅷ期～後 I期

に相当する。

SE08(図面417-5217～ 5219):5217は 土師器小皿である。森編年B4類で、前Ⅵ期 に相当する。

5218・ 5219は珠洲播鉢である。ともに吉岡編年の 12期に比定される。

上坑

SK748(図面417-5225):5225は 珠洲橋鉢の口縁部破片である。吉岡編年 Ⅱ期に比定される。

SK752(図面417-5224):5224は 中国陶磁で白磁碗の底部破片である。内面に櫛描 き文がみられる。

大宰府分類のV類に比定される。

SK761(図面417-5223):5223は 中国陶磁で、龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。大宰府分類 Ⅱ―

b類に比定される。

SK778(図 面417-5222):5222は 土師器小皿である。森編年B2類で、前Ⅷ期に相当する。

大型土坑

SX176(図面418-5227,5230):5227は土師器大皿である。森編年Al類で、前Ⅵ期に相当する。

5230は珠洲橋鉢である。平底の底部から体部がわずかに内湾 しながら開く。口縁端部は心持ち外傾す

る面を有す。吉岡編年 13期 に比定される。

SX177(図面418-5229):5229は 中国陶磁で白磁碗の口縁部破片である。大学府分類のⅡ-3類ない

しはⅡ-4類に比定される。

SX180(図面418-5228)i5228は 森編年K類の、土師器柱状高台の底部破片である。
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SX183(図 面418-5226):5226は 土師器大皿である。森編年B3類で、前Ⅶ期に相当する。

柱穴

SP1252(図面418-5234):5234は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年の 13期 に比定される

SP1285(図面418-5231)i5231は 珠洲悟鉢の口縁部破片である。吉岡編年の 13期 に比定される。

SP1286(図面418-5236):5236は 回転台成形の土師器小皿である。森編年のK類で、前Ⅶ期 に相当

する。

SP1298(図面418-5232):5232は 珠洲壼R種の口縁部破片である。吉岡編年のⅡ期に比定される。

SP1391(図面418-5235):5235は 回転台成形の土師器小皿である。森編年のK類で、前Ⅶ期 に相当

する。

溝

SD168(図 面418-5233):5233は 回転台成形の柱状高台の底部である。

包含層 (図面418・ 419-5237～ 5318)

5237～ 5243・ 5247～ 5254は土師器小皿である。5237は森編年Al類で、前 V期 に相当する。5238～

5241は A2類で、前 V～Ⅵ期に相当する。5242・ 5248は B2類で、前者は前Ⅵ～Ⅶ期に、後者は前Ⅵ

期に相当する。5243は B4類で、前Ⅵ期に相当する。5247は B3類で、前Ⅵ期に相当する。5249は C

6b類で、後 Ⅱ期に相当する。5250～ 5254は Bl類で、5250は 後 I～ 後 Ⅱ期、他は前Ⅸ期～後 I期 に

相当する。5244～ 5246・ 5255～ 5261は土師器大皿である。5244・ 5245。 5259～5261はAl類で、5259

が前Ⅵ期、他は前Ⅶ期に相当する。5255は Z5類で、前Ⅷ期に相当する。5256は A2類で、前Ⅷ期に

相当する。5257・ 5258は Z4類で、5257が前Ⅵ期、5258が前Ⅶ期に相当する。5263～ 5267は 回転台成

形土師器で、森編年のK類に相当する。全て底部で、5263・ 5264・ 5266は柱状高台、他は土師器大皿

の底部である。

5268～ 5279。 5281は 中国陶磁である。5268～ 5272は龍泉窯系青磁碗である。5268は大学府分類

I-4類 に比定される。5269・ 5271は 、大学府分類 Ⅱ―b類 に比定される。5270は 大宰府分類のⅢ―

2-c類 に比定される。5272は 龍泉窯系青磁杯である。5273は 同安窯系青磁碗の口縁部破片で、大宰

府分類の I-1-b類 に比定される。5274～ 5279・ 5281は 白磁である。5274・ 5275,5278は 碗である。

5274は 口縁部が玉縁状を呈するもので、大学府分類のⅣ類に比定される。5275は 口縁端部が短 く端反

りし、内面に一条の沈線が巡る。大学府分類のV-4類 かⅦ-1・ 3類 と考えられる。5278も 端反 り

口縁のもので、大学府分類のV-4類 かⅦ-1・ 3類 と考えられる。5276・ 5277は碗か皿と考えられ

る。ともに大学府分類のⅨ類に比定される。5279は皿の底部破片で太宰府分類Ⅸ-1類に比定される。

5281は 小壼の底部破片で、大学府分類のこ類に比定される。5280・ 5282～ 5285は 瀬戸美濃施釉陶器

である。52801よ 鉄釉天目茶椀の底部破片で、藤澤編年大窯 I期 に比定される。5282は灰釉瓶子の体部

破片で、外面にヘラ描きの草文が描かれる。藤澤編年の中Ⅲ期に比定される。5283は灰釉卸皿の底部

破片で、藤澤編年の後Ⅳ期古段階に比定される。5284は灰釉柄付片日の底部破片で、古瀬戸中期に比

定される。5285は灰釉の縁釉挟み皿の底部破片で、大窯 I期 に比定される。5286は唐津の灰釉小皿の

口縁部破片である。

5287は瓦質土器の火鉢の底部破片である。

5288～ 5291・ 5295～ 5312は珠洲である。5288は壺R種の口縁部破片である。吉岡編年のⅢ～Ⅳ期に

比定される。5289～ 5291・ 5295～ 5311は 悟鉢である。5296～ 5298が吉岡編年 12な いしは 13期 に、

5289・ 5290・ 5295が 13期 に、 5291・ 5299～ 5308が Ⅱ期に、 5309が Ⅱ～Ⅲ期に、 5310・ 5311がⅣ l
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期に、それぞれ比定される。5312は甕の口縁部破片で、吉岡編年の 12期 に比定される。

5292～ 5294は人尾である。5292は 甕の口縁部破片で、森分類のⅢa類 に相茎する。5293は 悟鉢の底

部破片で、内面には櫛描 きの橋目が施される。5294も 悟鉢で、疎 らな波状文風の精 り目が内面に施さ

れる。口縁部の形態は、森分類のⅢ類に相当する。

5313～ 5318は 陶錘である。B4地区出上のものとほぼ同じもので、人尾の陶錘 と考えられる。全て

細長い葉巻状のもので、一端に細かな削 り調整のみられるものが多い (5314～ 5316・ 5318)。 重量は

やや小型の5314が 7.4g、 やや大型の5318が 15.62gである。孔径は0.4～ 0.6cmである。

B14地 区 (図面 419)

大型土坑

SX186(図面419-5319・ 5320):53191ま 土師器小皿である。森編年Bl類で、前Ⅶ期に相当する。

5320は珠洲橋鉢の底部破片で、吉岡編年Ⅱ期に相当する。

包含層 (図面419-5321～ 5352)

5321～ 5326・ 5329・ 5330は土師器小皿である。5321～ 5326・ 53301ま 森編年のBl類で、5330が前Ⅶ

期、5324～ 5326が前Ⅸ期～後 I期、5321・ 5322が後Ⅱ～Ⅲ期に相当する。5329はZ5類で、後 I期 に

相当する。5327・ 5328は 土師器大皿。ともにZ5類で、前Ⅸ期に相当する。5331・ 5332は 回転台成形

土師器で、柱状高台の底部破片である。

5334～ 5338は 中国陶磁で、全て白磁である。5337は 碗の口縁部破片で、大学府分類のⅡ-1類に

比定される。5336は 碗か皿の器形で、大宰府分類のⅨ類に比定される。5334・ 5335・ 53381ま 皿であ

る。5334は森田分類のD類、5335は大宰府分類Ⅷ-1-b類 に、5338は Ⅳ-2類に比定される。

5333・ 5339～ 5341は 瀬戸美濃施釉陶器である。5333は 灰釉端反皿で、藤澤編年の大窯 I期 に比定

される。5339は 灰釉平椀で、藤澤編年の後Ⅲ期に比定される。5340,5341は鉄釉天目茶椀で、藤澤

編年の大窯 I期 に比定される。

5342～ 5351は 珠洲である。5342は 甕の口縁部破片で、吉岡編年Ⅲ～Ⅳ l期 に比定される。5343は

壼T種の口縁部破片で、吉岡編年 13期 に比定される。5344は 三R種の底部で、 I～ Ⅱ期に比定され

る。5345～ 5351は 悟鉢で、5345・ 5346・ 5348・ 5349が 13期に、5350が Ⅱ期に、5351がⅢ～Ⅳ期に、

5347が Ⅳ3期 に、それぞれ比定される。

5352は瓦質土器火鉢の口縁部破片である。口縁直下に花菱文をスタンプで施文する。

B 木製 品 (図面 420)

任海宮田遺跡の調査では、B地区だけでなく遺跡全体を通じて木製品の出土量は僅かであり、比較

的水つきの良い一部の遺構から木製品が出土している。そのうち図示したものは12点 を数え、井戸内

からの出土が最も多く、井戸枠材として利用された桟や縦板の類が多い。また日用品 (曲物・桶)や

建築部材 (柱根)な どもみられる。これらの木製品は、土器・陶磁器や金属製品などの出土量と比べ

逢かに劣る。しかしこの様な状況は、木製品などの有機物の保存にとって土壌条件が影響したためで

あり、本来の木製品の保有状況とは異なるものと考えられる。木製品の保有状況は、もっと多量で、

多種多様なものであったことは想像に難くない。以下に各地区 。各遺構ごとに記述していく。

B2地 区

包含層 (図面420-01):01は桶の側板である。樹種はスギである。

B12地区

SK858(図 面420-02):02は 曲物の底板である。樹種はスギ材である。
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SXl14(図面420-03～ 05):03は柱根と考えられるものである。断面は円形ないしは人角形を呈し、

村種はスギである。04・ 05は棒状の木製品である。やや厚みのある角柱状を呈し、05の 下端寄りに長

方形の孔が穿たれている。樹種は全てスギである。

B13地 区

SE08(図面420-06～ 12):06～ 08は 井戸枠の縦板で、樹種はスギである。09～ 12は井戸枠の横桟に

使われた棒状木製品である。製品はすべて片側の端部が欠損あるいは腐敗している。09。 ■の片側端

部には凸状に加工されており、一方10。 12の片側端部には凹状の加工が施されている。これらは互い

に雄雌として方形に組み合わせるもので、樹種は全てスギである。

C 金属製 品 (図面 421～ 429)

金属製品の出土は、木製品に比べ著しく多 く、図示したものは311点 におよぶ。鉄製品が主体で、

銅銭や銅製品が僅かに出土している。種類が判別できるものとしては武具類では小刀、鉄鏃、小札、

農工具類では鎌、鋤・鍬先、鋸、錐、紡錘車、建具類では釘、留金、飾り金具、生活道具類では刀子、

鋏、火打金などがある。判別できないものは、その形状から棒状、板状、環状などと仮称した。以下

にまず銅銭のみを一括提示し、次いで竪穴住居、土坑、溝といった遺構の種別ごとに遺物の記述をし

ていく。これらの金属製品の大半は、釘や刀子といつた建具や生活道具類であり、県内の一般的な集

落遺跡と同様の傾向である。

銅銭 (図面421-001～ 018)

地区全体から銅銭が少量出土しているが、そのうち宋銭を含む18枚 を図示した。内訳は、皇宋通賓

3点、元祐通賓3を点、開元通賓 2点、熙寧元賓2点が複数枚あり、唐國通費や成平元賓などの南唐銭や

宋銭が各 1点 と寛永通賓1点がある。真書 6点、行書 3点、象書 7点、隷書 1点の各書体が認められ

る。

B7地 区

SK507(図面421-017):017は 元祐通賓で、行書体である。

B12地 区

SX095(図面421-003・ 018):003は 唐國通賓で、象書体である。018は銅銭 3枚が重なった状態で出

土した。そのうち書体の確認できるものは皇宋通賓で、真書体である。他の2点は確認できない。

SX102(図 面421-013):013は 元祐通費で、書体は行書体である。

包含層 (図面421-001・ 002・ 004～ 012・ 014～016)B2、 B4、 B7、 B12、 B14地区の包含層から

銅銭が出土した。B2地区では、元祐通賓 1点 (012)、 B4地区では、治平元賓 1点 (008)・ 天聖元

賓 1点 (009)。 宣和通賓 1点 (015)が出上した。B7地区では、成平元費 (004)が 2枚重なった状

態で出土し。その他、熙寧元賓 1点 (005)。 皇宋通賓 1点 (006)・ 元豊通費 1点 (011)が出土した。

B12地区では、開元通費 2点 (001・ 002)・ 皇宋通賓 1点 (007)。 政和通賓 1点 (014)が出上した。

B14地 区では、寛永通賓 (016)が 出上しており、書体から古寛永と考えられる。

Bl地 区

S102(図面422-051・ 052):051は角釘で、両端が折損している。052は刀子の茎部と考えられる。

S104(図面421-019):019は S104か ら出土した釘である。残存長6.2cmを 測 り、断面四角形を呈し、

頂部力乳字状に曲がる。

S107(図面421-022・ 023):022・ 023は角釘で、022は上部を欠損している。023は長さ7.9cmを 測り、

上端が直角に折れ曲がる。
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SP0029(図面422-044):0441よ 火打ち金の完形品で、長さ7.6cm、 幅2.2cm、 重量は45,lgを 量る。

SP2006(図面422-050):050は 角釘の先端で、上端が折損 している。

SP2043(図面421-042):042は 軸の中途で折損 してお り、片方の先端に長さ2.2cmの鉄片が付属 して

いる。形態的にみて留金の一部と考えられる。

SP2071(図面422-047・ 064):047は棒状鉄製品で、両端は折損 してお り、長さ3.7cmを 測る。断面

は四角形の中空を呈する。064は釘である。

SK044(図面422-045):045は 板状鉄製品である。長さ10.3cm、 幅1,Ocm、 重量27.78を 量 り、形態か

ら馬鍬の刃部と考えられる。

SK074(図面422-048):048は 鉄淳である。重量175.2gを 測る。

SK086(図面421-043):043は 釘の一部 と考えられる。先端が折損 してお り、断面は円形を呈す。

SK088(図面421-041):041は 鉄滓で、重さ59.Ogを 量る。

SK099(図 面421-024):024は雁又鏃の一部である。先端を折損 してお り、残存長は4.8cmで 、柄に

装着する茎部が残存する。茎部の断面は方形を呈 し、長さ2.8cmを 測る。

SK136(図面422-049):049は 板状鉄製品である。形態は菱形を呈 し、長さ4.5cm、 幅1.8cmを 測る。

SK139(図面421-038～ 040):038は角釘である。上端は折損 してお り、残存長5。9cmを測る。039・

040は鉄淳である。重量は039カ湘.3g、 040が 2.88を 量る。

SK168(図面421-025):025は 角釘で、先端が途中で折損する。

SK173(図面421-026,027):026は 紡錘車である。紡錘車は直径5.7cmの 円盤形を呈 し、中央には長

さ5。 lcm厚 さ0.4cmの 軸が残存する。027は鉄津である。重量10.2gを 量る。

SK181(図面421-028,029):028は 角釘の先端部で、上部を折損する。029は 刀子で、茎部 と刃の

一部が残存 している。残存長3.6cmを 測る。

SK195(図面421-020・ 021):020は 角釘の胴部の一部である。021は留金である。長さ7.2cmを 測 り、

両端に直径2.5cmの 円盤が付 き、円盤で木材などを挟んで固定 したものと考えられる。

SK1056(図 面421-037):037は板状鉄製品で幅3.4cmを 測る。横および斜め下方に延長するものと考

えられ、下方の先端が細 く刃の可能性が高いことから、形態上鎌の可能性が高い。

SK1075(図面422-046):046は 鉄淳である。重量7.9gを 量る。

SX001(図面421-030～ 036):0301よ 留金で、両端に直径3,Ocmの 円盤が留具として付属する。軸の長

さは8.5cmで、断面円形を呈す。軸棒が中空か中実かは不明である。031・ 0341よ角釘の一部で、031は

上端を、034は 先端を折損する。032・ 033は鉄津である。0321ま 112.9g、 033は 4.5gを 量る。035・ 036

は刀子である。035は ほぼ完形のもので、峰は直線的で、茎部とは段をもって分かれる。長さ11.4cm、

刃部の幅1.4cm、 厚さ0.3cmを 測る。036イま刃 と茎部の境界部分で、残存長5。 4cm、 刃部の幅1.3cm、 厚さ

0,3cmを 測る。

SX207(図 面422-053):053は ほぼ完形の刀子である。長さ15,3cm、 幅1.3cmを 測る。峰はほぼ直線的

である。

SD205(図 面422-055～ 058):055～ 058はいずれも鉄津である。

SD208(図 面423-085):085は 鉄淳で、重量18.3gを 量る。

SD217(図 面422-054):054は 釘である。長さ6。9cmを 沢1り 全体がL字状に折れ曲がっている。

包含層 (図面422・ 423-059～ 063・ 065～ 084・ 086～ 089):059～ 063・ 065～076は棒状鉄製品であ

る。それらのうち059,061～ 065・ 067～ 069・ 073～ 076は いずれも角釘である。062・ 065・ 069は頭
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部をややL字状に折 り返すタイプのものである。073～ 076は全体がL字状に折れ曲がったものである。

060・ 066は棒状鉄製品で、断面が幅広の長方形を呈す。070は棒状鉄製品で、下方の先端は鋭 く尖 り、

上端は折損 している。断面は楕円形の中空である。071・ 072は棒状鉄製品で、断面が円形を呈す。両

者とも上方が折損 してお り、071は 長さ9。 lcm、 072は長さ9.6cmを 測る。形態から恐らく鏃の茎部と考

えられる。077～ 083は板状鉄製品で、078は刀子、081は鎌、082・ 083は鋤 。鍬先である。077は幅広

の板状鉄製品で、長さ11.9cm、 幅5.5cm、 厚さ0.5cmを 測る。078は ほぼ完全な形で出土 した刀子である。

全長17.5cm、 幅1.6cmを 測る。079・ 080は用途不明の板状鉄製品である。0791よ下端が鋭 く尖っている。

081は鎌の刃部と考えられる。082は一部分のみ残存 したものである。装着部分は袋状を呈 し、残存長

12.4cm、 幅2.lcm、 厚さ0,4cnlを 測る。0831まu字状鋤・鍬先の完形品で、装着部分は袋状を呈する。幅

4.6cm、 厚 さ0.3cmを 測る。084～ 089は 鉄津である。084～ 087は 小型、088,089は 大型のものである。

088はいわゆる椀型淳で、重量300.98を 量る。

B2地 区

S110(図面423-090):090は ほぼ完形の刀子である。長さ9.2cm、 幅1.2cmを 測る。

SP0230(図面423-091):091は 棒状鉄製品である。上端は折 り返されてお り、断面は円形である。

長さ3.2cmを 測 り、下方に延長するかどうかは不明、用途も判然としない。

SP0266(図 面423-095):095は 棒状鉄製品である。長さ10.8cm、 厚さ0.8cluの もので、形状は断面四

角形で、下方へ行 くほど細 くなる。用途・種別は不明。

SX020(図面423-092):092は 棒状鉄製品で、両端が折損する。残存長6.5can、 厚さ0.4cmの 断面円形

で、形状から鑢の可能性がある。

SD030(図 面423-093):093は 棒状鉄製品であるb長 さ3.3cm、 幅0.6cm、 厚 さ0,3cmの 断面楕円形で、

用途・種別は不明である。

包含層 (図面423-094),094は棒状鉄製品である。下端 もしくは両端が折損 してお り、残存長3.5

cm、 厚さ0,4cmを 浪1る 。断面は円形で、用途・種別は不明である。

B4地 区

SE02(図面423-097):097は雁股鏃である。先端が折損 してお り、鏃の≧部には段が付けられてい

る。残存長10.Ocmで、断面は四角形を呈す。重量54.9gを 量る。

SP0744(図面423-098):098は 刀子の刃の一部である。残存長5。 2cm、 幅1.3cmを 測る

SK853(図面423-096):096は 藝と考えられるもので、全長11,Ocm、 厚さ1.3cmを 測る。断面四角形で、

先端は蛤刃上に仕上げられている。

包含層 (図面423・ 424-099～ 108):099～ 103は棒状鉄製品である。099。 103は L字状に折れ曲が

つてお り、断面は四角形を呈する。形状から角釘 もしくは鐘と考えられる。100・ 101は 釘と考えられ

るが、101に ついては断面円形で、近代以降のものと考えられる。102は 上部を折損 してお り、下端は

平坦に整えられ、先端が刃状に鋭 く仕上げられている。形状から磐や槍飽などの工具 と考えられる。

104は三角板状の鉄製品で、幅4.Ocm、 厚 さ0.4cnlと 幅広で薄 く仕上げられている。用途・種別は不明。

105は 鉄製の滑車である。直径4.6cm、 厚さ0,4cm、 重量84.9gを 測る。中心に孔が穿たれてお り、孔径

は0.6cmを 測る。106～ 108は 刀子である。それぞれ刀子の刃の一部で、106・ 107・ 108の 残存長は

5.3・ 7.5。 13.lcm、 最大幅は0.8。 1,8・ 3.5cmを 測る。また107・ 108に は茎部との境界の段が認められ

る。

B5地区
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包含層 (図面424-109。 ■0):109・ ■0は釘の一部である。109は下端を折損しており、断面は円

形で、近代以降のものである。■0は上端を折損しており、断面は四角形を呈する。

B6地 区

S112(図面424-111・ 113):111は 鉄淳である。重量は3.lgを 量る。■31よ留金と考えられるもので、

直径0.4cm、 長さ3.4cmの軸の両端に、菱形状の鉄板で挟み込む形態のものである。

S113(図面424-■4～ ■7):■4～ 116は 角釘の一部である。残存長はそれぞれ、2.8・ 3.4。 3.5cmを 測

る。117は 鉄津で、重量39.5gを 量る。

S115(図面425-153):153は 棒状鉄製品である。断面は円形で、長さ2.7cm、 厚さ0.4cmを 測る。

S118(図面424-121・ 122):1211よ 棒状鉄製品である。下方を折損 しており、残存長3.6cm、 幅1,Ocm

を測る。122は鉄淳で、重量は21.Ogを 量る。

S119(図面424-123～ 125):123は 角釘である。下方を折損 しており、残存長は3.2cm、 厚さ0.4cmを

測る。124・ 125は鉄津である。重量は前者が30.8g、 後者が9.6gを 量る。

S121(図面424-■ 9。 120):119は 板状、120は棒状の鉄製品である。120の 頭部の中心には穿孔が施

され、下端を鋭く尖らせている。

S122(図 面424-■2):■ 2は鉄津である。重量は1.48を量る。

焼成遺構 (図面424・ 425-127・ 150):127・ 1501ま鉄淳である。重量は前者が143.Og、 後者が4.9g

を量る。

SP0781(図面424-128):128は 刀子の刃先で、刀身の中途で折損している。残存長は7.Ocm、 幅1.8cm、

厚さ0.4cmを 測る。

SP0789(図面424-131):1311ま 鉄津である。重量は3.38を 量る。

SP0851(図面424-140)i140はU字状の鉄製品である。一方の先端が鋭 く尖っており、断面は円形

である。製品としてU字状をしていたのかどうかは不明である。

SP2111(図面425-151):1511ま u字状の鉄製品である。断面が方形のもので、サビで覆われている

ため、更に延長するものかどうかは不明。延長するものの場合、形状から角釘や鑓などの可能性があ

る。

SP2124(図面425-148。 149):148は 菱形金具付釘である。軸の片面が下方へいくほど細 く仕上げら

れてお り、断面は方形から長方形へ と変化するが、先端は折損 しており形状は不明。頭部分は菱形の

飾 り金具が付けられてお り、装飾性効果を狙つた釘 と考えられる。残存長は8.8cm、 厚さ1.Ocmを 測る。

149は角釘の一部と考えられる。両端を折損 しており、残存長5.2cm、 厚さ0.6cmを 測る。

SK427(図面424-129):1291ま 棒状鉄製品である。長さ2.7cm、 厚さ0.3cmの L字状のもので、断面は

四角形である。形状から角釘または鑓の一部の可能性がある。

SK475(図面424-126):126は 鉄津である。重量は1.8gを 量る。

SK854(図面424-141):141は 鉄津である。重量は32.3gを 量る。

SKl136(図面424-130):130は鉄鏃で、先端が折損する。茎部 との境界には段が認められ、残存長

4.7cm、 最大幅1.lcm、 厚さ0.3cm、 重さ6.58を 量る。茎部の最大幅は0.5c14と なる。

SK1232(図 面424-142・ 143):142は 鎌である。柄 との装着部である鉄板の捻 り返 しは認められず、

茎 もないことから、柄 との装着方法は不明である。143は いわゆる椀型津で、重量207.Ogを量る。

SK1263(図面425-152):152は 板状鉄製品である。両端が折損 してお り、残存長3.5cm、 幅1.4cm、 厚

さ0.4cmを 測る。用途・種別は不明。
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SK1276(図面424-146):146は 鉄津である。重量は29。 98を 量る。

SK1344(図面424-147):147は 釘である。全長4.6cm、 厚さ0.6cmを 測る。

SX209(図面425-154～ 156):154・ 155は板状鉄製品である。小片のため用途・種別は判然としない。

156は 鉄津である。重量は11.28を 測る。

SX219(図 面424-■8・ 132～ 139。 144。 145):118は ほIF完形の鋸である。柄 との装着部分である茎

部に一部折損が認められ、柄の木質部分が一部残存する。全長34.4cm、 幅4.2cm、 厚 さ0.4cm、 重量

152.4gを量る。鋸身は長方形を基調 とする短冊形で、鋸身と茎の境界に段をもつ。鋸刃は二等辺三角

形を呈 し、遺構の時期から9世紀後半のものと考えられる。132・ 133は角釘である。134～ 136は棒

状鉄製品である。134は 幅0.8cm、 厚 さ0.3cmを 測 り、形状から刀子の茎部の可能性が高い。1351ま 一方

の先端が鋭 く尖ってお り、断面は円形である。長さ4.3cm、 厚さ0.5cmを 測 り、鉄鏃の茎部の可能性が

ある。136は 長方形の形をした棒状のもので、断面 も四角形である。長さ9。 4cm、 厚 さ1.8cm、 重量

171.Ogを量る。製品には柄を装着するような穿孔がなく、用途種別は不明のものである。137～ 139・

144は鉄淳である。重量はそれぞれ、10.18、 20,38、 8.6g、 14.5gを 量る。145は錐である。長さ7.2cm、

厚さ0.2cmの 細長い形状をしてお り、断面は四角形である。

SDlll(図 面425-161・ 162):161・ 162は鉄津である。重量は前者が50.lg、 後者力Ⅵ9.8gと なる。

SD244(図 面425-158):158は 角釘である。上方を折損 しており、残存長6.4cm、 厚さ0.5cmを 測る。

SD252(図 面425-159):159は刀子の一部である。両端を折損 してお り、刃先を僅かに確認できる。

残存長は2.6cm、 幅1.8cm、 厚さ0.4cmを 測る。

SD250(図 面425-164):164は 角釘である。全長9.6cm、 幅0,9cmを 測る。

SD276(図 面425-163)i163は 釘である。全長4.5cm、 幅0.9cmを 測る。

SD280(図 面425-165):165は 鉄淳である。鉄淳の下半には炉壁 と考えられる焼上の付着物が認めら

れる。重量は17.6gを 量る。

SD300(図 面425-160):1601ま 鉄津である。一部ガラス質に変化 した部分が認め られる。重量は

21.8gを 測る。

SD317(図 面425-167):167は ほIF完形の刀子である。長さ17.9cna、 幅1.6cm、 厚 さ0.5cmを 測る。刀

身と茎 との長さの比率は約 3対 1で、刀身刃部は外湾形状で、背部分は直線的である。刃部の断面は

片刃形状で、刀身と茎部の境界には、刃先 と背側両方にマチがある。

SD322(図 面425-166):166イよ椀型津である。重量は189。98を 量る。

SD343(図 面425-157):1571ま 不明鉄製品である。長さ3,7cm、 幅2.8cm、 厚さ1.5cmを 測る。

包含層 (図面425～ 427-168～ 228):168～ 191・ 197～202は 棒状鉄製品である。168～ 171,174～

176・ 178～ 185,187は角釘 と考えられる。その内釘頭部を折 り返すタイプのものには、168,170・

171・ 182～ 185。 187がある。172は両端または下端を折損 してお り、断面は四角形を呈す。残存長は

4.5cm、 厚 さ0,3cmを 測 り、釘にしては細い。形状から錐などの工具の先端が折損 したものと考えられ

る。173・ 177・ 190は 断面円形の棒状のものである。190については、頂部に円盤状の鉄板が付属 し

近代以降のものの可能性がある。186・ 187・ 201は 頭頂部が扁平にやや広がるもので、下方が折損 し

ている。断面は方形ないし長方形で、楔などの用途が考えられる。1891よ 頭頂部を折 り曲げた棒状鉄

製品である。長さ14.6cnl、 幅2.Ocmを 測る。断面は楕円形ないしは四角形を呈す。中間部分が最 も厚 く、

両端へ向かって細 くなる。191は 頭頂部が扁平にやや広がるもので、先端に向かって細 くなる。断面

は長方形ないしは楕円形を呈 し、長さ14.3cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.9cmを 測る。197～ 200は小片で断定は
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出来ないが、形状から鉄鏃ないしは刀子の茎部と考えられる。202は軸の下端が折損し、頭頂部に菱

形の金具の付いた飾 り金具である。192～ 196。 205～ 212は 板状金属製品で、それらのうち194は銅

製・210は鉛のもので、それ他は鉄製である。1961ま形状から火打ち金と考えられる。全長7.Ocm、 幅

2.lcm、 厚さ0。 7cmを測る。それ以外のものについては小片のものが多 く、用途・種別は不明である。

213～221は刀子である。茎部と刀身の両方が確認できるものには、213・ 215・ 216がある。213。 215

には刃先側にマチがあり、216は刃先と背側両方にマチがある。また、215の刀身と茎部の境界付近に

は円形の穿孔が 2箇所あり、刀身に対して茎部が極端に短い。214。 217・ 219～ 221は 刀身部分であ

る。これらの刀身断面は全て片刃形状である。218は茎部のみ残存したものと考えられる。222は、直

刀鎌と考えられるものである。断面片刃形状で、刃先は直線的に延びる。中途で折損しており、柄と

の装着方向に更に延長するものと考えられる。残存長は14.8cm、 幅3.5cm、 厚さ0.5cmを 測る。223は板

状鉄製品である。長さ12.2cm、 幅3.5cm、 厚さ0.5cmを測り、断面形状は扁平な楕円ないしは長方形を

呈す。用途・種別は不明。224～228は鉄淳である。224～226の重量は、それぞれ10.08、 21,Og、 12.7g

を測る。227・ 228はいわゆる椀型津である。重量は前者が244.38、 後者が190,18を 量る。

B7地 区

SX086(図面427-229・ 230):2291ま刃先が一部折損しているがほぼ完形の小刀である。残存長23.9

cm、 幅2.3cm、 厚さ0.6cmを測る。断面形状は片刃状で、刀身と茎の比率は、約 4対 1である。刀身と

茎の境界には、刃先側と背側にマチがある。刃先はやや外湾状に廷び、背は直線的である。230は 断

面方形の棒状鉄製品である。長さ5.3cm、 厚さ0.5cmを 測り、上端はやや幅広の形状を呈す。下端は折

損しており、上方に延長するかどうかは、錆に覆われているため不明である。現状では形状から、角

釘の上部もしくは鉄鏃の茎部と考えられる。

包含層 (図面427-231・ 232):231は板状鉄製品である。下方に向かってやや細 くなる扁平な形状

のもので、全長6.5cm、 幅1.3cm、 厚さ0.6cmを 測る。形状から楔などの工具と考えられる。2321よL字状

を呈する棒状鉄製品で、断面は四角形である。長軸の端部が折損しており、下方向に更に延長する。

形状から鑢と考えられる。

Bll地 区

包含層 (図面427-233):233は 釘である。上下両端が折損しており、断面は四角形を呈する。残存

長6.4cm、 厚さ0。8cmを 測る。

B12地 区

SE05(図面427-243):243は棒状鉄製品である。断面円形で、上側1/3の部分の幅がやや広がり、そ

こから上方が、軸よりも更に細くなる。

SPl148(図面428-245):245は 環状鉄製品である。直径は2.7cm、 幅0.4cm、 厚み0.2cmを 測る。

SK562(図面428-273):273は 角釘の小片と考えられる。

SK645(図面427-244):244は 棒状鉄製品であり、形状は四角柱を呈す。長さ12.3cm、 幅1.8cm、 厚さ、

1.5cmを 測る。用途・種別は不明である。

SK658(図面428-268・ 269):268・ 269は鎧の小札で、同じ鎧のものである。厚さ0.2cmと 非常に薄

く、表面に小さな突起が規則的に並べられている。

SK669(図面428-247～ 254):247・ 252・ 254は棒状鉄製品である。248～ 251・ 253は断面四角形で角

釘の一部と考えられる。247・ 252・ 254は 断面が円形のもので、254は 頂部がL字状に折 り曲げられ、

薄く扁平に仕上げられている。
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SK675(図面427-242):242は 角釘で、上下両端を折損する。残存長5.8cm、 幅0.7cmを 測る。

SK700(図面427-241):241は 角釘の先端で、上方を折損する。残存長3.2cm、 幅0。 7cmを 測る。

SK730(図 面427-240):240は 角釘 もしくは鉄鏃の茎 と考えられる棒状鉄製品である。断面は長方形

を呈 し、長さ4.9硼 、幅0,9cm、 厚さ0.4cmを 測る。

SK855(図 面427-239):239は藝である。全長6.8cm、 幅1.8cm、 厚さ1.2cmの 断面四角形で、下端に向

かつて細 くなり、刃先は蛤刃状となる。

SK857(図面428-266・ 278):2661ま 菱形金具である。軸部分は折損 してお り、一方の端には菱形の

鉄板が装飾 として付けられている。278は一部欠損 した環状鉄製品である。直径8.Ocm、 幅1.9cm、 厚さ

0.5cmを 測 り、断面長方形の細板で環状に造られている。用途・種別は不明。

SX097(図 面428-271):271は 鉄漿皿である。直径5,9cm、 厚さ0.6cm、 重さ36.98を 量る。

SX101(図 面428-267):267は 刀子である。先端を折損 してお り、残存長9.4cm、 幅1.5cm、 厚さ0.4cm

を測る。刀身の断面は片刃状で、茎部は長方形を呈す。刀身の刃部は外湾形状で、背側は直線状であ

る。

SXl14(図面427-234～ 238):234～ 236イよ棒状鉄製品である。234・ 235は 断面四角形、236イま円形を

呈す。234は 角釘と考えられ、上下両端が折損 している。残存長4.2硼、厚さ0.5cmを 測る。2351よ上下

両端を折損 してお り、残存長4.5cm、 厚さ0.3cmを 測る。軸が極めて細 く、形状から角釘 もしくは錐 と

考えられる。237は刀子の一部で、柄の木質部分が付着する。刃身は断面片刃状で、刀身と茎部の境

界には刃先側 と背側にマチがある。残存長6.2c14、 幅2.Ocm、 厚み0.4cmを 測る。238は 半楕円状鉄製品

で、一部欠損する。残存長は26.2c14、 幅1,lcm、 厚さ0.4cmを 波1り 、断面は扁平な長方形を呈す。残存

する先端部分の形状は先端に向かって扁平に細 くなり、用途・種別については不明である。

SX122(図 面428-276・ 277):276は 角釘の小片である。277は鉄淳である。重さ17.7gを 量る。

SX123(図 面428-270):270は 鉄津である。重量は37.8gを 量る。

SX127(図 面428-274):274は 「し」字状を呈する鉄製品で、片側が折損 してお り、本来はU字状を

呈するものと考えられる。幅1.4cm、 厚さ0.4cmと 薄い細板状を呈するもので、用途・種別は不明であ

る。

SP1072(図面428-275):275は 角釘の小片 と考えられる。「 く」字状に変形 していることから、両端

が折損する際に圧が掛かつたものと考えられる。

SX130(図面428-265):265は棒状鉄製品である。断面は長方形で、長さ10.lcm、 幅1,7cm、 厚さ0,8

cmを 測る。用途・種別は不明。

SX137(図面428-261～ 264)i SX137か らは中世～近代以降の遺物が出土する大型土坑である。261

は又鍬状の鉄製品である。u字状の付け根の部分には柄を差 し込む袋状の四角形の孔があり、孔の下

側に目釘用の円形の穿孔が施されている。262は 包丁の刀身と茎部である。両端が折損 してお り、更

に延長するものと考えられる。残存長8.lc皿、幅4.3cm、 厚さ0.6帥 を測る。断面は刀身部分が片刃状、

茎部は長方形を呈す。263は棒状鉄製品で下方を折損する。残存長10,3cm、 幅1.4cm、 厚さ0.9cmを 測 り、

断面四角形で頂部が太い鈎爪状を呈す。264は鋼製のベル トのバックルである。

SX151(図面428-255～ 260):255～ 259は棒状鉄製品で、断面円形を呈す。いずれも途中で折損 して

お り、用途・種別は不明である。260は全体を錆で覆われてお り、用途・種別の分からないものであ

る。

SX154(図面428-246):246は 釘である。上方を折損 してお り、残存長5.2cm、 厚さ0.5cmで 、断面は
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円形を呈す。近代以降のものの可能性がある。

SD148(図 面428-279):279は 環状鉄製品である。直径2,7cm、 幅0,6cm、 厚さ0.5cmを 測るオハジキ状

のもので、中央には方形の孔が穿孔されている。表面に文字や文様は認められない。

SD158(図 面428-280):本 来環状だったものの片側1/4が欠損 したと考えられる鉄製品である。直径

は4.2cm、 幅0.8cm、 厚さ0.4cmを 測るもので、277と よく似た形態のものである。

包含層 (図面428・ 429-272・ 281～ 293):272は角釘である。下端が折損 してお り、頂部はT字状

を呈す。残存長6.8cm、 幅0。 7cm、 厚さ0.6cmを 測る。281・ 283～ 286は 角釘の一部である。282・ 287・

288は 断面円形の棒状鉄製品である。288は 円筒状のもので中は中空となっている。289。 290は 板状

鉄製品である。290の下端は蛤刃状の形状を呈す。291は板状の芯材を包むように巻かれた銅板である。

長さ6.5cm、 幅1.6cm、 厚 さ0.6clnを 測る。292は 環状鉄製品である。直径2.3cm、 幅0.3cm、 厚 さ0.2cmを

測る。298は刀子の刃先で、中途で折損 している。断面は片刃状を呈 し、残存長は6.lcm、 幅1.lcm、 厚

さ0.2cm刃 先狽1は外湾形状を呈 し、背側は直線上である。

B13地 区

S127(図 面429-297):297は 鉄淳である。重量は12.58を 量る。

S132(図面429-296):296は 角釘の一部である。

SK765(図 面429-298):298は 刀子の刀身と茎部である。刀身の先端は折損 してお り、残存長10。 9cm、

幅2.lcm、 厚さ0.6cmを 測る。断面は片刃形状を呈 し、刀身と茎部の境界にはマチがあり、茎部の先端

には目釘用の円形の穿孔が開けられている。

S133(図面429-294・ 295):板状の鉄製品である。形態はクリップ状を呈 し、幅0.6cm、 厚さ0.lcmを

測る。295は刀子の刀身と≧部であり、茎部の先端が折損 している。残存長10.2cm、 幅1.3cm、 厚さ0.5

cmを 測る。刀身は片刃状を呈 し、刃先側は外湾形状、背側は直線上を呈す。茎部と刀身の境界は刃先

側と背側にマチが設けられている。

SK751(図面429-301):301は 角釘の一部である。

SX176(図 面429-300):300は完形の刀子である。全長15,3硼、幅2.2cm、 厚 さ0.4cmを 測 り、刀身と

茎部の比率は3:1で ある。刀身と茎部の境界には刃先側 と背側にはマチが設けられてお り、刃先は

外湾形状、背側は直線上を呈す。

SX184(図 面429-299):299は鉄鏃の茎部の一部 と考えられる。茎部の断面は円形で、残存長4.5cm、

幅1.lcln、 厚さ0,8cmを 測る。

SD183(図 面429-302):302は 角釘の上端の一部である。

包含層 (図面429-303～ 311):303は 角釘で、先端を折損する。304は 板状鉄製品の小片で用途・

種別は不明である。305は棒状鉄製品で全長10.9cm、 幅1.2cm、 厚さ0.8cmを 測 り、断面は長方形を呈 し、

下側中央付近に直径0.3cmの 円形の穿孔が施される。306は鉄鏃の茎部あるいは角釘 と考えられるもの

で、両端を折損する。残存長7.9cm、 幅0.7cm、 厚さ0.4ct4を 測 り、断面は長方形を呈す。307は 完形の

板状鉄製品である。全長18.5cm、 幅2.Ocm、 厚 さ1.3cmを 測る。頭頂部が扁平にやや広がるもので、先

端に向かって細 くなり、先端が蛤刃状を呈す。形状から馬鍬の刀などの機能が考えられる。308は L

字状 を呈する鉄製品で、両端 を折損する。断面は四角形で、形状か ら鑑などの機能が想定で きる。

309,310は 刀子の刀身の一部である。両者とも断面は片刃形状を呈 し、刀身刃部は外湾形状、背部は

直線状を呈す。311は茎部を一部折損 した小刀である。残存長22.8cm、 幅2.lcm、 厚さ0.6cmを 測る。断

面形状は片刃状を呈 し、刀身刃部は外湾形状、背部は直線状を呈す。刀身と≧部の境界にはマチが設
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けられる。

D 石製 品 (図面 430～ 435)

Bl地 区

SK078(図面430-06):06は 自然石の安山岩で、薄板状に割れている。同様の形態のものがBl地区

の包含層内からも多量に出土した。敷石かあるいは屋根の置石など、何らかの目的で利用されたもの

と考えられる。重量は1610gを 量る。

SX001(図面430-04):04は 安山岩製の加工石である。長さ9.2cm、 幅5.2cm、 厚さ4.Ocmを測る。使用

痕等は観察できないが、表面の磨り減り具合から砥石の可能性がある。

SX204(図面430-05):05は砂岩製の加工石である。明確な使用痕は観察できないが、表面に平坦面

が形成され、断面は五角形を呈す。形態から砥石の可能性がある。長さ18.5cm、 幅6.5cm、 厚さ4.5cm

を測る。

B2地 区

S108(図面430-07):07は 自然石である。形状は叩石に酷似するが、使用痕などは観察できない。石

材は花聞岩である。

SD019(図面430-01):01は 砥石で、上下両端を欠失する。残存長9,4cm、 幅4.7cm、 厚さ2.8cmを 測る。

石材は凝灰岩である。

包含層 (図面430-03):031ま 凝灰岩製の砥石である。上下両端が欠失しており、被熱痕跡が認めら

れ、一部素材面が残存する。残存長3.8cm、 幅3.Ocm、 厚さ2.lcmを 測る。

B3地 区

包含層 (図面430-02):021ま 凝灰岩製の砥石である。上下両端を欠失しており、片側側面に素材面

が残存する。残存長6.2cm、 幅5.5cm、 厚さ3.4cmを 測る。

B4地 区

SP0480(図面431-23):23は 凝灰岩製の砥石で、置き砥の可能性がある。上下両端を欠失しており、

比熱痕跡が認められる。残存長7,Ocm、 幅5.2cm、 厚さ3.8cmを 測る。

SP0550(図面431-20):20は 仕上砥石である。上下両端が久失しており、側面片側に成形のための

鋸引き痕が認められる。残存長7.6cm、 幅4.3cm、 厚さ1.4cmを 測り、石材は凝灰岩質泥岩で、石材から

鳴滝産のものの可能性がある。

SK295(図面431-18):18は 完形の砥石である。底面に素材面が認められ、置き砥の可能性がある。

長さ13.8cm、 幅7.9c14、 厚さ7.5cmを 測り、石材は泥質疑灰岩である。

SK372(図面430-■):11は砥石の小片である。

SK385(図面430-08):08は 仕上砥石の小片である。側面片側に成形のための鋸引き痕が認められる。

石材は凝灰質泥岩で石材から鳴滝産の可能性がある。

SX035(図 面430-09):091ま 砥石の小片である。

SX037(図面431-14・ 15):14・ 15は砥石である。14は上下両端が欠失しており、表面には使用痕が

認められ、側面に素材面を残す。15は下方を欠失しており、断面は四角形を呈す。表面に使用痕が認

められ、上端部に素材面を残す。底面の擦痕の状態から置き砥の可能性がある。石材は両者とも凝灰

岩である。

SX038(図 面430-10):10は 砥石の小片である。表面に使用痕が認められる。

SX047(図 面430-12):12は 砥石である。破損した後も再利用されたもので、表面に使用痕が顕者に
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残る。石材は凝灰岩である。

SX063(図 面430-13):13は 砥石で、側面片側に素材面を残す。石材は凝灰岩である。

包含層 (図面431,432-16・ 17・ 19。 21・ 22・ 24～ 32):包含層から出土 した石製品はすべて砥石

である。その内17・ 25。 26・ 32は 仕上げ砥で、他は中砥 と考えられる。仕上げ砥では25の 上端部に破

損面があり、再加工を施 している。26の 両側面には鋸引き痕が認められる。仕上げ砥に関しては鳴滝

産の可能性が高く、25。 26・ 32の 石材は凝灰質泥岩である。中砥のうち19,28に ついては破損後も再

利用したことが窺える。石材は28が泥質凝灰岩で、他はすべて凝灰岩である。

B6地 区

SK1229(図 面432-38):38は 石帯の九輛である。基本は四角形であるが上辺部のみ九みをもつもの

である。長さ3.8cm、 幅3.4cm、 厚さ0.7cmを 測り、裏面には潜 り穴が 3箇所放射状に設けられている。

石材はマイクログラニットである。

包含層 (図面432-33・ 37・ 39):37は石帯の巡方である。右辺が欠失しており、横長の長方形を呈

す。残存長3.8cm、 幅3.Ocm、 厚さ0.6cmを 測る。裏面には、基本的に潜り穴が放射状に3箇所設けられ

ているが、裏面左側の潜 り穴には、開け直しと考えられる潜 り穴が、もう一箇所認められる。また、

裏面中央やや下辺寄りに、横長の浅い溝が確認できる。位置的に垂孔の製作に関わる痕跡と考えられ

る。製品として流通したものか、製作途上の未製品かは不明である。石材は蛇紋岩である。39は 砥石

で荒砥と考えられる。長さ32.2cm、 幅9.4cm、 厚さ7.3cmを 測 り、置き砥で太刀砥石の可能性がある。

表面に鉄分の付着が著しく、石材は砂岩である。

B7地 区

包含層 (図面432-34～36)i34～ 36は 砥石である。34・ 35は仕上げ砥で、石材は凝灰岩である。

34の右辺に鋸引き痕がみられ、両者とも表面に使用痕と考えられる擦痕が認められる。36は 中砥で、

長さ9,5cm、 幅5.5cm、 厚さ6.Ocmを 測る。石材は凝灰岩である。

B9地 区

包含層 (図面434-54):54は砥石の仕上げ砥である。破損品を再利用したものとみられ、表面には

被熱痕跡が残る。石材は凝灰岩である。

B10地 区

包含層 (図面434-63):63は 砥石で中砥 と考えられる。上下両端が欠失 しており、残存長7.5cm、

幅4.8cm、 厚さ2.6cmを 測る。石材は疑灰岩である。

Bll地 区

包含層 (図面434-61):61は 砥石で、中砥と考えられる。上下両端が欠失しており、残存長8,Ocm、

幅4.5cm、 厚さ4.Ocmを 測る。石材は凝灰岩である。

B12地区

SK699(図面433-40):401ま 砥石の仕上げ砥である。両側辺に鋸引き痕が認められる。石材は泥質凝

灰岩で、鳴滝産の可能性がある。

SK700(図面433-48):48は 砥石の仕上げ砥である。下端は欠失 しており、残存長6.5cm、 幅2.6cm、

厚さ1.6cmを 測る。両側辺と上小口面に鋸引き痕が認められる。石材は凝灰岩である。

SK856(図面433-41):41は砥石で中砥と考えられる。下端を欠失しており、残存長9.6cm、 幅4,2cm、

厚さ2.9cmを 測る。石材は凝灰岩である。

SX091(図 面433-44):44は 砥石の残欠である。石材は凝灰岩で中砥と考えられる。
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SX101(図 面435-76・ 78・ 79,81):76。 78,79は五輪塔の一部である。遺物は出土状況から、源位

置のものとは考えにくく、投棄されたものと考えられる。76は 地輪で、厚さ16.lcmを 測る。上面は四

角形に加工されているが、下面部は素材面が残 り、四角形にも加工されていない。石材は安山岩であ

る。78は 空風輪である。石材は安山岩である。79は 火輪で、上面には空風輪を据えるための穴が設け

られてお り、穴には加工時に生 じた磐痕が確認できる。81は 石臼の下臼である。石目のパターンは 8

分画、副溝は 6本 と想定できる。石材は溶結凝灰岩である。

SX122(図面435-80):80は 石臼の下臼である。厚 さ6.Ocmと 薄 く、石目の区画も不整形であること

から、石目の付け直 しが施されたようである。石材は安山岩である。

SX151(図面433-49):49は砥石の仕上げ砥で、右辺に鋸引き痕が確認できる。石材は泥質凝灰岩で

鳴滝産の可能性がある。

SX152(図面433-46):46は 砥石の仕上げ砥である。両側辺 と上下両端部に鋸引 き痕が認められる。

石材は泥質凝灰岩で、鳴滝産の可能性がある。

SX166(図面435-75,77):75は五輪塔の水輪である。表面に大日如来を表す「バン」の梵字が印刻

される。石材は安山岩である。77は五輪塔の空風輪で、石材は安山岩である。

SX168(図面435-82):82は 石臼の下臼である。直径は44.2cm、 厚さは13.7cmを 測 り、石目のパター

ンは 8区画、副溝が 5本 となる。石材は安山岩である。

SX170(図面433-43):43は砥石の仕上げ砥である。両側辺と上小口面に鋸引き痕が認められる。石

材は泥質凝灰岩で鳴滝産の可能性がある。

SX173(図面433-42):42は砥石の仕上げ砥である。裏面に素材面が一部残る。石材は凝灰岩質流紋

岩で、赤い鉄分を多 く含む脈がみられ、出羽砥の可能性がある。

SD149(図 面433-45):451ま 砥石の中砥である。側面に素材面が残存 し、石材は凝灰岩である。

SD158(図 面433-47):471ま 砥石の仕上げ砥である。上下両端を欠失 してお り、両側面に鋸引き痕が

認められる。石材は泥質凝仄岩で鳴滝産の可能性がある。

包含層 (図面434-53・ 55～ 60・ 62・ 64):包含層出上の石製品は全て砥石である。そのうち53・

57は 仕上げ砥で、57の 右辺 と上端小口面には素材面が残存する。両者の石材はともに凝灰岩である。

53・ 57以外のものはすべて中砥である。60の右辺には素材面が残存する。

B13地 区

S132(図面435-74):74は石帯の九輛である。基本は楕円形で、下辺を直線状に仕上げたものである。

長さ3.3cm、 幅2.3cm、 厚 さ0.5cmを 測 り、裏面には潜 り穴が 3箇所放射状に設けられている。また表面

やや下辺寄 りに長方形の垂孔が設けられている。石材は蛇紋岩である。

SK746(図面434-52):52は 砥石である。置き砥の可能性があり、石材は凝灰岩である。

SK751(図面433-50):50は砥石の中砥である。手持ち砥 として利用され、右辺には溝状の砥面が形

成される。石材は凝灰岩である。

SK755(図面435-72):72は 火打ち石で、石の稜線につぶれ痕が認められる。長さ2.7cm、 幅2.4cm、

厚さ1.3cmを 測 り、石材は流紋岩に馬瑞が混じる。

SX176(図面434-51):51は砥石の荒砥である。下端は欠損 してお り、上端面には素材面が残る。残

存長28.2cm、 幅15,3cm、 厚さ7.5cmを 測 り、石材は砂岩である。

包含層 (図面434。 435-65～ 71'73)65～ 70は砥石、71'73は 火打ち石である。砥石のうち65・

66・ 69は 中砥である。69に は被熟痕跡が残る。石材は凝灰岩である。701ま 仕上げ砥で、被熱痕跡が残
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る。右辺と上小口面に鋸引き痕が認められる。石材は泥岩である。67に ついては砥面や加工痕が確認

されておらず、素材面が残り砥石ではない可能性がある。石材も閃緑岩で他のものとは異なる。
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。三輪 茂雄『臼』 (『 ものと人間の文化史』25)法政大学出版会1978

・森  隆  「任海遺群の古代建物群構成 (2)一 吉倉B遺跡 。任海宮田遺跡の事例よリー」 (富 山

県文振財団『紀要』第 2号)1999

・森  隆  「富山県出上の上錘集成」 (富山県文振財団『紀要』第4号)2001

・森  隆  「富山県の中世土器 (資料編)」 (富 山県文振財団『紀要』第 6号)2003

・森田 勉  「14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」 (『貿易陶磁研究』No2)1982

・山本 信夫「中世前期の貿易陶磁器―その分析視点―」 (F原遺跡七郎丸 1地区・口寺田遺跡』)国

東町教育委員会1999

・横田賢次郎・森田勉「太宰府出上の輸入中国陶磁器について」 (『 九州歴史資料館研究論集』 4)

1978



・吉岡 康暢『中世須恵器の研究』吉川弘文館1994

・吉岡 康暢「奈良平安時代の土器編年」 F東大寺領横江庄遺跡」松任市教育委員会・石川考古

学研究会1983
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竪穴住居T覧

地区
構
号

遺
番

面
号

図
番 写真番号 平面形 長さ(径 ) 幅(径 ) 深さ・ 出土遺物 時期 特記事項

Bl地区 S101 13-1・ 15-2 方 形 290 270 須恵器 土師器 墨書土器 灰釉陶器 古代

S圧02 239 13-2・ 15-3 長方形 222 030
土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器
土錘 灰釉陶器 釘・刀子

古代

SЮ3 240 14-1,2・ 15-4,5 方形 360 320 027
土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器
灰釉陶器

古代

SЮ4 240 14-1,2・ 16-1,2 方形 330 (313) 040
土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器
土錘 灰釉陶器 鉄釘

古代 S103よりも古▼ヽ 南東隅にカマド

15-1・ 16-3,4 方形 320 029 土師器 須恵器 黒色土器 古代 カマド部分は支脚や袖石が残存

241 方形 023 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 古代 北西隅にカマド

S107 長方形 440 017
土師器 須恵器 土錘 灰釉陶器
釘

古代

B2地 区 S正08 26-2・ 27-2,3 方 形 370 (220) 土師器 須恵器 土錘 叩石 古代 東壁にカマド

S109 長方形 305 土 師器 古代 S110と重複 S110よ り古しヽ

S110 27-1,4,5
隅丸長

方形
237 009 土師器 須恵器 刀子 古代

S109,S111と 重複 S111よ り新しく
S109より古い 南西隅にカマド

S111 27-1,4
隅丸方
形

(340) 380 土師器  須恵器 古代 S110と重複 S110よ り古ヤヽ

B6地 区 S112 54-1～ 5 長方形 325 270
土師器 須恵器 緑釉陶器 黒色土器
鉄津・留金

古代 貼床 北東隅にカマド

S113 55-1・ 56-1,2 方形 029 土師器 須恵器 黒色土器 釘・鉄津 古代 北西隅にカマド

S正14 55-2・ 56-3,4
隅丸長
方形

440 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 古代 南東隅にカマド

S正15 56-5'57-1～ 8 長方形 250 059
土師器 須恵器 緑荊陶器 黒色土器
墨書土器 金属製品

古代 南東隅にカマド

S116 58-1-5 長方形 275 038 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 古代 南東隅にカマド 煙道部-070× 034

S117 59-1・ 60-3 長方形 325 290
羽口 土師器 須恵器 黒色土器
墨書土器

古代 南東隅にカマド 貼床

S118 283 59-1,2・ 60-4 長方形 (306) 265 033
土師器 須恵器 黒色上器 墨書土器
金属製品 鉄津

古代 南東隅にカマドー105×050 只占床

S119 284 60-1,2,5 長方形 455 330 030 土師器 須恵器 墨書土器 釘 鉄津 古代 】ヒ壁にカマド076× 065

S120 284 62-7,8
隅九方
形

(145) (038) 048 土師器 古代 東壁で一部が検出

S121 285 61-1・ 62-1～ 3 方形 382 380 026 土師器 須恵器 金属製品 古 代 南東隅にカマド

61-262-4-6 長方形 860 280 土師器 須恵器 石製品 鉄津 古代 南東隅にカマド1 lX07

B12地区 S123 98-1,99-2,3 長方形 386 (195) 028 土師器 須恵器 古代 苗西隅にカマド Jヒ側調査区外

S正24 98-2 方形 300 (152) 土師器 古代 北西隅にカマド 東壁調査区外

S125 99-1,4,5 長方形 340 278 022 土師器 須恵器 古代
SK13471こ切られる 西壁側 にカマ

ド096× 06

B13地 区 S126 111-1,2・ 112-5 方形 390 360 038 土師器 須恵器 羽口 墨書上器 古代 西壁にカマド

S127 111-1・ 112-2 方形 475 430 土師器 須恵器 鉄津 古代

S128 111-2・ 112-3 方形 398 土師器  須恵器 古代

S129 112-1,4 方形 360 023 土師器 須恵器 古代

S130 113-1,2,4,5 方形 325 (268) 043
土師器 須恵器 黒色土器 焼石
墨書土器

古代 南東隅にカマド

113-1～3 方 形 360
土師器 須恵器 黒色土器 焼石
陶器 墨書土器

古代 北西隅にカマド

S132 113-1,2 方形 462
土師器 須恵器 石帯 土錘
墨書土器 釘

古 代

114-1・ 116-1～3 方 形 405 024 土師器 須恵器 金属製品 刀子 古代 南東隅にカマド

S134 2116-1,4,5 方形 388 土師器 須恵器 古 代 南東 隅にカマド

S135 115-1・ 116-6 方 形 325 035 土師器 須恵器 古代 西壁にカマド

S136 115-2・ 116-7 方形 (145) 土師器 土錘 古代
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掘立柱建物一覧 (1)

地 区
物
号

建
番

面
号

図
番

写真
番号 斯

ｍ
俯
ｍ

疎
ｍ

棟方位 柱穴形態 tl大 規模
径(m)

棚 健
漂(m)

荘間距離
梁(m)

を間距離
hr(m)

出土遺物 備考 時期

Bl地区 SB001 ■45^´ 1130～
N-33° 一E 円～楕円形

029- 012～ 220^´ 222～
291

中世

SB002 361^―
363

497～
500 N-27° 一E 円～精円形

020-
048

013～
036

171-
1つ3

140-
193

土師器 中世

SB003 333 (283) (94) N-24° ―E 円～楕円形
l128^´ 026～

030
154～
179

157^´
159

土師器 須恵器 火打ち
金 青磁

中世

SB004 6-2 543～
547

3&0 N-63° 一ヽV 円～不整形
l133^―

077
011～
037

235～ 280^―
土師器 中世

SB005 6-2 469^―
471

604～
606

2&5 N-64° 一

'V
円～不整形

018-
056

014～
038

188～
281

193´―

207 土師器 須恵器 黒色土器 中世

S3006 6-2 569～ 808～
N-61° ―W 円～不整形

035～ 017～ 250～ 371-
中世

SB007 6-2 535～
537

N-66°一W 円～不整形
0ゆ～
133

007～
064

一酪
４６

302^―
503

土師器 須恵器
然
濡

北東側lXlの 張出(14
中世

SBIX18 6-2 591 697～ N-66°一W 円～楕円形
049～ OЮ9～ 275-

3ユ0
34「D～
355 土師器 須恵器 土製品 2X2 中世

SB009 一０５
Ю

327-
331

N-16°一W 円～楕円形
)野 ～

)88
004～
036

152～
155

133～
200 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SB010 607- 1407～
1411

861 N-20°一W 円～不整形
030-
083

014～
026

439-
515

土師器 須恵器 瀬戸美濃 1× 3 中世

胡 011
419～
495

1400～
1403

695 N-64°一E 円～楕円形
025-
059

O17～ 233～ 241^ヤ
土師器 須恵器 黒色土器 2× 4 中世

S3012 7-2 712～
715

839～
842

N-10°一E 円～不整形
026-
057

一
０６

３８

230-
245

231‐
305

土師器 須恵器
3X3 南西側ユXlの 張出(23
X26) 中世

SB013 7-2 225-
N-75° 一E 円～給円形 一２９

２
013～ 163～

205 須恵器 中世

SB014 7-2 478 716 N-9°一E 円～楕円形
019～
036

009～
035

214^―
264

184´―

300 土師器 須恵器 中世

SB015 224 N-3°一Ё 円～不整形
012^―
042

)06-
)20

1× 1 中世

SB016 013 410 87 N-83° 一E 円～楕円形
022～ )08- 120^―

土師器 須恵器 土錘 lX3 中世

SB017 593-
595

164^´ 399 N-83° ―E 円～楕円形
029～
055

)06-
)40

237^―
355

243-
420 土師器 須恵器 2×2 中世

S3018 468～
78ユ N-85°一E 円～楕円形

027～ )08～ 232～ 373～ 土師器 須恵器 中世

SB019 564～
610

897^―
900 549 N-48°一E 円～楕円形

032～
158

)05～
}35

ヽ約
０７

169～
274

土師器 須恵器
黒色土器 中世土師器

中 世

SB020 69Э 680 442 N-23°一MI 円～楕円形
026-
065

ヽ０９

鬱
290-
350

3如～
357

土師器 須恵器 2× 2 中世

B2地 区 SB02] 19-I 785 970 N-90°一E 円～不整形 086
中世

S3022 19-2
20-1

450-
456 940 429 N-14°一E 円～不整形

024～
072

)22-
)43

220～
230

200～
270

中世

SB023 〕37 760 342 N-77° 一部「 円～隅丸方形
030^― 〕17- 210～ 230～

310
金属製品

2X3
遺構内にSX012が構築

中世

SBO舅 泥8 21-] 550 308 N-18°一D 円～不整形
l124～
045

010^´ 180 〕×3
潰権内にSX008が憶築 中世

SB025 21-1 475 510 242 N-18° 一ε 円～不整形
019～ 008^ヤ

056
230-
240

Z50～
255

中世

SB026 20-2
21-1

660^―
6留D

912^―
916 N-71° 一WV 円～不整形

028～
107

015～ 215～ 215- 土師器 中世土師器 珠 3×4 北 IRllX3の 張出 (1 lX

24)遺 構内にSX015が権築
中世

SB027 040
20-2
21-1

625 630 N-77° ―W 円～不整形
025～
095

012-
040

＾
００

３０
一８５

弱
中世

SB028 040 21-1 380 400 N-60° 一�V 円～隅丸方形
020～ 014～ 180～ 190～

2ユ 0
中世

S3029 21-2 900 (911) N-24° 一E 円～隅丸方形
021～
054

一∝
３２

215～
235

220～
230 須恵器 珠洲

lX4 北西側 1× 2の 張出 (20× 中 世

B3地 区 胡 030 058 29-2 240 113 N-78° ―ヽT 円～楕円形
026～
047

009^ヤ
030

235 中 世

SB031 058 220 450～
455 N-20° 一E 円～楕円形

028～
065

011-
038

200～
陶磁器 中世

SBO鬱 058 202 46 N-20° 一E 楕円～不整形
028～
052

009～
014 須恵器 1× ] 中世

SB033 058 205 N-75° 一ヽV 楕円～不整形
015～ 016- 180～

1お5
中世

S3034 059
910～
923

960～
970

N-21° ―E 円～不整形
010～
090

021-
050

210～
240

み30～
須恵器 珠洲

4×4 遺構 内にSX022・ 023
中 世

SB035 060
245～
243

350 87 N-18° 一E 円～不整形
027～
055

012～
041

120～
125

ユ留〕～
180

中世

S3036 060 (120) (195) (24) N-57° 一E 円～不整形
032～ 026‐ I～ Xl～ 中世

胡 037 502 640 321 N-63° 一E 円～隅丸方形 一３２
殉

013-
033

225～
270

200-
220

中 世

SB038 (220) (154) N-28° 一E 円～不整形
)25～
)55

012～
049

230^ヤ
240

3Xユ～ 中 世

B4地区 S3039 700 N-72° 一ヽV 円～不整形
)95 044 240 追面器

中世

SB040 33-1
2

370-
376

672～
676

254 N-19° ―E 円～不整形
)28～
X74

024～
045

185～
190

134～
270 中世

SB041 33-2 530 N-30° 一E 円～不整形
)31- 014～ 215～ 250-

中世土師器 中世

SB042 062 1060～
1070

1295^―
1300

139] N-71°一WV 円～楕円形
02ユ ～
134

012～
074

256～
2紹D

一４０
約

土師器 須恵器 中世土
師器

中世

饂 043 063
9Ю～ 712 N-72°一W 円～不整形

)23～
〕78

022～
076

190～
270

200-
280

土師器 中世土師器 珠
洲 青磁

中世

SB044 940 1810～
1820

171〕 N-23°一E 円～不整形
〕35～
110

一
２６

８‐

225～ 235- 土師器 須恵器 中世土
中世

SB045 1130 N-66°一W 円～不整形
032～
100

012～
052

215^―
290

215-
350

土師器 中世土師器 白磁
4X4 遺構内にSX031～ 035
カ`構築

中世

SB046 &60 1070 N-30° 一E 円～不整形
027- 018～ 210～ 200^´

230
中世土師器 珠洲 白磁
青磁 砥石

中世

SB047 068
1220～
1230

19_20 N-73・ ―W 円～不整形
029-
106

020～
078

250^―
260 上師器 中世土師器 珠洲

1×5 張出1×2(24× 42)
中 世

SB048 069 960^―
965

1565～
1580

1525 N-11° ―E 円～不整形
025-
106

014～
078

230～
250

多26-
250

土師器 須恵器 中世土師
器 珠洲 黒色上器 青磁

中世

SB049 OηD 34-1 1000- 1190 1202 N-25°―E 円～楕円形
034～ 037- 230～ 一２５

輛
土師器 須恵器 中世土 4X5 遺構内にSX050 051

中世
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掘立柱建物一覧 (2)

地 区
物
号

建
番

面
号

図
番

真
号

写
番

梁行
(m)

桁行
(m)

面積
(∬ )

棟方位 柱穴形態
を大規模
在(m)

湘 模
深(m)

棚
ｍ

醜
ｍ 出土遺物 備 考 時期

B4地区 SB050 510 970 N-19°一E 円～不整形
033～ 一２６

輛
230～ 220～

中世土師器 中世

SB05ユ 34-2 495 780 N-15° ―E 円～糖円形 一
３０

４６

032～
055

220～
250

250～
265

土師器 須恵器 青磁 中世

SB052 1130～
1150

(552) N-16° 一E 円形
030- 030- 195～

土師器 須恵器 4×2 中世

SB053 35-1 578 N-40° 一E 円～不整形
033～
068

032～
070

260～
270

250～
300 中 世

SB054 35-2 869 N-21°一E 円～不整形
030^―
l154

029^―
062 245 星45～

星55
中世上師器

メ
整

遺構内にSX057が構
中世

SB055 612 (390) (239) N-56°―W 円～楕円形
034～
060

018´― 200-
210

225 土師器 須恵器 中世土
師器

3×2 中世

SB056 540 (210) (113) N-19°一E 楕円～不整形
024^´
085

009-
037

140～
210

140-
160 3× 2- 中世

饂 057 074 432～
435 2&7 N-23°一E 円～不整形

025～ 010～ 200^― 215～
珠洲 中世

鵠 058 350 140 N-23°一E 円～楕円形
023～ 011～

035
165～
185

190～
205 中世

S3059 ■60 (330) (251) N-21°一E 円～楕円形
)野～
〕65

014～
045

175～ 185 中世土師器
4X2～ 遺構内にSX066が構
築 中世

SB060 875 N―Й
°―W 円～楕円形

)28～
〕67

011～
058

彦16～
230

180-
210 中世土師器 刀子 2X4 張出1×4(13×87) 中世

B5地 区 SB06ユ 076
4ユ ーI

275 N-7°一W 円～糖円形
)25～
)61

015～
049

215～
260

250-
290 中世

SB062 076 40-2 325～
330

375～ N-69°一W 円～楕円形
)24～ 029～ 155- 180～

中世

S3063 40-2 235^― 530～
547

N-83°一E 円～楕円形
)29^―

)42
023～
040

265-
270 中 世

SB064 077 N-9°一E 円～不整形
)29^´

〕44
009～ 160～ 140^´

須恵器 中 世

B6地 区 SB065 44-2 386 N-3°一E 楕円～不整形 045 器 刀子 鉄津
2×2 東領〕張出1× 3
(1ユ ×62)

中世

胡 066 109 45-1 465～
472 680 N-3°一W 円～不整形

)32- 010～
045

230^―
240

225～
230 土師器 須恵器 中 世

SI1067 1250～ 938 N-25°一E 円～不整形
020～ 020～ 220～ 215^´ 3×4 遺構内にSX068カ 浦

築
中世

SB068 46-1 435^―
445

757 337 N-24° 一E 円～不整形
028-
092

02i～
065

213^―
235

250～
260

土師器 須恵器 中世

SB069 111 434～
495

730～
775 384 N-7°一E 円～不整形

028～
062

007～
023

220～
中世

SB070 46-1
2 (430) (224) N-62° 一ヽV 円～楕円形

020～
040

011-
0笠

245-
277

236～
243 2× 2～ 中 世

SB071 お
守

602-
614

286 N-30° 一E 円～不整形
026～
072

018～
058

200´―
215

＾００
Ｗ

土師器 金属製品
2X3 東側張出1×2(08X
41)遺 構内にSX069が構築

概
一
靴

鵠 072 242～ 473 N-56° 一W 円～不整形
026～
198

019-
086

220～
253 中世

SB073 47-2 470～
478

694～
706 N-53° 一ヽV 円～楕円形

026～ 905～
D27

234- 228～
中世

B7地区 饂 074 124 68-1 (650) (153) N-12° 一E 円～楕円形 065 054
220

285
2×3～遼構内にSX074が 橋
築

中世

SB075 440～
445 550 N-8°一E 円～隅九長方形 一

２５

９０
015-
046

210-―
235

240～
255

2×2 東側張出1×2(12X55)
遺構東にSX075 W6が隣接

叫
一軸

SB076 622 625～
630 392 N-9°一E 円～楕円形

028～
066

018～
039

180-
220

200～
225 3× 3 中世

S3077 125
99-1,

(900) (740) (η o) N-5° 一E 円～楕円形 一２８
あ

一‐３
ｎ

一２０
ヵ

205～
230 殊洲 八尾 4～ X4～ 北側張出lX2(20X52)

遺構内東壁にS(513が構築
柵
一柵

SB078 126 900～
910

133Э 1229 N-3° 一E 円～不整形
028-
056

007～
040

220-
230

220～
260

4X4 還構内東壁際に
中世

B8地区 SB079 820^―
825 1040 858 N-3° 一E 円～不整形 答

築
選穂 困にSXOV力瀞

中世

SB080 600～ 1065～
N-9° 一E 円～不整形

025^―
073

013^ヤ
057

195～
215

240^―
300 3×4 遺構内SX088が構築 中 世

89地区 142
2

1040 (650) N-20°一E 円～不整形
040～
061

)19～
〕50

250～
290

245～
2×4- 中世

B10地区 鵠 082 142 「6-1 (527) N-2°一E 円～精円形
〕55 250

一的
５５ 4X3～ 中世

SB083 143 76-1 455^―
460

745～
750 345 N-3° 一E 円～楕円形

037～
076

023～
035

220～
235

240´―
260 中世

8■地区 鵠 084 78-1 515～
520

525ヽ
530

276 N-12° 一W 円～楠円形 一弱
４６

255 2× 2 中世

SB085 78-2 950～ 630 N-16° 一コ「 円～楕円形
025～
073

一∞
５２

210～
240

300～
325 中世土師器 中世

SB086 144 78-2 (555) N-18° 一WV 円～箱円形
023-
110

一∝

５３
225～ 240～ 中世土師器 4X3^´ 中世

B12地区 SB087 84-1 一３６

Ψ (690) (315) N-15°一E 円～不整形
〕57 〕50 195 中世土師器 角釘 2× 4- 中世

SB088 290～
315

148 N-85°―ヽT 円～楕円形
024～
074

＾０６
灯

120～
175

一５０
Ю 2× 2 中世

S3089 140 N-70°一ヽT 円～不整形
030～ 光18～ 140- 195´゛

珠洲 土師器 中世

SB090 84-2 243 N-5°一E 楕円～不整形
l122-
042

)07～
)20

160～
210

160^―

168 土師器 中 世

S309] 8「|― J 890 1355 1206 N-70°一W 円～不整形
020´―

072
)14- 2111-

215
205～
225 土師器 中世土RW器 4×6 中世

SB092 405-
415 N-87°一W 円～不整形

030～ )18～ 150～ 225^ヤ
土師器 2X2 中世

SB093 330 N-80°一E 円～不整形 026～
046

015ヽ
037

”５０
帥

160^´
240 2× 2 中世

SB094 332^―
351 N-86°一E 円～楕円形 022～ 165- 150^― 中世土師器 瀬戸美濃

2× 2 中世

SB095 85-2 510 (415) (212) N-80°―W 楕円形
040～ 021～ 230～ 260 2X2～ 中世

25グ



掘立柱建物一覧 (3)

地 区
物
号

建
番

面
号

図
番

写真
番号

梁行
(m)

桁 行
(m)

面積
(∬ )

棟方位 柱穴形態 醜鮒
醐 模
深(m)

柱間盟離̀
梁(m)

花麟
布(m)

出土遺物 備考 時期

B12地 区 SB096 580 N-8°一E 円～楕円形
018- )09～

333
190～
220

180^―
Z10 中世土師器 白磁 2X3 中世

SB097 370～
400 N-8° 一E 楕円～不整形

020～
052

一‐４
塑

160～
210 中世

S3098 480～
485 505 N-83°―WV 円～不整形

020-
058

007^ヤ
044

150～
160

160～
195

土師器 中世土師器 珠洲 中世

B13地 区 S3099 208 102-2 α50 (800) (827) N-18° 一E 円～不整形 一
３６

８５ 280 土師器 3×3～ 中世

SI1100 209 760 (820) (磁 3) N-24° 一E 円～楕円形
025～
072

012～
036

一軽
５５

310～
340

3× 3～ 中世

SI1101 209 570 630～
N-71° 一ヽV 円～不整形

028～ OM～ 230～
中世

SB102 103-1 820-
850

1020^―
1030

W6 N-83° 一W 円～不整形
032～
094

一略
３８

280～
3Ю0

260 中世

SB103 1140～ 1392 N-16° 一E 円～不整形
030～
115

312～ 210^―
250

210～
230

土師器 須恵器 珠洲
5×5 遺構内にSX183が 構
築

中世

SB104 1210～
1220

1280 [562 N― %°一E 円～不整形
025～
112

013-
055

240- 240～
中世土師器 珠洲 5× 5 中世

SB105 ■52 566 N―ダ ーE 楕円～不整形
028～
094

一０２
∝

250 240～
260

3X3 中 世

S3106 104-1 480 520 250 N-27° 一E 楕円～隅売方形
035～ 023^― 240 255～ 2X2 中世

朗 107 805 (630) (507) N-75° 一WV 円～不整形
036～
106

一
２５

４５

260～
270

ヽ４５

ｍ
土師器 3X3- 中世

SB108 590～ 780～ 470 N-80° 一W 楕円～不整形
)32～ 016～ 290-

300
251～
270

中世

SI1109 105-1 970～
975 517 N-13° ―E 円～楕円形

)28～
)95

016～
050

260^ヤ
265

230～
2× 4 中世

SBl10 104-1 480～
490

515～ 255 N-63° 一ヽV 楕円～不整形
)35ヽ
〕78

014～
043

240^´
245

255～
265 中世土師器 中世

SBlll 1030 (705) N-11°一E 円～隅丸長方形
〕26～ 013～ 250^―

土師器 須恵器 4X3～ 中世

SBl12 104-1 N-10° 一E 円～糖円形
)34^― 020-

036
250 250 中 世

SBl13 104-2
460～

N-73°一W 円～楕円形
〕46-
367

013～ 225-
235

225ヽ
238

上師器 中世土師器 瀬
中世

SB114 105-1 605 695 N-75°―W 楕円形 一鬱
９‐

l116～
Oμ

305 230 中 世

SBl15 480 N-11°一E 楕円形
031～
091

024～
045

240 2約～
275 中世

SI1116 180 N-87°一W 円～不整形
027～ 010～ 中世

胡 117 105-2.
106-1

500 680 N-82°―W 円～不整形
036-
086

一知

４７
240-
255

220～
230

土師器 中世

SBl18 N-86°一E 円～不整形
024～ 006～ 125-

210
中世

S3119 230´―

234
430 101 N-84°一E 楕円形

042～
070

014～
024

210～
220 中世

SB120 275 355～
360 99 N-3°一E 楕円～不整形

018-
060

008^―
030

130-
150

170～
180

土師器 2X2 中世

SB121 220 106-2 800^―
910

1200～
1220

N-9°一E 円～不整形
032-
077

009～ 2釣～ 1鮨～
上師器 須恵器

1×5 遺構内にSX181カ 構` 中世

罰 122 430 125 N-18°一E 円～糖円形 一″
４７

014^―
028

140～
150

210-
220

2× 2 中世

SB123 (1095) (ゆ 0) N-69°一W 円～精円形
028- 017^´ 240 4～×2～ 中世

B14地区 SB124 221 117-2 1235 (223) (275) N-69°―W 円～楕円形 一４
５７ 285

土師器 5X2^´ 中世

Bl地区

SB201 郷
勲

11-1 550 1750 1390 N-31° 一ヽT 円～不整形
037^―
182

008-
108

260～
280

lBO～
240

土師器 須恵器 黒色土器
羽日 土錘 灰釉陶器
墨書土器 釘

2×8 北・南三面廂 北1× 7
(27× V5)商 1× 7(26X175)

古代

古代

SB202 245 11-2 a40 1106 N-85°一WV 円～不整形
037-
135

016^―
l164

145～
355

230～
367

土師器 笈恵器 黒色土器 塁書土器
羽日 土盤 灰勲陶器 製塩土器
留全

冷
４‐

北面廂 1×5(245×
古代

古代

饂 203 493 429 N-86° 一ヽV 円～不整形
048～
180

015^―
071

一９５
約

土師器 須恵器 土錘黒
1×4 古代

SB204 246
12-1,
2

507 560^―
567

288 N-78° 一ヽT 方～不整形
060～
114

013～
070

250～
257

280～
287

土師器 須恵器 黒色土器 墨書
土器 羽日 金属製品 製塩土器
釘

2X2
古代

古代

SB205 12-2 500 N-79° 一ヽT 方～不整形
049～
133

011～
035

283～
353

土師器 須恵器 黒色土器 1×2 古代

SB206 247 404 (123) N-7°一E 楕円形
057～ 010～ 195～

210
2× 1^´ 古代

B2地 区 饂 207 247 (165) N-24° ―E 円～隅丸方形 106 065 220 ユう0 古代

B6地 区 SB208 51-1 505 250 N-87° 一�V 円～不整形
034～
084

018～
058

250 160～
1紹 3

土師器 2X3～ 古代

SB209 51-2 (428) (223) N-82° 一�V 円～不整形
054～ 023～ 250～ 200^ヤ 土師器 須恵器 黒色土 2X2～ 吉代

SB210 一３２
も

500～
514

229 N-74° 一ヽV 楕円～不整形
038^―
082

012～
067

205～
228

245～
258

土師器 須恵器 金属製品 古代

S3211 237 53-1 400～ 803～
N-10° 一E 円～不整形

036^´ 017～ 200～
205

260^―
3110

土師器 須恵器 墨書土
器 釘

古代

鵠 212 288 52-1 510～
520

625 325 N-82°一W 円～楕円形
034-
084

012～
053

一３５
貶

190～ 土師器 須恵器 金属製
古代

SB213 288 53-2 585 (926) (542) N-75°一W 円～不整形 一
３７

４６

010～
072

286～
300

一００
０

土HT器 須恵器 黒色土
器 墨書土器

2× 4～ 古代

2JB



焼成遺構

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 焼成遺構] 290 631,2・ 641-3.5,6
やや不整形な
長方形

348 012 議舞
器 須恵器 灰釉陶器

古 代

焼成遺構2 290 63‐ 1,2・ 641,2,■ 7 隅丸長方形 278 016 黒色土器 墨書土器 鉄津 古代

柵列一覧

地 区 柵番号 騒面番号 写真番捐 柵方位 柱穴形態 注大規模・径(m) 柱穴規模・深(m) 柱間距離・(m) 出土遺物 備考 時期

B2地 区 SA01 041 2み 1 祥 1‐E 円～構円形 024～067 003-014 16-27 土師器
中世土師器 中世

B6地 区 SA02 N33‐E 円～楕円形 023～040 011-0,32 19～ 24 L字状 中世

井戸一覧

地区 監構番掲 図面番蝙 写真番号 平面形 長さ(長径 ),H 幅 (短径)m 深さm 井筒内径 井衡底径,m 残存深 H 井戸の種類 堀方横断面 出土遺物 帝舞

B4地区 SEOl 078 円形 (210) a20 素掘り 摘鉢型 上師器 青薩

SE02 078 不整形 3ω 素掘り 鴻斗型 響晟
器

雁農壊
上師器 珠洲 八尾

■せ

BH地 区 SE03 円形 177 不 明 逆台形

SE04 円形 238 不明 摘鉢型 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 ■せ

B12地 区 SE�6 86 1 格円形 a60 不 明 播鉢型 中世土師器 自確 金属製品

S酌6 桁円形 石組 逆台形

B19地 区 SEl17 1071 円形 140 不 明 循鉢型 土師器 中世土師器

10721081.2 円形 280 092 090 木枠組 逆台形 葬響葎 
須恵器 中世土師器 珠JH

259



柱穴一覧 (1)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径 )・m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SB001 008 楕円形 032 029 023 中世

SB001 008 楕円形 (070) 040 028 中世

SP0003 SB001 008 楕円形 050 中世

SB001 008 楕円形 046 036 032 中世

SB001 008 楕円形 052 040 043 中世

SP0006 SB001 008 楕円形 中世

SB001 008 楕円形 056 中世

SB001 楕円形 048 046 中世

SP0009 SB001 楕円形 中世

SB001 円形 039 028 中世

SP0011 SB001 008 楕円形 039 033 中世

SP0012 SB001 楕 円形 039 中世

SP0013 SB001 円形 032 022 中世

SP0014 SB001 楕円形 039 012 中世

SP0015 SB001 楕 円形 048 中世

SP0016 SB002 008 円形 020 024 中世

SP0017 SB002 008 楕円形 040 中世

SP0018 SB002 008 楕 円形 048 土師器 中世

SP0019 SB002 008 脩円形 028 中世

SP0020 SB002 008 楕円形 050 030 中世

SP0021 SB002 008 円形 026 中世

SP0022 SB002 008 円形 032 中世

SP0023 SB002 008 楕円形 086 026 中世

SP0024 SB002 円形 中世

SP0025 饂 002 008 楕円形 042 中世

SP0026 SB002 008 円形 中世

SP0027 SB002 008 楕 円形 042 015 中 世

SP0028 SB003 009 円形 035 中世

SP0029 SB003 楕円形 032 028 火打ち金 青磁 中世

SP0030 SB003 楕 円形 033 029 中 世

SP0031 SB003 楕円形 028 中世

SP0032 SB003 楕 円形 055 028 土師器 須恵器 中世

SP0033 SB003 楕円形 032 025 035 中世

SP0034 SB004 不整形 050 020 土師器 中世

SP0035 SB004 楕 円形 中 世

SP0036 SB004 009 円形 037 中世

V0037 SB004・ S3005 009 不整形 056 036 土師器 中世

SP0038 SB004 楕 円形 077 043 中世

SP0039 SB004 009 円形 035 中世

SP0040 SB004 009 不整形 039 中世

SP0041 SB005 009 楕円形 034 032 中世

SP0042 SB005 円形 027 中世

SP0043 SB005 円形 中世

SP0044 SB005 精円形 039 中世

SP0045 饂 005 楕円形 046 029 016 中世

25θ



柱穴一覧 (2)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SP0046 SB005 009 円形 032 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SP0047 SB005 009 楕円形 035 中世

SB005 009 楕円形 039 中世

SP0049 SB005 楕 円形 025 中世

SP0050 SB005 009 円形 032 中世

SP0051 SB005 009 円形 037 中世

SP0052 SB006 円形 020 中世

SP0053 SB006 楕 円形 029 中世

SP0054 SB006 楕円形 中世

望 0055 謡 006 楕円形 072 中世

SP0056 SB006 楕円形 035 中世

SP0057 SB006 精円形 067 057 008 中世

SP0058 SB006 不整形 047 中世

SP0059 SB006 円形 043 042 中世

SB006 楕円形 097 055 中世

SB007 不整形 133 077 中世

SP0062 SB007 不整形 089 062 中世

SP0063 SB007 不整形 111 土師器 中世

SP0064 SB007 楕 円形 075 土師器 須恵器 中世

SP0065 SB007 精円形 087 063 中世

SP0066 SB007 円形 049 中世

SP0067 SB007 楕 円形 050 015 中世

SP0068 SB007 楕円形 050 020 中世

SP0069 SB007 円形 055 016 中世

SP0070 SB007 楕円形 052 024 中世

SP0071 饂 007 楕円形 078 007 土師器 中世

SP0072 SB008 円形 049 中世

SP0073 SB008 楕円形 060 中世

SB008 楕円形 060 050 018 中世

SP0075 SB008 楕 円形 093 073 中世

SP0076 SB008 円形 072 土師器 須恵器  土製品 中世

SP0077 S3008'SB009 楕円形 009 中世

SP0078 SB008 楕円形 104 063 019 中世

SP0079 SB008 楕円形 088 056 032 土 師器  須恵器 中世

SP0080 SB009 楕円形 056 土師器 中世

SP0081 SB009 不整形 土師器 須恵器 黒色土器 中世

饂 009 楕円形 064 038 004 土師器 須恵器 中世

SP00路 認 009 円形 中世

SP0084 SB009 楕円形 048 中世

SP0085 SB009 円形 土師器 中世

SP0086 SB009 楕円形 027 中世

SP0087 SB010 惰円形 058 050 026 土師器 須恵器 中世

SP0088 SB010 楕円形 055 中世

SP0089 SB010 楕 円形 056 中世

SP0090 SB010 楕円形 056 土師器  須恵器 中世

26‐7



柱穴一覧 (3)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径).m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SB010 円形 058 土師器 中世

SP0092 饂 010 不整形 土師器 中世

SB010 楕円形 077 062 015 土師器  須恵器 中世

SP0094 SB010 楕 円形 083 土師器 須恵器 瀬戸美濃 中世

SP0095 SB011 円形 036 032 中世

SP0096 SB011 楕円形 060 0坐 028 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SP0097 SB011 円形 042 土師器 中世

SP0098 SB011 円形 032 中世

SP0099 SB011 楕円形 059 052 030 土師器 中世

SP0100 SB011 楕円形 040 021 中世

SP0101 SB011 円形 035 032 021 中 世

SB011 楕円形 052 須恵器 中世

SP0103 SB011 楕円形 032 030 中世

SP0104 SB011 円形 中 世

SB011 楕円形 037 024 中世

SP0106 饂 011 楕 円形 022 中世

SP0107 SB011 円形 須恵器 中世

饂 011 楕円形 042 039 015 中世

SB012 楕円形 035 026 027 須恵器 中世

SP0110 SB012 円形 036 中世

SP0111 SB012 不整形 033 022 中世

SP0112 SB012 円形 038 035 中世

SP0113 SB012 円形 035 中世

SP0114 饂 012 楕円形 035 中世

SP0115 SB012 円形 033 中世

SP0116 SB012 楕円形 033 026 中世

SP0117 SB012 円形 039 038 中世

SP0118 SB012 不整形 069 036 中世

SP0119 SB012 円形 043 030 中世

SP0120 SB012 楕円形 040 033 中世

SP0121 SB012 円形 043 036 中世

SP0122 SB012 円形 043 042 030 中世

SP0123 SB012 楕円形 土師器 中世

SP0124 SB012 楕円形 057 018 土師器 須恵器 中世

SP0125 SB012 楕円形 036 029 006 中世

SB012 楕 円形 033 中世

SP0127 認 013 円形 032 022 中世

SP0128 SB013 円形 044 043 中世

SB013 円形 033 030 043 中世

SP0130 SB013 楕円形 039 035 023 須恵器 中世

SP0131 SB013 円形 032 中世

SP0132 SB013 円形 033 中世

SP0133 SB014 円形 032 032 中世

SP0134 SB014 楕円形 025 023 中世

SP0135 SB014 精円形 035 中世

26ク



柱穴一覧 (4)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)・m 幅 (短径 )・m 深さ m 出土遺物 時期

Bl地 区 SP0136 SB014 円形 028 中世

SP0137 SB014 楕円形 024 023 中世

SP0138 SB014 円形 027 025 032 中世

SP0139 SB014 円形 030 025 中世

SP0140 SB014 楕円形 025 中世

SP0141 SB014 円形 035 032 中世

SP0142 SB014 円形 033 032 019 土師器 須恵器 中世

SB014 楕円形 027 009 中世

SP0144 SB014 楕円形 023 中世

SP0145 SB015 円形 028 025 020 中世

SP0146 SB015 円形 中世

SP0147 SB015 楕円形 029 中世

SP0148 SB015 不整形 030 025 006 中世

SP0149 SB016 円形 050 020 土師器 中世

SP0150 SB016 精円形 036 044 土錘 中世

SP0151 SB016 楕円形 中世

SP0152 SB016 円形 023 022 中 世

SP0153 SB016 楕 円形 025 中世

SP0154 SB016 楕円形 016 土師器 須恵器 中世

SP0155 SB016 楕円形 018 中 世

SP0156 SB016 楕 円形 050 033 土師器 中世

SP0157 饂 017 円形 046 020 土師器 中世

SP0158 SB017 楕円形 055 018 中世

SP0159 SB017 円形 036 032 中世

SP0160 SB017 円形 030 029 中世

SP0161 SB017 楕円形 土師器 須恵器 中世

SP0162 SB017 円形 038 024 須恵器 中世

SP0163 SB017 精円形 043 035 010 中世

SP0164 SB017 楕円形 043 中世

SP0165 SB018 円形 032 030 中世

SP0166 SB018 円形 029 土師器 中世

SP0167 SB018 楕円形 073 土師器 須恵器 中世

SP0168 SB018 楕円形 (028) 035 土師器 中世

SP0169 SB018 精円形 035 025 土師器 中世

SP0170 SB018 円形 089 032 土師器 中世

SP0171 SB018 円形 032 025 中世

SP0172 SB019 楕円形 069 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SP0173 SB019 楕 円形 (056) 057 015 土師器  黒色土器 中世

SP0174 SB019 円形 036 035 須恵器 中世

SP0175 SB019 精円形 060 039 土師器  中世土師器 中世

SP0176 SB019 楕 円形 055 中世

SP0177 SB019 円形 048 047 土師器 中世

SP0178 SB019 精円形 050 042 中世

SP0179 SB019 楕 円形 048 005 中世

SP0180 SB019 円形 022 土師器 中世

2傷



柱穴一覧 (5)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径),m 深さ。m 出土遺物 時期

Bl地 区 SP0181 SB019 楕円形 055 中世

骰 0182 SB019 不整形 158 090 土師器 須恵器 中世

SP0183 SB019・
SB020 円形 049 048 035 土師器 中世

SP0184 SB020 楕円形 中世

SP0185 SB020 円形 065 057 012 土師器 須恵器 中世

SP0186 SB020 円形 037 中世

SP0187 SB020 楕円形 042 中世

SP0188 SB020 楕 円形 04 035 019 中世

SP0189 SB020 楕円形 009 中世

SP0190 SB020 精円形 049 042 土師器 中世

B2地 区 SP0191 SB021 不整形 044 中世

SP0192 SB021 円形 062 038 中世

SB021 楕円形 中世

SB021 楕 円形 075 058 048 中世

SP0195 SB021 楕円形 (022) 030 中世

SP0196 饂 021 不整形 065 中世

SB021 隅九方形 048 033 028 中世

SP0198 SB021 036 不整形 055 046 032 中世

SP0199 SB021 036 隅丸方形 047 038 中世

SP0200 SB021 036 楕円形 042 036 中世

SP0201 SB021 036 不整形 063 049 027 中世

SP0202 SB021 不整形 043 056 中世

SB021 036 円形 056 052 035 中世

SP0204 SB021 036 円形 060 036 中世

SP0205 SB021 楕 円形 080 065 中世

SP0206 SB021 楕円形 052 中世

SP0207 SB021 隅丸方形 056 046 033 中世

SP0208 SB021 円形 067 060 035 中世

♂ 0209 SB021 円形 058 053 032 中世

SP0210 SB021 楕円形 048 中世

SP0211 SB022 楕 円形 065 048 中世

SP0212 SB022 楕円形 028 023 017 中世

盟 0213 SB022 円形 028 中世

SP0214 SB022 不整形 039 中世

SP0215 SB022 不整形 068 043 中世

SP0216 SB022 楕円形 049 中世

SP0217 SB022 円形 072 065 中世

SP0218 SB022 円形 044 043 022 中世

SP0219 SB022 /ra円 形 045 中世

SP0220 SB022 楕円形 045 中世

SP0221 SB022 円形 055 049 中世

SP0222 SB022 不整形 049 中世

SP0223 SB022 楕円形 024 中世

SP0224 SB022 円形 中世

SP0225 SB022 円形 053 036 中世

264



柱穴一覧 (6)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径).m 幅(短径)・m 深さ・m 出土還物 時期

B2地 区 SP0226 SB023 楕円形 070 中世

SP0227 SB023 楕 円形 089 062 中世

SP0228 SB023 楕円形 047 035 030 中世

SP0229 SB023 隅九方形 044 022 中世

SP0230 SB023 円形 052 金属製品 中世

SP0231 SB023 円形 035 中世

SP0232 SB023 楕円形 056 023 中世

SP0233 SB023 惰円形 078 036 中世

SP0234 SB023 円形 (032) 030 022 中世

SP0235 SB023 楕円形 024 中世

SP0236 SB023 楕円形 045 046 中世

SP0237 SB024 隅九方形 036 024 中世

SP0238 SB024 円形 025 中世

SP0239 SB024 円形 (031) 中世

SP0240 SB024 楕円形 039 028 027 中世

SP0241 SB024 円形 (025) 028 中世

SP0242 SB024 円形 045 025 中世

SP024 部 024 不整形 030 028 中世

SP0244 饂 024 楕円形 025 中世

SP0245 SB024 円形 042 中世

SB024 038 円形 0坐 039 028 中世

SP0247 SB024 038 円形 024 中世

SP0248 SB024 円形 027 中世

SP0249 SB024 楕円形 038 025 中世

SP0250 SB024 038 円形 024 中世

SP025ユ SB025 038 不整形 029 056 中世

SP0252 SB025 円形 029 028 中世

SP0253 SB025 038 楕円形 052 035 中世

SP0254 SB025 038 円形 040 035 029 中世

SP0255 SB025 円形 中世

SP0256 SB025 038 楕 円形 052 032 026 中世

SB025 038 円形 085 008 中世

SP0258 SB025 038 精円形 026 中世

SP0259 SB025 円形 038 023 中世

SB026 039 楕 円形 063 040 022 中世

SP0261 SB026 039 楕円形 056 中世

SP0262 SB026 円形 中世

SP0263 SB026 039 楕円形 042 中世

SP0264 SB026
SB027 039 楕円形 080 中世

SP0265 SB026 円形 033 023 中世

SP0266 SB026 楕円形 045 032 035 珠洲 金属製品 中世

SP0267 SB026 039 不整形 059 039 022 中世

SP0268 SB026 039 円形 032 028 中世

SP0269 SB026 039 円形 033 中世

SP0270 SB026 不整形 027 024 中世

26j



柱穴一覧 (7)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径)・m 深さ・m 出上遺物 時期

B2地 区 SP027ユ 饂 026 039 円形 030 028 中世

SP0272 SB026 039 円形 040 036 026 中世

SP0273 SB026 039 楕円形 039 (027) 中世

SP0274 饂 026 039 楕円形 037 030 028 中世

SP0275 SB026 039 楕円形 042 033 022 中世

SP0276 SB026 039 不整形 069 中 世

SP02η SB026 039 不整形 065 053 028 土師器  中世土 師器 中世

SP0278 SB026・
SB028

039 楕円形 107 075 033 中世

SP0279 SB026 039 楕円形 053 042 珠洲 中世

SP0280 饂 027 040 楕 円形 063 046 中世

SP0281 SB027 040 楕円形 040 中世

SP0282 SB027 040 楕円形 0も 中世

SP0283 SB027 040 円形 040 028 中世

SP0284 SB027 040 楕円形 039 030 中世

SP0285 SB027 040 不整形 095 045 040 中世

SP0286 SB027 040 楕円形 043 中世

SP0287 SB027 040 不整形 075 中世

SP0288 SB027 040 円形 048 045 039 中世

SP0289 SB027 040 隅九方形 035 中世

SB027 040 楕円形 035 017 中世

SP0291 SB027 040 方 形 037 033 中世

SB028 040 楕円形 023 中世

SP0293 SB028 040 楕円形 049 036 中世

SP0294 SB028 040 隅丸方形 086 中世

SP0295 SB028 040 楕円形 035 中世

SB028 040 隅丸方形 057 017 中世

SP0297 SB028 040 隅九方形 040 中世

SP0298 SB028 方形 040 032 中世

SP0299 SB028 040 楕円形 中世

鍼 0300 SB029 円形 033 030 027 中世

SP0301 SB029 楕円形 032 027 中世

解 0302 SB029 楕円形 027 中世

SP0303 SB029 円形 027 中世

SP0304 SB029 楕円形 054 040 017 中世

SP0305 SB029 隅丸方形 026 024 中世

SP0306 SB029 楕円形 027 中世

SP0307 SB029 楕円形 046 035 029 珠洲 中世

SP0308 SB029 円形 037 033 中世

SP0309 SB029 楕円形 053 033 中世

SB029 楕円形 005 中世

SP0311 SB029 041 楕 円形 047 044 027 中世

SP0312 SB029 041 楕円形 046 038 024 中世

SP0313 SB029 円形 中世

SP0314 SB029 041 楕 円形 036 030 中世

SP0315 SB029 041 円形 032 030 須恵器 中世

25σ



柱穴一覧 (8)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

B2地区 SP0316 SB029 楕円形 058 025 中世

SP0317 SB029 隅丸方形 034 028 中世

SP0318 SAOユ 円形 034 土師器 中世土師器 中世

SP0319 SA01 円形 037 中世

SP0320 SAO] 円形 037 中世

SP0321 SAOユ 楕 円形 067 052 009 中世

SA01 楕円形 024 003 中世

B3地 区 SP0323 SB030 楕円形 037 中世

SP0324 SB030 楕 円形 中世

SP0325 SB030 楕円形 030 028 中世

SP0326 SB030 楕円形 032 009 中世

SP0327 SB030 楕 円形 038 019 中世

SP0328 SB030 円形 032 中世

SP0329 SB031 楕円形 028 中世

SP0330 SB031 円形 032 中世

SP0331 SB031 楕円形 036 中世

SP0332 SB031 円形 065 059 038 陶磁器 中世

SP0333 SB031 058 楕 円形 042 035 中世

SP0334 SB031 楕円形 050 中世

SP0335 SB032 楕円形 040 033 中世

SP0336 SB032 058 不整形 052 047 中世

SP0337 SB032 不整形 中世

SB032 058 楕 円形 036 須恵器 中世

SP0339 SB033 058 不整形 068 062 022 中世

SP0340 SB033 楕円形 022 中世

SP0341 SB033 058 不整形 058 中世

SP0342 SB033 058 楕円形 034 033 中世

SP0343 SB033 精円形 044 038 018 中世

SB034 059 円形 040 中世

SP0345 饂 034 059 楕円形 021 須恵器 珠洲 中世

SP0346 SB034 楕円形 040 中世

SP0347 SB034 楕 円形 032 040 中世

SP0348 SB034 楕円形 038 中世

SP0349 SB034 059 楕円形 050 035 042 中世

SP0350 SB034 059 楕 円形 082 050 中世

SB034 円形 035 珠洲 中世

SP0352 SB034 059 精円形 034 珠洲 中世

SP0353 SB034 059 楕円形 028 026 中世

SP0354 SB034 059 楕円形 022 中世

SP0355 SB034 059 楕円形 073 058 中世

SP0356 SB034 059 楕 円形 034 026 中世

SP0357 SB034 059 隅丸方形 062 055 中世

SP0358 SB034 059 不整形 087 (045) 中世

SP0359 SB034 059 楕円形 057 040 中世

SP0360 罰 034 059 不整形 057 a-050
珠 洲 中世

2び/



桂穴一覧 (9)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径).m 幅 (短径),m 深さ・m 出土遺物 時期

B3地 区 SP0361 SB034 不整形 090 085 035 珠洲 中世

SP0362 SB034 不整形 032 中世

SP0363 SB034 楕 円形 069 038 中世

SP0364 SB034 楕円形 046 045 須恵器 中世

SP0365 SB034 楕円形 07Э 中世

SP0366 SB034 不整形 中世

SP0367 SB034 楕円形 056 中世

SP0368 SB035 円形 038 032 中世

SP0369 SB035 円形 029 038 中世

V0370 SB035 楕円形 043 012 中世

骰 0371 SB035 精円形 033 (032) 039 中世

SP0372 SB035 不整形 055 030 029 中世

SP0373 SB035 楕円形 030 中世

SB035 精円形 032 中世

SP0375 SB035 不整形 030 中世

SP0376 SB036 不整形 033 (011) 038 中世

SP0377 SB036 060 円形 032 037 中世

SP0378 SB036 不整形 032 (012) 026 中世

SP0379 SB087 楕円形 070 052 023 中世

SB037 060 円形 020 中世

SP038ユ SB037 060 円形 036 036 中世

SP0382 SB037 円形 030 中世

SB037 060 円形 032 020 中世

SP0384 SB037 060 円形 036 中世

SP0385 SB037 060 楕円形 056 048 022 中世

SP0386 SB037 060 円形 0鬱 中世

SP0387 SB037 060 円形 044 042 020 中世

SP0388 SB037 隅丸方形 048 040 033 中世

SP0389 SB038 楕 円形 055 049 中世

SP0390 SB038 060 不整形 055 036 中世

SP039ユ SB038 060 不整形 039 037 026 中世

SP0392 SB038 円形 025 012 中世

B4地 区 SB039 不整形 086 062 027 中世

SB039 円形 042 土師器 中世土師器 中世

SP0395 SB039 円形 062 060 047 土師器 中世土 師器 中世

SB039 不整形 095 033 土師器 須恵器 中世

SP0397 SB039 円形 060 中世

SP0398 SB039 円形 054 中世

SP0399 SB039 円形 060 050 032 中世

SP0400 SB039 円形 059 042 中世

SP0401 SB040 円形 039 030 中世

SP0402 SB040 円形 030 中世

SP0403 SB040 円形 042 033 中世

SP0404 SB040 不整形 045 038 035 中世

SP0405 SB040 円形 035 中世

2彿



柱穴一覧 (10)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径),m 深さ。m 出土遺物 時期

B4地 区 SP0406 SB040 円形 050 032 中世

SP0407 SB040 円形 046 中世

SP0408 SB040 円形 中世

SP0409 饂 040 円形 047 035 044 中世

SP0410 SB040 円形 039 028 中世

SP041〕 SB040 円形 028 024 中世

SP0412 SB040 円形 054 050 026 中世

SP0413 SB041 円形 044 040 046 中世

SP0414 SB041 円形 037 中世

SP0415 SB041 円形 032 中世

SP0416 SB041 不整形 035 046 中世

V0417 SB041 円形 040 036 026 中世土師器 中世

SP0418 SB041 円形 053 050 中世土 師器 中世

SP0419 SB041 円形 033 032 中世

SP0420 SB041 円形 038 中世

SP0421 SB041 円形 036 020 中世

SP0422 SB042 円形 029 025 中世

SP0423 SB042 円形 023 中世

SP0424 SB042 円形 029 中世

SP0425 SB042 円形 02 082 中世

SP0426 SB042 円形 033 022 中世

SP0427 SB042 円形 022 中世

SP0428 SB042 円形 044 中世

SBO乾 円形 047 中世

SB042 円形 078 040 中世

SP0431 SB042 062 円形 048 土師器 中世

SP0432 SB042 062 不整形 036 059 中世

SP0433 SB042 062 円形 040 055 中世

SP0434 SB042 円形 048 中世

SP0435 SB042 062 円形 047 044 中世

SP0486 SB042 062 円形 040 037 中世

SP0437 SB042 楕円形 053 043 中世

SP0438 SB042 062 円形 047 044 056 中世

SP0439 SB042 062 円形 065 中世

SP0440 誂 042 062 不整形 107 039 047 中世

SP0441 饂 042 円形 065 054 043 中世

SP0442 SB042 062 楕円形 046 052 中世

SP0443 SB042 062 円形 083 070 須恵器 中世

SP0444 SB042 楕円形 065 040 056 中世

SP0445 SB042 062 不整形 中世

SP0446 SB042 062 円形 058 053 中世

SP0447 SB042 楕円形 中世

SP0448 SB042 不整形 033 中世土師器 中世

SPO整9 SB042 062 円形 055 048 074 中世

SP0450 SB042 062 不整形 053 065 中世

2ω



柱穴一覧 (11)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)m 幅 (短径 )・ m 深さ,m 出土遺物 時期

B4地区 SP061 SB042 楕円形 050 035 060 中世

SP04「D2 SB043 063 円形 029 023 土師器 中 世

SP0453 SB043 068 円形 065 中世

SP0454 SB043 楕 円形 中世

SP0455 SB043 063 円形 058 053 中世

SP0456 SB043 063 楕円形 060 037 035 中世

SP04「D7 SB043 063 円形 039 043 中世

SP068 SB043 063 円形 056 珠洲 中世

SP0459 SB043 063 円形 044 043 土師器 中世土師器 中世

SP0460 SB043 063 円形 036 035 中世

SP0461 認 043 063 不整形 078 040 054 中世

SP0462 SB043 063 円形 032 040 土師器 中世

SP0463 SB043 063 円形 04「j 032 067 中世

SP0464 SB043 楕円形 050 04 中世

SP0465 SB043 063 不整形 072 054 0招Э 中世

y0466 SB043 063 円形 042 042 中世

SP0467 SB043 円形 034 027 青磁 中世

SP0468 SB043 063 楕円形 033 023 026 中世

SP0469 SB043 063 不整形 040 026 中世

SP047Э SB048 円形 035 047 中世

SP047] SB043 063 楕円形 032 中世

SP0472 SB044 064・ 065 円形 063 045 036 中世

SP0473 SB044 064'065 楕円形 055 050 046 土師器 中世

SP0474 SB044 064・ 065 楕 円形 035 041 中世

SP0475 SB044 064・ 065 円形 042 047 中世

SP0476 SB044 064・ 065 楕円形 058 中世

SB044 064・ 065 精 円形 048 037 05ユ 中世

SP0478 SB044 064・ 065 円形 074 063 065 中世

SP0479 SB044 064・ 065 楕円形 須恵器 中世

SP0480 SB044 064・ 065 円形 047 砥 石 中世

SP048〕 SB044 064・ 065 円形 056 中世

SP0482 SB044 064・ 065 不整形 067 土師器 中世

SP0483 SB044 064065 不整形 053 044 中世

SP0484 SB044 064・ 065 円形 042 038 中世

SP0485 SB044 064'065 楕円形 067 052 039 土師器 中世

SP0486 SB04 064・ 065 下整形 046 052 中世

SP0487 SB044 064・ 065 円形 046 土師器 中 世

SP0488 SB044 064'065 円形 058 055 058 中世

SP似89 SB044 064・ 065 円形 039 057 中世

SP0490 SB044 064・ 065 円形 050 048 062 中世

SP0491 SB044 064・ 065 不整形 045 中世

SP0492 SB044 064065 長精円形 034 040 中世

V0493 SB04 064・ 065 円形 049 069 中世

SP0494 SB044 064・ 065 円形 035 054 中世

SP0495 SB044 064・ 065 円形 0乾 045 中世

2万θ



柱穴一覧 (12)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)・m 幅(短径)m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SP0496 SB044 064'065 円形 067 中世

SP0497 SB044 064・ 065 不整形 097 057 中世

SB044 064・ 065 楕円形 土師器 中世

SP0499 SB044 064・ 065 円形 050 中世

SB044 064・ 065 円形 059 (045) 067 中世

SB044 064'065 円形 056 土師器 中世

SP0502 SB044 064・ 065 精円形 053 059 中世

SB044 064・ 065 楕円形 053 067 土師器 中世

SP0504 SB044 064・ 065 円形 060 081 土師器 中世

SP0505 SB044 064・ 065 円形 (065) (048) 026 中世

SP0506 SB044 064065 不整形 074 073 056 中世

SP0507 SB044 064・ 065 円形 045 027 中世

SP0508 SB044 064・ 065 精円形 (057) 055 中世

SP0509 SB04 064・ 065 不整形 075 067 土師器 中世

SP0510 SB044 064・ 065 不整形 066 042 土師器 中世

SP0511 SB044 064・ 065 楕 円形 064 052 中世土師器 中世

SP0512 SB045 楕円形 052 036 中世

SP0513 SB045 楕 円形 (050) (056) 中世

SP0514 SB045 066 円形 028 中世土 師器 中世

SP0515 SB045 066 円形 040 中世

SP0516 SB045 066 円形 048 0 4Cl 036 中世

SP0517 饂 045 066 楕円形 050 032 052 中世

SP0518 SB04「D 066 円形 04「D 052 中世

SP0519 SB045 066 楕円形 100 050 中世

SP0520 SB045 不整形 087 中世

SP0521 SB045 円形 036 040 土師器 中世

SP0522 SB045 円形 中世

SP0523 SB045 円形 046 042 036 中世土師器 中世

SP0524 SB045 楕円形 065 026 中世土師器 中世

SP0525 SB045 楕 円形 063 038 中世

SP0526 SB045 円形 065 058 中世

SP0527 SB045 円形 中世

SP0528 SB045 円形 042 中世

SP0529 SB045 066 円形 045 032 白磁 中世

SP0530 SB045 不整形 032 中世

SP0531 SB046 円形 034 中世

SP0532 SB046 067 円形 027 中世

SP0533 SB046 067 円形 034 032 中世土師器 中世

SB046 円形 036 028 中世

SP0535 SB046 067 楕円形 049 040 045 中世

SP0536 SB046 067 円形 056 050 中世

SP0537 SB046 067 円形 038 036 中世

V0538 SB046 円形 040 035 043 中世

SP0539 SB046 067 円形 043 035 中世

SP0540 SB046 067 不整形 075 065 中世

2/′



柱穴一覧 (13)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径).m 幅(短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

B4地区 SP0541 SB046 067 不整形 032 中世

SP0542 SB046 067 円形 046 056 中世

SP0543 SB046 円形 034 040 中世

SP05襲 SB046 067 円形 (020) 中世

SP0545 SB046 067 楕円形 (051) 036 中世

SB046 067 不整形 028 025 中世

SP0547 SB046 円形 048 045 065 中世

SP0548 SB046 不整形 078 056 珠洲 中世

SP0549 SB046 円形 057 中世

SP0550 SB046 楕円形 063 062 砥 石 中世

SP0551 SB046 067 楕 円形 065 057 青磁 中世

SP0552 SB046 円形 044 023 中世

SP0553 SB046 067 円形 039 032 中世

SP0554 SB046 067 円形 044 031 白磁 中世

SP0555 SB046 円形 042 040 046 中世土師器 中世

SP0556 SB047 068 円形 中世

SP0557 SB047 068 円形 043 中世

SP0558 認 047 068 楕円形 070 043 020 中世

SP0559 SB047 068 円形 040 中世

SP0560 SB047 円形 029 040 中世

SP0561 SB047 円形 046 中世

SP0562 SB047 068 楕円形 072 050 中世

SP0563 SB047 068 楕 円形 026 032 中世

SP0564 SB047 068 精円形 038 中世

SB047・
SB049

068・ 070 円形 050 062 中世

SP0566 SB047 068 不整形 055 049 中世

SP0567 SB047 068 円形 土師器 中世

SB047 068 円形 076 (070) 中世

SP0569 SB047 円形 中世

SP0570 SB047・
SB048

068・ 069 楕円形 057 中世土 師器 中世

SP0571 SB047・
SB048

068・ 069 円形 047 045 064 中世

SP0572 SB047・ 068'069 楕円形 094 080 036 土師器  中世土師器 珠洲 中世

SP0573 SB047 068 不整形 106 042 中世

SP0574 SB047 068 楕 円形 037 049 中世

SP0575 SB047・
068・ 069 楕円形 089 045 中世

SP0576
SB047・
SB048

068'069 楕円形 054 049 066 中世

SP0577 SB047・
068・ 069 楕 円形 052 067 土師器 中世土師器 中世

留 0578 SB047 不整形 057 078 土師器 中世

SP0579 SB047 068 楕円形 中 世

SP0580 SB048 不整形 052 025 032 中世

SP058ユ SB048 069 楕円形 023 中世

SP0582 SB048 069 精円形 050 035 032 中世

SP0583 SB048 不整形 080 072 土師器 中世

SB048 069 円形 032 028 中世

SP0585 SB048 069 円形 038 032 035 中世

2″



柱穴一覧 (14)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径)m 深さ。m 出土遺物 時期

B4地 区 SP0586 SB048 069 楕 円形 050 036 中世土師器 青磁 中世

SP0587 SB048 069 楕円形 030 中世

SP0588 SB048 069 円形 077 063 025 中世

SP0589 SB048 069 円形 045 036 中世土師器 中 世

SP0590 饂 048 円形 048 035 中世

SP0591 SB048 円形 040 024 土師器 中世

SP0592 SB048 069 円形 (038) 中 世

SP0593 饂 048 069 円形 中世

SP0594 SB048 円形 048 中世土師器 珠洲 中世

SP0595 SB048 楕円形 045 中世

SP0596 SB048 楕円形 053 048 中世

SB048 楕円形 057 043 中世

SP0598 SB048 069 楕 円形 黒色土器 中世

SP0599 SB048 069 楕円形 059 052 064 中世土師器 中世

y0600 SB048 楕円形 (055) 052 065 中世

SP0601 SB048 楕 円形 095 044 中世

SP0602 SB048 楕円形 078 047 土師器 中世

SP0603 SB048 楕円形 046 中世土師器  珠洲 中世

SP0604 SB048 楕 円形 072 中世

SP0605 SB048 069 円形 069 065 065 中世

SP0606 SB048 069 円形 050 045 054 須恵器 中世

SP0607 SB049 070 円形 072 (050) O η3 中世

SP0608 SB049 070 円形 062 053 中世

SP0609 SB049 楕円形 059 055 中世

SP0610 SB049 円形 中世

SP0611 SB049 070 楕円形 056 050 中世

SP0612 SB049 070 楕 円形 062 中世

SP0613 SB049 070 楕円形 052 056 中世

SP0614 SB049 円形 057 (051) 中世

SP0615 SB049 07Э 円形 045 042 038 中世

SP0616 SB049 円形 050 中世

SP0617 SB049 円形 037 中世

SB049 円形 056 042 中世

SP0619 SB049 070 楕円形 044 058 中世

SP0620 SB049 070 円形 036 045 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SP0621 SB049 円形 054 060 中世

SP0622 SB049 070 円形 047 048 中世

SP0623 SB049 円形 中世

SP0624 SB049 円形 049 054 中世

SP0625 SB049 円形 055 053 076 中世

SP0626 SB049 円形 自磁 中世

SP0627 SB049 070 楕円形 055 中世

SP0628 SB049 円形 063 061 中世

SB049 070 円形 056 052 中世

SP0630 SB049 0招Э 円形 054 050 須恵器 青磁 中世

2/ぢ



柱穴一覧 (15)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径),m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SB049 円形 040 039 中世

SP0632 SB049 円形 042 062 中世

SB049 0紹9 楕円形 038 047 中世

SP0634 SB049 OИЭ 円形 中世

SP0635 SB050 円形 047 040 032 中世

SB050 楕円形 036 042 中世

SP0637 SB050 円形 035 中世土師器 中世

SP0638 SB050 円形 040 050 中世

SP0639 SB050 円形 (032) 045 中世

SP0640 SB050 /1e円 形 055 048 中世

SP0641 SB050 不整形 072 050 026 中世

SP0642 SB050 円形 035 032 中世

SP0643 SB050 楕 円形 046 中世

SP0644 SB050 円形 035 033 033 中世

SB050 不整形 043 中世

SP0646 饂 051 楕円形 中世

SP0647 SB051 071 円形 042 中世

SP0648 SB051 円形 086 043 中世

SP0649 SB051 円形 中世

SP0650 SB051 円形 034 036 中世

SP0651 饂 051 円形 036 032 中世

SP0652 SB051 円形 中世

SP0653 SB051 円形 042 055 土師器 須恵器 中世

SP0654 SB051 円形 040 040 中世

SB051 円形 047 中世

SP0656 SB051 円形 035 030 青磁 中世

SP0657 SB051 円形 046 042 036 中世

SP0658 SB052 円形 050 040 申世

SP0659 SB052 072 円形 036 030 中世

SP0660 SB052 072 円形 038 中世

SB052 072 円形 036 035 土師器 中世

SP0662 SB052 円形 035 032 中世

SP0663 SB052 072 円形 038 039 中世

SP0664 SB052 円形 043 037 042 中世

SP0665 SB052 円形 035 034 050 中世

SP0666 SB052 円形 035 中世

SP0667 SB052 円形 035 030 045 須恵器 中世

SP0668 SB053 不整形 052 中世

SP0669 SB053 円形 053 050 040 中世

SP0670 SB053 072 円形 057 042 中世

SP0671 SB053 072 円形 (055) 045 070 中世

SP0672 SB053 円形 057 035 中世

SP0673 SB053 072 楕円形 065 086 中世

SP0674 SB053 072 楕 円形 046 (045) 049 中世

SP0675 SB053 072 楕円形 050 中世

2グイ



桂穴一覧 (16)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地区 SP0676 SB053 楕円形 065 055 056 中世

SP0677 SB053 072 円形 (020) 036 中世

SP0678 SB053 072 円形 (035) 048 中世

SP0679 SB053 円形 037 035 032 中世

SP0680 SB054 円形 044 036 中世

SP0681 SB054 円形 054 047 060 中世

SP0682 饂 054 円形 035 040 中世

SP0683 SB054 円形 034 中世土師器 中世

SP06駐 SB054 073 不整形 044 040 053 中世

SP0685 SB054 円形 038 037 052 中世

SP0686 SB054 精円形 050 028 029 中世土師器 中世

SB054 073 楕円形 043 中世

SP0688 SB054 073 円形 040 中世

SP0689 SB054 073 楕円形 047 035 050 中世土師器 中世

SP0690 SB054 円形 中世

SP0691 SB054 073 円形 042 038 中世

SP0692 SB055 楕円形 045 035 032 中世

SP0693 SB055 073 円形 047 040 中世土師器 中世

SP0694 SB055 073 楕円形 045 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SP0695 SB055 楕円形 060 (025) 056 中世

SP0696 SB055 073 円形 043 中世

SB055 073 楕円形 055 040 中世

SP0698 SB055 円形 中世土師器 中世

SP0699 SB056 073 不整形 085 043 中世

SB056 073 不整形 037 中世

SP0701 SB056 073 不整形 068 027 中世

SP0702 SB056 不整形 中世

SP0703 SB056 073 楕円形 035 中世

SP0704 SB056 073 楕円形 039 中世

SP0705 SB057 円形 026 022 中世

SP0706 SB057 074 円形 029 025 中世

SP0707 SB057 074 不整形 038 026 中世

SP0708 SB057 074 円形 029 中世

SP0709 SB057 074 円形 中世

SP0710 SB057 074 円形 027 038 中世

SP0711 SB057 円形 032 029 030 中世

SP0712 SB057 074 円形 032 中世

SP0713 SB057 074 円形 025 珠洲 中世

SP0714 SB058 074 楕 円形 040 中世

SP0715 SB058 074 楕円形 029 中世

SP0716 SB058 074 円形 030 中世

SP0717 SB058 074 円形 035 035 中世

SP0718 SB058 074 円形 023 中世

SP0719 SB059 楕 円形 065 (042) 中世

SP0720 SB059 074 楕円形 (030) 中世

2わ



柱穴一覧 (17)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)・m 幅 (短径 )・m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SP0721 SB059 074 円形 039 045 中世

SP0722 SB059 074 円形 032 中世

SB059 074 円形 中世

SP0724 SB059 074 楕円形 中世土師器 中世

SP0725 SB059 074 楕円形 (048) 中世

SB059 074 楕 円形 中世

SP0727 SB059 074 円形 036 027 中世

SP0728 SB060 075 楕円形 (044) 028 中世

SP0729 SB060 円形 037 028 中世

SP0730 SB060 円形 027 中世

SP0731 SB060 075 円形 (030) 中世

SB060 円形 030 中世

SP0733 SB060 円形 (071) (045) 中世

SP0734 SB060 075 楕円形 062 (035) 中世

SP0735 SB060 075 楕 円形 045 中世

SP0736 SB060 精円形 055 043 046 中世

SP0737 SB060 円形 037 中世土 師器 中世

SP0738 SB060 075 円形 058 中世

SP0739 SB060 円形 040 055 中世

SP0740 SB060 075 円形 067 057 045 中世土 師器 中世

SP0741 SB060 円形 中世

SP0742 SB060 円形 049 047 中世土師器 中世

SP0743 SB060 075 円形 023 中世

SP0744 SB060 円形 028 028 刀 子 中世

SP0745 SB060 075 円形 中世

SP0746 SB060 075 楕 円形 (044) 中世

B5地 区 SP0747 SB061 076 楕円形 035 046 中世

SP0748 SB061 076 円形 025 044 中世

SP0749 SB061 076 楕 円形 054 中世

SP0750 SB061 076 楕円形 046 032 030 中世

SP0751 SB061 076 楕円形 037 027 中世

望 0752 SB061 076 楕 円形 048 036 049 中世

SP0753 SB061 076 円形 037 中世

SP0754 SB06ユ 076 楕円形 033 027 036 中世

SP0755 SB061 076 楕 円形 (023) 027 中世

SP0756 SB062 円形 032 029 036 中世

SP0757 SB062 076 円形 027 中世

SP0758 SB062 076 楕円形 048 035 030 中世

SP0759 SB062 076 楕円形 中世

SP0760 SB062 076 円形 033 中世

SB062 076 円形 031 029 029 中世

SP0762 SBO鬱 076 円形 036 032 中世

SP0763 SB062 076 円形 028 029 中世

V0764 SB063 円形 033 中世

SP0765 SB063 楕 円形 037 029 040 中世

2/び



柱穴一覧 (18)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B5地 区 SP0766 SB063 楕円形 028 中世

SP0767 SB063 077 円形 中世

SP0768 SB063 楕円形 086 033 036 中世

SP0769 SB063 円形 023 中世

SP0770 SB064 楕円形 038 034 中世

SP0771 SB064 楕円形 025 中世

SP0772 SB064 楕円形 中世

SP0773 SB064 楕円形 中世

SP0774 SB064 楕円形 037 027 須恵器 中世

SP0775 SB064 楕円形 036 中世

SP0776 SB064 円形 035 中世

SP0777 SB064 不整形 042 (034) 036 中世

SP0778 SB064 楕円形 中世

SP0779 SB064 円形 038 027 中世

B6地区 SP0780 SB065 楕円形 042 036 024 中世

SP0781 SB065 楕円形 022 土師器 刀子 中世

SP0782 SB065 楕 円形 044 中世

SP0783 SB065 円形 038 中世

SP0784 SB065 109 不整形 048 中世

舒 0785 SB065 109 楕 円形 土師器 中世

SP0786 饂 065 109 楕円形 052 036 中世

SP0787 SB065 109 楕円形 中世

SP0788 SB065 楕 円形 034 中世

SP0789 SB065 109 楕円形 050 045 須恵器 鉄津 中 世

SP0790 SB065 109 楕円形 084 034 027 中世

SP0791 SB065 楕 円形 040 041 中世

SP0792 SB065 楕円形 032 025 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SP0793 SB066 109 円形 038 035 中世

SP0794 SB066 109 円形 038 033 須恵器 中世

SPO猾 5 SB066 円形 土師器 中世

SP0796 SB066 109 不整形 036 中世

SP0797 SB066 109 円形 038 須恵器 中世

SP0798 SB066 109 楕円形 040 032 033 中世

SP0799 SB066 楕 円形 土師器  須恵器 中世

SP0800 謡 066 円形 038 中世

SP0801 SB066 円形 土師器 中世

SP0802 SB066 楕 円形 中世

SP0803 SB066 楕円形 038 054 土師器 須恵器 中世

SP0804 SB066 円形 038 土 師器 中世

SP0805 SB067 円形 032 020 中世

SP0806 SB067 円形 038 中世

SP0807 SB067 楕円形 0鬱 032 025 中世

SP0808 SB067 円形 032 中世

SP0809 SB067 楕円形 046 042 中世

盟 0810 SB067 楕円形 052 040 032 中世

2//



桂穴一覧 (19)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)m 幅 (短径)m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 SP0811 SB067 /ra円 形 042 032 025 中世

SP0812 SB067 楕円形 中世

SP0813 SB067 楕 円形 036 030 032 中世

SP0814 SB067 円形 038 045 中世

SP0815 SB067 楕円形 032 中世

SP0816 SB067 不整形 020 030 中世

SP0817 SB067 楕円形 038 037 中世

SP0818 SB067 不整形 042 058 中世

SP0819 SB067 楕 円形 044 032 中世

SP0820 SB067 楕円形 030 036 中世

SP0821 SB067 精円形 052 032 040 中世

SP0822 SB067 不整形 中世

SP0823 SB067 楕円形 040 030 中世

SP0824 饂 068 不整形 065 土師器 中世

SP0825 SB068 円形 022 中世

SB068 楕円形 0坐 028 中世

SP0827 SB068 楕円形 050 033 須恵器 中世

SP0828 SB068 不整形 039 039 中世

SP0829 SB068 楕円形 044 037 044 土師器 中世

SP0830 SB068 楕 円形 0 4Cl 032 033 中世

SP0831 SB068 楕円形 須恵器 中世

SP0832 SB068 円形 030 033 土師器 中世

SP0833 SB068 楕 円形 046 040 037 土師器 中 世

SP0834 SB068 不整形 092 中世

SP0835 SB068 楕円形 048 040 027 中世

SP0836 SB069 楕 円形 038 030 中世

SP0837 SB069 111 不整形 062 050 中世

SP0838 SB069 楕円形 022 中世

SP0839 SB069 111 楕 円形 034 中世

SP0840 SB069 111 楕円形 028 023 中世

SP084ユ SB069 円形 中世

SP0842 SB070 楕 円形 028 中世

SP0843 SB070 楕円形 040 中世

SP0844 SB070 円形 042 中世

SB07Э 円形 022 中世

SP0846 SBO紹Э 楕円形 028 012 中世

SP0847 SB070 楕 円形 024 中世

SP0848 SB07] 不整形 062 044 中世

SP0849 SB071 楕円形 土師器 中世

SP0850 認 07〕 楕 円形 062 044 土師器 中世

SP0851 SB071 楕円形 070 044 金属製品 中世

SP0852 SB071 楕円形 044 065 土師器 中世

SP0853 SB07ユ 楕 円形 038 032 033 中世

SP0854 SB071 楕円形 040 058 中世

SP0855 饂 07] 円形 土師器 中世

2/∂



桂穴一覧 (20)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径),m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 骰 0856 SB071 楕円形 046 中世

SP0857 SB071 楕円形 046 中世

SP0858 SB071 不整形 (080) 028 中世

SP0859 SB071 楕円形 026 土師器 中世

SP0860 SB071 不整形 072 046 055 土師器 中世

SP0861 SB071 不整形 046 030 中世

SP0862 SB071 楕円形 037 中世

SP0863 SB072 円形 028 中世

SP0864 SB072 楕円形 036 043 中世

SP0865 SB072 円形 028 032 中世

SP0866 SB072 楕 円形 036 026 中世

SP0867 SB072 不整形 033 中世

SP0868 SB072 不整形 中世

SP0869 SB073 楕 円形 050 022 中世

SP0870 SB073 楕円形 040 027 中世

SP0871 SB073 精円形 042 016 中世

SP0872 SB073 円形 038 中世

SP0873 SB073 楕円形 034 030 中世

SP0874 SB073 楕円形 046 040 032 中世

SP0875 SB073 楕円形 026 005 中世

SB073 楕円形 036 中世

SP0877 饂 073 円形 046 012 中世

SP0878 SB073 楕円形 046 040 024 中世

SP0879 SA02 楕円形 039 中世

SP0880 SA02 円形 中世

SP0881 SA02 袴円形 034 027 中世

SP0882 SA02 楕円形 028 中 世

SP0883 SA02 /ra円 形 034 030 032 中世

B7地 区 SP0884 SB074 124 円形 045 042 034 中世

SP0885 SB074 124 楕円形 0も 032 中世

SP0886 SB074 124 楕 円形 039 025 002 中世

SP0887 SB074 124 楕円形 055 045 037 中世

SP0888 SB074 124 楕円形 050 034 053 中世

SB074 楕 円形 中世

SB074 124 楕円形 050 028 中世

SP0891 SB074 楕円形 045 中世

SP0892 SB074 124 円形 036 中世

SP0893 SB075 円形 中世

SP0894 SB075 楕円形 058 中世

SP0895 SB075 不整形 中世

SP0896 SB075 楕円形 中世

SP0897 SB075 円形 042 035 中世

SP0898 SB075 精円形 058 046 020 中世

SP0899 SB075 楕円形 中世

骰 0900 SB075 隅九長方形 0も 中世

2が



柱穴一覧 (21)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

B7地 区 SP0901 SB075 円形 065 055 中世

SB075 124 楕円形 078 054 032 中世

SP0903 朗 075 不整形 028 中世

SP0904 SB075 124 楕 円形 050 中世

SB076 円形 052 049 039 中世

饂 076 125 楕円形 046 中世

SP0907 饂 076 楕 円形 050 042 025 中世

SP0908 SB076 円形 047 036 中世

SB076 125 楕円形 04 038 中世

SP0910 SB076 125 楕 円形 033 025 中世

SP091] SB076 楕円形 042 028 中世

SP0912 SB076 125 円形 052 046 023 中世

SP0913 SB076 125 円形 040 032 中世

SP0914 SB076 精円形 054 中世

SP0915 SB076 125 楕円形 040 030 中世

SP0916 SB076 125 楕 円形 中世

SP0917 SB076 円形 054 050 030 中世

SP0918 SB076 125 楕円形 058 048 中世

SP0919 SB076 125 楕円形 029 中世

SP0920 SB077 楕円形 033 031 022 中世

SP0921 SB077 125 円形 036 中世

SP0922 SB077 125 円形 038 032 中世

SP0923 SB077 125 円形 040 039 中世

SP0924 SB077 125 楕円形 044 025 中世

SP0925 SB077 125 円形 中世

SP0926 SB077 125 楕円形 058 050 040 中世

SP0927 SB077 円形 045 038 珠洲 中世

SB077 125 楕円形 050 038 040 中世

SP0929 饂 077 125 円形 052 050 中世

SP0930 SB077 楕 円形 060 033 035 入 尾 中世

SB077 125 円形 043 042 029 中世

SB077 125 不整形 085 中世

SP0933 饂 077 125 円形 032 028 030 中世

SP0934 SB077 円形 042 035 中世

饂 077 円形 050 045 中世

朗 077 125 円形 048 038 中世

SP0987 SB078 126 円形 032 030 025 中世

SB078 円形 0 4kl 中世

SB078 126 円形 052 040 中世

SP0940 饂 078 楕円形 (030) 028 023 中世

SP0941 SB078 楕 円形 046 中世

SP0942 SB078 楕円形 036 022 中世

SP0943 SB078 円形 044 040 中世

SP094 SB078 楕 円形 040 035 中世

SP0945 SB078 円形 040 035 012 中世

230



柱穴一覧 (22)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B7地 区 SPO%6 SB078 126 円形 038 032 012 中世

SP0947 SB078 楕 円形 040 028 中世

SP0948 SB078 126 円形 044 038 025 中世

SP0949 SB078 126 円形 040 036 030 中世

SP0950 SB078 楕円形 056 022 中世

SP0951 SB078 126 不整形 055 035 中世

SP0952 SB078 126 円形 038 035 中世

SP0953 SB078 円形 040 036 中世

SP0954 SB078 126 円形 中世

SB078 126 楕円形 036 中世

V0956 SB078 126 円形 030 中世

SP0957 SB078 楕円形 (020) 020 中世

B8地区 SP0958 SB079 不整形 035 中世

SP0959 SB079 楕円形 042 中世

SP0960 SB079 楕円形 058 中世

SP096ユ SB079 楕 円形 050 中世

SP0962 SB079 円形 058 050 中世

SP0963 SB079 楕円形 045 中世

SP0964 SB079 円形 中世

SP0965 SB079 楕 円形 036 044 中世

SP0966 SB079 不整形 045 033 中世

SP0967 SB079 楕 円形 055 028 中世

SP0968 SB079 精円形 049 038 中世

SP0969 SB079 円形 0も 中世

SP0970 SB079 不整形 040 中世

SP0971 SB079 不整形 043 047 中世

SP0972 SB079 不整形 055 048 中世

SP0973 SB079 隅丸方形 065 中世

SP0974 SB079 円形 035 033 034 中世

SP0975 SB079 円形 027 中世

SP0976 SB079 楕 円形 (057) 中世

SP0977 SB079 円形 032 030 026 中世

SP0978 SB079 円形 033 005 中世

SP0979 SB080 不整形 050 中世

SP0980 SB080 不整形 中世

SP0981 SB080 楕 円形 030 045 中世

SP0982 SB080 円形 050 052 中世

SP0983 SB080 精円形 057 中世

SP0984 SB080 円形 038 中世

SP0985 SB080 円形 06 036 020 中世

SP0986 SB080 円形 029 中世

SP0987 SB080 円形 045 050 中世

SP0988 SB080 楕円形 053 043 044 中世

SP0989 SB080 長楕 円形 056 025 中世

SP0990 SB080 円形 032 中世

28′



柱穴一覧 (23)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B8地 区 SP0991 SB080 円形 045 050 中世

SP0992 SB080 不整形 030 中世

SP0993 SB080 長楕円形 073 040 035 中世

SP0994 SB080 円形 058 中世

SP0995 饂 080 不整形 025 中世

B9地 区 SP0996 SB081 1穆 円形 061 020 中世

SP0997 SB081 楕円形 050 中世

SP0998 SB081 円形 054 049 中世

SP0999 SB081 1乾 円形 050 046 043 中世

SP1000 SB081 142 円形 048 042 中世

SP100J SB081 円形 047 044 中世

SP1002 SB081 円形 042 中世

SP1003 SB081 142 円形 044 040 046 中世

SP1004 SB081 楕 円形 051 044 050 中世

SP1005 SB081 円形 040 040 中世

B10地 区 SP1006 SB082 円形 (040) 中世

SP1007 SB082 楕円形 (023) 038 中世

SP1008 SB082 楕円形 (044) (034) 020 中世

SP1009 SB082 円形 037 034 中世

SP1010 SB082 楕円形 057 046 中世

SP1011 SB082 円形 056 054 038 中世

SP1012 SB082 楕 円形 078 055 中世

SP1013 SB082 142 楕円形 050 028 中世

SP1014 SB082 1乾 円形 043 041 029 中世

SP1015 SB082 142 精 円形 075 033 中世

SP1016 SB082 142 楕円形 070 047 036 中世

SP1017 SB082 142 楕円形 042 027 中世

SP1018 SB082 円形 056 048 中世

SP1019 SB088 1瑠 楕円形 050 029 中世

SP1020 SB083 143 精円形 0襲 037 中世

SP1021 饂 083 143 円形 037 023 中世

SP1022 SB083 148 円形 040 038 035 中世

SP1023 SB083 143 円形 049 044 026 中世

SP1024 SB083 143 楕円形 025 中世

SP1025 饂 083 楕円形 042 036 030 中世

SP1026 SB083 円形 040 037 026 中世

SP1027 SB083 143 円形 035 024 中世

SP1028 SB083 143 円形 047 027 中世

SP1029 SB083 148 円形 038 035 026 中世

SP1030 SB083 円形 039 024 中世

B■ 地区 SP1031 SB084 143 円形 049 中世

SP1032 SB084 円形 049 中世

SP1033 SB084 143 楕円形 036 024 中世

SP1034 SB084 円形 045 033 中世

SP1035 SB084 楕円形 中世

282



柱穴一覧 (24)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径 )・m 深さ。m 出土遺物 時期

Bll地 区 SP1036 SB084 148 楕 円形 035 038 中世

SP1037 SB084 楕円形 046 中世

SP1038 SB084 円形 033 中世

SP1039 SB084 円形 056 050 中世

SP1040 SB085 144 円形 032 中世

SP1041 SB085 円形 028 012 中世

SP1042 SB085 円形 040 035 中世土師器 中世

SP1043 SB085 円形 038 009 中世

SP1044 SB085 144 楕円形 037 025 0整 中世

SP1045 SB085 楕 円形 050 036 中世

SP1046 SB085 円形 036 中世

SP1047 SB085 円形 026 026 中世

SP1048 SB085 144 円形 039 中世

SP1049 SB085 楕円形 042 中世

SP1050 SB085 楕円形 059 038 中世

SP1051 SB085'
SB086 円形 043 中世

SP1052 SB085 144 楕円形 043 中世

SP1053 SB085 楕円形 055 053 中世

SP1054 SB085・
SB086

144 楕円形 073 中世

SP1055 SB086 楕円形 038 030 中世

SP1056 SB086 楕円形 038 中世

SP1057 SB086 楕円形 041 052 中世土師器 中世

SP1058 SB086 楕円形 065 中世

SP1059 SB086 144 楕 円形 中世

SP1060 SB086 惰円形 043 025 039 中世

SP1061 SB086 楕円形 中世

SP1062 SB086 楕 円形 056 028 中世

SP1063 SB086 惰円形 057 (037) 018 中世

SP1064 SB086 楕円形 040 中世

B12地 区 SP1065 SB087 楕 円形 040 中世

SP1066 SB087 不整形 024 028 050 中世

SP1067 SB087 精円形 048 中世

SP1068 SB087 脩円形 030 026 中世土師器 中世

SP1069 SB087 楕円形 027 中世

SP1070 SB087 楕円形 036 030 008 中世

SP1071 SB087 楕円形 053 038 中世

SP1072 SB087 楕円形 042 角釘 中世

V1073 SB087 円形 028-031 034 中世

SP1074 SB088 楕円形 048 036 047 中世

SP1075 SB088 155 楕円形 044 中世

SP1076 SB088 楕円形 040 中世

SP1077 誂 088 楕円形 036 中世

SP1078 SB088 155 楕円形 026 中世

SP1079 饂 088 円形 026 中世

SP1080 SB088 155 楕円形 中世

2∂ぢ



柱穴一覧 (25)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径).m 幅 (短径 )・ m 深さ。m 出土遺物 時期

B12地 区 SP1081 SB088 楕円形 074 056 042 中世

SP1082 SB089 156 楕円形 040 040 中世

SP1083 SB089 156 楕 円形 048 032 034 土師器 中世

SP1084 SB089 楕円形 050 038 中世

SP1085 SB089 不整形 040 中世

SP1086 SB089 不整形 044 030 054 中世

SP1087 SB089 円形 027 珠 洲 中世

SP1088 SB089 楕円形 中世

SP1089 SB090 楕 円形 030 022 019 中世

SB090 楕円形 034 028 007 中世

SB090 楕円形 028 中世

SP1092 SB090 不整形 028 中世

SB090 楕円形 024 009 中世

SP1094 SB090 楕円形 038 中世

SP1095 SB090 156 楕円形 028 中世

SP1096 SB090 156 楕円形 034 024 中世

SP1097 SB090 楕 円形 026 022 土師器 中世

SP1098 SB090 円形 026 中世

SP1099 SB090 楕円形 032 中世

SPl100 SB090 楕 円形 036 中世

SPl101 SB091 円形 028 中世

SPl102 SB09] 楕円形 030 中世

SPl103 SB091 楕 円形 032 中世

SPl104 SB091 楕円形 中世

SPl105 SB09ユ 楕円形 040 中世

SPl106 SB091 不整形 (030) 040 中世

SPl107 SB091 不整形 036 024 中世土師器 土師器 中世

SPl108 SB091 楕円形 中世

SPl109 SB091 157 楕 円形 048 022 中世

SPll10 SB091 157 楕円形 044 040 020 中世

SPllll SB091 157 楕円形 072 052 026 中世

SPll12 SB091 157 楕円形 036 中世

SPll13 SB091 157 精円形 050 中世

SPll14 SB091 楕 円形 040 中世

SPll15 SB091 惰円形 064 036 022 中世

SPll16 SB091 楕円形 042 中世

SPll17 SB091 楕 円形 040 中世

SPll18 SB091 157 楕円形 038 026 中世

SPll19 SB091 不整形 0鬱 038 035 中世

SPl120 SB091 楕円形 070 050 中世

SPl121 SB091 157 長楕円形 036 022 中世

SPl122 SB091 楕 円形 024 039 中世

SPl123 SB091 楕円形 030 中世

SPl124 SB091 精円形 046 042 027 中世

SPl125 SB091 楕 円形 044 030 中世

23イ



柱穴一覧 (26)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径)m 深さ。m 出土遺物 時期

B12地 区 SPl126 SB091 157 円形 032 中世

SPl127 饂 091 円形 中世

SPl128 SB091 楕 円形 036 020 中世

SPl129 SB091 楕円形 044 中世土師器 中世

SPl130 SB091 不整形 (020) 023 中世

SPl131 SB092 楕 円形 038 022 中世

SPl132 SB092 楕円形 036 020 中世

SPl133 SB092 円形 020 土師器 中世

SPl134 SB092 楕円形 040 030 036 中世

SPl135 SB092 158 楕円形 044 036 025 中世

SPl136 SB092 不整形 048 030 022 中世

SPl187 SB092 158 楕 円形 042 土師器 中世

SPl138 SB093 158 円形 036 026 中世

SPl139 SB098 楕 円形 040 中世

SPl140 饂 093 円形 040 025 中世

SPl141 SB093 楕円形 0型 037 中世

SPl142 SB093 不整形 (028) 026 中世

SPl143 SB093 円形 中世

SPl144 SB093 不整形 (032) 036 中世

SPl145 SB094 楕 円形 036 中世

解 1146 SB094 円形 028 中世

SPl147 SB094 楕円形 038 043 中世

SPl148 SB094 158 精 円形 050 042 050 金属製品 中世

SPl149 SB094 楕円形 068 (050) 中世

SPl150 SB094 158 楕円形 (032) 007 中世土師器 瀬戸美濃 中世

SPl151 SB094 158 楕 円形 050 028 中世

SPl152 SB094 楕円形 024 022 中世

SPl153 SB095 158 楕円形 058 023 中世

SPl154 SB095 楕円形 058 048 022 中世

SPl155 SB095 楕円形 066 054 028 中世

SPl156 SB095 楕円形 042 中世

SPl157 SB095 楕円形 040 中世

SPl158 SB096 楕円形 048 028 中世

SPl159 SB096 精円形 028 中世

SPl160 SB096・
SB098 楕円形 (044) 020 中世土師器 中世

SPl161 SB096 楕円形 030 009 中世

SPl162 饂 096 楕 円形 028 中世

SPl163 SB096 円形 中世土師器 中世

SPl164 饂 096 楕円形 033 中世

SPl165 SB096 楕 円形 050 020 中世土師器 白磁 中世

SPl166 SB096 楕円形 032 中世

SPl167 SB097 159 不整形 (040) 042 中世

SPl168 SB097 159 楕 円形 048 030 034 中世

SPl169 SB097 159 楕円形 042 020 中世

SPl170 SB097 楕円形 052 044 中世
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柱穴一覧 (27)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

B12地 区 SPl171 SB097 159 楕 円形 040 032 中世

SPl172 SB097 楕 円形 044 023 中世

SPl173 SB098 159 楕円形 024 中世土師器 中世

SPl174 SB098 159 楕 円形 024 中世

SPl175 SB098 159 不整形 040 038 009 中世

SPl176 SB098 円形 026 007 中世

SPl177 SB098 159 楕 円形 (046) 040 中世土師器 中世

SPl178 SB098 楕円形 (026) 022 中世土師器 中世

SPl179 SB098 不整形 058 023 土師器 中世

SPl180 SB098 不整形 (086) 036 中世

SPl181 SB098 楕 円形 046 028 033 中世土師器 中世

SPl182 SB098 不整形 (038) 029 中世

SPl183 SB098 楕円形 028 044 中世土師器 中世

SPl184 SB098 不整形 (022) 023 珠洲 中世

B13地区 SPl185 SB099 楕円形 085 (068) 020 中世

SPl186 SB099 208 楕円形 0坐 086 中世

SPl187 SB099 208 円形 048 中 世

SPl188 SB099 楕円形 060 035 中世

SPl189 SB099 208 円形 060 中世

SPl190 SB099 208 円形 060 058 032 中世

SPl191 SB099 208 円形 040 中世

SPl192 SB099 精 円形 060 中世

SPl193 SB099 208 不整形 072 土師器 中世

SPl194 SB099 208 楕円形 080 068 040 中世

SP1195 SB100 円形 中世

SPl196 SB100 209 楕円形 030 中世

SPl197 SB100 209 円形 025 中世

SPl198 SB100 楕 円形 052 023 中世

SPl199 SB100 楕円形 035 中世

SP1200 SB100 楕円形 052 (048) 036 中世

SP1201 SB100 楕 円形 050 中世

SP1202 SB100 楕円形 060 044 中世

SP1203 鵠 100 楕円形 056 050 中世

SP1204 SB100 209 楕円形 072 030 中世

SP1205 SB100 /re円 形 中世

SP1206 SB101 209 円形 036 032 中世

SP1207 SB101 209 円形 060 024 中世

SP1208 SB101 209 円形 046 029 中世

SP1209 SB101 不整形 042 032 026 中世

SP1210 SB101 209 楕円形 011 中世

SP1211 SB101 209 楕円形 044 040 中世

SP1212 SB101 楕円形 052 043 中世

SP1213 SB10ユ 円形 035 022 中世

SP1214 SB101 円形 042 007 中世

SP1215 SB10ユ 楕円形 042 040 中世

28び



桂穴一覧 (28)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地 区 SP1216 SB101 楕円形 021 中世

SP1217 SB101 209 楕円形 040 035 中世

SP1218 SB101 209 円形 028 中世

SP1219 SB101 円形 中世

SP1220 SB102 円形 0駆 中世

M1221 SB102 楕 円形 中世

SP1222 SB102 楕円形 050 038 中世

SP1223 SB102 精円形 0招Э 050 027 中世

SP1224 SB102 楕円形 052 042 020 中世

SP1225 SB102 円形 044 020 中世

SP1226 SB102 円形 042 035 中世

SP1227 SB102 楕 円形 中世

SP1228 SB102 精円形 044 032 022 中世

V1229 SB102 楕円形 049 中世

SP1230 SB102 円形 020 中世

SP1231 SB102 楕円形 080 065 025 中世

SP1232 SB102 不整形 094 076 030 中世

SP1233 SB102 楕 円形 070 052 032 中世

SP1234 SB102 円形 050 中世

SP1235 SB102 楕円形 030 中世

SP1236 SB102 円形 050 049 中世

SP1237 SB102 脩円形 054 023 中世

SP1238 SB103 不整形 058 土師器 須恵器 中世

SP1239 SB103 円形 056 土師器 中世

SP1240 SB103 精円形 070 060 030 中世

SP124ユ SB103 楕円形 082 065 中世

SP12乾 SB103 不整形 078 050 中世

SP1243 SB103 楕円形 062 054 025 中世

SP1244 SB103 楕円形 072 055 030 中世

SP1245 SB103 楕円形 072 060 中世

SP1246 SB103 楕円形 056 中世

SP1247 SB103 隅丸方形 020 土師器 中 世

SP1248 SB103 楕円形 095 034 中世

SPl%9 SB103 円形 074 中世

SP1250 SB103 楕円形 060 034 中世

SP1251 SB103 211 楕円形 065 025 土師器 中世

SP1252 SB103 楕円形 080 065 023 珠 洲 中世

SP1253 饂 103 円形 040 中世

SP1254 SB103 楕円形 044 022 中世

SP1255 SB103 楕円形 080 062 中世

SP1256 SB103 楕 円形 0乾 035 025 中世

SP1257 SB103 楕円形 036 中世

SP1258 SB103 楕円形 060 033 中世

SP1259 SB103 隅丸方形 (025) 中世

SP1260 SB103 楕円形 中世

23/



柱穴一覧 (29)

地区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径)'m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地区 SP1261 SB103 楕円形 050 020 中世

SP1262 鵠 103 楕円形 072 060 中世

SP1263 SB103 楕 円形 中世

SP1264 SB103 円形 中世

SP1265 SB103 隅九方形 068 (038) 中世

SP1266 SB103 不整形 070 032 032 中世

SP1267 SB103 楕円形 065 050 中世

SP1268 SB103 楕円形 080 052 中世

SP1269 SB103 不整形 078 052 045 中世

SP1270 SB103 隅九長方形 055 038 中世

SP127ユ
SB103・ 211'212 楕円形 054 055 中世

SP1272 SB103・ 211 212
楕円形 032 050 中世

SP1273 SB104 楕円形 045 中世

SP1274 SB104 楕円形 032 025 (048) 中世

SP1275 SB104 円形 中世

SP1276 S正3104 楕円形 060 043 中世

SP1277 SB104 楕円形 080 中世

SP1278 SB104
212・ 213 楕 円形 059 中世

SP1279 SB104・
212・ 213 楕円形 094 中世

SP1280 SB104・
ミRln氏 212・ 213 楕円形 065 052 中世

SP1281 SB104 楕 円形 06 033 中世

SP1282 SB104 楕円形 045 032 中世

SP1283 SB104 楕円形 022 024 中世

SP1284 SB104 楕 円形 (050) 037 中世

SP1285 SB104 楕円形 056 043 殊洲 中世

SP1286 SB104 不整形 050 020 中世土師器 中世

SP1287 SB104 楕円形 060 050 018 中世

SP1288 SB104 隅丸方形 036 中 世

SP1289 SB104 楕円形 065 048 中世

SP1290 SB104 円形 060 058 中世

SP1291 SB104 楕 円形 (058) 046 019 中世

SP1292 SB104 212 精円形 075 068 048 中世

SP1293 SB104・
212・ 215 楕 円形 060 048 中世

SP1294 SB104 楕 円形 054 048 047 中世

SP1295 SB104 楕円形 070 056 中世

SP1296 SB104 精円形 046 中世

SP1297 SB104 不整形 072 050 中世

SP1298 SB104 212 楕円形 060 珠 洲 中世

SP1299 SB104 楕円形 056 中世

SP1300 SB104 楕 円形 075 062 028 中世

SP1301 SB104 212 精 円形 080 02 042 中世

SP1302 SB104 楕円形 094 065 044 中世

SP1303 SB104 楕円形 068 057 中世

SP1304 SB105 不整形 026 中世

SP1305 SB105 楕円形 055 050 025 中世

SP1306 SB105 楕円形 (051) 中世
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柱穴一覧 (30)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

IB13地 区 SP1307 SB105 不整形 (074) 073 028 中世

SP1308 SB105 隅九方形 056 0鬱 中世

SP1309 SB105 不整形 052 049 027 中世

SP1310 SB105 不整形 038 中世

SP1311 SB105 円形 028 032 中世

SP1312 饂 105 楕 円形 072 062 032 中世

SP1313 SB106 楕円形 056 024 中世

SP1314 SB106 隅九方形 042 中世

SP1315 SB106 楕円形 042 035 中世

SP1316 SB106 楕円形 048 中世

SP1317 SB106 楕円形 040 023 中世

SP1318 SB106 楕 円形 040 (036) 028 中世

SP1319 SB106 楕円形 050 030 中世

M1320 SB106 不整形 072 中世

SP1321 SB106 楕 円形 050 026 中世

SP1322 SB107 円形 038 030 中世

SP1323 SB107 楕円形 055 035 中世

SP1324 SB107 円形 060 055 中世

SP1325 SB107 楕円形 062 030 中世

SP1326 SB107 円形 045 土師器 中世

SP1327 SB107 不整形 中世

SP1328 SB107 /ra円 形 025 中世

SP1329 SB107 楕 円形 052 027 中世

SP1330 SB107 円形 036 中世

SP1331 SB107 不整形 070 060 027 中世

SP1332 SB108 不整形 035 中世

SP1333 SB108 楕円形 086 中世

SP1334 部 108 楕円形 070 034 中世

SP1335 SB108 不整形 078 026 中世

SP1336 SB108 楕円形 049 040 025 中世

SP1337 饂 108 清円形 084 060 中世

SP1338 SB108 楕 円形 072 中世

SP1339 SB108 楕円形 060 034 中世

SP1340 SB108 楕円形 032 中世

SP1341 SB108 楕 円形 060 中世

SP1342 SB108 楕円形 058 036 中世

SP1343 SB108 不整形 084 035 中世

SP1344 SB109 精円形 037 中世

SP1345 SB109 円形 028 中世

SP1346 SB109 楕 円形 029 中 世

SP1347 SB109 楕円形 048 040 中世

SP1348 SB109 楕円形 067 043 中世

SP1349 SB109 楕円形 055 023 中世

SP1350 SB109 円形 052 中世

SP1351 SB109 楕円形 018 中世
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柱穴一覧 (31)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅(短径)m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地 区 SP1352 SB109 楕 円形 068 中世

SP1353 SB109 楕円形 052 中世

SP1354 SB109 楕円形 052 中世

SP1355 SB109 楕円形 048 030 中世

SP1356 SB109 楕円形 052 中世

SP1357 SBl10 楕円形 075 065 043 中世

SP1358 SBl10 不整形 0紹Э 035 中世土師器 中世

SP1359 SBl10 隅丸方形 046 中世

SP1360 SBl10 楕円形 070 066 023 中世

SP1361 SBl10 楕円形 058 035 中世

SP1362 SBl10 楕円形 中世

SP1363 SBl10 楕円形 064 中世

SP1364 SBl10 楕円形 中世

SP1365 SBl10 楕円形 050 026 中世

SP1366 SBlll 楕 円形 035 030 中世

SP1367 SBlll 楕円形 中世

SP1368 SBlll 楕円形 035 028 土師器 須恵器 中世

SP1369 SB111 楕 円形 070 中世

SP137Э SBlll 楕円形 中世

SP1371 SBlll 楕円形 060 中世

SP1372 SBlll 楕 円形 090 068 055 中世

SP1373 路 111 精円形 074 060 037 中世

SP1374 SBl11 楕円形 052 中世

SP1375 SBlll 円形 中世

SP1376 SBlll 隅九長方形 070 033 中世

SP1377 饂 111 円形 中世

SP1378 SBlll 楕 円形 064 042 中世

SP1379 SBlll 楕円形 026 中世

SP1380 SBl12 円形 046 中世

SP1381 SBl12 円形 中世

SP1382 SBl12 精円形 082 中世

SP1383 SBl12 楕円形 044 中世

SP1384 SBl12 楕 円形 中世

SP1385 SBl12 楕円形 038 036 中世

SP1386 SBl12 円形 035 中世

SP1387 SBl13 楕円形 066 043 中世

SP1388 SBl13 楕円形 047 中世

SP1389 SBl13 217 円形 048 中世

SP1390 SBl13 楕円形 067 055 035 土師器 瀬戸美濃 中世

SP1391 SBl13 円形 046 土師器 中世土師器 中世

SP1392 SBl13 217 楕円形 060 (080) 中世

SP1393 SBl13 楕円形 020 中世

SP1394 SBl14 楕円形 中世

SP1395 SBl14 楕 円形 072 052 029 中世

SP1396 SBl14 楕円形 044 018 中世
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柱穴一覧 (32)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)・m 幅 (短径 )・m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地区 SP1397
Ｂ

Ｂ
4
5

217・ 218 楕円形 (056) 中世

SP1398
Ｂ

Ｒ
4

217・ 218 楕 円形 065 中世

SP1399
Ｂ

Ｂ
4
5

217・ 218 楕円形 062 中世

SP1400 SBl14 楕円形 058 044 中世

SP1401 SB 4 217218 楕 円形 050 027 中世

SP1402
Ｂ

Ｂ
4
5

217・ 218 楕円形 067 026 中世

SP1403 SBl14 楕円形 中世

SP1404 SBl15 218 精 円形 025 中世

SP1405 SBl15 楕円形 060 040 030 中世

SP1406 SBl15 精円形 056 中世

SP1407 SBl16 円形 042 039 中世

SP1408 SBl16 精円形 027 中世

SP1409 SBl16 不整形 043 中世

SP1410 SBl16 楕 円形 052 038 中世

SP1411 SBl16 楕円形 045 034 中世

SP1412 饂 116 楕円形 中世

SP1413 SBl17 楕 円形 062 中世

SP1414 SBl17 楕円形 039 025 中世

SP1415 SBl17 楕円形 042 上師器 中世

SP1416 SBl17 楕 円形 040 中世

SP1417 SBl17 楕円形 052 中世

SP1418 SBl17 楕円形 052 043 中世

SP1419 SBl17 楕 円形 036 027 中世

SP1420 SBl17 不整形 062 050 023 中世

SP1421 SBl17 円形 045 043 中世

SP1422 SBl17 218 楕円形 中世

SP1423 SBl17 円形 046 045 025 中世

SP1424 SBl17 長精円形 086 040 036 中世

SP1425 SBl18 楕 円形 042 015 中世

SP1426 SBl18 下整形 065 024 中世

SP1427 SBl18 楕円形 044 036 中世

SP1428 SBl18 楕円形 065 032 037 中世

SP1429 SBl18 精円形 中世

SP1430 SBl18 円形 040 036 006 中世

SP1431 SBl18 楕円形 008 中世

SP1432 SBl18 楕円形 062 050 中世

SP1433 SBl19 楕 円形 053 中世

SP1434 SBl19 楕円形 042 022 中世

SP1435 SBl19 楕円形 024 中世

SP1436 SBl19 楕 円形 045 中世

SP1437 SBl19 楕円形 中世

SP1438 SB120 楕円形 030 023 中世

SP1439 饂 120 脩円形 060 025 土師器 中世

SP1440 SB120 惰円形 035 中世

SP1441 SB120 楕円形 048 中世

29′



柱穴一覧 (33)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径),m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地 区 SP1442 SB120 楕円形 028 020 019 中世

SP1443 SB120 楕円形 040 中世

SP1444 饂 120 楕 円形 034 024 025 中世

SP1445 SB120 不整形 030 中世

SP1446 SB121 楕円形 048 032 023 中世

SP1447 SB121 楕 円形 059 040 中世

SP1448 SB121 楕円形 040 中世

SP149 SB121 円形 039 009 土師器 須恵器 中世

SP1450 SB121 220 不整形 土師器 中世

SP1451 SB121 220 楕円形 055 045 029 中世

SP1452 SB121 楕円形 041 046 中世

SP1453 饂 121 220 隅丸長方形 中世

SP14「D4 SB121 220 楕円形 060 中世

SP1455 SB121 隅丸長方形 中世

SP1456 SB121 220 円形 052 050 中世

SP1457 SB121 220 円形 040 035 中世

SP1458 SB121 楕 円形 070 050 中 世

SP1459 SB121 220 楕円形 043 中世

SP1460 SB121 220 不整形 052 032 中世

SP1461 SB121 220 楕 円形 037 037 中世

SP1462 SB121 220 楕円形 062 048 045 中世

SP1463 SB121 220 楕円形 049 中世

SP1464 SB121・
SB122 220 楕 円形 028 中世

SP1465 SB121 220 楕円形 062 054 中世

SP1466 SB121 楕円形 067 060 中世

SP1467 SB12〕 220 楕 円形 039 036 中世

SP1468 SB121 220 楕円形 027 中世

SP1469 SB12〕 楕円形 中世

SP1470 SB12] 楕 円形 057 052 025 中世

SP1471 SB121 楕円形 077 065 038 中世

SP1472 SB121 楕円形 086 025 中 世

SP1473 SB121 楕円形 055 046 035 中世

SP1474 SB121 220 楕円形 052 034 中世

SP1475 SB122 円形 038 034 中世

SP1476 SB122 楕円形 040 中世

SP1477 SB122 円形 035 中世

SP1478 SB122 円形 038 030 021 中世

SP1479 SB122 楕円形 022 021 中世

SP1480 SB122 楕円形 026 中世

SP1481 SB122 円形 028 020 中世

SP1482 SB122 円形 030 028 023 中世

SP1483 SB123 /ra円 形 036 040 中世

SP1484 SB123 楕円形 060 中世

SP1485 SB123 円形 036 045 中世

SP1486 SB123 楕 円形 038 028 018 中世
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柱穴一覧 (34)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅(短径)m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地 区 SP1487 SB123 221 円形 045 044 中世

SP1488 SB123 楕 円形 049 040 048 中世

SP1489 SB123 楕円形 (022) 033 中世

B14地 区 SP1490 SB124 楕円形 047 中世

SP1491 SB124 円形 050 045 中世

SP1492 SB124 円形 044 057 中世

SP1493 SB124 円形 050 中世

SP1494 SB124 楕円形 060 050 038 土師器 中世

SP1495 SB124 円形 030 中世

SP1496 SB124 円形 052 中世

Bl地 区 SP2001 SB201 楕円形 022 土師器 須恵器 古代

SP2002 SB201 243・ 244・

248
円形 008 土師器 須恵器 古代

SP2003 SB201 243・ 244
円形 土師器 須恵器 土錘 古代

SP2004 SB201 243・ 244・
楕円形 079 028 土師器 須恵器 土錘 古代

SP2005 SB201 楕円形 須恵器 古代

SP2006 SB201 243・ 244・
円形 077 075 037 土師器 須恵器 黒色土器 釘 古代

SP2007 SB201 243・ 244・

248 不整形 (050) 069 古代

SP2008 SB201 243・ 244・

248
精円形 古代

SP2009 SB201 243・ 244・
不整形 075 土師器 須恵器 古代

SP2010 SB201 243・ 244
248

不整形 057 (032) 065 土師器 須恵器 古代

SP2011 SB201 243・ 244・

248
不整形 077 072 土師器 古代

SP2012 SB201 243・ 244・
不整形 120 106 054 土師器  須恵器  黒色土器

墨書土器  土錘  羽口
古代

SP2013 SB201 243244
248

円形 100 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SP2014 SB201・
SB202

243・ 244・

245 楕円形 土 師器 古代

SP2015 SB201 243・ 244・
円形 120 095 須恵器 古代

SP2016 SB201 243・ 244・

248
楕円形 土師器 須恵器 古代

SP2017 SB201 243・ 244・

248 不整形 147 027 土師器 古代

SP2018 SB201 243・ 244・
不整形 086 (050) 069 土師器 須恵器 古代

SP2019 SB201 243・ 244・

248 不整形 095 108 土師器 須恵器 土錘 羽日 古代

SP2020 SB201 243・ 244・

249
不整形 097 057 土師器  須恵器 古代

SP2021 SB201 243・ 244・

249 不整形 038 土師器 須恵器 古代

SP2022 SB201 243・ 244・

249 不整形 094 土師器 須恵器 墨書土器 黒色
土器

古代

SP2023 SB201 243・ 244・
楕 円形 0鬱 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2024 SB201 楕円形 土師器 須恵器 土錘 古代

SP2025 SB201 243・ 244・

249 楕円形 077 土師器 須恵器  灰釉 陶器 古 代

SP2026 SB201 243・ 244・
不整形 095 土師器  須恵器  黒色土器 古代

SP2027 SB201 243・ 244・

249
精円形 053 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2028 SB201 243・ 244・

249
精 円形 土師器 古 代

SP2029 SB201 243244
楕円形 093 土師器 古代

SP2030 SB201 243・ 244・

249 不整形 077 古代

SP2031 SB201 243244
249 不整形 132 土師器 古代

SP2032 SB201 243・ 244・

249 不整形 078 073 古代

SB201 243・ 244・

249
円形 076 073 土師器 古 代

SB201 243・ 244・
不整形 099 066 土師器  須恵器 古代

SP2035 SB201 243・ 244・

249
精円形 073 土師器 須恵器 古代
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桂穴一覧 (35)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)・m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B2地 区 SP2036 SB202 245・ 250 不整形 063 土師器 古代

SP2037 SB202 245。 250 楕円形 087 062 土師器 須恵器 古代

SP2038 SB202 245。 250 楕円形 090 033 土師器 須恵器 墨書土器 古代

♂ 2039 SB202 245・ 250 楕円形 050 037 024 土師器 須恵器 古代

SP2040 SB202 245・ 250 楕円形 056 042 032 土師器 須恵器 古代

SB202 245'250 楕 円形 079 (032) 027 土師器 中世土師器 古代

SP2042 部 202 245・ 250 円形 082 土師器 須恵器 古代

SP2043 饂 202 245・ 250 17-1 楕円形 104 055 土師器 須恵器 黒色土器
灰釉陶器 羽口 製塩土器 留金 古代

SP2044 SB202 245・ 250 円形 053 須恵器 古代

SP2045 SB202 245・ 250 楕円形 土師器 須恵器 古代

SP釣46 SB202 245'250 円形 055 053 土師器 須恵器 羽口 古代

SP2047 SB202 245・ 250 円形 058 052 027 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2048 SB202 不整形 (092) 054 土師器 須恵器 灰釉陶器 古代

SP2049 SB202 245・ 250 楕円形 075 058 土師器 須恵器 土錘 古代

SB202 245・ 250 方形 090 064 土師器 須恵器 古代

SP2051 饂 202 245'250 楕円形 070 049 土師器 古 代

SP2052 SB202 245・ 250 楕円形 古代

SP2053 SB203 246 楕円形 082 066 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2054 SB203 246 楕円形 078 060 038 土師器  須恵器 古 代

SP2055 SB203 楕円形 048 土師器 土錘 墨書土器 古代

M2056 SB203 楕 円形 083 土師器 墨書土器 古代

SP2057 SB203 246 不整形 107 097 047 土師器  須恵器 古 代

SP2058 SB203 精円形 132 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SP2059 SB203 楕円形 060 土師器 古代

SP2060 SB203 246 楕円形 068 038 土師器 古 代

SP2061 SB203 楕円形 180 土師器 須恵器 古代

SP2062 SB203 円形 077 052 065 古代

SP2063 SB204 246 円形 104 古 代

SP2064 SB204 方 形 092 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2065 SB204 不整形 (040) 古代

SP2066 SB204 円形 082 078 土師器  須恵器  羽 口 昌書土器
製塩土器

古代

SP2067 SB204 円形 古代

SP2068 SB204 楕円形 須恵器 古代

V2069 SB204 楕円形 024 土師器 須恵器 古代

SB204 楕 円形 080 古代

SP2071 SB204 方 形 099 070 土 師器  羽 口 金属 製 品  製塩 土
果  釘 古代

SP2072 SB205 楕円形 049 012 古代

SP2073 SB205 円形 072 043 土師器 須恵器 古代

SB205 楕円形 078 035 古代

SP2075 SB205 247 円形 土師器 黒色土器 古代

SP2076 SB205 247 方形 109 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SP2077 SB205 247 不整形 100 015 土師器 須恵器 古代

SP2078 SB206 247 楕円形 085 057 016 古代

SP2079 SB206 247 楕円形 0俗 075 010 古代

SP2080 SB206 247 楕円形 082 068 042 古代

294



柱穴一覧 (36)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長 径)'■ 幅(短径)・m 深さ m 出土遺物 時期

B2地 区 SP2081 SB207 247 円形 090 065 古代

SB207 247 隅丸方形 078 (034) 036 古代

SP2083 SB207 楕円形 080 042 古代

SP2084 饂 蓼97 楕円形 古代

SP2085 SB207 247 隅丸方形 037 古代

B6地 区 SP2086 SB208 不整形 039 古代

SP2087 SB208 円形 古 代

SP2088 SB208 円形 058 古代

SP2089 SB208 楕円形 064 (040) 053 古代

SP2090 SB208 不整形 (030) 059 土師器 古 代

SP2091 SB208 不整形 052 (034) 018 古代

SP2092 SB208 不整形 058 (028) 土師器 古代

SP2093 SB208 286 不整形 034 古 代

SP2094 SB208 楕 円形 060 古代

SP2095 SB208 楕円形 057 古代

SP2096 SB209 286 楕 円形 082 074 028 黒色土器 古代

SP2097 SB209 286 円形 060 054 須恵器 古代

SP2098 SB209 不整形 040 (016) 020 古代

SP2099 SB209 286 楕 円形 068 058 044 土師器 須恵器 古代

SP2100 SB209 286 楕円形 062 056 023 黒色土器 緑釉陶器 古代

SP2101 饂 209 楕円形 068 080 035 古代

SP2102 SB209 286 不整形 073 (036) 土師器 古代

SP2103 SB210 287 楕円形 (088) 古代

SP2104 SB210 287 楕円形 070 060 017 古 代

SB210 287 楕 円形 046 027 古代

SP2106 SB210 287 精円形 046 古代

SP2107 SB210 287 不整形 054 (038) 古代

SB210 楕 円形 078 044 049 古代

SP2109 SB210 287 楕円形 080 027 土師器 須恵器 古代

SP2110 SB210 287 不整形 078 (050) 032 土師器 古代

SP2111 SB210 不整形 082 (070) 027 土師器 須恵器 金属製品 古代

SP2112 SB211 不整形 080 (063) 070 土師器 古代

SP2113 SB211 不整形 (098) (051) 055 須恵器 墨書土器 古代

SP2114 SB211 楕円形 072 062 075 墨書土器 古代

SP2115 SB211 287 円形 古代

SP2116 SB211 287 不整形 050 (046) 020 古代

SP2118 SB211 287 楕円形 (047) 017 須恵器 古代

SP2119 SB211 287 楕円形 (107) 土師器 古代

SP2120 SB211 287 楕円形 土師器 須恵器 古代

SP2121 SB211 287 隅丸長方形 065 045 042 土師器 須恵器 古代

SP2122 SB211 287 楕円形 049 038 土師器 須恵器 古代

SP2123 SB212 楕円形 084 056 須恵器 古代

SP2124 SB212 288 楕円形 074 025 金属製品 釘 古代

SP2125 SB212 288 52-2 精 円形 040 034 古代

SP2126 SB212 楕円形 058 052 038 須恵器 古代

29j



柱穴一覧 (37)

地 区 遺構番号 掘立No 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径 )・m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地区 SP2127 SB212 288 円形 058 022 土師器 古 代

SP2128 SB212 288 52-3 円形 058 025 土師器 古代

SP2129 SB212 5雰4 楕円形 072 055 053 土師器 須恵器 古代

SP2130 SB212 楕円形 062 040 須恵器 古代

SP2131 SB212 52-5 楕 円形 066 古代

SP2132 SB213 不整形 096 075 035 須恵器  墨書土器 古代

SP2133 SB213 円形 037 古代

SP2134 饂 213 不整形 022 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SP2135 SB213 円形 063 須恵器 古代

SP2136 SB213 288 不整形 106 059 耳器
筆土器

須恵器  黒色土器
古代

SP2137 SB213 288 円形 090 072 土師器 須恵器 古代

SP2138 SB213 楕円形 070 020 古代

SP2139 饂 213 288 不整形 146 075 土師器 須恵器 古代

SP2140 SB213 円形 065 027 土 師器 古代

土坑一覧 (1)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径)・ m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SK0001 精円形 中世

SK0002 不整形 070 須恵器 中世

SK0003 楕円形 029 022 026 土師器 中世

SK0004 方 形 092 土師器 須恵器 中世

SK0005 円形 036 035 須恵器 中世

3K0006 楕円形 土師器 中世

SK0007 楕円形 047 須恵器 中世

SK0008 楕円形 055 046 土師器 中世

SK0009 不整形 128 中世

SK0010 不整形 220 180 土師器 中世

SK0011 楕円形 079 050 土師器 須恵器 中世

SK0012 不整形 038 009 須恵器 中世

SK0013 楕 円形 038 026 須恵器 中世

3K0014 楕円形 048 土師器 中世

SK0015 楕 円形 054 008 須恵器 中世

SK0016 楕円形 上師器 中世

SK0017 不整形 154 039 土師器 中世

3K0018 楕円形 土師器 中世

SK0019 楕円形 053 土師器  須恵器 中世

3K0020 円形 中世

SK0021 円形 土師器 須恵器 黒色土器 九山 中世

3K0022 楕円形 062 須恵器 中世

SK0023 楕円形 065 038 土師器 中世

3K0024 楕円形 04 039 土師器 中世

29び



土坑一覧 (2)

地 区 遺構番号 コ面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径)・ m 深さ・面 出土遺物 時期

Bl地 区 SK0025 円形 057 055 中世

SK0026 楕円形 047 038 土師器 中世

SK0027 不整形 053 須恵器 中世

SK0028 楕 円形 058 047 土 師器 中世

SK0029 不整形 258 土師器 須恵器 中世

SK0030 円形 025 土師器 須恵器 中世

SK0031 円形 048 045 009 土師器 中世

SK0032 楕 円形 042 須恵器 中世

SK0033 楕円形 088 008 土師器 中世

SK0034 楕円形 050 須恵器 中世

SK0035 円形 053 025 土 師器 中世

SK0036 円形 032 022 土師器 中世

SK0037 円形 072 016 土師器 須恵器 中世

3K0038 円形 055 054 016 土師器 中世

SK0039 不整形 083 059 012 土師器 中世

SK0040 楕円形 039 黒色土器 中世

SK0041 楕 円形 027 土師器 中世

SK0042 円形 068 土師器 中世

SK0043 楕円形 土師器 中世

SK0044 円形 042 037 土師器 須恵器 灰釉陶器 金属製品 中世

SK0045 楕円形 070 009 須恵器 土錘 中世

SK0046 不整形 320 (195) 上師器 須恵器 羽口 中世

SK0047 楕円形 (047) 039 015 須恵器 中世

SK0048 円形 057 053 006 土師器 中世

SK0049 円形 060 006 土師器 中世

SK0050 不整形 069 009 土師器 中世

SK0051 不整形 048 土師器 中世

SK0052 方形 土師器 須恵器 中世

SK0053 惰円形 077 065 土師器 須恵器 中世

SK0054 018 不整形 (038) 037 土師器 中世

SK0055 桁 円形 054 034 土師器 中 世

SK0056 楕円形 065 054 007 土師器 中世

SK0057 楕 円形 043 035 土師器 中世

SK0058 楕円形 075 土師器 中世

SK0059 楕 円形 105 土師器 須恵器 中世

SK0060 精円形 078 土師器 須恵器 中世

SK0061 楕 円形 (118) 094 土師器 須恵器 中世

SK0062 不整形 048 (080) 土師器 中世

SK0063 不整形 088 (057) 土師器 須恵器 灰釉陶器 中世

SK0064 円形 064 土師器 中世
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土坑一覧 (3)

地 区 豊構番捐 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径),m 幅 (煙径)・ m 深さ・m 出土遺物 時 期

Bl地 区 3K0065 不整形 090 056 023 須恵器 中世

SK0066 不整形 096 079 土師器 須恵器 中世

SK0067 楕 円形 052 038 010 土師器 須恵器 中世

SK0068 楕円形 026 土師器 須恵器 中世

SK0069 楕円形 須恵器 中世

SK0070 楕円形 060 048 土師器 中世

SK0071 楕円形 058 039 上師器 中世

SK0072 不整形 076 土師器 須恵器 中世

SK0073 円形 058 045 土錘 中世

SK0074 円形 036 石製品 鉄津 中世

3K0075 不整形 055 (041) 土師器 須恵器 中世

SK0076 楕円形 057 046 土師器 須恵器 中世

SK00η 円形 025 022 土師器 須恵器 中世

SK0078 楕円形 033 025 石製品 中世

3K0079 円形 038 黒色土器 中世

SK0080 不整形 089 (071) 土師器 須恵器 中世

3K0081 楕円形 035 須恵器 中世

3K0082 楕円形 055 047 土師器 須恵器 中 世

SK0088 楕円形 055 土師器 中世

SK0084 楕円形 072 025 土師器 中世

SK0085 020 楕円形 073 061 022 土師器 中世

SK0086 楕 円形 0翌 土師器 須恵器 釘 中世

SK0087 020 楕円形 030 026 022 土師器 中世

SK0088 不整形 079 055 土師器 須恵器 鉄津 中世

SK0089 円形 070 土師器 須忘器 中世

SK0090 円形 020 土師器 黒色土器 中世

SK0091 円形 008 土師器 中 世

SK0092 /re円 形 土師器 須恵器 中世

SK0093 円形 027 025 土師器 中世

SK0094 不整形 092 023 土師器 須恵器 中世

SK0095 楕円形 (025) 土師器 中世

SK0096 楕円形 051 土師器 中世

SK0097 円形 土師器 中世

SK0098 円形 078 土 師器  須恵器 灰釉 陶器 中世

SK0099 円形 052 047 土師器 須恵器 灰XHI陶 器 雁又鏃 中世

SK0100 不整形 092 059 土 師器  須恵器 中世

SK0101 020 円形 053 047 021 土師器 須恵器 中世

SK0102 020 楕円形 022 土師器 中世

SK0103 020 円形 048 042 009 土 師器 中世

SK0104 020 楕円形 土 師器 中世
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土坑一覧 (4)

地 区 遺構番号 コ面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地区 SK0105 不整形 土師器 須恵器 中世

SK0106 不整形 (040) 土師器 中世

SK0107 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0108 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0109 楕円形 上師器 須恵器 中世

3K0110 楕 円形 007 土師器 中世

SK0111 不整形 033 007 土師器 中世

SK0112 不整形 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0113 楕円形 057 土師器 中世

SK0114 円形 062 土師器 須恵器 中世

SK0115 円形 055 050 土師器  須恵器 中世

3K0116 楕円形 050 043 土師器 須恵器 中世

SK0117 円形 030 025 須恵器 中世

SK0118 円形 049 007 土師器 須恵器 中世

SK0119 楕円形 040 土師器 中世

SK0120 円形 土師器 中世

SK0121 楕円形 065 023 土師器 須恵器 中世

SK0122 楕 円形 060 土師器  須恵器 土錘 中世

SK0123 円形 土師器 中世

SK0124 不整形 017 土師器 中世

SK0125 楕円形 052 020 土師器 中世

SK0126 円形 018 土師器 中世

SK0127 021 楕円形 027 土師器 中世

SK0128 021 不整形 045 土師器 中世

SK0129 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0130 021 楕円形 (032) 須恵器 中世

3K0131 楕 円形 075 (061) 土師器 須恵器 中世

SK0132 022 楕円形 053 087 025 土師器 須恵器 中世

SK0133 022 楕 円形 123 土師器 中世

SK0134 022 円形 033 029 019 土師器 中世

SK0135 022 楕円形 087 074 土師器 中世

SK0136 022 円形 057 053 土師器 須恵器 金属製品 中世

SK0137 022 楕円形 (070) 土師器 須恵器 中世

3K0138 022 楕円形 中世

SK0139 022 円形 048 土師器 須恵器 釘 鉄津 中世

3K0140 022 円形 042 040 027 土師器 中世

SK0141 022 円形 059 土師器 須恵器 中世

3K0142 円形 035 034 013 土師器 中世

SK0143 022 楕円形 053 043 008 土師器 中世

SK0144 022 不整形 103 012 土師器 中世
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土坑一覧 (5)

地区 遺構番号 コ面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ'm 出土遺物 時期

Bl地 区 SK0145 022 楕 円形 093 079 064 土師器 須恵器 中世

SK0146 円形 039 土師器 須恵器 中世

SK0147 円形 033 土師器 中世

SK0148 022 不整形 (173) 090 土師器 須恵器 黒色土器  土錘 中世

SK0149 022 円形 074 070 O l18 須恵器 中世

SK0150 022 円形 074 068 022 土師器 中世

SK015ユ 023 楕円形 (055) 053 土師器 中世

SK0152 023 円形 049 048 上師器 中世

SK0153 023 不整形 126 土師器  土錘 中世

SK0154 023 楕円形 上師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0155 023 楕円形 土師器 中世

SK0156 023 楕円形 187 土師器 須恵器 土錘 中世

SK0157 023 円形 069 土師器 中世

SK0158 022 円形 044 土師器 中世

SK0159 022 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0160 023 楕円形 045 038 土師器 須恵器 中世

SK0161 円形 047 須恵器 中世

SK0162 円形 042 040 032 土師器  須恵器 中世

SK0163 楕円形 080 016 土師器 須恵器 中世

SK0164 楕円形 058 039 020 土師器  須恵器 中世

SK0165 精円形 (076) (074) 012 土師器 中世

SK0166 023 不整形 060 土師器 須恵器 灰釉陶器 中世

SK0167 023 楕円形 109 034 土師器 須恵器 中世

SK0168 023 楕円形 029 土師器 須恵器 黒色土器 土錘 灰釉陶器 釘 中 世

SK0169 023 楕円形 025 土師器 須恵器 中世

SK0170 楕円形 079 057 土師器 須恵器 中世

SK0171 円形 067 066 土師器  須恵器 中世

SK0172 023 楕円形 092 079 上師器 須恵器 灰釉陶器 中世

SK0173 脩円形 137 088 土師器 須恵器 黒色土器 土錘 紡錘草 鉄澤 中世

SK0174 024 円形 038 020 土師器 中世

SK0175 円形 067 056 020 土師器 須恵器 中世

SK0176 024 不整形 042 土師器 須恵器 土錘 中世

SK0177 示整形 土師器 須恵器 土錘 中世

SK0178 024 楕円形 (100) 092 土師器 中世

SK0179 楕円形 099 土師器 黒色土器 中 世

SK0180 惰円形 072 土師器 中世

SK0181 不整形 143 017 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 釘 刀子 中世

SK0182 円形 053 047 土師器 中世

SK0183 楕円形 土師器 中世

SK0184 円形 033 040 土師器 中世

ぢθθ



土坑一覧 (6)

地 区 遺構番掲 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地区 SK0185 不整形 158 土師器 須恵器 中世

SK0186 楕円形 054 土師器 須恵器  土錘 中世

SK0187 楕円形 036 土師器 須恵器 中世

SK0188 不整形 092 034 土師器 中世

SK0189 不整形 (038) 土師器 須恵器 中世

SK0190 楕円形 055 007 土師器 須恵器 中世

SK0191 /FH円 形 045 028 土 R頭器  須恵器  土錘 中世

SK0192 不整形 土師器 中世

SK0193 円形 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0194 楕円形 028 土師器 中世

SK0195 楕 円形 220 175 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 釘 留金 中世

SK0196 楕円形 060 土師器 須恵器 中世

SK0197 025 楕円形 078 土師器 中世

3K0198 不整形 084 052 上師器 須恵器 灰釉陶器 中世

3K0199 025 楕円形 150 土師器 須恵器 土錘 羽口 中世

SK0200 025 円形 047 土師器 中世

SK0201 025 楕円形 052 中世土師器 中世

3K0202 楕 円形 074 053 土師器 須恵器 中世

SK0203 円形 028 024 土師器 中世

SK0204 楕 円形 057 043 033 須恵器 中世

SK0205 025 楕円形 022 土師器 中世

SK0206 025 円形 084 土師器 土錘 中世

SK0207 025 不整形 (074) 005 中世

SK0208 025 不整形 (066) 土師器 中世土師器 中世

SK0209 025 楕 円形 085 土師器 中世

SK0210 026 楕円形 (057) 020 土師器 須恵器 中世

SK0211 楕円形 089 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0212 楕円形 065 042 土師器 中世

SK0213 円形 070 068 土師器 黒色土器 中世

SK0214 026 楕円形 090 056 006 土師器 中世

SK0215 026 楕円形 097 006 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0216 026 楕円形 062 052 土師器  土錘 中世

SK0217 026 楕円形 土師器 中世

SK0218 026 楕 円形 109 土師器 中世

SK0219 026 楕円形 089 066 039 土師器 須恵器 中世

SK0220 026 楕円形 069 056 008 中世土師器 中世

SK0221 楕円形 073 022 土師器 須恵器 黒色土器 中世

SK0222 楕円形 066 062 土師器 須恵器 中世

SK0223 026 楕円形 052 042 008 中世

SK0224 026 楕 円形 062 008 中世土師器 中世

ぢθ′



土坑一覧 (7)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SK0225 円形 059 020 土師器 須恵器 中世

SK0226 楕円形 062 040 土師器 須恵器 中世

SK0227 026 楕円形 079 060 土師器 中世

SK0228 026 楕円形 062 土師器 中世

SK0229 026 楕 円形 043 土師器 中世

SK0230 026 円形 051 土師器 中世

SK0231 026 円形 053 052 土師器 中世

SK0232 026 楕円形 105 056 020 土師器 中世

SK0238 026 楕円形 土師器 中世

SK0234 026 円形 029 026 027 土師器 中世

SK0235 027 円形 055 土師器 須恵器 中世

SK0236 027 円形 052 047 土師器 中世

SK0237 027 楕円形 077 056 009 土師器 須恵器 中世

SK0238 027 楕 円形 027 土師器 須恵器 中世

SK0239 027 楕円形 083 073 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 中世

SK0240 027 円形 055 土師器 中世

SK0241 027 楕円形 土師器  須恵器 黒色土器 中世

SK0242 027 楕円形 074 042 土師器 中世

SK0243 027 楕円形 土師器 中世

SK0244 027 円形 027 土師器 須恵器 中世

SK0245 027 楕 円形 048 中世土師器 中世

SK0246 027 楕円形 047 043 006 須恵器 中世

SK0247 027 円形 032 030 中世土師器 中世

SK0248 027 円形 092 須恵器 中世

SK0249 027 楕円形 須恵器 中世

SK0250 027 円形 042 039 中世

SK0251 027 楕円形 中世

SK0252 027 不整形 145 025 中世

SK0253 027 不整形 中世

SK0254 027 円形 008 須恵器 中世

SK0859 027 楕円形 037 033 炭化材 中世

B2地 区 SK0255 042 楕 円形 (044) 029 土 師器 中世

SK0256 042 楕円形 049 040 須恵器 中世

SK0257 042 隅丸方形 159 土師器 中世土師器 中世

SK0258 042 不整形 (134) 126 中世

SK0259 044 楕円形 122 土師器 中世土師器 青磁 中世

SK0260 042 方形 (083) 082 中世

SK0261 042 楕円形 027 中世

SK0262 円形 034 080 土師器 中世

SK0263 楕円形 035 022 中世土師器 中世

うθ2



土坑一覧 (3)

地 区 遺構番号 ∃面番号 写真番将 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ。m 出土遺物 時期

B2地 区 SK0264 042 不整形 076 中世土師器 中世

SK0265 不整形 056 中世

SK0266 円形 054 045 042 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SK0267 042 円形 029 土師器 中世

SK0268 042 不整形 138 土 師器 中世

SK0269 楕 円形 034 037 土師器 中世

SK0270 042 楕円形 093 040 009 赤彩土 師器 中世

3K0271 円形 033 土師器 中世

SK0272 精円形 062 土師器 中世

SK0273 043 楕円形 044 中世土師器 中世

SK0274 043 円形 066 057 025 土師器 中世

SK0275 043 円形 035 034 010 中世

SK0276 043 不整形 065 055 中世

SK027 楕円形 030 055 中世

SK0278 楕 円形 須恵器 中世

SK0279 隅丸長方形 土師器 中世

SK0280 043 不整形 108 (053) 珠洲 中世

SK028] 043 不整形 土師器 中世

SK0282 043 円形 087 077 土師器 中世

SK0283 043 不整形 155 中世

SK0284 043 楕円形 028 中世土師器  珠洲 中世

SK0285 043 不整形 131 039 土師器 中世

SK0286 043 楕円形 043 032 土師器 中世

SK0287 043 楕円形 058 040 中世

SK0288 043 楕円形 088 055 殊洲 中世

B3地 区 SK0289 079 楕円形 053 040 037 青磁 白磁 青白磁 中世

SK0290 079 楕円形 054 045 珠 洲 中世

SK0291 不整形 (120) 054 須恵器 中世

B4地 区 SK0292 円形 097 047 土師器 中世

SK0293 079 不整形 065 052 035 須恵器 中世

SK0294 079 楕 円形 珠洲 中世

SK0295 079 円形 中世土師器  珠洲 砥石 中世

SK0296 079 不整形 052 土師器 中世

SK0297 不整形 040 土師器 中世

SK0298 楕円形 095 056 中世土師器 中世

SK0299 079 楕円形 073 026 須恵器 中世

SK0300 079 不整形 097 土師器 中世

SK0301 079 楕円形 027 土師器 中世

SK0302 079 楕円形 029 土師器 中世

SK0303 079 円形 020 土師器 中世
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土坑一覧 (9)

地 区 遺構番掲 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SK0304 079 楕円形 026 須恵器 中世

SK0305 080 円形 土師器 中世

SK0306 精円形 047 須恵器 珠洲 中世

SK0307 080 楕 円形 040 032 025 須恵器 珠洲 中世

SK0308 080 不整形 023 須恵器 中世土師器 中世

SK0309 080 不整形 087 028 土師器 須恵器 中世

SK0310 080 楕円形 084 043 土師器 中世土師器 中世

SK0311 楕円形 027 025 土師器 須恵器 中世

SK0312 隅丸長方形 083 土師器 中世

SK0313 隅丸長方形 053 026 土師器 中世

SK0314 不整形 (036) 土師器 須恵器 中世

SK0315 080 楕円形 04 048 土師器 中世土師器 中世

SK0316 080 円形 053 032 土師器 中世

SK0317 080 楕円形 032 024 中世土師器 中世

SK0318 080 楕円形 060 053 須恵器 中世

SK0319 楕円形 046 中世土師器 中世

SK0320 長精円形 107 036 上師器  須恵器 中世

SK0321 楕 円形 082 025 中世土師器 青磁 中世

SK0322 080 楕円形 060 珠洲 青磁 中世

SK0323 楕 円形 026 中世

SK0324 楕円形 (057) 須恵器 中世

SK0325 楕円形 中世

SK0326 081 楕円形 土師器 珠洲 瀬戸美濃 青白磁 中世

SK0327 081 楕円形 (055) 030 青 磁 中世

SK0328 楕円形 052 中世土師器 珠洲 中世

SK0329 楕円形 039 土師器 入尾 中世

SK0330 円形 025 須恵器 中世土師器 中世

SK0331 楕円形 032 028 025 土師器 中世

SK0332 小整形 105 須恵器 中 世

SK0333 円形 029 須恵器 中世

SK0334 楕円形 045 須恵器 中世

SK0335 楕円形 087 中世

SK0336 円形 047 040 土師器 中世

】K0337 楕円形 086 069 029 土師器 中世

3K0338 不整形 077 055 066 中世土師器 中世

SK0339 081 楕円形 047 033 土師器 須恵器 中世

SK0340 楕円形 075 056 土師器 中世

SK0341 楕 円形 064 土師器 中世

3K0342 不整形 土師器 中世

SK0343 楕 円形 土師器 中世
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土坑一覧 (10)

地 区 遺構番号 図面番号 子真番弓 平面形 長さ(長径 )・m 幅 (短径),m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SK0344 082 不整形 土師器 緑釉陶器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

SK0345 082 楕円形 098 075 須恵器 中世

SK0346 082 円形 085 054 緑釉陶器 中世土師器 中世

SK0347 082 楕円形 047 040 027 土 師器 中世

3K0348 円形 040 須恵器 中世

SK0349 082 楕円形 (046) 044 珠 洲 中世

SK0350 082 楕円形 (048) 045 048 中世

SK0351 082 円形 019 珠洲 中世

SK0352 楕円形 (100) 097 047 土師器 須恵器 青白磁 中世

SK0353 円形 土師器 中世

SK0354 円形 022 中世土師器 中世

SK0355 083 楕円形 075 土師器 中世

SK0356 楕円形 062 038 須恵器 中世

SK0357 083 円形 028 (025) 土師器 中世

SK0358 083 長楕円形 013 中世

SK0359 083 楕円形 087 土師器 須恵器 中世

SK0360 083 楕 円形 080 053 046 珠洲 中世

SK036ユ 083 楕円形 095 075 030 土師器  須恵器 中世

SK0362 083 楕 円形 037 030 土師器 中世

SK0363 楕円形 074 須恵器 中世

SK0364 083 円形 (025) 土師器 中世

SK0365 不整形 039 中世土師器 瀬戸美濃 中世

SK0366 楕円形 054 中世土師器 珠洲 中世

SK0367 不整形 077 中世土師器 中世

SK0368 083 不整形 056 (042) 人尾 瀬戸 中世

SK0369 083 不整形 0411 中世土 師器 中世

SK0370 084 円形 165 044 中世土師器 中世

SK0371 084 隅丸長方形 171 044 中世土師器 中世

SK0372 084 不整形 170 050 土師器 中世土師器 珠洲 砥石 中世

SK0373 084 精円形 157 070 056 中世土師器 中世

SK0374 不整形 080 土師器 中世土師器 中世

SK0375 不整形 (042) 土師器 中世土師器 中世

SK0376 楕円形 077 051 040 中世土師器 中世

SK0377 楕円形 024 中世土師器 中世

SK0378 不整形 074 034 中世土師器 青磁 中世

SK0379 楕円形 060 中世土師器 中世

SK0380 不整形 044 029 中世

3K038ユ 不整形 079 043 085 中世

SK0382 不整形 025 022 珠洲 中世

3K0383 楕円形 052 035 035 青磁 中世
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土坑一覧 (11)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ,m 出土遺物 時期

B4地区 SK0384 085 不整形 034 中世土師器 中世

SK0385 085 楕円形 090 (079) 土師器  中世土 師器 八 尾 砥 石 中世

SK0386 085 不整形 063 珠洲 中世

SK0853 084 楕円形 070 056 020 金属製品 中世

B5地 区 SK0387 楕 円形 030 025 土師器 中世

SK0388 楕円形 036 061 土師器 青磁or白磁 中世

SK0389 楕円形 089 土師器 中世

SK0390 楕 円形 082 046 須恵器 中世

3K0391 楕円形 046 土師器 中世

3K0392 085 楕 円形 027 土 師器 中世

3K0393 085 惰円形 060 026 土師器 中世

SK0394 085 長楕 円形 044 土師器 中世

SK0395 085 楕円形 070 土師器 中世

B6地 区 SK0396 楕円形 043 042 土師器 中世

SK0397 楕円形 (077) 須恵器 中世

SK0398 円形 028 上師器 中世

SK0399 不整形 077 045 土師器 中世

SK0400 円形 035 土師器 中世

SK0401 楕 円形 075 056 035 須恵器 中世

SK0402 楕円形 049 020 土師器 中世

SK0403 円形 (022) 土師器 中世

SK0404 不整形 (136) 065 土師器 中世

SK0405 楕円形 027 007 土師器 中世

SK0406 円形 037 土師器 須恵器 中世

SK0407 楕円形 037 009 須恵器 中世

SK0408 不整形 050 中世

3K0409 不整形 (113) 054 須恵器 中世

SK0410 円形 045 黒色土器 中世

SK0411 楕円形 087 073 土師器 中世

SK0412 楕円形 029 025 土師器 中世

SK0413 楕円形 036 043 土師器 中世

SK0414 不整形 112 土師器  須恵器 中世

SK0415 楕円形 須恵器 中世

SK0416 楕円形 040 須恵器 中世

SK0417 円形 011 中世

SK0418 楕円形 024 土師器 中世

SK0419 楕 円形 050 須恵器 中世

SK0420 楕円形 044 036 土師器 須恵器 中世

SK0421 楕円形 051 土師器 須恵器 中世

SK0422 円形 030 土師器 中世
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土坑一覧 (12)

地区 遺構番号 目面番号 子真香捐 平面形 長さ(長径 )。 m 幅 (短径)・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 SK0423 楕円形 038 土 師器 中世

SK0424 楕円形 078 055 026 土師器 中世

SK0425 楕 円形 075 050 土師器 須恵器 中世

SK0426 楕円形 064 043 028 土師器 中世

SK0427 楕円形 037 030 金属製品 中世

SK0428 楕円形 033 028 土師器 中世

SK0429 不整形 021 須恵器 中世

SK0430 楕円形 024 土師器 中世

SK0431 円形 025 016 須恵器 中世

3K0432 楕 円形 077 057 026 土師器 須恵器 中世

SK0433 115 楕円形 068 022 土師器  須恵器 中世

SKO弔 4 楕 円形 022 須恵器 中世

3K0435 楕円形 須恵器 中世

SK0436 楕円形 063 032 土師器 中世

SK0437 円形 025 029 須恵器 中世

SK0438 楕円形 029 021 土師器 中世

SK0439 円形 020 土師器 中世

SK0440 楕円形 052 045 030 土師器 中世

SK0441 楕 円形 (062) 土師器 中世

SK0442 不整形 中世

SK0443 楕円形 060 053 土師器 須恵器 中世

SK0444 楕円形 067 050 土師器 中世

SK0445 楕円形 052 042 土師器 須恵器 中世

SK0446 楕 円形 054 039 土師器 中世

SK0447 楕円形 028 029 土師器 中世

SK0448 楕円形 (034) 中世

SK0449 円形 035 土師器 中 世

SK060 楕円形 072 須恵器 中世

SK045ユ 楕円形 070 054 須恵器 中世

SK0452 楕円形 072 土師器 中世

SK0453 楕円形 020 須恵器 中世

SK0454 円形 029 032 土師器 中世

SK0455 不整形 (059) 026 土師器 須恵器 中世

SK0456 楕円形 037 032 土師器 中世

SK0457 楕 円形 027 035 土師器 須恵器 中世

SK0458 不整形 085 中世

SK0459 不整形 058 042 040 土師器 中世

SK0460 不整形 (051) 020 中世

SK0461 楕円形 土師器 中世

SK0462 楕円形 058 027 中世
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土坑一覧 (13)

地区 遺構番号 コ面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 3K0463 不整形 (030) 土師器 中世

SK0464 楕円形 049 土師器 中世

SK0465 不整形 (041) 036 土師器 中世

SK0466 楕円形 053 033 044 須恵器 中世

SK0467 楕 円形 026 土師器  須恵器 中世

SK0468 不整形 038 (030) 015 土師器 須恵器 中世

SK0469 円形 土師器 須恵器 中世

SK0470 円形 026 土師器 中世

SK047] 楕円形 044 025 土師器 中世

3K0472 不整形 032 (027) 土師器 須恵器 中世

SK0473 楕円形 044 027 030 土師器 中世

SK0474 楕 円形 052 土師器 中世

SK0475 楕円形 077 055 土師器 鉄津 中世

SK0476 楕 円形 054 040 土師器 中世

SK0477 楕円形 094 067 土師器 中世

SK0478 楕円形 044 023 須恵器 中世

SK0479 楕円形 028 (024) 土師器 中世

SK0480 不整形 046 土師器 中世

SK0481 楕円形 土師器 中世

SK0482 不整形 043 040 036 上師器 中世

SK0483 不整形 042 037 土師器 中世

SK0484 不整形 057 036 土師器 中世

SK0485 楕 円形 034 025 須恵器 中世

SK0486 円形 (150) (■41) 土師器 中世

SK0487 円形 030 土師器 中世

SK0488 不整形 095 060 黒色土器 中世

SK0489 楕円形 029 須恵器 中 世

SK0490 不整形 (032) 029 土師器 中世

SK0491 円形 028 土師器 中世

SK0492 不整形 (050) 上師器 須恵器 中世

SK0493 楕円形 (047) 030 須恵器 中世

SK0494 不整形 059 土師器 中世

SK0495 不整形 004 珠洲 土 師器 中世

SK0847 楕円形 043 030 中世土師器 中世

SK0854 円形 044 027 鉄津 中世

B7地 区 SK0496 楕 円形 183 土師器 中世

SK0497 楕円形 177 中世

SK0498 不整形 中世

3K0499 円形 022 中世

SK0500 楕円形 (062) 人尾 中世
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土坑一覧 (14)

地 区 督鶉毒暴 召 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・m 幅 (短径)。m 深さ'm 出土遺物 時期

B7地区 SK0501 楕円形 205 182 中世

SK0502 楕 円形 (105) 042 中世土師器 珠洲 中世

SK0503 不整形 078 027 須恵器 中世

SK0504 円形 045 038 014 須恵器 中世

SK0505 不整形 (083) 016 中世土師器 中世

SK0506 楕円形 075 中世土師器 中世

SK0507 不整形 中世土師器  鋼銭 中世

SK0508 隅九長方形 095 中世

SK0509 楕円形 088 八尾 中世

引【0510 楕円形 105 038 珠洲 中世

SK0511 不整形 108 人尾 中世

3K0512 不整形 152 037 中世土師器 中世

』【0513 130 不整形 182 (115) 中世土師器 中世

B8地区 SK0514 楕円形 087 0髄 006 土師器 中世

SK0515 130 隅丸長方形 中世

B10地 区 3K0516 145 円形 065 057 050 須恵器 中世

』【0517 楕円形 024 中世

SK0518 楕 円形 035 007 中世

SK0519 145 楕円形 064 中世

Bll地区 X0520 円形 066 中世土師器 中世

SK0521 楕円形 中世土師器 中世

SK0522 145 楕円形 珠洲 中世

3K0523 145 円形 084 080 青磁 中世

B12地区 X0524 楕円形 072 052 土師器 中世

3K0525 隅丸長方形 166 須恵器 中世

X0526 楕円形 071 020 土師器 中世

SK0527 楕 円形 053 036 023 土師器 中世

SK0528 楕円形 060 042 012 中世

SK0529 隅丸長方形 土師器 中世土師器 中世

SK0530 楕円形 049 039 016 土師器 中世土師器 中世

SK0531 楕円形 087 土師器 中世

SK0532 不整形 1駕 044 土師器 中世

SK0533 不整形 072 土師器 中世

SK0534 楕円形 (■71) 土師器  須恵器 中世

SK0535 楕円形 082 068 023 上師器 中世

SK0586 不整形 064 OB4 土師器  中世土 師器 中世

SK0537 隅九方形 128 珠洲 中世

SK0538 不整形 (065) 035 珠洲 青磁 中世

SK0539 楕円形 須恵器 中世

3K0540 隅丸長方形 (132) 上師器 中世土師器 珠洲 青磁 中世
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土坑一覧 (15)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番婦 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B12地 区 SK0541 隅丸方形 土師器 中世土師器 珠洲 中 世

SK0542 円形 043 須恵器 珠洲 中世

SK0543 162 不整形 134 土師器 須恵器 中世

SK0544 不整形 088 土師器  須恵器 中世

SK0545 不整形 須恵器 中世

SK0546 下整形 034 土師器 中世

SK0547 不整形 089 須恵器 中世土師器 中世

SK0548 不整形 027 土師器 中世土師器 中 世

SK0549 楕 円形 063 047 土師器 中世

SK0550 円形 土師器 中世土師器 中世

SK0551 楕 円形 047 006 土師器 須恵器 中世

SK0552 惰円形 092 土師器 中世

SK0553 楕円形 中世土師器 中世

SK0554 楕 円形 102 086 020 土師器 中世土師器 中世

SK0555 円形 022 022 珠洲 中世

SK0556 楕 円形 067 058 018 土師器  中世土師器 中世

SK0557 楕円形 024 須恵器 中世

SK0558 楕円形 中世土師器 珠洲 中世

SK0559 不整形 053 須恵器 中世

SK0560 楕円形 026 土師器 須恵器 中世

SK0561 楕円形 005 土師器 中世

3K0562 163 円形 025 中世土師器 珠洲 釘 中世

】K0563 楕円形 025 土師器 中世

SK0564 円形 032 土師器 須恵器 中世

3K0565 不整形 124 (093) 土師器 中世

3K0566 163 不整形 166 063 須恵器 土製品 中世

】K0567 163 楕円形 082 中世土師器 中世

3K0568 163 楕円形 123 須恵器 中世

SK0569 163 不整形 157 111 須恵器 中世土師器 瀬戸美濃 中世

SK0570 163 楕 円形 035 珠洲 中世

SK0571 163 楕円形 128 105 036 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SK0572 楕 円形 080 030 土師器 須恵器  中世土師器  瀬戸美濃 中世

3K0573 楕円形 035 (030) 026 土師器 中世

SK0574 楕 円形 047 土師器 中世

SK0575 不整形 (040) 028 中世土師器 中世

SK0576 不整形 047 034 須恵器 中世土師器 中世

SK0577 不整形 033 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SK0578 不整形 102 026 土師器 須恵器 中世土師器 中世

3K0579 楕円形 土師器  中世土師器 中世

SK0580 不整形 059 053 青磁 中世
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土坑一覧 (16)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B12地 区 SK0581 164 不整形 060 中世土師器 中世

SK0582 164 楕 円形 030 珠洲 中世

SK0583 164 楕円形 057 039 土師器 中世

SK0584 楕 円形 030 土師器 中世

SK0585 楕円形 088 土師器 須恵器 中世

SK0586 164 楕円形 059 030 土師器  中世土師器 中世

SK0587 164 楕円形 165 036 土師器 中世

SK0588 164 楕円形 048 土師器 中世

SK0589 164 隅九長方形 092 土師器  中世土師器 中世

SK0590 164 不整形 080 059 須恵器 中世

SK0591 164 不整形 土師器 中世

SK0592 164 下整形 163 077 024 土師器 中世

SK0593 164 楕円形 049 035 土師器  中世土師器 中世

SK0594 164 不整形 (092) 土師器 中世土師器 中世

SK0595 165 不整形 (■73) 土師器 中世

SK0596 165 不整形 059 中世土 師器 中世

SK0597 165 楕円形 土師器 中世

3K0598 長楕 円形 182 土師器 須恵器 中世

SK0599 楕円形 054 0駆 土師器 中世

SK0600 165 不整形 123 土師器 中世

SK0601 165 不整形 062 027 土師器 須恵器 中世

SK0602 165 楕円形 043 032 須恵器 中世

SK0603 165 長楕円形 土師器 中世

SK0604 165 楕円形 032 029 土師器 須恵器 珠洲 中 世

SK0605 165 精円形 04「D 026 028 須恵器 中世

SK0606 165 不整形 025 中世

SK0607 楕 円形 058 土師器 中世

SK0608 楕円形 060 034 土師器 中世

SK0609 長楕 円形 148 008 須恵器 珠洲 中世

SK0610 精円形 0却Э 土 師器 中世

SK0611 捨円形 039 035 須恵器 中世

SK0612 楕円形 023 須恵器 中世

SK0613 楕円形 046 土師器 中世

SK0614 楕 円形 029 033 土師器 中世

SK0615 不整形 052 032 023 須恵器 中世

SK0616 不整形 須恵器 中世

SK0617 円形 063 038 中世土師器 中世

SK0618 不整形 077 074 須恵器 中世

SK0619 不整形 079 (042) 012 中世土師器 中世

SK0620 楕 円形 048 土師器 中世土師器 珠洲 人尾 中世
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土坑一覧 (17)

地区 筐構番捐 コ面番号 写真番弓 平面形 長さ(長径)・m 幅 (短径)・m 深さ。m 出土遺物 時期

B12地 区 3K0621 不整形 022 中世土師器 中世

SK0622 87-1 隅九長方形 (110) 038 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 中世

3K0623 楕円形 142 030 珠 洲 中世

SK0624 不整形 (G53) 023 珠洲 中世

3K0625 楕円形 047 007 中世土師器 中世

X0626 楕円形 土師器 中世

Ж 0627 楕円形 α31 024 土師器 中世土師器 中世

SK0628 不整形 032 中世土師器 珠洲 中世

SK0629 不整形 070 須恵器 中世

Ж 0630 楕円形 078 044 中世

Ж 0631 不整形 (■ 25) 075 009 須恵器 中世

SK0632 楕 円形 不明土製品 中世

SK0633 楕円形 031 028 珠洲 中世

SK0634 楕円形 034 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SK0635 167 長楕円形 lttЮ 019 土師器 中世土師器 中世

SK0636 楕円形 057 中世

SK0637 不整形 140 須恵器 中世

SK0638 167 楕円形 0,73 土師器 中世土師器 珠洲 中世

SK0639 167 隅九方形 095 OB8 02/4 珠 洲 中世

SK0640 167 隅九長方 102 052 013 中世土師器 中世

SK0641 167 不整形 139 085 土師器 中世土師器 中世

SK0642 楕円形 055 須恵器 中世

SK0643 167 不整形 (120) 066 中世土師器 中世

SK0644 167 不整形 079 (060) 008 中世土師器 瀬戸美濃 中世

SK0645 87-2,3 楕円形 020 中世土師器 珠洲 金属製品 中世

Ж 0646 167 楕円形 072 060 須恵器  中世土師器 中世

SK0647 楕円形 076 018 中世

X0648 不整形 095 043 中世土師器 中世

3K0649 不整形 056 042 須恵器 中世

X0650 不整形 (019) 中世土師器 珠洲 瀬戸美濃 中世

3K0651 円形 土師器 中世

3K0652 楕円形 030 030 中世土師器 中世

3K0653 楕円形 土師器  中世土師器 中世

SK0654 不整形 (063) 須恵器 中世

3K0655 楕円形 042 044 青磁 中世

SK0656 楕円形 024 020 012 中世土師器 中世

SK0657 不整形 102 047 中世土師器  人尾 中世

SK0658 不整形 (084) 020 中世土師器 小札 中世

3K0659 楕 円形 026 019 珠 洲 中世

SK0660 168 不整形 (066) 056 609 中世土師器 珠洲 中世
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土坑一覧 (18)

地区 遺構番号 当面番号 FJ真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径)・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B12地 区 SK0661 楕円形 148 越前 珠洲 中世

SK0662 楕円形 珠洲 中世

SK0663 不整形 珠洲 中世

SK0664 不整形 (020) 005 珠洲 人尾 中世

SK0665 楕円形 珠洲 瀬戸美濃 中世

SK0666 楕円形 054 022 土師器 中世土師器 珠洲 中世

SK0667 不整形 (HO) 中世土師器 中世

SK0668 169 楕円形 135 0巧 珠洲 中世

3K0669 楕円形 010 中世土師器 珠洲 近世陶磁器 金属製品 釘 中世

SK067Э 精円形 067 013 中世土師器 珠洲 中世

SK0671 169 不整形 094 032 珠洲 中世

SK0672 円形 032 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SK0673 不整形 070 032 028 中世

SK0674 円形 中世土師器 中世

SK0675 円形 中世土師器 珠洲 青磁 釘 中世

SK0676 不整形 057 (036) 中世土師器 中世

SK0677 楕円形 033 須恵器 珠洲 中世

SK0678 楕円形 032 025 中世土師器 中世

SK0679 169 楕円形 035 020 中世土師器 中世

SK0680 169 円形 035 020 中世土師器 中世

SK0681 楕 円形 065 049 中世土師器 中世

SK0682 不整形 083 045 殊洲 中世

SK0683 不整形 085 珠洲 中世

SK0684 楕円形 044 040 035 中世土師器 中世

SK0685 不整形 (250) 055 中世土師器 中世

SK0686 不整形 050 土師器 中世土師器 珠洲 中世

SK0687 170 不整形 069 047 土師器 中世土師器 中世

SK0688 170 隅丸長方形 022 土師器 須恵器 中世

3K0689 170 円形 076 073 024 中世土師器 白磁or青磁 中世

SK0690 170 楕 円形 046 038 珠 洲 中世

SK0691 1紹Э 精円形 088 084 須恵器 中世

SK0692 楕 円形 083 028 中世土師器 珠洲 中世

SK0698 隅丸長方形 066 017 中世土師器 瀬戸美濃 中世

SK0694 不整形 060 中世土師器 中世

SK0695 不整形 (082) 080 中世土師器 珠洲 中世

SK0696 隅丸長方形 中世土師器 珠洲 白磁 人尾 中世

SK0697 不整形 (064) 043 珠洲  白磁 中世

SK0698 173 不整形 中世土師器 中世

3K0699 170 円形 042 0 4Cl 中世土師器 砥石 中世

SK0700 170 隅丸長方形 040 中世土師器  砥石  釘先 中世
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土坑一覧 (19)

地 区 遺構番号 ]面番号 写真番培 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B12地区 SK0701 楕円形 022 卵J記 中世

SK0702 不整形 035 027 中世土師器 中世

SK0703 不整形 025 土師器 中世土師器 中世

SK0704 楕 円形 067 058 須恵器  中世土師器 珠洲 中世

SK07Э 5 隅丸長方形 140 089 040 中世土師器 中世

SK0706 不整形 (093) 珠洲 中世

SK0707 脩円形 077 025 中世土師器 中世

SKOm98 不整形 中世土師器 珠洲 中世

3K0709 不整形 068 中世土師器 中世

SK0710 楕円形 025 中世土師器 中世

SK0711 不整形 092 045 中世土師器 中世

3K0712 不整形 072 036 中世土師器 中世

3K0713 楕円形 035 028 033 土師器 中世

3K0714 楕円形 029 025 027 中世土師器 中世

SK0715 不整形 024 珠洲 中世

SK0716 不密形 (104) 035 土師器 中世

3K0717 不整形 中世土師器 珠洲 中世

3K0718 不整形 016 入尾 中世

3K0719 円形 100 須恵器 珠洲 中世

3K0720 不整形 142 珠洲 中世

SK0721 楕円形 078 065 中世土師器 八尾 中世

SK0722 172 不整形 (106) 中世土師器 中世

3K0723 172 不整形 (105) 047 珠洲 中世

SK0724 172 不整形 (069) 044 中世土師器 珠洲 中世

SK0725 172 楕円形 085 024 土師器  須恵器 中世

SK0726 172 不整形 171 中世土師器 珠洲 不明土製品 中世

SK0727 172 楕 円形 中世土師器 中世

SK0728 172 不整形 056 055 中世

SK0729 楕 円形 032 (028) 020 中世土師器 珠洲 中世

SK0730 楕円形 059 045 中世土師器 伊万里 金属製品 中世

SK0731 円形 039 (029) 037 瓦質土器 中世

SK0732 楕円形 072 中世土師器 珠洲 中世

SK0733 不整形 062 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

3K0734 不整形 098 026 中世土師器 中世

SK0735 隅九長方形 068 人尾 中世

3K0736 173 不整形 052 珠 洲 中世

SK0737 不整形 176 026 中世土師器 中世

SK0738 不整形 (132) 040 中世土師器 珠洲 中世

SK0739 不整形 038 中世土師器 人尾 中世

SK0740 不整形 土師器 中世土師器 中世
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土坑一覧 (20)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B12地 区 SK0741 楕円形 044 土師器  須恵器 中世

SK0742 楕 円形 中世土師器 中世

SK0743 楕円形 033 029 須恵器 中世

SK0744 87-4.5 楕円形 055 炭化米魂 中世

SK074rD 楕円形 059 炭化米魂 中世

SK0848 173 楕円形 060 035 土師器 中 世

SK0849 173 楕円形 108 032 中世土師器 中世

SK0850 楕円形 079 066 殊洲 中世

SK0851 172 楕円形 043 023 須恵器 中世

SK0855 楕円形 045 033 藝 金属製品 中世

SK0356 不整形 074 022 砥 石 中世

SK0857 楕 円形 067 菱形金具 金属製品 中世

SK0858 隅丸長方形 218 曲げ物底板 中 世

SK0860 円 炭化材 中世

B13地 区 SK0746 楕円形 143 土師器 砥石 中世

SK0747 楕円形 土師器 中世

SK0748 円形 095 珠洲 中世

SK0749 223 楕円形 006 中世土師器 中世

SK0750 223 楕円形 063 055 029 中世土師器 中世

SK0751 223 隅丸方形 175 038 土師器  砥石  釘 中世

3K0752 223 不整形 125 土師器 白磁 土錘 中世

SK0753 円形 035 032 土 師器 中世

3K0754 223 隅丸方形 042 土師器 中世

SK0755 223 楕円形 012 火打ち石 中世

SK0756 楕円形 170 105 土師器 中世

SK0757 円形 035 土師器 中世

SK0758 楕円形 064 035 中世

SK0759 楕 円形 038 土師器 中世土師器 中世

SK0760 224 楕円形 028 026 中世土師器 中世

3K0761 224 円形 037 土師器 青磁 中世

SK0762 224 楕円形 1判6 中世土師器 中世

SK0763 224 楕円形 044 中世土師器 中世

3K0764 224 円形 058 022 土師器 中世

SK0765 224 円形 022 中世土師器 刀子 中世

3K0766 224 円形 土師器 中世

】K0767 224 円形 087 007 土師器 中世

SK0768 2Z 楕 円形 085 023 土師器 中世

SK0769 224 円形 035 土師器 中世

SKOη 0 楕 円形 042 土師器 中世

SKOη l 楕円形 070 045 上師器 中世
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土坑一覧 (21)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・m 幅 (短径 )・m 深さ・m 出上遺物 時期

B13地 区 SK0772 224 楕 円形 (042) 043 土師器 中世

SK0773 224 円形 土師器 中世

SK0774 224 円形 030 (023) 土師器 中世

SK0775 楕円形 052 035 土師器 中世

SK0776 224 隅丸長方形 078 土師器 中世

SK0777 不整形 072 007 土師器 中世

SK0778 225 円形 032 中世土師器 中世

SK0779 225 楕 円形 024 土師器 中世

SK0780 楕円形 032 027 須恵器 中世

SK0781 円形 030 025 土師器 須恵器 中世

3K0782 精円形 土師器 中世

SK0783 225 円形 030 須恵器 中世

3K0784 225 楕円形 (085) 070 須恵器 中世

SK0785 225 円形 026 023 021 土師器 中世

SK0786 225 楕円形 066 土師器 中世

SK0787 225 楕円形 052 042 土師器 須恵器 中世

SK0788 225 楕 円形 075 050 土師器 中世

SK0789 225 楕円形 064 042 中世

SK0790 225 円形 040 (033) 土師器 須恵器 中世

SK0791 楕円形 034 026 017 土師器 須恵器 中世

SK0792 楕円形 050 026 土師器  須恵器 中世

SK0793 惰円形 040 土師器 中世

SK0794 225 楕円形 須恵器 中世

SK0795 楕 円形 (035) 020 須恵器 不明石製品 中世

SK0796 円形 025 土師器 中世

SK0797 楕円形 060 025 須恵器 中世

SK0798 楕円形 054 020 土師器 中世

3K0799 226 楕円形 035 030 土師器 中世

3K0800 226 不整形 065 025 須恵器 中世

3K0801 226 楕円形 060 044 土師器 中世

SK0802 円形 (018) 028 須恵器 中世

SK0803 226 楕円形 065 045 024 土師器 須恵器 中世

SK0804 226 楕 円形 071 土師器 中世

SK0805 不整形 (035) 土師器 中世

SK0806 楕 円形 048 土師器 中世

3K0807 精円形 062 土師器 中世

SK0808 不整形 087 027 土師器 須恵器 中世

SK0809 円形 032 008 土師器 須恵器 中世

SK0810 226 楕円形 025 020 須恵器 中世

SK0811 226 楕 円形 048 土師器 中世
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土坑一覧 (22)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B13地 区 SK0812 226 円形 060 059 中世

SK0813 226 楕円形 027 022 須恵器 中世

SK0814 楕 円形 009 土師器 須恵器 中世

SK0815 円形 土師器 中世

B14地 区 SK0816 227 楕円形 086 須恵器 中世

SK0817 227 楕円形 094 須恵器 中世

SK0818 227 楕円形 057 038 土師器 須恵器 中世

SK0819 楕 円形 075 045 須恵器 中世

SK0820 227 楕円形 154 079 土師器 珠洲 中世

SK0821 227 楕円形 145 0型 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SK0822 227 楕円形 (066) 025 土師器 中世

】K0823 227 楕円形 032 須恵器 中世

SK0824 227 楕 円形 120 土師器 中世

SK0825 227 楕円形 068 須恵器 中世

SK0826 楕 円形 189 087 038 土師器 中世

SK0827 227 楕円形 035 土師器 中世

SK0828 227 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0829 227 楕円形 038 土師器 須恵器 中世

SK0830 円形 078 023 土師器  須恵器 中世

SK0831 228 円形 075 067 土師器 須恵器 中世

SK0832 228 楕円形 土師器 須恵器 中世

3K0833 228 楕 円形 076 土師器 中世

SK0834 228 楕円形 072 020 土師器 須恵器 中世

SK0835 228 楕円形 053 012 土師器 須恵器 中世

SK0886 228 不整形 095 021 土師器 中世

SK0837 228 楕円形 075 030 土師器 須恵器 中世

SK0338 楕円形 須恵器 中世

SK0839 228 楕円形 土師器 須恵器 中世

SK0840 228 楕円形 135 020 土師器 須恵器 中世

SK0841 228 円形 107 032 土師器 須恵器 中世

SK0842 228 円形 106 042 須恵器 中世

SK0843 228 楕円形 055 044 007 土師器 中世

SK0844 228 楕円形 007 珠 洲 中世

SK0845 228 楕円形 l161 土師器 中世

SK0846 不整形 土師器 須恵器 中 世

SK0852 精円形 055 040 土師器 中世

Bl地 区 SK1001 楕円形 058 土師器 古代

SK1002 楕円形 040 土師器 古代

3K1003 楕円形 128 056 土師器 須恵器 古代

SK1004 精円形 064 土師器 古代

」′/



土坑一覧 (23)

地 区 遺構番号 コ面番弓 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )。m 深さ。m 出土遺物 時期

Bl地 区 SK1005 楕円形 須恵器 古 代

SK1006 円形 040 037 土師器 古代

SK1007 251 円形 032 土師器 古代

SK1008 楕 円形 049 035 土師器 須恵器 古代

SK1009 円形 070 灰釉陶器 古代

SK1010 円形 063 009 土師器 古代

SK1011 円形 062 土師器 古代

SK1012 251 楕円形 034 008 土師器 古 代

3K1013 楕円形 072 土師器 古代

SK1014 楕円形 068 011 須恵器 古代

3K1015 楕 円形 土師器 古代

SK1016 円形 027 006 土師器 古代

SK1017 楕 円形 土 師器 古代

3K1018 隅丸方形 166 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1019 楕円形 128 土師器 須恵器  黒色土器 墨書土器 古代

SK1020 円形 055 004 土師器 古代

SK1021 252 楕円形 076 052 上師器 須恵器 古代

SK1022 252 楕 円形 096 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SK1023 252 不整形 109 042 036 土師器 須恵器 古代

SK1024 252 楕 円形 075 009 土 師器  須恵器 古代

SK1025 252 円形 082 080 土師器 須恵器 古代

SK1026 252 楕円形 058 043 012 土 師器 須恵器 古代

SK1027 252 楕円形 102 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1028 円形 090 025 土師器 須恵器 古代

SK1029 楕 円形 040 土師器 古代

SK1030 楕円形 037 土師器 古代

SK1031 円形 土師器 古代

SK1032 円形 049 048 土師器 古代

SK1033 252 円形 044 057 土師器 古代

SK1034 252 楕円形 074 土師器 須恵器 古代

SK1035 252 円形 053 土師器 古代

SK1036 252 楕円形 036 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SK1037 252 円形 土師器 須恵器 黒色土器 古 代

SK1038 252 不整形 052 土師器 須恵器 古代

SK1039 252 円形 土師器 古代

SK1040 楕 円形 096 土師器 須恵器 灰釉陶器 古代

SK1041 楕円形 063 土師器 須恵器 古代

SK1042 楕 円形 050 012 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1043 楕円形 062 010 土師器 須恵器 古代

SK1044 楕円形 075 008 土 師器  須恵器 土錘 古代
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土坑一覧 (24)

地 区 遺構番号 コ面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

Bl地 区 SK1045 253 円形 035 032 土師器 黒色土器 古代

SK1046 楕 円形 055 040 土師器 古代

SK1047 円形 032 004 土師器 須恵器 土製品 古代

SK1048 楕円形 052 030 032 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1049 不整形 057 043 土師器 須恵器 土錘 土製品 古代

SK1050 構円形 038 土 師器 古代

SK1051 253 不整形 107 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1052 253 不整形 027 土師器 須恵器 黒色土器 土錘 古代

SK1053 253 楕円形 040 005 土師器 古代

SK1054 253 楕円形 032 029 土師器 古代

SK1055 円形 035 033 土師器 古代

SK1056 17-2 楕円形
羞留義品 

恵器 黒色土器 墨書土器 土錘
古代

SK1057 253 楕円形 土師器 須恵器 土錘 古 代

SK1058 253 楕 円形 (026) 土師器 古代

SK1059 253 楕円形 046 039 土師器 古代

SK1060 楕円形 032 032 須恵器 古代

SK1061 楕円形 074 055
諾雲

器 須恵器 黒色土器 上錘 羽口 灰釉
古代

SK1062 円形 030 土師器 灰釉陶器 古代

SK1063 円形 034 028 土師器 古代

SK1064 不整形 085 021 土師器 須恵器 黒色土器 羽口 古 代

SK1065 254 楕 円形 062 033 須恵器 古代

SK1066 254 不整形 0も (038) 土師器 古代

SK1067 楕円形 030 土師器  須恵器 古代

SK1068 楕円形 083 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 古代

SK1069 楕円形 058 土師器 須恵器 古代

SK1070 不整形 070 (036) 土師器 須恵器 古代

SK1071 不整形 土師器 古代

SK1072 楕 円形 土師器 須恵器 古代

SK1073 楕円形 092 土師器 須恵器 古 代

SK1074 254 不整形 050 土師器  須恵器 土製品 古代

SK1075 254 不整形 087 鉄津 古代

SK1076 不整形 (064) 土師器 古代

SK1077 255 楕円形 032 020 土師器 黒色土器 古代

SK1078 楕円形 042 032 土師器 古代

SK1079 円形 054 052 土師器 古代

SK1080 楕円形 土師器 羽口 古 代

SK1081 不整形 (074) 048 土師器 須恵器 古代

SK1082 不整形 (014) 028 土師器 須恵器 古代

SK1083 255 楕円形 050 039 土 師器 古代

SK1084 255 楕円形 062 029 古代
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土坑一覧 (25)

地区 遺構番号 瓢面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ m 出土遺物 時期

Bl地 区 SK1085 楕 円形 037 016 土錘 古代

3K1086 楕円形 062 022 土 師器 古代

SK1087 255 円形 055 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SK1088 255 円形 033 030 土師器 須恵器 古代

SK1089 255 円形 038 037 土師器 須恵器 古代

SK1090 255 円形 028 026 023 土師器 墨書土器 古代

SK1091 255 円形 087 085 土師器 黒色土器 古代

SK1092 不整形 094 (047) 022 土師器 古代

SK1093 楕円形 022 土師器 古代

SK1094 255 楕円形 土師器 古代

SK1095 楕円形 077 023 土師器 古代

SK1096 255 楕円形 125 063 須恵器 古代

3K1097 楕円形 045 土師器 須恵器 古代

3K1098 256 楕円形 068 須恵器 古代

SK1099 256 円形 032 土師器 古 代

SKl100 256 不整形 土師器 須恵器 古代

SKl101 楕円形 055 須恵器 古 代

SKl102 楕円形 037 古代

3Kl103 256 不整形 045 古代

SK1104 256 楕円形 043 古代

SKl105 256 楕円形 087 黒色土器 古代

SKl106 256 楕 円形 土師器 古代

SKl107 256 楕円形 土師器 古代

SKl108 楕 円形 107 土師器 古代

SKl109 楕円形 083 063 土師器  須恵器 古代

SKll10 隅丸方形 (067) 土師器 須恵器 古 代

SK■ 11 256 不整形 (086) 032 土師器 須恵器 古代

B2地区 SKl112 256 不整形 lC盟 土師器 古代

SKll13 256 楕円形 073 須恵器 古代

B4地区 SKll14 円形 028 005 古代

SKll15 267 円形 030 029 古代

SKll16 楕円形 032 古代

SKll17 楕 円形 035 030 006 古代

3K1118 267 楕円形 033 027 古代

SKll19 267 楕 円形 030 027 古代

SKl120 267 円形 023 古代

SKl121 267 楕 円形 038 035 010 古代

SKl122 楕円形 035 027 古代

SKl123 円形 古代

SKl124 円形 036 035 古代

32θ



土坑一覧 (26)

地 区 遺構番号 目面番号 写真番弓 平面形 長さ(長径),m 幅 (短径)・m 深さ・m 出土遺物 時期

B4地 区 SKl125 楕円形 037 023 古代

SKl126 楕円形 032 026 古代

SKl127 267 楕 円形 030 013 古代

SKl128 267 不整形 066 (062) 古代

3Kl129 不整形 030 (023) 027 古代

3Kl130 267 不整形 (015) 020 古代

SKl131 267 円形 024 008 古代

B6地区 SKl132 271 不整形 060 010 須恵器 古代

SKl133 271 不整形 048 土師器 古代

SKl134 271 不整形 須恵器 古代

SKl135 楕円形 033 古代

SKl136 円形 077 029 土師器 須恵器 鉄鏃 古代

SKl137 楕円形 025 古代

SKl138 不整形 087 007 須恵器 製塩土器 古代

SKl139 楕円形 063 057 須恵器 古代

SKl140 271 楕円形 090 025 須恵器 古代

SKl文 41 271 楕 円形 070 056 須恵器 古代

SKl142 271 楕円形 067 0巡 古代

SKl143 精円形 (077) 土師器 古代

SKl144 円形 0弱 土師器 古代

SKl145 楕円形 α67 022 古代

SKl146 楕円形 065 015 古代

SKl147 長方形 059 020 土 師器 古代

SKl148 不整形 055 土師器 古代

SKl149 292 楕円形 土師器 古代

SKl150 不整形 064 土師器 古代

SKl151 楕円形 038 黒色土器 古代

SKl152 楕円形 025 土師器 古代

SKl153 292 円形 040 037 029 土 師器 古代

3Kl154 楕円形 064 042 032 土師器 古代

3Kl155 292 楕円形 041 037 須恵器 古代

SKl156 楕円形 077 056 042 須恵器 古代

SKl157 楕円形 055 043 土師器 須恵器 古代

SKl158 不整形 075 α59 021 土師器  須恵器 古代

SKl159 楕円形 (051) 021 古代

SKl160 292 円形 (045) 004 須恵器 古代

SKl161 不整形 084 (044) 016 須恵器 墨書土器 古代

SKl162 円形 044 043 古代

SKl163 292 鵬丸長方形 (067) 060 土師器 古 代

SKl164 不整形 061 (036) 須恵器 古代
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土坑一覧 (27)

地 区 遺構番号 図面番弓 写真番号 平面形 長さ(長径 )。 m 幅 (短径 )。m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地区 SKl165 292 円形 050 土師器 古代

SKl166 292 楕円形 045 041 007 土師器 古代

SKl167 292 円形 0鬱 040 須恵器 古代

SKl168 292 楕円形 土師器 墨書土器 古代

SKl169 楕円形 047 030 土師器 須恵器 古代

SKl170 292 円形 C155 上師器 須恵器 古代

SKl171 292 円形 042 古代

SKl172 292 長楕円形 184 047 008 須恵器 古代

SK1173 293 楕円/// 0う 2 土師器 須恵器 古代

SKl174 65-3 楕円形 α79 015 須恵器 古代

SKl175 隅九方形 (065) (0,61) 045 土師器 墨書土器 古代

SKl176 不整形 G48 913 土師器 古代

SKl177 楕円形 660 058 土師器 古代

SKl178 293 楕円形 (062) (α54) 土師器 古代

SKl179 293 隅九長方形 (080) (650) 015 古代

SKl180 298 楕円形 046 須恵器 古代

SKl18] 293 精円形 065 047 土師器 須恵器 古代

SKl182 293 楕円形 043 土師器 須恵器 古代

SKl183 円形 043 (033) 021 古代

SKl184 不整形 090 G67 020 土師器 須恵器 羽口 古代

3Kl185 精円形 084 050 020 土師器 古代

SKl186 楕円形 057 019 土師器 古代

SKl187 楕円形 026 土師器 古代

SKl188 長楕円形 (OB5) 0駕 022 土師器 古代

3Kl189 293 楕円形 (090) (059) 027 古代

3Kl190 293 不整形 079 067 α38 土師器 須恵器 古代

3Kl191 293 楕円形 α37 032 α23 須恵器 古代

SKl192 298 構 円形 (077) 057 021 須恵器 古代

3Kl193 293 円形 045 土師器 須恵器 古代

SKl194 298 不整形 072 025 土師器 須恵器 古代

3Kl195 294 楕円形 049 (047) 035 土師器 古代

SK1196 294 楕円形 058 G40 015 土師器 羽口 古代

SKl197 294 楕円形 α48 016 須恵器 古代

SKl198 円形 土師器 古代

SKl199 294 精円形 0』 019 土師器 古代

SK1200 楕円形 045 024 土師器 古代

SK1201 構 円形 0理 土師器 古代

SK1202 楕円形 063 045 土師器 須恵器 古代

SK1203 294 円形 030 012 須恵器 古代

SK1204 294 円形 (068) 古代
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土坑一覧 (28)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)・ m 幅 (短径)。 m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 SK1205 不整形 055 050 土師器 須恵器 古代

SK1206 294 円形 (028) 040 009 古代

SK1207 294 楕 円形 072 058 059 須恵器 古代

SK1208 294 楕円形 038 土師器 古代

3K1209 294 楕 円形 065 土師器 古代

SK1210 楕円形 025 土師器 須恵器 古代

SK1211 不整形 (049) 須恵器 古代

SK1212 楕円形 023 土師器 墨書土器 古代

SK1213 楕円形 098 078 土師器  須恵器 古代

SK1214 不整形 036 (030) 土師器 古代

SK1215 不整形 062 (052) 039 須恵器 古代

SK1216 294 楕 円形 070 (046) 土師器 須恵器 古代

SK1217 294 楕円形 0も (032) 035 土師器 古代

SK1218 不整形 (139) 057 032 土師器 須恵器 古代

SK1219 295 楕円形 034 土師器 古 代

SK1220 295 不整形 068 065 034 土師器  須恵器 古代

SK1221 295 楕 円形 070 065 033 土師器 古代

SK1222 295 楕円形 057 024 土師器  須恵器 古代

SK1223 楕 円形 (102) 082 土師器 須恵器 古代

SK1224 楕円形 064 須恵器 古代

SK1225 楕円形 068 007 須恵器 古代

SK1226 不整形 070 土師器 古代

SK1227 不整形 080 042 土師器  須恵器 古代

SK1228 楕 円形 (070) 古代

SK1229 楕円形 (051) (028) 石帯 九輛 古代

SK1230 楕 円形 085 062 02 土師器 須恵器 古代

SK1231 295 不整形 084 064 055 土師器 古代

SK1232 48-1 隅丸長方形 134 035 須恵器 鎌 椀形津 古代

SK1233 295 不整形 056 土師器 古代

SK1234 295 不整形 066 050 047 古代

SK1235 不整形 056 須恵器 墨書土器 古代

SK1286 295 不整形 108 008 土師器 古代

SK1237 不整形 056 土師器 須恵器 古代

SK1238 隅丸長方形 052 035 土師器 須恵器 古代

SK1239 楕 円形 052 須恵器 古代

SK1240 不整形 (■03) 055 土師器 古代

SK1241 不整形 (071) 065 土師器 須恵器 古代

SK1242 不整形 (039) 024 須恵器 古代

SK1243 296 不整形 (034) 土師器 須恵器 古代

SK1244 不整形 060 027 須忘器 古代
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土坑一覧 (29)

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )。 m 幅 (短径 )。 m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地 区 SK1245 296 楕 円形 057 045 020 須恵器 古代

SK1246 296 隅九方形 060 055 須恵器 古代

SK1247 296 楕 円形 076 (037) 土師器 須恵器 古代

SK1248 296 不整形 (062) (015) 古代

SK1249 296 不整形 060 須恵器 墨書土器 古代

SK1250 296 楕 円形 (078) (059) 065 土師器 古代

SK1251 296 長精円形 107 043 土師器 製塩土器 古代

SK1252 楕 円形 036 須恵器 古代

SK1253 296 楕円形 097 (054) 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 古代

SK1254 296 円形 035 032 土師器 古代

SK1255 296 苓整形 (049) 048 020 須恵器 古代

SK1256 296 不整形 (062) 049 土師器 古代

SK1257 296 楕円形 056 0も 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SK1258 296 楕円形 028 025 土師器 須恵器 古代

SK1259 不整形 (106) 土師器 墨書土器 古代

SK1260 円形 須恵器 墨書土器 古代

SK1261 隅丸長方形 093 須恵器 古代

SK1262 297 楕円形 076 053 土師器 須恵器 古代

SK1263 297 精 円形 132 071 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 金属製
古代

SK1264 不整形 083 (07) 土師器 須恵器 古代

SK1265 不整形 050 須恵器 古代

SK1266 円形 052 028 須恵器 古代

SK1267 297 隅丸方形 土師器 古代

SK1268 楕 円形 070 022 須恵器 墨書土器 古代

SK1269 不整形 070 (053) 土師器 須恵器 古代

SK1270 65-5,6 楕 円形 080 土師器 須恵器 墨書土器 古代

SK1271 不整形 (090) 056 005 須恵器 古代

SK1272 楕円形 075 055 025 土師器  須恵器 古代

SK1273 楕円形 065 064 045 須恵器 古代

SK1274 円形 042 040 土師器 古代

SK1275 楕円形 040 026 036 土師器 須恵器 古代

SK1276 不整形 052 020 須恵器 墨書土器 鉄滓 古代

3K1277 楕円形 092 037 土師器 古代

3K1278 298 不整形 (082) 065 土師器 須恵器 古代

SK1279 不整形 須恵器 土錘 古代

SK1280 65-7,8 楕円形 067 058 須恵器 古代

SK128ユ 楕 円形 077 古代

SK1282 不整形 (076) 060 須恵器 古代

SK1283 298 円形 046 0鬱 土師器 須恵器 古 代

SK1284 298 楕円形 107 074 須恵器 古代
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土坑一覧 (30)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ。m 出土遺物 時期

B6地 区 SK1285 不整形 024 (015) 008 須恵器 古代

SK1286 298 楕円形 039 033 須恵器 古代

SK1287 298 楕円形 107 057 須恵器 古代

SK1288 298 楕円形 093 027 土師器 須恵器 古代

SK1289 楕円形 056 047 025 土師器 古代

SK1290 不整形 (072) 055 040 古代

SK1291 不整形 068 (049) 須恵器 古 代

SK1292 不整形 074 069 029 土師器 古代

SK1298 299 楕円形 030 土師器 古代

SK1294 299 楕円形 052 029 土師器 古代

SK1295 299 楕円形 053 020 土師器 須恵器 古代

SK1296 299 円形 058 007 土師器 須恵器 古代

SK1297 299 円形 007 土師器 須恵器 古代

SK1298 楕円形 044 土師器 古 代

SK1299 円形 026 土師器 古代

SK1300 299 楕円形 046 040 022 土師器 古 代

SK1301 299 楕円形 062 038 土師器 古代

SK1302 299 不整形 075 土師器 古代

SK1303 299 楕円形 034 土師器 古代

SK1304 299 楕円形 土師器 須恵器 古代

SK1305 楕 円形 046 027 須恵器 古 代

SK1306 不整形 020 土師器 古代

SK1307 楕 円形 094 027 須恵器 古代

SK1308 楕円形 105 須恵器 黒色土器 古代

SK1309 299 不整形 (090) 053 土師器 古代

SK1310 299 楕円形 032 027 005 土師器 古代

SK13J 299 隅丸長方形 060 042 土師器 古代

SK1312 299 円形 034 030 須恵器 古代

SK1313 300 楕円形 064 022 須恵器 古代

SK1314 楕円形 072 049 土師器 須恵器 古代

SK1315 不整形 土師器 須恵器 古代

SK1316 不整形 069 050 土師器 古代

SK1317 不整形 067 025 土師器 古代

SK1318 不整形 (074) 048 019 土師器 古代

SK1319 円形 030 029 土師器 古代

SK1320 円形 035 土師器 古代

SK1321 精円形 025 019 須恵器 墨書土器 古代

SK1322 300 不整形 025 土師器 古代

3K1323 300 楕円形 054 027 須恵器 古代

SK1324 300 不整形 須恵器 古代
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土坑一覧 (31)

地 区 還構番号 図面番婦 写真番号 平面形 長さ(長径 )・ m 幅 (短径 )・ m 深さ・m 出土遺物 時期

B6地区 SK1325 楕円形 043 006 須恵器 古代

SK1326 楕円形 034 須恵器 古代

SK1327 円形 024 須恵器 古 代

SK1328 楕円形 038 025 須恵器 古代

SK1329 不整形 070 010 土師器 古 代

SK1330 楕円形 土師器 古代

SK1331 楕円形 085 須恵器 古代

SK1332 楕円形 (064) 須恵器 古代

SK1333 楕円形 048 028 須恵器 古代

SK1334 楕円形 土師器 墨書土器 古 代

SK1335 不整形 065 (063) 土師器 古代

SK1386 楕 円形 088 045 040 土師器 古代

SK1337 楕円形 060 土師器 古代

SK1338 不整形 (l oo) 030 土師器 墨書土器 古代

SK1339 楕円形 土師器 古代

SK1340 不整形 (018) 黒色土器 古代

SK134ユ 楕円形 057 須恵器 古 代

SK1342 円形 036 須恵器 古代

SK1343 楕 円形 036 005 金属製品 古 代

SK1344 楕円形 030 025 015 釘 古代

SK1345 楕円形 058 038 炭化材 古代

SK1346 円 025 え化材 古代

SK1353 長精円形 007 稲 災化種実 古代

B12地区 SK1347 楕円形 177 土師器 古代

B13地 区 SK1348 楕円形 土師器 須恵器 古代

SK1349 楕 円形 082 土師器 古 代

SK1350 楕円形 075 023 土師器 須恵器 古代

SK1351 楕 円形 075 065 044 土師器 須恵器 古代

SK1352 楕円形 028 土師器 須恵器 古代

大型土坑一覧 (1)

地区 遺穂番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径)m 深さm 出土遺物 時期

Bl地 区 SX001 028 4-28-1 不整形 土師器 須恵器 黒色土器 土錘 羽日 灰釉陶器 留金 釘
鉄津 刀子 石製品

中世

SX002 029 楕円形 土師器 須恵器 中世土師器 土錘 中世

SX003 029 不整形 255 上師器 須恵器 土錘 中世

B2地 区 SX004 044 不整形 12 (136) 中世

SXl105 044 不整形 71 143 中世

SX006 044 不整形 197 中世土師器 中世

044 隅丸長方形 土師器 中世

SX008 044 隅丸長方形 132 土師器 須恵器 中世土師器 中世
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大型土坑一覧 (2)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径)m 深さ,m 出土遺物 時期

〕2地区 SX009 23-1 不整形 264 023 土師器 中世土師器 珠洲 中世

SX010 23-1 不整形 272 O P4 中世土師器 中世

SX011 23-1 不整形 310 中世

SX012 路
-1 隅丸方形 274 222 033 土師器 中世土師器 中世

SX013 23-1 隅丸長方形 (470) 372 須恵器 中世土師器 中世

SX014 隅丸長方形 (372) 056 土師器 須恵器 中世土師器 白穂 中 世

SX015 22-223-2・ 24-1,2 不整形 050 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 越前 中世

SX016 22-224-2 隅丸長方形 多51 土師器 中世土師器 中 世

SX017 楕円形 中世土師器 中世

隅丸長方形 土師器 中世

SX019 楕円形 289 145 土師器 須恵器 中世

SX020 25-1 隅丸長方形 土師器 須恵器 中世土師器 金属製品 中世

SX021 25-1 不整形 280 土師器 須恵器 中世土師器 ,世

〕3地区 SX022 隅丸長方形 186 須恵器 中世土師器 自磁 青磁 珠洲 1世

SX023 隅丸長方形 220 ,世

SX024 不整形 245 ,世

SX025 30-2 不整形 (1鬱 ) 022 須恵器 1世

SX026 30-2 不整形 (154) 1世

34地 区 SX027 36-1 不整形 260 011 中世土師器 1世

SX028 36-2 不整形 土師器 須恵器 1世

SX029 方形 278 246 1世

SX030 長方形 (184) 140 中世土師器 1世

SX031 お 9 36-3,5 隅丸長方形 178 039 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 1世

SX032 190 36-5 不整形 200 023 中世土師器 青磁 1世

SX033 190 36-4,5 隅九長方形 554 029 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 和世

SX034 36-4,5 隅九長方形 (500) ,64 058 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 自磁 青磁

“

世

SXt135 )90 36-4,5 不整形 322 (175) 056 中世土師器 砥石 1世

SX036 37-1 長方形 (792) 243 009 土師器 珠洲 青磁 白磁 1世

SX037 37-2 長方形 166 042 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 人尾 自磁 青磁 砥石
土錘

1世

SX038 37-3 楕円形 248 032 土師器 中世土師器 珠洲 青磁 砥石

“

世

SX039 37-3 不整形 (444) 027 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

SX040 37-3 不整形 182 044 土師器 中世土師器 珠洲 青磁 キ世

SX041 )92 不整形 184 026 土師器 学世

SX042 37-4 隅丸方形 206 197 033 土師器 須恵器 中世土師器 キ世

SX043 不整形 455 (071) 土師器 須恵器 中世土師器 キ世

SXO軽 )92 隅丸長方形 202 (185) 100 土師器 中世土師器 キ世

SX045 不整形 (265) (21111) 土師器 須恵器 中世

SX046 橋円形 (141) 022 土師器 須恵器 中世

SX047 円形 272 060 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 白磁 砥石 中世

SX048 ,7-5 不整形 4つ 5 207 須恵器 中せ

SX049 )7-6 隅丸長方形 423 )54 土師器 須恵器 中世

SX050 37-7,8 不整形 403 土師器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

SX051 ,7-7,8 不整形 350 241 )28 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 中世

SX052
'7-7,8

長方形 (485) 175 土師器 須恵器 中世

SX053 鳴丸長方形 中世土師器 青磁 中世

】X054 38-1 不整形 ,40 土師器 中世土師器 中世
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大型土坑一覧 (3)

地 区 還構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径)m 深さm 出土遺物 時期

B4地区 D7 )8-2 不整形 180 1世 土師器 中世

SX056 )97 隅丸長方形 土師器 中世

SX057 )97 隅丸方形 296 須恵器 中世土師器 珠洲 中 世

SX058 38-塑 隅九方形

'05

土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

,X059 38-5 隅丸方形 買恵器 中世土師器 珠洲 中世

'X060
不整形 (124) l128 土師器 中世土師器 中 世

SX061 不整形 165 土師器 中世土師器 珠洲 加賀 青磁 中世

SX062 長方形 (168) (077) 土師器 中世土師器 珠洲 中世

'X063
不整形 (204) 047 土師器 珠洲 砥石 中 世

,X064 099 不整形 (165) )89 土師器 中世土師器 珠洲 人尾 中世

SX065 不整形 249 165 中世土師器 珠洲 青磁 中世

'X066
楕円形 (248) 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 人尾 中世

〕5地区 ,X067 不整形 (114) 中世

B6地 区 SX068 48-2 隅丸長方形 Oω 須恵器 中世

SX069 隅丸長方形 :67 土師器 中世土師器 中 世

'X070
不整形 (083) 中世

SX071 不整形 (450) チ4FD 024 中世

B7地 区 ;X072 方形 (280) 068 土師器 中世

SX073 長方形 土師器 中世

SX074 長方形 (400) 008 中世

SX075 楕円形 140 中世土師器 珠洲 中世

'X076
70-5 隅丸長方形 030 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX077 不整形 ,00 018 中世土師器 中世

試 078 133 70-1 楕円形 027 中世土師器 中世

Sメ急Э79 長方形 (048) 中世

)X080 楕円形 (235) (087) 027 中世

SX081 不整形 J78 中世

134
‐0-2 方形 を25 177 中世土師器 中 世

)X083 134 隅丸長方形 〕82 082 中世土師器 中世

3X084 134 70-3 楕円形 270 中世

S�985 70-3 隅丸長方形 (316) 中世土師器 中 世

SX086 134 70-4 隅丸長方形 (280) (224) 074 土師器 中世土師器 珠洲 青磁 入尾 金属製品 小刀 青白磁 中世

B8地 区
'X087

隅丸長方形 050 珠洲 中世

隅丸長方形 中 世

B9地 区 SX089 不整形 (1900) 土師器 須恵器 中世上師器 珠洲 中世

312地 区 SX090 隅丸長方形
'68

030 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX091 174 不整形 〕64 024 土師器 中世土師器 砥石 中世

'X092

174 不整形 (223) 025 土師器 須恵器 中世

5X093 不整形 270 (122) 042 上師器 中世土師器 珠洲 中世

,X094 174 不整形 047 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

】X095 174 不整形 255 026 上師器 須恵器 中世土師器 珠洲 銅銭 中 世

隅丸長方形 ,04 024 土師器 中世土師器 珠洲 中世

,X097 88-1 不整形 (278) 042 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 金属製品 中世

'X098
不整形 (341) 052 上師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中 世

SX099 不整形 (294) (210) 054 土師器 須恵器 中世土師器 中世

不整形 (514) (218) 070 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世
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大型土坑一覧 (4)

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径)m 幅 (短径 ),m 深さm 出土遺物 時期

312地 区 SX101 88-2 不整形 (1220) 528 060 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 人尾 瀬戸美濃 伊万里
青磁 刀子 地輪 空風輪 火輪 石自

中世

SX102 176 不整形 中世土師器 銅銭 中世

SX103 長楕円形 130 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX104 不整形 047 土師器 須恵器 珠洲 中世

SX105 176 不整形 〕40 234 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX106 176 不整形 024 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX107 176 不整形 J52 229 022 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SX108 176 不整形 〕33 277 0∞ 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 中世

lη 不整形 1030 須恵器 中世

SXl10 不整形 )28 220 須恵器 中世

SXlll lη 88-5 不整形 514 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 中世

SXl12 178 隅丸長方形 (310) 044 土師器 中世土師器 中世

SXl13 178 隅丸長方形 320 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SXl14 178 隅丸長方形 050 近世戸車 木製品 刀子 金属製品 中世

SXl15 178 88-3 不整形 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 八尾 中世

SXl16 178 88-3 不整形 211 (153) 珠洲 中世

SXl17 不整形 019 須恵器 中世

SXl18 179 不整形 土師器 須恵器 中世土師器 中 世

SXl19 179 隅丸長方形 166 土師器 須恵器 中 世

SX120 179 不整形 178 01ユ 土師器 中世

SX121 179 不整形 (■ 12) 土師器 中 世

SX122 179 88-489-1 不整形 230 0% 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 瓦質土器
角釘 鉄津 石臼

中世

SX123 180 89-2 隅丸長方形 430 を90 030 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 鉄津 中世

SX124 180 隅丸長方形 土師器 須恵器 中世土師器 陶磁器 青磁 ■世

SX125 180 長楕円形 156 040 土師器 須恵器 中世土師器 中国陶磁 1世

SX126 180 長楕円形 106 073 中世土師器 や世

SX127 180 長楕円形 120 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 金属製品 ■世

SX128 180 89-3^イ 5 隅丸長方形 122 047 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 1世

SX129 96-4 不整形 (788) 408 064 土師器 須恵器 中世土師器 人尾 瓦質土器 1世

SX130 隅丸長方形 390 ,00 056 土師器 須恵器 中世上師器 珠洲 金属製品 1世

SX131 99-196-5 不整形 793 (190) 058 土師器 須恵器 中世土師器 越前 珠洲 1世

SX132 不整形 424 (303) 073 土師器 須恵器 珠洲

“

世

SX133 長楕円形 207 土師器 珠洲 事世

SX134 長糖円形 222 007 土師器 須恵器 唐津 キ世

SX135 長箱円形 222 須恵器 キ世

】X136 1鬱 不整形 )28 土師器 須恵器 キ世

SX137 I鬱 鴨丸長方形 574 )86
土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 越中瀬戸 越中丸山  育
磁 伊万里 土製品 金属製品

■世

3X138 1磁 長糖円形 103 182 )44 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

SX139 183 楕円形 J78 土師器 須恵器 珠洲 中世

SX140 183 偶丸長方形 120 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 中世

SX141 183 隅丸方形 390 土師器 須恵器 中世土師器 中世

SX142 183 円形 珠洲 中世

SX143 183 隅九長方形 須恵器 珠洲 中世

SX144 184 )0-5,6 不整形 224 土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 中世

SX145 184 不整形 2門 光75 土師器 須恵器 中せ土師器 珠洲 中世

SX146 不整形 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 瀬戸美濃 青磁 中世

329



大型土坑一覧 (5)

地区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径).m 幅 (短径)m 深さm 出土遺物 時期

B12地 区 90-7.3 不整形 014 土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 中世

)1-1 不整形 556 062 土師器 中世土師器 珠洲 人尾 瀬戸美濃 中世

SX149 91-2,3 隅丸長方形 5?4 344 032 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX150 186 92-1 隅丸長方形 264 0" 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 青磁 自
磁 中世

SX151 186 遊-1,2 不整形 488 〕68 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 金属製品 砥石 中世

SX152 186 )2-1,3 不整形 568 550 05И 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 瓦質土器 砥石 中世

SX153 187 隅丸長方形 286 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瓦質土器 中世

SX154 187 不整形 208 須恵器 中世土師器 珠洲 釘 中世

SX155 187 長糖円形 OB7 中世土師器 中世

SX156 187 長楕円形 077 珠洲 中世

SX157 187 不整形 (240) 土師器 須恵器 珠洲 中世

SX158 不整形 480 (164) 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 中世

SX159 不整形 168 須恵器 珠洲 中世

SX160 不整形 362 205 中世上師器 珠洲 唐津 中 世

SX161 )1-5 不整形 588 [78 )42 土師器 須恵器 珠洲 八尾 中世

SXlω 不整形 476 中世土師器 珠洲 唐津 中世

SX163 ,2-4,5 不整形 365 342 )46 土師器 中世土師器 珠洲 中 世

SX164 不整形 (250) キ世土師器 中世

SX165 不整形 553 516 事世土師器 珠洲 中世

SX166 不整形 992 (178) 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 瓦質土器 唐津
土製品 水輪 空風輪

中世

SX167 190 不整形 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 近世陶磁器 中世

Sk168 190 フ字形 970 須恵器 珠洲 八尾 石臼 中世

SX169 不整形 (790) (160) ■世土師器 中世

SX170 不整形 (501) (184) )50

“

世土師器 珠洲 砥石 中世

SX171 不整形 (539) (256) )64 未洲 中世

SX172 )3-3 轟丸方形 )52 'ヽ ンドコ 中世

SX173 )3-1,2 下整形 1365 1180 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 瀬戸美濃 砥石 中世

SX174 不整形 1675 (716) )88 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 青磁 中世

SX175 不整形 (1124)
'74

土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 瀬戸美濃 中世

B13地区 SX176 109-1,2 不整形 222 土師器 中世土師器 珠洲 砥石 刀子 中世

SXユ″ 不整形 土師器 瀬戸美濃 白磁 中世

SX178 不整形 (ケ 20) 土師器 中世

SX179 ク 9 不整形 235 )95 貫恵器 中世

SX180 229 長糖円形 (125) 土師器 須恵器 中世土師器 土錘 中世

SX181 隅丸長方形 土師器 中世

SX182 】29 楕円形 土師器 須恵器 中 世

SX183 230 不整形 ,02 048 土師器 中世土師器 胸錘 土錘 中世

SX184 不整形 032 土師器 金属製品 中世

SX185 隅丸長方形 245 土師器 須恵器 中世

SX186 不整形 268 (149) 034 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SX187 楕円形 )73 土師器 須恵器 中世

SX188 楕円形 298 )83 012 土師器 須恵器 中世

SX189 不整形 205 163 土師器 須恵器 中世

SX190 232 不整形 土師器 須恵器 中世

SX191 不整形 ,44 008 上師器 須恵器 中世

'X192
不整形 (420) 須恵器 八尾 中世

」J0



大型土坑一覧 (6)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形 長さ(長径>m 幅 (短径)m 深さm 出土遺物 時期

B14地 区 SX193 不整形 1115 455 土師器 須恵器 中世

SX194 不整形 (■ 00) 〕22 土師器 須恵器 青磁 中世

BI地 区 SX201 隅丸長方形 203 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 灰釉陶器 土錘 古代

隅丸長方形 土師器 須恵器 古代

SX203 〕57 隅丸長方形 320 土師器 須恵器 土錘 古代

SX204 隅丸方形 〕26 土師器 須恵器 黒色土器 上錘 灰釉胸器 石製品 古代

SX205 長箱円形 117 土師器 須恵器 古代

SX206 隅丸方形 239 224 土師器 須恵器 古代

SX207 ケ59 不整形 282 刀子 古代

SX208 ′59 不整形 )73 土師器 須恵器 金属製品 古代

B6地 区 SX209 〕90 291 ,4-7,8 隅丸長方形 2割 土師器 須恵器 黒色土器 金属製品 鉄滓 古代

SX210 ,6-1 隅丸長方形 (350) 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 緑釉陶器 古代

SX211 55-1,2 隅丸長方形 268 202 土師器 須恵器 製塩土器 黒色土器 墨書土器 古代

SX212 方形 145 土師器 須恵器 古代

SX218 302 隅丸長方形 162 土師器 黒色土器 古代

SX214 302 不整形 (198) (044) 土師器 古代

SX215 302 長楕円形 〕88 土師器 須恵器 古代

SX216 302 長楕円形 (254) 〕67 土師器 須恵器 古代

SX217 303 不整形 (122) 土師器 須恵器 古代

SX218 〕6-25 L字形 古代

SX219 303 )6-3,4 隅丸長方形 土師器 羽口 金属製品 鋸 鉄津 錐 古代

SX220 303 不整形 252 108 羽 回 古代

B13地 区 SX221 ユ16-8 不整形 408 土師器 古代

溝一覧 (1)

地 区 置構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さm 幅 m 深さ m 出土遺物 時期

Bユ地区 宣線 U字形 中世

巨線 レン衆伏 土師器 中世

亘線 レン刑 夫 ■世

)DO04 g繰 レン刃 犬 (186) 中世

ヨ線 逆台形 土師器 中世

下連続 (途切れ) レンズ状 中世

萱線 レン衆伏 土師器 須恵器 中世

)DO08 宣線 U字形 須恵器 中 世

,DOl19 不整形 U字形 土師器 須恵器 金属製品 中世

巨線 逆台形 (3180, 土師器 須恵器 黒色土器 灰釉陶器 中世

直線 U字形 (5900) 土師器 須恵器 土錘 羽口 灰釉的器 中世

SD012 萱線 レンズ状 中世

】つ013 萱線 U字形 土師器 須恵器 中世

,D014 宣線 U宇形 2380 土師器 須恵器 黒色土器 中世

豆線 U字形 中世

下連続 (途切れ) 不整形 中世

宣線 レンズ状 中世

不整形 U字形 (1720)
土師器 須恵器 珠洲 八尾 越中瀬戸 越中九山

中世

B,地 区 】D019 不整形 不整形 (510)
戸美漉 白磁 青磁 唐津 伊万里 越中源戸 砥石 中世

,D020 不整形 U宇形 (385) 須恵器 土師器 中世

下整形 逆台形 (5550) 須恵器 珠洲 唐津 中世

】D022 巨線 レンズ状 中世

,D023 ヨ線 U字形 中世

SD∝ 4 宣線 不整形

」う′



溝一覧 (2)

地 区 臣構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ m 幅 m 深さ m 出上遺物 時期

B2地区 ,D025 直線 ,字形 珠 洲 中世

朔)026 不整形 不整形～U字形 (350) 中世

直線 」字形 中世土師器 中世

直線 不整形 (075) 中世

SD029 直線 U字形 中世

SD030 直線 U字形 中世土師器 金属製品 中世

Sつ 03〕 直線 U字形 中世

SD032 直 線 逆台形 上師器  中世土師器 中世

直 線 U字形 中世

33地区 SD034 直線 U字形 (680) 中世

SD035 直線 U字形 (510) 中世

SD036 V字形 逆台形 中世

SD037 直線 U字形 (470) 中世

SD038 直線 U字形 中世

直線 逆台形 中世

SD040 花行 不整形 (■ 20) 珠 洲 中世

SD041 直線 逆台形 (4m) 中世上師器 中世

SD04ワ 不整形 不整形 (410) 中世

И地区 働 043 円形 逆台形 (1560) 120 中世

SDOD4 L字形 U字形 (3370) 土師器 須恵器 中世

SD045 直線 U字形 中世土師器 中世

SD046 登い円弧 (地切れ) U字形 土師器 中世土師器 土 錘 中世

SD047 直線 逆台形 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁 中世

不整形 逆台形 (2銹 ) 中世土師器 中世

SD049 直線 逆台形 土師器 中世

SD050 し字形 U字形 中世

直線 U字形 中世

直線 逆台形 土師器 須恵器 中世

SD053 不連続 (途切れ ) U字形 土師器 中世

SD054 直線 U字形 土師器 ■世

SD055 宣線 U字形 中世

SD056 直線 逆台形 土師器 中世

直線 逆台形 中世

直線 逆台形 土師器 中世

SD059 宣線 逆台形 (1170) 土師器 須恵器 中世

SD0611 萱練 U字形 中世

SD061 巨線 U字形 上師器 中世

ll弧 逆台形～U字形 (4840) 須恵器 瀬戸美濃 中世

SD063 宣線 逆台形 中世土師器 中世

SD064 不整形 U宇形 中世土師器 中世

SDO“ ll弧
不整形 土師器 中世土師器 中世

SD066 巨繰 U字形 (795) 中世土師器 中世

ll弧 逆台形 (600) 須恵器 中世

ヨ線 逆台形 中世

SD069 宣線 V字形 須恵器 中世土師器 中世

SD070 不整形 不整形 (1140) (240) 中世

SD071 巨線 U字形 (740) 土師器 須恵器 中世土師器 中世

亘線 U字形 (■ 40)
上師器  須 悪 器  中世 土 師器  殊洲  八尾  言磁

中世

不整形 逆台形 (1620) 上RT器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SDO物 宣線 逆台形 (060) 須恵器 中世

SD075 不連続 (途切れ ) U字形 土師器 中 世

SD076 不連続 (途切れ ) U字形 中世

T字形 逆台形 (1780) 上師器 須恵器 中世

SD078 宣線 逆台形 中世

SDO的 不連続 (途切れ ) 逆台形 (740) 中世土師器 中世

SD030 不整形 逆台形 (1150) 土師器 須恵器 八尾 中世

雪繰 逆台形 (565) 土師器 中世

不整形 逆台形 中世

」J2



溝一覧 (3)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ m 幅 m 深さ m 出土遺物 時期

B4地 区 SD083 不整形 逆台形 中世

SD084 不整形 逆台形 (260) 上師器 中世

"085
直線 U字形 (370) 土師器 中世

B5地 区 SD086 直線 U字形 (■ 80) 土師器 中世

,D087 直線 U字形 土師器 須恵器 中世

,D088 直線 逆台形 中世

逆台形 (1280) 土師器 中 世

,D090 直線 逆台形 (1350) 中世

直線 逆台形 (1370) 土師器 須恵器 中世

直線 不整形 (385) 中世

,Dl199 直 線 逆台形 中世

直線 逆台形 ,世

直線 逆台形 (1315) ,世

直線 逆台形 土師器

“

世

"097
直線 と台形 土師器 1世

SD098 直 線 J字形

SDOe9 直線 逆台形 ,世

SDユ 00 直線 逆台形 土師器 1世

直線 逆台形 ,世

SD102 直線 逆台形 ,世

SD103 不明瞭 逆台形 (290)

直 線 逆台形 土師器 中世

B6地 区 直 線 U字形 土師器 中世

直線 U字形 土ET器 中世

直線 U字形 土師器 中世

SD108 直線 U字形 赤彩土師器 須恵器 中世

つ i09 直線 U字形～逆台形 土師器 須恵器 中世

直線 逆台形 土師器 中世

クランク状 U字形 (6330) 中世上師器 人尾 金属製品 中世

SDl12 直線 不整形 (1220) 土師器 中世

】Dl13 自線 U字形 (2360) 072 中世

)Dl14 不整形 U字形 (1960) 土師器 中世

,Dl15 字 形 U字形 土師器 須恵器 中世

亘線 U字形 (1130) 土師器 須恵器 中世

B7地区 SDl17 亘線 不整形 (3250) 土Rl器 中世

SDl18 1弧 逆台形 (3260) 土師器 須恵器 中世

Sつ 119 直線 U字形 (1740) 910 土師器 須恵器 中 世

SD120 途切れ と台形 中世

直線 逆台形

SDl″ 軽い円弧 不整形 中世土師器 1世

SD123 不整形 不整形 (2450)

SD124 直線 U字形

SD125 蛇行 U字形 (410) 八尾 土錘 中世

SD126 直線 U宇形 中世

直線 逆台形 中世

SD128 136 直線 不整形

B8地 区 SD129 不連続 (途切れ ) レン衆決 (4つ 0) )辛6

蛇 行 不整形 (2800) 土師器 須恵器 中世

99地 区 直線 U字形～不整形 中世

B10地 区 SD132 直 線 不整形 中世

SD138 コ字形 kT字形 (9400) 須恵器 中世i師器 珠洲 中世

Bll地 区 SD134 直線 U字形 (4611) 中世

SD135 直線 U字形 (8約 ) 中世

直線 レンズ伏 中世

直線 U字形 中世

Bユ 2地 区 SD133 コ字形 U字形 (9400) 中世

不連続 (途切れ) U字形 (1130) 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

不連続 (途切れ) U字形 (1330) 土師器 須恵器 中世

333



溝一覧 (4)

地 区 遺構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ m 幅 m 深さ m 出土選物 時期

312地 区 SD140 直線 U字形 (290) 土師器 須恵器 中世土師器 越中瀬戸 中世

直線 U字形 (925) 土師器 須恵器 中世土師器 青磁 中世

SDl抱 直線 U字形 中世土師器 珠洲 中世

SD143 直線 U字形 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SD144 獲い円弧 U字形～不整形 土師器 須恵器 中世

SD145 直線 U宇形 中世土師器 珠洲 白穂 中世

直線 逝台形 土師器 中世

SD147 直線 逆台形 土師器

SD148 直線 U字形 金属製品 中世

198 不整形 U字形 (19‐0)
土師器 須恵器 中世上師器 珠洲 人尾 瀬戸美

中世

直線 U字形 土師器 中世

SD15ユ 直 線 U字形 土師器 須恵器 中世土師器 自磁 青磁

SDlψ 直 F7R 不整形 (74「o) 土師器 須恵器 中世土師器 八尾

SD153 直線 U字形 (360) 中世土師器 唐津 中世

SD154 不連続 (途切れ) U字形～不整形 (2860) 中世土師器 珠」I 瀬戸美濃 瓦質土器 中世

直線 U字形 (よ 60) 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 中世

SD156 不整形 不整形 ("10) 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 青磁

直線 U字形 (1030) 土師器 須恵器 珠洲 八尾 →世

方 形 U字形 (110 1Xl)
土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美

■世

直線 U宇形 (2100) 土師器 中世土師器 瓦質土器 ■世

屹行 U字形 (3450, 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲 八尾 瀬戸美濃 中世

】D161 二い円弧 U字形 須恵器

,D162 整ヽ形 U字形 土師器 中世

B13地区 已行 不整形 (221X) 須恵器 中世

屹行 U字形 上師器 中世土師器 中世

不整形 U字形 (1310) 090 中世

SD166 宣線 U字形 中世

,D167 直線 不整形 (1180) 中世

働 168 宣線 U字形 土師器 須恵器 中世土師器 中世

とい円弧 U字形 土師器 中世

電行 U字形 上師器 中世

¬弧 U字形 中世

SD172 萱線 U宇形 中世

SD173 直線 U字形 中世

SDl物 巨線 U字形 中世

直線 U字形 中世

直線 U字形 l124 中世

SD177 毛行 逆台形 (2750) 土師器 中世土師器 中世

SD178 途切れ U字形 (1800) 土師器 中世

働 179 直線 U宇形 中世

SD180 不整形 U字形 (5ユ 5) (lm) 土師器 須恵器 中世

直線 U字形 ■世

SD182 L字形 U字形 (320) )■5 上師器 須恵器 中世

SD183 直 線 不整形 (630) 土師器 須恵器 釘 中世

直線 U字形 土師器 須恵器 中世

SD185 直線 」字形 (495) 120 上H市 器 中世

14地 区 直線 )字形 土師器 須恵器

,D187 直線 逆台形 不整形 (1920) 土師器 須恵器 ,世

Bユ 地区 ,D201 直線 I字状 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 上錘 羽口 古代

不整形 ンズ状 古代

直 HTR 逆台形 古代

SD204 直 線 ン衆伏 土師器 須恵器 黒色土器 古代

,D205 直線 ンズ状 720 上師器 土錘 鉄澤 古代

】D206 直線 ンズ状 土師器 須恵器 古代

蛇行 U字形 土師器 須恵器 古代

】D208 不明際 逆台形 (200) 土師器 須恵器 灰釉陶器 鉄津 古代

SD209 直 線 U字形 (100) 040 土師器 古代

SD210 直線 U字形 (620) 古代

J」イ



清一覧 (5)

地 区 巴構番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ m 幅 m 深さ m 出土遺物 時期

〕1地 区 ,D211 直線 ンノ引犬 古代

直線 U字形 土師器 古代

直線 J字形 )OO 古代

直線 ,字形 上師器 須恵器 古代

SD215 直線 J宇形 古代

SD216 直線 J字形 (290) 土師器 古代

SD217 不明瞭 I字形 (1820) (1180) 著理
器

釘 
恵器 黒色土器 墨書土器 土鍾 灰釉 古代

SD218 直線 「字形 (4拗 ) 380 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 灰釉胸器 占代

〕2地 区 直線 と台形 土師器 須恵器 黒色土器 墨書上器 古代

臼4地 区 働 220 直線 逆台形 古代

SD221 直線 逝台形 占代

直線 U字形 ■代

直線 U字形 占代

SD224 直線 U宇形 (340) 古代

SD225 直 線 U字形 古 代

,D226 直線 逆台形 (4211, )40 古 代

SD227 直線 逆台形 )40 須恵器 古代

直線 逆台形 (750) 古代

5D229 267 直線 逆台形 古代

SD230 逆台形 古代

,D231 直線 U字形 古代

,D232 直線 U字形 須忘器 古 代

B6地 区 ,D233 直線 逆台形 (760) 須恵器 古 代

ヨ線 逆台形 (915) 土師器 須恵器 古代

272 U字形～迪台形 (765) 土師器 古 代

'D236
宣線 逆台形 (330) 土師器 古代

SD287 宣線 U字形 土師器 古代

SD238 直線 U字形 (1261) 土師器 古 代

SD239 宣線 U字形 土師器 古代

SDね 0 ヨ線 U字形 須恵器 古 代

SD241 豆線 U字形 (&殉 ) 土師器 古代

巨線 逆台形 土師器 須恵器 古代

SD243 直線 U字形 土師器 古代

SD244 直線 U字形 880 上師器 須恵器 灰釉陶器 墨書土器 釘 古代

SD245 直線 U字形 060 土師器 古代

直線 U字形 (125) 土師器 古代

直線 U字形 020 土師器 古代

SD″偲 直線 逆台形 須恵器 古代

SD解 9 直 線 U字形 (10Ъ , 土師器 古代

直線 U字形 (640) 土師器 釘 古代

SD251 直線 U字形 土師器 須恵器 古代

途切れ げ字形～V字形 (α 90) 土師器 須恵器 刀子 古代

SD253 直線 U字形 (19o) 土師器 黒色土器 古代

SD254 直線 U字形 上師器 古代

直線 U字形 (500) 土師器 古代

直線 IV台形 (810) )∞ 土師器 須恵器 墨書土器 古代

直線 U字形 土師器 古代

SD258 直線 U宇形 土師器 須恵器 墨書土器 占代

SD2∞ 直線 U字形 土師器 古代

SD2ω 直線 U字形～逆台形 (1340) 上師器 古代

SD261 直線 U字形 土師器 須恵器 古代

SD262 直 線 逆台形 土節器 占代

SD263 直線 U字形 土師器 古代

SD264 直 線 U字形 土師器 占代

SD265 直線 U字形 須恵器 古代

SD266 直 線 U字形 土師器 須恵器 羽ロ 古代

SD267 直線 U宇形 (1約 ) l130 土師器 須恵器 古 代

SD268 直 線 U宇形 須恵器 古 代

JJ5



溝一覧 (6)

地 区 遺穂番号 図面番号 写真番号 平面形態 断面形態 長さ m 幅 m 深さ m 出土遺物 時期

B6地区 SD269 直線 U字形 (100) 土師器 古代

SD270 〕73 直線 逝台形 須恵器 灰釉陶器 占代

SD271 直線 逆台形 土師器 古代

SD272 不整形 U字形 )16 土師器 占代

直 線 U字形 土師器 須恵器 黒色土器 古代

SD274 直 線 U字形 土師器 古代

Sつ 275 直 線 げ字形 土師器 古代

SD276 直線 U字形 080 土師器 釘 古代

SD277 不整形 J字形～逆台形 土師器 須恵器 黒色土器 古代

直線 」字形 土師器 古代

直線 U字形 (560) 土師器 古代

直線 U字形 土師器 鉄津+炉壁 古代

'D281

直線 U字形 (740) l140 土師器 須恵器 古代

直線 U字形 (120) 須恵器 古代

,D283 直線 U字形 (420) 須恵器 古代

,D284 273 直線 U字形 土師器 須恵器 墨書土器 古代

,D235 直線 逆台形 土師器 古代

雪線 逆台形 (430) 土師器 古代

ヨ線 レン猷 土師器 古代

】D288 α線 U字形 (670) 土師器 古代

SD289 直線 U字形 土師器 古代

273 豆線 U字形 (765) 土師器 古代

,D291 雪線 U字形 土師器 古代

ヨ繰 U字形 (135) 土師器 古代

ヨ孤 不整形 (395) 土師器 須恵器 墨書土器 古代

宣線 U字形 黒色土器 古代

SD295 直線 U字形 (l l10) 土師器 古代

働 296 直線 U字形 土師器 古代

目線 U字形 土師器 古代

宣線 U字形 (055) 土師器 古 代

SD299 宣線 U字形 土師器 古 代

SD300 宣線 U宇形 (810) 土師器 羽口 鉄津 古 代

SD301 直線 逆台形 (1940) 黒色土器 土鍾 古 代

SD302 直線 U字形 土師器 古代

直線 U字形 (1■ 30) 上師器 黒色土器 古 代

SD304 直線 逆台形 須恵器 古代

SD305 直線 U字形 (210) 土師器 古代

SD306 直線 U字形 土師器 古代

SD307 304 直線 U字形 土師器 須恵器 古代

SD308 直線 レンズ状 古代

直線 U字形 (220) 土師器 須恵器 古代

不整形 U字形 (330) 土師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 古代

SD31] 直線 レン刑 犬 (290) 古 代

直線 逆台形 土lT器 古代

SD313 直 線 不整形 土師器 須恵器 黒色土器 古 代

直 線 ン央伏 (280) )30 古代

朔)315 104 直線 「字形 j代

,D316 不整形 整ヽ形 土師器 須恵器 占代

不整形 不整形 上師器 須恵器 黒色土器 墨書土器 刀子 」代

直線 J字形～不整形 土師器 須恵器 黒色土器 墨警圭器 占代

,D319 蛇行

'字

形 (1300) 土師器

,D320 直線 テ字形 占代

直 線 J字形 土師器 須恵器 黒色土器 占代

直 線 」字形 土師器 須恵器 黒色土器 墨書上器 椀形津 占代

蛇 石 」字形 (■ 80) 土師器 古代

,D324 304 直線 U字形 古代

直線 U字形 (810) 土師器 須恵器 墨書土器 土鍾 古代

】D326 直線 U字形 (720) 土師器 須恵器 古代
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溝一覧 (7)

地 区 遺構番電 図面番号 写真番号 平面形態 HFf面 形態 長さ m 幅 m 出土遺物 時期

B6地区 SD327 直線 U字形 (410) 土師器 古代

SD328 不整形 U字形 土師器 須恵器 古代

SD320 円弧 U字形 土師器

SD330 直 線 U宇形 古代

直 線 V字形 須恵器 古代

SD332 直線 U字形 390 上師器 占代

SD333 不整形 逆台形 土師器 古 代

SD334 直線 U字形 上師器 古代

SD335 ,04 直線 U字形 土師器 古 代

直線 U字形 古代

直線 逆台形 古 代

SD338 直線 U字形 (320) 土師器 古 代

働 339 L字形 U宇形 (2920) 土師器 須恵器 古代

働 340 直線 U字形 須恵器 古 代

直線 U字形 土師器 古代

直 線 U字形 (530) 土師器 古 代

SD343 直線 U字状 (1280) 金属製品 古代

B13地 区 SD344 直線 U字形 (700) 須恵器 古 代

SD345 直線 U字形 土師器 須恵器 古代

SD346 直線 V字形 土師器 須恵器 古代

直線 U字形 (2ユ 0) 土師器 須恵器 古代

SD348 直線 不整形 (155) 土師器 須恵器 古代

直線 U宇形 土師器 須恵器 古代

SD350 直線 U宇形 (156) 須恵器 古 代

SD351 直線 U字形 (334) 土師器 古 代

直線 逆台形 土師器 古代

】D353 不整形 U字形 土師器 須恵器 古代

直線 U字形 (17お0) 土師器 古 代

SD355 直線 Il字形 (140) 土師器 古代

B12地区 SR01 不連続 (途切れ ) 不整形 (4480) (2520) 土師器 須恵器 古 代

土器・陶磁器一覧 (1)
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土器・陶磁器一覧 (3)
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上器・陶磁器一覧 (9)
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土器・陶磁器一覧 (9)
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土器・陶磁器一覧 (11)
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土器・陶磁器一覧 (15)
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土器・陶磁器一覧 (16)
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土器・陶磁器一覧 (19)
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土器・陶磁器一覧 (20)
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土器・陶磁器一覧 (21)

(V56)(重4g)

13(幅 )

(Oα17)(重ユ g)

5444)(重 五g)

Si Sa)(重 五g)

517(重 五 g)

3(■径)

(C800)(重工g)

(3091)(五五g)

Ю58(重 五 g)

895(重 五g)

0385(雲 猛g)

ぢj/



土器・陶磁器一覧 (22)

3(孔 空 )

7(長 さ)

+8(幅
)

“

50)(霊五g)

(4870)(■五g)

(3■54)(■■g)

(14 aO)(重 延g)

(312)(重五g

(1585)(重 五 g)

15(1し径)

la89)(重 廷g)

IS96)(二 且g)

(1348)(attg)

(4弱4)(重五 g)

]3(■径)

19(長 さ)

358



土器・陶磁器一覧 (23)

(2123)(重五g)

(12働 )(五 量8)

(0“ )(工 丑g)

少疵多各 黒色粒

J59



土器・陶磁器一覧 (24)

ぢ5θ



土器・陶磁器一覧 (25)

Jび′



土器・陶磁器一覧 (26)

4(下 ■ )

づ6‐2



土器・陶磁器―覧 (27)

ぢ傷



土器 。陶磁器一覧 (28)

♂6Y



土器・陶磁器一覧 (29)

と留1選
祉番

= 繰ｍ

♂6j



土器・陶磁器一覧 (30)

鰤的

ぢびび



土器・陶磁器一覧 (31)

(中 位)cn

判 ］　一　触

引

4
型

彎

」ク



土器・陶磁器一覧 (32)

4(下 位 )

Jb‐3



土器・陶磁器一覧 (33)

ａ・５

　

一

剰

螂

路部に墨番「成」あり

♂5,



土器・陶磁器一覧 (34)

騨ｍ

ぢ/θ



土器・陶磁器一覧 (35)

線ｍ

業部に塁審「茂」あり 内外面ふ彩

(]334)(重 工g)

ぢ/′



土器・陶磁器一覧 (36)

鱗ｍ

月lFFk色

ぢ″



土器 。陶磁器一覧 (37)

e留陣引騨 麟ｍ

判

Ю引

剰

嘲

ШI
Odp

呵

引

ぢ/J



土器・陶磁器一覧 (38)

陛

匹
卜明

外面に墨答「□□」あり判説不可

・２５

　

一

ｍ
　
一

Jア4



土器 。陶磁器一覧 (39)

」ん



土器・陶磁器一覧 (40)

J戸び



土器・陶磁器一覧 (41)

ギ台内に墨書「Pq」ぁり

」//



土器・陶磁器一覧 (42)

解卿

ぢヌ8



土器 。陶磁器一覧 (43)

こ警卜種剰愚:

10(口爆部 )

ぢ/9



土器 。陶磁器一覧 (44)

と4r番号
1摯目

引

引

判

剰

引

引
4B7

剰

引

引

」∂0



土器 。陶磁器一覧 (45)

う∂′



土器・陶磁器一覧 (46)

と留μ鱗司畢号

郵

天丼部に墨誉「成Jあり

剃

確　一帷

蒔
　
一　
辟

J∂2



土器・陶磁器一覧 (47)

隆

i5(長 さ)

6(長 さ) ●0】v)(重五gl

釧

(29弱)(五量g)

〉粒合 白色粒

(2210)(亀工g)

噴綿骨針多Itl榎

ぢ∂ぢ



土器・陶磁器一覧 (48)

∞
|

“

11

6681

O‐31

引

引
6‐8

ぢ∂イ



土器・陶磁器―覧 (49)

ξ留卜牌

に
磯
　
一　
薩

‐■‐

　

一　

‐２０

Ш
一
四

ｍ
一
コ

い
　
一　
私

ｍ
　
一　
‐・９

鋼
醒
　
一　
Щ

い
　
一　
徹

剣

剣
脇可

剰

判

判
】
　
一　
卿

即

一
即

う∂5



土器・陶磁器一覧 (50)

剰

的
|

剰

引
″
1

引

剰

判

殖e

ゆ
ゆ

♂∂び



土器・陶磁器一覧 (51)

馨ぞ1遺
れ番甘

紫部に基暮「細足」あり

J∂/



土器・陶磁器一覧 (52)

解的

ぢ88



土器・陶磁器一覧 (53)

と警μれ番:

帥　一　醐

碧

一
畔

に

づ8,



土器・陶磁器一覧 (54)

線ｍ

16(口擦部

!2(長さ) (4921)(重五g)

(1223)(重ng)

(25)(幅 )

(6∞ )(五 五g)

4(長 さ)

」,0



土器・陶磁器一覧 (55)

k部に墨書「城長」あり 赤彩

12(ユし径)

盟4(猛 量g)

(304)(重 量g)

土器・陶磁器一覧 (56)

,警 1遺
群番

39′



土器・陶磁器一覧 (57)

与■を号
(中 II)cn

黙
鼈

J92



土器 。陶磁器一覧 (58)

単留1遺
粧君 群齢

青白磁10GY8/1切 緑灰を

ぢ,」



土器・陶磁器一覧 (59)

世 (口緑部 )

事
哺

努
穂

4(口 縁部)

お
第

J94



土器・陶磁器一覧 (60)

4(回 縁部 )

お
詭

2(幅 )

1981H量す

15)(重 猛 )

躙 )(重 範 |

14.|)低驚

雰
堵

395



土器・陶磁器一覧 (61)

鰤て中位，ｅｎ
色調 (:E号 )

事
酪

4(口 縁部)

お
路

瑯
　
一　
瑯

瑯
　
一　
螂

♂,び



土器・陶磁器一覧 (62)

零
発

お
餡

ぢ9/



土器・陶磁器一覧 (63)

紳恥

字ヽ府Ⅱb類

ぢ,3



土器・陶磁器一覧 (64)

(底部)cm

11(口穣部)

399



土器・陶磁器一覧 (65)

鰤い
(底 部)cn

481

可
引 `ω

はIII

490 閉 )(五 鷺 |

ml

可
4931

可 95(工 且0

可
皿 5(長さ

可

ゆ
|

3(口 憲部 )

お
酪

`θ

θ



土器・陶磁器一覧 (66)

お
賄

ユ
略

(宰れⅣ類～上田DΠ 頚

ぢ
絡

イθ′



土器 。陶磁器一覧 (67)

t絡番,1黒目 鰤̈

お
銘

イ02



土器・陶磁器一覧 (68)

と種番号
1曇E

403



土器 。陶磁器一覧 (69)

掌留It4警司騨

お (H縁部 )

ぶ
略

404


